


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS





プロローグ


Sector1　新人騎士候補生

Sector2　エクレシア教会

Sector3　シュバルツバルト

Sector4　神への憧れ

Sector5　剣の誓い



エピローグ

あとがき









[image: ラストセイバーII 恋殺の剣誓]







　　プロローグ







　……なにも見えなかった。

　周囲は深い暗くら闇やみに閉ざされている。

　瞼まぶたを開いてみても、閉ざしてみても、目の前には変わらない黒い闇があるだけだ。

　暗黒の中で目覚めた少女の瞳ひとみ。そこにはなんの景色けしきも映り込まない。

「…………ここは？」

　少女の唇は、独りでに疑問を呟つぶやいてしまう。

　起きていても、眠っていても、景色に大差はない。

　気がついた時にはすでに、そんな夢うつつのような場所で仰あお向むけに横たわっていた。

　その場で上体だけを起こし、少女はしばし呆ほうけてしまう。

「どうして私、こんなところに……？」

　……自分の四肢さえも視認できない闇の中だった。

　なぜこんな暗闇の中で目覚めたのか、少女にはまるで心当たりがない。

　懸けん命めいに、過去に起きた出来事を思い出そうとしてみる。

「……確たしか……私って……」

　自分の名前は藤ふじ埜の祈いの里り。

　学校の社会科見学で……東とう京きようビッグサイトを訪れていたはずだった。

　そこで行われていたイベントの題目は確か……未み来らい科か学がく博はく２０１５。

　ぼやけた思考で過去を思い出そうとすると、鈍にぶい頭痛が始まる。ジクジクと疼うずく痛みを堪こらえるように、額ひたいを抱えながらも、藤埜は徐々に記き憶おくを鮮せん明めい化かさせていく。

　午前中は班行動で会場内を回り、午後はクラスで基き調ちよう講こう演えんを聴きいていた。

　講演内容は〝量子コンピュータによる未来〟だった気がする。

　そして講演中、急に会場が寒くなり始めて────

「────赤い瞳の女の子！」

　思い出した。思い出したのである。

　基調講演中、突如として壇だん上じように女の子が現れたのである。

　純白のウエディングドレスを着込んだ、場違いな格好をした女の子だった。国際会かい議ぎ場じように現れた彼女は、聴ちよう講こう者しや達へ意味ありげなことを宣告した。そして直後……皆既日食が起きたのだ。

「……？」

　その後の記憶がない。

　気がつけば藤埜はこの場で目覚め、今こうして暗闇の中で呆ぼう然ぜんとしているのである。

　過去の出来事を思い出せても、それだけではこの状況を説明することはできそうもなかった。

「おお、人がいるぞ！」

　近くから、男の声が聞こえた。

　その声と共に、闇やみの向こうから、いくつかの足音と、小さな白い光が近づいてくる。

　小さいのに眩まばゆいその光は、スマートフォンのフラッシュライトを点灯させた輝かがやきだった。光の眩さに目を細めながらも、藤ふじ埜のは歩み寄ってきた人々の姿を確かく認にんする。

　……２人だった。手前の１人は、学生服を着た少年である。

「君、大丈夫か！」

　歩み寄ってきた少年は、その場で呆ぼう然ぜんとしていた藤埜の肩を小さく揺すった。

　少し乱らん暴ぼうに身体からだを動かされたため、ぼやけていた藤埜の思考はハッキリとしてくる。

　藤埜の肩を揺する少年は、藤埜の顔をマジマジと見て驚おどろいた顔をする。

「え……もしかして委員長？」

　その男の背後にいたもう１人、制服姿の少女が、啞あ然ぜんとした表情をして藤埜を指差してきた。

「藤埜？　藤埜じゃない！」

　呼びかけてくる２人の顔に、藤埜は見覚えがあった。

　自分と同じ学校の制服を着ているその２人は、藤埜と同じ学校に通うクラスメイトだった。

「……坂さか井いさん？」

　少女の名前は、坂井朱あけ美み。

　藤埜と同じように、東とう京きようビッグサイトで未み来らい科か学がく博はくを見学していた少女である。同じ班で会場内を見て回り、一いつ緒しよにランチを食べたのが、つい先程のことであったように感じられる。

　そして坂井の隣となりに立つ少年は、同じくクラスメイトの男子、荻おぎ谷や清せい次じだった。

　藤埜を見つけて啞然とする荻谷。そんな荻谷に構わず、感極まった坂井は、思わず藤埜に抱き付いた。坂井は藤埜の耳元に、涙混じりの声で告げる。

「良かった……私達だけじゃなかったんだね……！」

「私達だけじゃないって？」

「クラスのみんなと一緒に、ビッグサイトにいたはずなのに。気がついたら私達以外に、同じ学校の友達が１人もいなくなってて……すごく不安だった。私と荻谷君だけなのかと思ってた。この知らない〝森〟に迷い込んでしまったのは」

「…………森？」

　言われて藤埜は気がついた。先程まで、周囲はなにも見えない暗闇だった。しかし今は、荻谷の持つスマートフォンのライトによって、僅わずかだが周囲の様よう子すが見えている。

　小さな光に照らし出された景色けしきは────森の中だった。

　色白で不健康そうな幹の色をした、いくつもの針しん葉よう樹じゆが生はえ出ている。地面には薄うす茶ちや色いろをした、見たこともない草花が育っており、まるで辺りは草木の枯れた冬の森の様相を呈していた。凍こごえる程ではないが……気温は低く、藤埜は肌寒さを感じた。

「ここ……森の中だったの……？」

　スマートフォンの光が届く範はん囲いは狭い。せいぜい周囲３メートル程の空間に何があるのか見てとれるだけで、その向こうは、木々のシルエットが辛うじてわかる程度だ。

　荻おぎ谷やに肩を借りながら、藤ふじ埜のはゆっくりとその場に立ち上がった。

　藤埜は２人に、これまでに起きたことの経けい緯いを尋たずねてみることにした。

　しかし……どうやら坂さか井いも荻谷も、この森に来た理由などわからないようだった。

　２人共、気がつけばこの森で目覚め、周囲には誰だれもいなかったらしい。偶然、近くにいた荻谷と坂井で合流し、森の中を彷徨さまよい歩いている途中に、藤埜の姿を発見したのだと言う。

　藤埜達の共通点は、ビッグサイトで行われていた未み来らい科か学がく博はくの来場者だったという点。

　そして、気がつけばこの暗い森に迷い込んでいたという点である。

　藤埜は周囲を改めて見渡してから、今さらの発言をした。

「今って……やっぱり夜なのかな？」

　藤埜の疑問に、答えたのは荻谷だった。

「状況から言ったら夜に間違いないんだろうけど、僕のスマートフォンの時と計けい表示によれば、まだ午後の２時くらいだよ。……僕の端末は電波が受信できなくなってるから、きっと壊こわれてしまってるのかも。ライト点灯機き能のうだけは使えるみたいだから、助かってるけどさ」

　言われて藤埜も、自分のスマートフォンをスカートのポケットから取り出してみる。

　待ち受け画面の時刻表示は……荻谷のものと同じく、午後の２時くらいである。

「私のも、電波が通じないみたい。壊れてるってことなのかな」

　誰かに連絡することもできず、助けを呼ぶこともできない状況だった。

　藤埜達はその場で俯うつむき、言葉を失ってしまう。

　重々しくなろうとする空気を、坂井が空元気で吹き飛ばそうとした。

「……とにかく。ここでこうして暗い顔してても仕方ないわけだし！」

　藤埜と荻谷は、無理にでも微笑ほほえもうとする坂井に目を向ける。

「今思い出したけどさ。山とかで遭そう難なんしたら、とにかくその場から動かないでジッとしてるのが良いんだって聞いたことがあるよ。このなにも見えない闇の中を、これ以上歩き回っても仕方ないし。今日きようはもうここでジッとしててさ。朝、明るくなってから人里を探そうよ」

「……そうだね。それが良いかもしれない」

　賛さん同どうする荻谷の言葉を聞いて嬉うれしかったのか、坂井は照れ笑う。

「じゃあ決まりだね。まずはここで夜を明かして、それから────」

　────藤埜の頰ほおに、血が飛んだ。

「…………え？」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　微笑んでいた坂井の背後から、宙を泳ぐ〝巨大な魚〟が現れた。

　スマートフォンの照らす僅わずかな明かりの中に飛び込んできたのは、巨大魚が開け放った大口。鋸のこぎりのような鋭するどい牙きばが生はえ揃そろう口は、人間など丸まる吞のみにできるサイズだった。

　巨大魚は躊躇ためらいなく坂さか井いの上半身に背後から嚙かみ砕き、その柔らかい身体からだを食いちぎる。

　上半身を失った坂井の下半身は、腹部から臓ぞう器きを垂らして鮮せん血けつを散らした。食いちぎられた坂井の上半身は、巨大魚が咀そ嚼しやくする口の中で、ボキボキという鈍にぶい音を立てる。

「きゃあああああああああああああああああああ！」

　青ざめた藤ふじ埜のが、当然の悲鳴を上げた。藤埜と荻おぎ谷やは、いきなり現れた巨大魚に背を向けると、一目散に背後の木々の向こうへと駆け出した。

　荒く乱れた息。破裂しそうな心しん臓ぞうの鼓動。苦しくて立ち止まりそうになるのを懸けん命めいに堪こらえながら、藤埜は前方を駆ける荻谷へ向かって声を振り絞る。

「待って、待ってよ、荻谷君！」

「ひっ、ひいいい！」

　藤埜の前を先んじて走っていた荻谷の駆け足は速く、藤埜はどんどん距きよ離りを離はなされてしまう。

　荻谷が持っているスマートフォンの明かりが遠ざかっていくと、藤埜の周りは、再びなにも見えない暗黒になっていく。やがて荻谷の姿は、闇やみの向こうに溶けて見えなくなってしまった。

　藤埜は荻谷に置き去りにされ、暗い森の中に独りぼっちになってしまった。

　先程の────得え体たいの知れない人喰い巨大魚のいる森で。

「きゃっ！」

　暗闇の中で藤埜は躓つまずき、前のめりに転んでしまった。その痛みに歯を食いしばりながらも、藤埜は自分のスマートフォンを取り出し、ライトを点灯させて辺りを照らす。

「……っ！」

　藤埜の胸中で、悲鳴にならない叫びが上がる。

　辺り一面、地面の上に、たくさんの人間が倒れていた。いずれも身体のあちこちが食いちぎられ、引き裂かれ、血まみれの肉塊と化している……つまりそれらは死体である。

「や……いやあああああ！」

　先程の巨大魚に食い散らかされた後なのだろうか。死んでいる人々の格好は様々だが、その中には、藤埜と同じ学校の制服を着た肉塊も落ちている。その意味を理解することさえ憚はばかられ、藤埜は死体から目を逸そらし、両手で耳を閉ざし、うずくまってしまった。

　恐怖のあまり、もはやその場から１歩も動き出せそうになかった。

「……怖いよ……助けてよ……名な薙なぎ君……っ！」

　気がつけば藤埜は、その名を口にしていた。

　縋すがる神さえ持たない少女の祈りは、暗い森の中で、何度となく繰くり返された。

　ただ一心に、この悪夢の終わりを願ねがって。
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　夏の日差しが、容赦なく照りつける。

　緑深い木陰の下では、厳きびしい陽光も和やわらいではいるものの、暑いことに変わりはなかった。

　砂じや利り道みちの中央を流れる小川のせせらぎが、蟬せみの鳴き声の煩わずらわしさを幾分か緩かん和わしている。

　その小川の流れを遡さかのぼる方角へ────進行する４つの人ひと影かげがあった。

　全員が、重厚な金属の装甲に身を包んでいる。

　分厚いガントレットやショルダーガード。西せい洋ようの騎き士し甲かつ冑ちゆうのような防具を手足に付けていた。胴部は、襟えりを立てたジャケットのような形状のボディーアーマとなっており、頭部全体はメットに覆おおわれている。それぞれの顔は見えない。

　全身が迷彩カラーとなっており、人体の生身の部分は、一切外部に露ろ出しゆつしていなかった。

　その姿はまるで、傍はたから見れば機き械かいが人間の出いで立たちをして歩いているようにさえ見える。

《……目標の建造物まで、あと２００メートルちょいだ。そろそろみんな、火器管制システムを再さい確かく認にんして、安全装置セーフテイーを解除しておこう》

　先頭を歩く全身装甲の人物から、少年の声が発せられた。

　機械の装甲を纏まとった４人は、それぞれがＸＭー９ライフル────大型の突撃銃アサルトライフルを手にしている。少年の提案に従い、それぞれが喉のど元もとに取りつけられているタッチパネルを操そう作さすると、突撃銃アサルトライフルの内部から微かすかなモーター音が聞こえ、ロックが解除された。

《み、見えてきたで！　アレやないんかな、目的の廃はい墟きよって……！》

　別の全身装甲の人物が、少女の声で言う。

　少女は木々の向こうに見えてきた、コンクリート製の建物を指さしていた。ツタが外がい壁へきを覆っており、そこが長らく放置されていた廃墟であるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　３階建てで、元はテナントビルだったと思おぼしき場所である。

　目的地を見つけるなり、少女の背後にいた装甲姿の男が言った。

《まずは敵情視察だな。偵察カメラを飛ばすぜ》

　言うなり、男は腰に取りつけていた小型ポーチの蓋ふたを開ける。

　中からタバコサイズの、筒状の機械を取り出した。

　それは筒状の先がレンズになった、小型のカメラである。

　男がそれを頭上へ放り投げると、宙に投げ出された筒状の小型カメラから、即座に細い金属の手脚と、虫の羽根のような翼つばさが展開される。まるで羽虫のような姿に変形すると、カメラは空中に静止した後、建物の方角へ向かって飛び去っていった。

　全員の視界に────ウインドウ表示が現れる。

　虚こ空くうに現れたウインドウの中に、偵察カメラが捉とらえた空中からの俯ふ瞰かん映像が映し出された。

　今飛び立ったばかりの偵察カメラの映像が、全員の視界に〝共有〟されたのである。

　偵察カメラの映像は、建物周辺の草むらを映し出した後に、建物の窓から屋内へ飛び込む。そうして内部の様よう子すを撮さつ影えいしながら、しばらく飛行を続ける。

　建物周辺と内部の様子を、カメラ映像で確かく認にんすると、少女が口を開いた。

《……ええっと。建物周辺の茂みブツシユにＸＭー９で武装したアタッカーが３機き。建物の３階に狙撃手スナイパーが１機。相手チームも、こっちと同じでパーソナル・アーマの４機編へん成せいみたいやな》

　チームは立ち止まり、お互いに向かい合って相そう談だんを始めた。

　神妙な口く調ちようで、少年が意見を述べる。

《相手チームの居場所はわかったね……おそらく相手チームのアタッカー３人は、【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを使って、周囲を透過映像で監かん視ししてるはずだ。こちらが近づけばすぐに見つかって、撃うち合いになるだろう。ここは電でん撃げき作戦で、一気に攻勢をかけて制圧したいところだけど、建物の中にいる狙撃手スナイパーの存在が厄やつ介かいだね。……なんとか最初に狙撃手スナイパーを排除できないかな》

　少年の言葉を鼻で笑い、男が言った。

《無理に戦う必要はないんじゃねえのか。これはフラッグ戦だぜ。相手の陣地にある旗を取れば勝ちなんだから、なんとか敵チームに気づかれないように、建物内へ侵入するのはどうだ？》

　鼻で笑う男の言葉に、恐る恐る少女が答える。

《……相手が【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを使っている最中やねんで、突っ切るのは無理やろ。遮しや蔽へい物ぶつの裏側にいる動体は全すべて感知されて丸見えになってしまうし。隠れずに堂々と敵陣に突っ込むのも同然。ちょっと無理しすぎな作戦やない？》

《なんだと！》

《……僕も彼女の意見に賛さん成せいかな。やはり待ち構えているアタッカー３人は無視できない。彼等らの警けい戒かいエリアを抜けて建物に忍び込むよりは、戦って制圧する方が比較的良い策だと思う》

　少女に賛同する少年に、男は詰め寄った。

《何だよ、お前。さっきからやたら仕切ろうとするじゃないかよ。いつから俺おれ達の上官気取りになってんだよ、ああっ？》

《ぼ、僕は別に仕切ろうとなんて……！》

　チームの３人の間には、険悪なムードが漂い始めた。

　苛いら立だった男は舌打ちをする。そして、ふと気がついた。

《……おい。さっきからずっと黙だまってる、そこのお前》

　少年と少女の背後に、４人目のチームメンバーが立っていた。

　３人の会話に一切介入してこようとしないその人物にも、男は声をかける。

《ダンマリ決め込んでないで、少しは意見を言えよ。お前はどう思うんだ》

　話しかけられた４人目は、やはりなにも答えなかった。

　チームの３人の視し線せんが、否応なく４人目のメンバーに集められる。

　だが４人目は懸けん命めいに、自分の喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし続けているだけで無言だった。

《……》

《……》

《………………おい。話聞いてんのかよ。さっきから何してんだ、お前》

《え、あ、ごめん！　聞いてなかった！》

　間が抜けた返事に、全員が肩透かしを食らった。

　呆あきれているメンバーに向かって、４人目の少年────名な薙なぎ綾りよう月がは慌てて弁明する。

《い、いやいや！　あのさ、銃の安全装置セーフテイーの外し方がわからなくてさ！》

《はあっ!?》

　素すっ頓とん狂きような声を上げながら、男は名薙に詰め寄って捲まくし立てる。

《なに言ってんだ、お前！　このご時世で、銃を使うのが初めてってわけでもないだろが！》

　詰め寄られた名薙は降参するように両手を上げて見せ、苦笑混じりで男に答えた。

《はは……。ＦＰＳとかゲームではよく使ってたけど、実銃は前に一度だけ使ったことがある程度かな。だけどその時は設定をやってもらったというかさ。……みんな、どうやって火器管制システムを操そう作さしたの？》

《……ほ、本気で言ってるん?!　ほとんど銃も使ったことない人が、うちらと一緒に〝騎き士し候こう補ほ生せい試し験けん〟を受けに来てるやなんて……！》

　少女も呆れ果て、名薙の発言に頰ほおを引きつらせてしまう。

　もはや作戦についてもめていたことなど、忘れてしまいそうなくらいに全員が落胆する。

《おいおい！　俺おれ達のチームには、こんな役立たずが１人いるわけかよ！　これじゃあハンデ有りすぎだろ！　この試験どうすんだよ！》

　男は片手で装甲の頭を抱えながら、苛いら立だって喚わめいた。

　そんな男を宥なだめるようと、少年がフォローの発言をする。

《まあまあ、そこはもめても仕方ないよ。このチームは、受験生達の中からランダムで編へん成せいされてるんだから。どんな人と組むことになるのかは、みんな等しく運なんだし》

《……せやな》

《クソっ……お前は前に出てこなくて良いから、とにかくこのチームの足を引っ張らないように気をつけて行動しろよ》

《な、なんだよ！　オレのことを頭ごなしにお荷物扱いすることないだろ！》

　不服の意を唱える名薙を見やりながら、３人は溜ため息いきをこぼす。

　気を取り直し、３人がもう一度だけ作戦について話し合おうとした瞬しゆん間かんだった。

　────ベチャリ。

　男の頭部装甲ヘツドユニツトに、赤いペイント弾が付着する。

《！》

　ペイント弾を頭部に当てられると同時に、男の搭乗していたパーソナル・アーマの全関節部は即座にロックされ、動かなくなってしまう。男の身動きが取れなくなったのと同時に、名な薙なぎ達の視界隅に表示されていた仲間の生せい体たい情じよう報ほう表示が、赤字の警けい告こく表記に変わっていた。男のステータスは「死亡」になっている。

《しまった、先手を取られた！》

　少年が叫んだ時には遅かった。

　名薙達が作戦について問答を続けている間に、相手チームに発見されてしまったようだった。

　相手チームも、周辺を偵察カメラで哨しよう戒かいしていたのかもしれない。とにかく先に仕掛けてきた。名薙達は奇き襲しゆうを受け、あっという間に仲間を１人、失ってしまったのである。

　死亡扱いになってしまった男は動けず、その場で硬直しながら喚わめいていた。

《くっそおおお！　なにもできないまま試し験けん脱落なのかよお！》

《ご、ご愁しゆう傷しよう様さまやな！》

《言ってる場合じゃないよ！　近くの遮しや蔽へい物ぶつに身を隠そう！》

　少年に警けい告こくされ、名薙と少女は慌てて近くの巨木の陰に身を隠す。

　小川を挟んだ対岸側から、相手チームのアタッカーが、無数のペイント弾を撃うってきていた。

《今、【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリで敵を捕ほ捉そくしたよ！　相手の位置情報を共有するね！》

　少年は声を上げながら、喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さする。

　すると名薙と少女の視界映像が切り替わった。

【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリは、周囲の樹じゆ木もくや岩などを透過して、その背後の動体の姿だけを輪りん郭かく表示するＣＧ処理である。周囲50メートルが透視されたように丸裸になり、そこには物陰から銃を構えて撃っている敵チームの姿が鮮明に映し出された。

　激はげしい弾幕の中、少女が声を荒げて言う。

《正面10時の方向と２時の方向、木陰に１機きずつアタッカー！　気をつけて、撃ってきてないもう１機がうちらの側面へ回り込もうと移動してるで！　うちは撃ってきてる奴やつ等らに撃ち返す！　だから銃の使い方に慣なれてないあなたは、回り込もうとしてる奴を相手してや！》

《え、オレ!?》

　名薙は思わず、自分を指差して確かく認にんしてしまう。

《僕も彼女と一いつ緒しよに応戦するよ！　僕達のチームと相手のチームは、小川を挟んで対立している。だから回り込もうとしている奴は、小川を渡ろうとする時に、必ず無防備に姿を晒さらさなきゃならないはずだ！　そのタイミングなら、君でも弾を当てられるだろ！　頼んだよ！》

《ちょ！　待って！》

　名薙の言葉など、もはや耳に入っていない。少年と少女は名薙に背を向け、木陰から身を乗り出して銃じゆう撃げきの応酬を始めてしまう。２人に相手にされなくなった名薙は、装甲内で冷や汗をかきながら呟つぶやくしかない。

《と言われても、結局のところ安全装置セーフテイーの外し方を教えてもらえてないんですけど……！》

　名な薙なぎはライフルを持っていても撃うてないのだ。

　そこのところを、よく理解されていないようである。

　回り込もうとしている敵をなんとかしろと言われても、ライフルを使うことができない。他ほかに名薙が持っている武器と言えば、腰裏に収納されている、高速振動ナイフ────に見立てた試し験けん用ようの木製ナイフが１本きりだ。

《これしかないだろ……！》

　名薙はライフルをその場に捨てると、腰から木製ナイフを抜き放った。

　いきなりライフルを放棄した名薙の行動に気がつき、少年も少女も驚きよう愕がくする。

《な、何するつもりや、それって！》

《銃を持ったアタッカー相手に、ナイフで近接戦なんて無む茶ちやだよ！》

　制止する仲間の声に構わず、名薙は敵が回り込んできているという方角に向かって、躊躇ためらわずに駈かけ出す。そして言った。

《この前は剣１本でなんとかなったんだ！　今度だってきっと！》

　呟つぶやきながら名薙は茂みから飛び出し、小川の岸で身を顕あらわにした。

　すると向かいの茂みからも同時に、名薙と同じ外見をした装甲機き械かい────東とう京きよう騎き士し団だんが正式採用している量産機である、１機のＰＡミリガスが飛び出してきた。

　間かん髪ぱつ入いれず、名薙はナイフを腰こし撓だめに構え、現れた相手チームのＰＡミリガスへ突とつ撃げきする。

《うおおおおおおおおお！》

　名薙の搭乗していたＰＡミリガスのフルデジタルスピーカーから、雄お叫たけびが轟とどろく。

　相手がライフルの銃口を名薙へ向けるよりも早く。反撃の間すら与えず斬きり伏せるのだ。

　────イメージではそのはずだった。

《って、このＰＡミリガスの反応速度おせええ！》

　思ったよりも速く走れず、モタモタする名薙は足をもつれさせてしまう。

　ＰＡミリガスの各関節部のモーターは、名薙の動きよりも若干遅く追つい従じゆうするため、名薙の気持ちよりワンテンポ、動くのが遅い。そのワンテンポの遅さは、致命的な遅れだった。

　名薙の目前のＰＡミリガスは、すでに名薙へ向かって銃口を構え終えていた。

　躊躇いなく銃口から吐き出されたペイント弾。

　それらは篠しの突つく雨の如ごとく、容赦なく名薙の装甲を赤いペイントで塗ぬり潰つぶしていく。

《うわああああああああ！》

　茂みからいきなり敵前に飛び出し、派は手でに玉砕する名薙。

　かくして名薙の騎士候補生試験の実技は、あえなくそこで終了となった。




　　　　▼▼▼




　大きな入道雲が浮かぶ夏の青空。

　午前の授業が終わり、オープン・スクールは昼休みの時間を迎えていた。

　校庭に敷しき詰められた広い緑の芝の上で、スクールの生徒達がキャッチボールをして遊んでいる。その片隅に涼しい風の吹く木陰を見つけ、３人はそこへ腰掛けていた。

「フーン」

　自前のティーカップにポットで紅茶を注つぎながら、黒髪の少女は相あい槌づちの言葉を漏らす。

　艶つややかな長髪。白シャツにスカートといったシンプルな私服姿の少女だった。

　スレンダーな細身は、陶器のように白い肌をしており、綺き麗れいな鎖さ骨こつが覗のぞく胸元には、十字架のネックレスを垂らしていた。

　少女の名は、如月きさらぎ真ま無な。

　優ゆう雅がに紅茶を口にしながら、真無は片隅で膝ひざを抱えて落ち込んでいる少年を横目に見やった。

　モダンなシャツにパンツ姿のその少年は、どんよりと重苦しい空気を背負って項うな垂だれている。

「それで名な薙なぎ君は、今け朝さからああやって、壮絶に落ち込み続けているのね」

「そうなのよ」

　そんな真無の隣となりで、ランチボックスのサンドイッチを頰ほお張ばる金髪の少女が答えた。

　肩まで伸ばした金髪。赤い色の瞳ひとみ。少し気が強そうだった。

　見た目は、あどけない面おも影かげの小柄な少女である。身体からだの線せんが細くて華きや奢しやだが、活発そうな雰囲気であった。半はん袖そでの白フードパーカーにスカート。ニーソックスといった服装だった。首には大型のヘッドホンを掛けている。

「まだ落ちたっていう合否結果メールが届いたわけでもないのに、昨日きのうからああして、馬ば鹿かみたいに落ち込み続けてるの。結構ネガティブな思考してるわよね、ナナギも」

「あら。まだ落ちたかどうかわからないってことは、合格してる可能性もあるってことかしら」

「いや、それはないと思うわ」

「即答だなんて、夢も希望もないわね」

「そりゃあそうよ。実技試し験けんで良いところも見せられず、チームの足を引っ張って全滅に追い込み、そのくせ本人は銃にナイフで挑むという馬鹿丸出しな攻撃に出て派は手でにやられたのよ。どこの節ふし穴あなな試験管が見れば、合格なんていうトチ狂った結果が出てくるのよ、アハハ」

　金髪の少女の容赦ない言葉が聞こえていたのだろう。

　項垂れていた少年は、さらに重たく頭を垂らしてしまう。

　ウジウジする少年をウンザリした横目で見やりながら、金髪の少女は嘆息を漏らした。

「家の中でもああして落ち込んでるから、辛しん気きくさくてかなわないわよ。まったく、東とう京きよう騎き士し団だんなんて、いつも人手不足の軍隊じゃないの。半年に１回は採用試し験けんやってるんだから、次にもう一回受けてみれば良いだけの話なのに……励ましてあげても落ち込みっぱなしなのよね」

　悪態を吐つきながらサンドイッチをモグモグする金髪の少女。

　それを見て、真ま無なは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで言った。

「フフ。家で落ち込んでいる名な薙なぎ君を、そうしてすぐ傍そばで気き遣づかってあげられるなんて。さすが１つ屋根の下に住んでるだけのことはあるわね。まるでアニカは、名薙君の良妻じゃない」

「んなっ！」

　アニカと呼ばれた金髪の少女は絶句し、一気に頰ほおを赤らめてしまう。

「だ、誰だれが良妻よ！　私とナナギはただ一いつ緒しよに住んでるだけの腐くされ縁えんで、け、けっこんとかはしてないんだから！　変なこと言わないでよ！」

「あら。結婚してない男女が、一つ屋根の下で生活してるのは普通じゃないと思うけど」

　真無の指摘が真っ当すぎて、思わずアニカは言いい淀よどんでしまう。

「ち、違うの！　私とナナギはそそ、そういう関係じゃなくて！　アイツが寝る家がないって言ってたから、仕方なく今は泊めてあげてるだけで……！」

　呂ろ律れつが回らない程に動揺するアニカは、耳まで赤くなってしまう。

　そんな可愛かわいらしく初う心ぶなアニカの様よう子すを見て、真無の悪戯いたずら心ごころはさらにくすぐられた。

　真無はアニカの話を聞いて「ふんふん」と頷うなずきながら、項うな垂だれ続けている少年────名薙綾りよう月がへ、ようやく声をかける。
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「ねえ、名な薙なぎ君」

　暗い気持ちで黙だまり込んでいた名薙だったが、話しかけられて返事をする。

「…………なんだよ、真ま無な」

「名薙君って、アニカの〝ヒモ〟なの？」

　名薙もアニカも、同時に噴き出した。

「ば、馬ば鹿か言うなよ！　なんでオレがアニカのヒモなんだ！」

「ななななんてこと言ってんのよ、マナ！」

　ムキになる２人を楽しそうに見ながら、真無は淡々と言った。

「だって名薙君、アニカの家に居候いそうろうしてるわけでしょ？　それにコンビニバイトして、雀すずめの涙ほどの生活費を納めてるそうだけど、実質の生活費は、アニカが働いて得たお金と貯金なわけだし。養われているも同然よね？」

「ま、まあそれはそうかもしれないけどさ……」

「名薙君も、２０１５年にいた頃ころからずいぶんと男のレベルを上げたものよね。最初はただの高校生だったのに。この時代に来てからは、住所不定、さすらいのコンビニ店員で、女性の家に居候しているヒモに昇格してるなんて。なかなか逞たくましく生きてるじゃない」

「いらねえよ、そんな逞しさは！」

「ヒモ……世間的には、ナナギは私のヒモだと見られているの……！」

　露ろ骨こつに動揺して青ざめているアニカに構わず、名薙は嘆息してから真ま無なに答える。

「……真ま面じ目めなところ、いつまでもアニカの家に居候してるわけにいかないのは確たしかだ。かれこれ、この生活を始めて２週間は経たってる。本当に、アニカには迷惑かけてるし。だから昨日きのう、受けてきたんじゃないか、騎き士し候補生試し験けんを」

　名薙はその場で立ち上がると、腰を伸ばしながら続けた。

「東とう京きよう騎き士し団だん。オレ達の元いた時代で言うところの軍隊だ。正式な騎士になるためには騎士候補生としての実務経けい験けんを重ねないと駄だ目めみたいだけど、騎士候補生は、筆記と実技の試験に合格すれば、誰だれでもなれるものなんだよ」

「まあ、そうみたいね」

「騎士候補生になると、なんと騎士団所有の寮りように入ることができるらしんだよ！　しかも騎士団の通常業務である地域警けい備び任務や、未知の遺い跡せきの調ちよう査さ活動とかにも参加できて、高い給料も貰もらえるんだぜ！　コンビニバイトよりも確かく実じつに割が良いし、住むところも手に入る！　おまけに堂々と都市外を探索して、元の時代に帰る方法を探すこともできるかもしれないんだ！　良いことずくめで一石三鳥くらいだとは思わないか！」

「まあ、それも試験に合格していればの話よね」

「ぐぬぬ」

　ティーカップの香りを楽しみながら言う真ま無なに、名な薙なぎは奥歯を嚙かみしめて黙だまり込む。

　名薙が歯嚙みしている横で、立ち直ったらしいアニカが言った。

「それにしても……まさかアンタ達が本当に、１２５年前の〝過去から来た人間〟なんだって聞かされても、まだ実感がわかないわね」

　神妙な面持ちのアニカ。

　そんなアニカの言葉を聞いた名薙は苦笑する。

「オレからしたら、アニカが信じてくれたことの方が、まだ実感わいてないんだけどさ」

「本当に信じたのかって訊きかれたら、正直なところまだ疑ってるんだけどね」

　アニカは真顔で続けた。

「でも耳を貸さないわけにはいかないじゃない。わざわざ首相官邸に、私みたいな小市民が呼び出されて……東京の総理大臣から直じき々じきに説明されたのよ。それだけじゃない。２週間前の〝東京侵攻〟で、ナナギやマナが見せた力を、私も目にしているわけだし」

　アニカが口にする────〝東京侵攻〟。

　それは２週間前に、名薙達が住んでいるこの城じよう塞さい都市「東京」で起きた市街戦のことを指す。

　異能の力を持った、天使アイオーンという名の人類の敵。

　その天使の軍勢セラフイツク・アルマの中でも最強の７人と謳うたわれる〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟の１人が、単独で東京の街に攻め入ってきたのである。最終的に終焉の騎士ナイツオブエンドは、人類の英雄である〝剣けん聖せい〟の活かつ躍やくによって撃げき退たいされ、東京の街は救われたのだ。

　……それが世間に公表されている、事件の表向きの全容である。

　アニカは腕を組み、しみじみと頷うなずきながら続けた。

「ナナギと最初に出会った時は、ＰＱＣピクシーの使い方も、ＡアＥイのことも知らないし。なにも知らない田舎いなか者ものか、あるいは記き憶おく喪失だと思ってたんだけどね。……過去人だなんて予想不可能よ」

「だからオレは、最初からそうだって言ってたじゃないかよ」

「あの時の状況で信じられるわけないでしょ！　今だって半信半疑なんだから！」

　名薙の発言に食ってかかろうとするアニカを見つつ、真無は上品に微笑ほほえんで言った。

「まあ良いじゃない、名薙君。アニカが私達の事情について理解してくれたということは、この時代で味方が１人増えたってことでしょう？　悪い話じゃないと思うけど」

「相変わらず、真無は打算的だな……」

「普通のことでしょう。計算のない人間関係なんてあるのかしら？」

　涼しい顔で言ってのける真無に呆あきれ、名薙は閉口してしまう。

　ふとアニカが、手のひらを１つ打って言った。

「そういえば。分子機き械かい治ち療りようを受けてたマナの、脚の骨折も治って落ちついたわけだしさ。今日きようはマナの家で、あの会合を開くんだっけ？　〝元の時代に戻ろう会〟とかいう適当な名前の会合」

「適当な名前とはなんだよ！　過不足なく趣しゆ旨しが伝わる、完かん璧ぺきなネーミングじゃないか！」

「……どうしてそこでムキになるのよ。わけわかんない男ね」

　元の時代に戻ろう会。

　それは名な薙なぎが命名した定期会合であり、毎週末に真ま無なの自宅で開かれることになっている。

　名称の通り、話し合うのは「どうすれば名薙と真無は、元の時代に戻れるのか」ということである。名薙と真無はお互いに、過去の時代へ戻るヒントになりそうなものを、個別に調ちよう査さすることにしている。そして定期的に、それを報告し合うことにしたのだ。

　今日は週末。アニカの言う通り、会合の日なのである。

　アニカは名薙ではなく、真無に向かって言った。

「どうせ会合は放ほう課か後ごでしょ？　それまでには、まだ時間があるし。午後はナナギを借りてもいいかしら？　２人で寄り道したいところがあるの」

「あら、デート？」

「いちいち違うわよ！　修理に出してた〝アレ〟を引き取りに行くだけよ！」

　アニカの言う〝アレ〟という言葉を耳にした途と端たん、名薙は表情を僅わずかに険しくさせる。

　その表情の変化を見逃さず、真無は、だいたいのことに察しをつけてしまった。

「……なるほど。直ったのね、〝メサイア〟が」

　真無は面めん倒どうそうに、小さく嘆息を漏らした。

　ひとまず名薙を見やり、真無は釘くぎを刺しておくことにした。

「遅れないでね、名薙君。今日の会合には、ちょっとしたお客さんも来るから」

「ちょっとしたお客さん？」

「そうよ。そしてそのお客さんが、私達が〝元の時代へ戻るヒント〟を示してくれるそうよ。だから、遅刻は厳げん禁きんだからね」

　そう言って真無は、冗じよう談だんっぽくウインクをして見せる。

　真無は悠然と立ち上がり、名薙とアニカに向かって小さく手を振って見せた。
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　────西暦２１４０年。

　名薙が生活していた時代から、およそ１２５年後の未来である。

「……しっかし。オレの住んでた時代と、大差ない雰囲気なんだよな」

　アニカの運転する装甲車の助手席で、名薙は頰ほお杖づえを突いて景色けしきを眺めていた。

　名薙を乗せた車は、首しゆ都と高こう速そく道どう路ろを走っている。

　車窓の向こうに見えるのは、道路の両端に聳そびえるビルの街並みだ。道路標ひよう識しきや企業広告の看板などが立ち並び、名薙にはこれが、「未来の景色」なのだとは思いがたかった。

　見た目だけで判断すれば、ここが１００年以上も先の未来なのだとは信じられない。

　しかし、ここが未来なのだと感じさせるいくつかの要素が存在するのも確たしかなのだ。

　見て分かるもので言うなら、大きく３つある。

　１つ目。

「……」

　名な薙なぎは、自分の首に取りつけられた、首くび輪わ状じようのものに触れてみた。

　────ＰＱＣピクシー。

　ポータブル・クアンタム・コンピュータの略称。

　名薙やアニカに限らず、街の誰だれもが付けているこの首輪は、携帯型量子コンピュータである。

　名薙達の時代の感覚で言えば、１人１台のスマートフォンに近い感覚の代しろ物ものだ。その演算能力は、下へ手たをすれば名薙達の時代のスーパーコンピュータに匹敵しており、これだけ小さいのに、超大量の計算を必要とする気象シミュレートさえも実現できる性能なのだという。

　さらに２つ目。

　────ＡアＥイ。

　オーグメント・アイの略称。

　名薙が両目に付けている、スカイブルーのカラーコンタクトである。

　ＰＱＣピクシーがパソコンの本体だとすれば、ＡアＥイはＰＣモニターという位置付けになる。名薙が見ている視界映像に、ＰＱＣピクシーが生成したＣＧ映像が重ねて表示されるため、現実世界にコンピュータ映像が混じって見える仕組みになっている。

　例えば今、車の行く先に表示されているカーナビゲーション表示もＡアＥイの恩恵だ。

　アニカが【ナビ】アプリを起動しているため、名薙が乗っている装甲車の行き先には、ＣＧで作られた矢印が、道路上に表示されて見えている。その矢印のルート案内を辿たどっていけば、目的地に着けるのだ。アニカのＰＱＣピクシーにフレンド登とう録ろくされている名薙は、アニカの視界に表示されている情報を、共有して一いつ緒しよに見ることができるのである。

　道路の行き先に、ＣＧ表示の看板で地名が見えてきた。

　そのＣＧ看板には「秋あき葉は原ばら」と記載されている。

　聞き覚えのある地名を目にして、名薙は運転席でハンドルを握っているアニカへ尋たずねた。

「行き先って、もしかして秋葉原なの？」

「フッフッフ。その通りよ」

　アニカは肯定しながら、なぜかどす黒い笑えみを浮かべて言った。

「２０３９年に起きた第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん後、世の中から多くの文化や伝統が失われてしまったわ。その中の１つに挙げられるのが麗うるわしきオタク文化！　そのオタク文化を再さい興こうしようとしている世界で屈指の街こそ、今から行く秋葉原なのよ！」

「この時代の秋葉原も、オレの時代とあんまり変わらない、萌もえとオタクの街っぽいな」

「甘えたこと言ってんじゃないわよ、バカァ！」

「うわああ！　ハンドル放はなすな！　前見て運転しろって、アニカ！」

　名な薙なぎの言葉が癇かんに障ったアニカは、思わずハンドルを放して名薙に摑つかみかかっていた。

　車が蛇行しようとしているのに気がつき、アニカは慌ててハンドルを持ち直して言う。

「萌えの街？　オタクの街？　この時代の秋葉原が、そんな楽園なわけないでしょう！」

「ら、楽園って……」

「戦前の世界では毎日のように深夜にアニメがテレビ放送され、夏と冬には年２回のオタクの祭典コミックマーケットが開催されていたのだと聞くわ。きっとナナギ達の住んでいた時代もそうだったんでしょうね。恵まれてる……甘やかされてるわ！　この時代ではアニメや漫画、同人誌とかいうキャラクターコンテンツ製品全般はね、みんな喪失情報ロスト・データなのよ！　戦前の世界にはあっても、戦後の今の世の中では失われている情報なの！　誰だれかが遺い跡せきから発掘したりしてでもこなきゃ、どこにも流通していないものなのよ！」

　力説するアニカの迫力に、名薙は怯ひるんでしまう。

「だから私みたいな情報発掘屋データハンターは、危険を冒して遺跡に潜もぐり、そこにあるパソコンとかからアニメのデータを入手してきてるわけなのよ！　秋葉原は、私と同じ志の情報発掘屋データハンター達が集まり、それぞれが命いのち懸がけで手に入れてきたお宝データを売買している数少ない街！　世界広しと言えど、この街ほど、最新のアニメや同人誌データが集まってくる場所はないのよ！　この時代にインターネットで出回っているアニメデータとかはみんなこの街が発祥地なんだからね！」

「……そういえばアニカって、アニメが好きだったっけな」

　名薙が初めてアニカに出会ったのは、朽くち果てた東とう京きようビッグサイトだった。

　この時代ではビッグサイト〝遺跡〟と呼ばれているようだが、そこでアニカは「コミケ」だの「聖地」だのと、聞き覚えがある単語を喚わめき立てていたのである。戦前のオタク文化が好きだという話を聞かされてはいたが……こうして改めて見ると実に、ただのオタク少女だった。

　名薙は感じた疑問を口にした。

「それで……なんでアニメや同人誌のデータが集まる街で、メサイアの修理ができたんだ？」

「説明が足りなかったわね。別に秋あき葉は原ばらは、そういったオタクコンテンツを売買してるだけの街じゃないの。ジャンクの電子部品とか、工作機き械かいとかね。あんまり大きい声じゃ言えないけど、違法なパーソナル・アーマのパーツ売買とかもやってたりする場所なのよ」

「萌もえと電子機械パーツを売ってる街って、ますますオレ達の時代の秋葉原に似てるなあ」

　アニカは嘆息混じりに続けた。

「ナナギのパーソナル・アーマ……ＰＡメサイアは、騎き士し団だんが使ってるＰＡミリガスみたいな量産機とは訳が違うわ。称号持ちエリスネーターの騎士にのみ与えられ、彼等らの戦せん闘とうスタイルに合わせて特別設計されてる個人専用機なの。大抵が異常性能イレギユラースペツクで、一般的ではない武装や装備が組み込まれてるわ。しかもアンタの機体は、この時代ではあまりにも有名すぎる特別中の特別機」

「……」

「普通のショップとかで修理依頼しようものなら、すぐに騒さわぎになっちゃうわよ。それに、普通の技術者じゃ手に余るかもしれない機体でもあるしね。だから、私の個人的なツテを使って、そういう〝他言無用な仕事〟を請うけ負ってくれる奴やつに修理を依頼してたの」

「メサイアの修理を請け負ってくれた、アニカの知り合いが秋あき葉は原ばらにいるってことか」

「知り合いというか……ああああ、アイツのことは考えるだけでめんどくさいいい！」

　謎なぞの苛いら立だちに身み悶もだえするアニカを、名な薙なぎは怪け訝げんそうに見た。

　やがて車の前方に表示されていたＣＧの案内矢印が、首しゆ都と高こうを下りるように指示した。

　その矢印の遥はるか向こう、聳そびえるビルの彼方かなたには、巨大な白いコンクリ壁へきが見えている。

「……城じよう塞さい都市か」

　ここが未来の世界なのだと実感させる、最後の３つ目がその〝壁〟である。

　城塞都市「東とう京きよう」。

　人口約７３０万人の中規模の都市だ。神か奈な川がわ県けん西部から山梨県。そして伊い豆ずを含む領土。この時代の東京が存在する位置は、名薙の時代の地名で言えばそうなる。その周囲を覆おおっているのが、高さ80メートルのコンクリ壁であり、外界からの敵の侵入を防ぐ防壁なのである。

　……城壁の向こうには今この時にも、数多くの人類の敵が徘はい徊かいしているのだ。

　地上には、かつての戦争で生み出された、人間を捕食する生物兵器────金属知性体マモノと呼ばれる野生のコンピュータ生物が徘徊している。そのため、人類が安全に暮らすことができる場所は限られてしまっていた。人々は城壁に囲まれたこの都市で生活することを余よ儀ぎなくされ、城壁の中に住めない人々は、今もマモノの脅威に震ふるえながら生活をしていた。

「……いや」

　名薙は視し線せんを険しくし、自らの考えを少し改める。

　２週間前────現実に〝東京侵攻〟は起きてしまったのだ。

　たとえ城じよう壁へきの内側で生活できたとしても、今もなお人類を絶滅させようとする天使アイオーンは、攻め込んでくることがある。その脅威からは、誰だれ１人として逃げられないことを思い知らされた。

「……この時代に、人類の安全地帯なんてない。それがオレ達の時代との、大きな違いか」

　そう呟つぶやき、名薙は表情をしかめる。
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　高速道路を下りると、秋葉原の電気街の通りへ出る。

　電気店が密集し、ネオンが輝かがやいている点に関しては名薙達の時代と同じだった。

　車が道路を駆け抜ける途中、名薙のＰＱＣピクシーが、ローカルネットワークから自動的に情報をダウンロードした。すると、名薙の視界に映る各かく店てん舗ぽから、吹き出しポツプアツプ形式の店の詳細情報ステータス画面が飛び出した。名な薙なぎは感嘆の声を漏らしてしまう。

「おお、これは便利だな！」

　吹き出しポツプアツプの中には、店の名前や扱っている商品。客の口コミ評価まで表示されていた。それぞれに検索バーまで表示されており、そこに欲しい商品名を入れると、取り扱っているかどうかまで検索できるようだった。

　名薙が目を輝かせて秋あき葉は原ばらの街並みを眺めていると、やがて車は、賑にぎわう繁はん華か街がいから徐々に遠ざかっていく。そして辿たどり着いたのは、繁華街の裏手に位置する小さな建物である。

　車窓の向こうを見つめながら、アニカが言った。

「着いたわよ」

　墓が並ぶ敷しき地ちの中央に、古びた洋風の建物が建っていた。その屋根の天てつ辺ぺんには、環わの中に収められた、十字架のレリーフが生はえていた。

「ここって……教会か？」

　墓地の横にある小さな駐ちゆう車しや場じようへ装甲車を駐とめると、アニカと名薙は車から降りる。

「メサイアの修理って、てっきりＰＡのパーツショップみたいなところでやってるのかと思ってたけど……まさか、こんな教会だったなんて。思いもしなかったなあ」

「何言ってんのよ。ここは立派なＰＡのパーツショップよ？」

「へ？」

　黙だまる名薙。アニカは指先で、教会の建物の入り口を指差した。

　その両開きの扉の上には、古びた看板が立て掛けられている。

「……クローニ教会、兼、ＰＡパーツショップ……？」

　教会であり、ＰＡのパーツ販売店。あまりにも意味不明な看板を目前に、名薙は込み上げてくる胡う散さん臭くささを拭ぬぐえなかった。

　入口の両開きの扉を開けると、中は適当な造りの空間になっていた。

　向かって右手側が、参列席の並ぶ礼拝堂になっている。左手側はショーケースが並べられており、天てん井じようからはＰＡの基礎骨格ベーシツク・フレームがワイヤーで吊つり下げられ、展示されている。いかにもパーツショップ然とした雰囲気だった。礼拝堂の厳げん粛しゆくな空気は感じられない。

「何なんだ、この見るからに適当な雰囲気の店は……！」

　名薙が怪け訝げんな顔で呻うめくと、礼拝堂の暗がりから歩み寄ってくる人ひと影かげがあった。

　オールバックの金髪に、海賊のような眼がん帯たい。長身の男だった。

　立たち襟えりに白のカフスが入ったキャソック姿。神父の出いで立たちをしているというのに、咥くわえタバコをしており、聖せい職しよく者しやらしい荘そう厳ごんな雰囲気はない。

　店主と思おぼしき神父が近づいてきたため、名薙はまず挨あい拶さつをしようとした。

　だが神父は名薙になど目もくれず、一いつ直ちよく線せんにアニカへ向かって歩み寄っていく。

　神父はタバコを放り捨てると、アニカの小さな肩を優やさしく抱いて、顔を近づけた。

「会う度に、どんどん綺き麗れいになっていきますね、アニカちゃん」

　白い歯を覗のぞかせて微笑ほほえむと、神父は胸元から１輪りんのバラの花を取り出した。

「結婚しよう」

「死ね」

　爽さわやかに微笑む神父。だがアニカは不ふ機き嫌げんそうに見つめ返していた。

　思い切り無視されている名な薙なぎは、苦々しい表情でアニカへ問いかける。

「えーっと、アニカ。この人は？」

「……残念ながら、この店の店主。クローニ＝ハルナート神父よ」

　アニカからクローニと呼ばれた神父は、名薙の姿に目を向けて愕がく然ぜんとした。

「お、男！　アニカちゃんが男を連れてきたですって！」

「って、今までオレの存在に気づいてすらいなかったのかよ！」

　クローニはギリギリと奥歯を軋きしませて苛いら立だった様よう子すを見せた。

「……君、名前は？」

「え……名薙綾りよう月がですけど」

「私のアニカちゃんとは、どういった関係なのでしょうか？」

「わ、私のアニカって？」

　戸惑っている名薙を見かねて、アニカは猛烈に面めん倒どうそうな溜ため息いきを吐ついてから言った。

「気にしなくて良いわよ、全部妄想だから。コイツ……救いようがないロリコン神父なのよ。私だけに限らず、10代くらいの女の子に対してはいつもこんな態度だし」

「真性ロリコン神父ってことなのか」

「無む垢くな者に対する愛が、そのような異端の名で呼ばれてしまうのは嘆かわしい。しかしどうせレッテルを付けて呼ぶなら、神聖なロリコン神父と呼びなさい」

　クローニは対抗心剝むき出だしの、険しい眼まな差ざしで名薙を睨にらんで言った。

　その眼差しをどんな顔で見つめ返せばいいのやら。困っている名薙に構わず、クローニは懐ふところから１枚の写真を取り出して、それを名薙に見せつけてくる。

　写真には、花畑で微笑ほほえむ小さな女の子の姿が写っていた。

「昔のアニカちゃんは可愛かわいかった。まさに天使だ。ほら御ご覧らん、この写真を。かつては、このつぶらで無む垢くな眼差しを、世俗に堕落しきったダーティーガイの私に向けてこう言ったのです」

　クローニは真顔で声色だけを変え、幼女っぽい口く調ちようで言った。

「アニカ、おっきくなったらクローニのお嫁さんになる！　とね！」

「とね！　じゃないわよ！」

　アニカは真まっ赤かになりながら、クローニの襟えり首くびを摑つかみ上げてガタガタと揺する。

「い、いったいどんだけ昔の話してるのよ！　その写真も、私が言葉を覚えたくらいの年ねん齢れいのものじゃない！　アンタのストライク年齢は何歳からなの！」

「私の年齢を０としてマイナス無限大」

「わかりたくもないわよ、バカ！」

　なぜ、クローニが幼いアニカの写真を持っているのか。

　名な薙なぎが疑問に思ったことを口にするより先に、クローニは凄すごみを利かせた面持ちを、名薙へ向ける。冷たく尖とがらせた眼まな差ざしで名薙を睨にらみながら、厳おごそかに警けい告こくした。

「良いですか、ナナギ君。よく聞きなさい。私はアニカちゃんが４足歩行していた赤ん坊の頃ころから、こうして婚姻可能年齢になるまで面めん倒どうを見ている、兄のような存在なのです。そしてアニカちゃんの純血は、兄、兼彼氏でもあるこの私が守っていると言っても過言ではありません」

「こ、この時代じゃ14歳でも結婚して良いのかよ！　しかも純血ってその……！」

　名薙に視し線せんを向けられたアニカは、俯うつむいた頭部から湯気を噴ふき出した。恥ずかしいことを暴ばく露ろされたせいだろう、涙目になっていた。アニカに構わず、クローニは名薙へ忠告を続ける。

「もしもここにきて君が、アニカちゃんの純血を奪うようなことをして御覧なさい……便所に隠れていても息の根を止めてやりますよ」

　凄むクローニの後頭部を、アニカが思い切り蹴け飛とばした。

　クローニは蹴られた頭をさすりながら、憮ぶ然ぜんと呟つぶやく。

「……愛が痛い」

「なななっ、なにをクソバカなこと言ってんのよ！　良いからとっとと修理が終わったメサイアを返しなさいよ！　さもないと通報するわよ！　今日きようこそ！」

　アニカに叱しかられたクローニは、渋々とカウンターの裏から鍵かぎの束を取り出した。

　それを持って、「ついてきなさい」とだけ言って建物の奥へ向かって歩く。

　その後ろについていこうとするアニカへ、名薙は尋たずねた。

「……クローニ神父って、アニカの親しん戚せきかなにかなの？　赤ん坊のアニカの面倒を見ていたって言ってたけどさ」

　尋たずねられたアニカは一いつ瞬しゆんだけ黙だまり込んだ。しかし、すぐに苦笑して答えた。

「……クローニは、私の家に仕えていた従者の１人。没落令れい嬢じようの、元召使いってところかしら」

　自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえむアニカの表情は、少し寂しげだった。

　クローニについていくと、行き先には地下へ続くエレベータが現れる。

　エレベータ内の階層表示は、１階と、地下３階、地下６階だけであった。クローニは地下６階のボタンを押すと、背後の名薙とアニカへ言った。

「引き取りは教会裏の搬入エレベータで行いますが、まずは現品を確かく認にんしていただきますよ」

　名薙達はクローニと共に地下へと下りていく。

　降下するエレベータの中で、クローニは顎あご鬚ひげを擦さすりながら言った。

「聖書によれば、神は仰おつしやった────クソ天使野郎共はブチ殺せと」

　エレベータが止まると、開いた扉の向こうに光が溢あふれる。

　そこはドーム状の部へ屋やとなっており、四方八方に、ハンガーでジャッキアップされているＰＡがあった。ツナギ姿の何人かの従業員が作業をしており、テーブルの上には工具や部品の数々が並べられていた。

「ここは天使達に抗あらがう鉄の力が生まれる場所。ようこそ、我がガレージへ」

　啞あ然ぜんとする名な薙なぎに、クローニは怪しく微笑ほほえみかけた。
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　ドーム状の作業エリアから、細い通路へ入った先だった。

　そこには預かり中のＰＡが、棺ひつぎを模したカプセルに保管され、並べられていた。

「こちらがお預かりしていたＰＡ。ＸＹ０２、メサイアです」

　カプセルの１つの前で立ち止まり、クローニは名薙とアニカへ微笑みかけた。

　名薙達が視し線せんを向けた先には────１機きの白色のＰＡの姿があった。

　身長２メートルくらいの人ひと型がた。西せい洋よう甲かつ冑ちゆうのような金属装甲の手脚。胸元に分厚いブレストプレートを装備し、襟えりを立てたトレンチコート形状をした装甲を羽は織おっている。そのトレンチコート状の装甲の腰部には、１本の騎士剣ナイツソードを帯刀していた。

　────救世主メサイア。

　この時代で、天使アイオーンやマモノ達から人々を救い続けた、英雄の搭乗していた機体である。

「あれ？」

　名薙は、ＰＡメサイアのシルエットのあちこちに違和感を感じた。

　特に気になったのは、左腕に装備されている長方形の盾である。

「これって……」

「セラミックシールドです」

　名薙が問いかける前に、言わんとすることを察したクローニが答えた。クローニは背後から聖書に似た分厚い本を取り出す。それはＰＡメサイアに施した作業を記載した台帳である。

「材質はアルミノボロシリケートファイバー、シリカファイバーなどのセラミック繊せん維い。スペースプレーン底部に使用される複合材料に手を加えて強化した、耐たい徹てつ甲こう弾だん、耐たい熱ねつ効果を持つ特別製ですよ。この機き体たいは銃火器を持たず、近接戦用の騎士剣ナイツソードだけで武装している、言わば突とつ撃げき機きです。敵がマモノだけなら良いかもしれませんが、対人戦ともなれば、銃弾の雨をかいくぐる必要があります。その時に役立つでしょう」

「……対人戦？　そんなものに遭遇することなんてありえるのか？」

「人類の敵は、なにも天使アイオーンやマモノだけではないのですよ」

　クローニは意味深な発言をした。

　しかしそれに名薙が質問を挟む間もなく、クローニは饒じよう舌ぜつに話を続けた。

「預かった時には、両腕が基礎骨格ベーシツク・フレームごと溶解して使い物にならなかったので、そこは丸ごと新品に交換しました。ただ、この機き体たいに装備されている小型急加速器シヨツト・バーニア────圧あつ縮しゆく空気を吐き出して、機体を瞬しゆん間かん的てきに加速させる機構は、かなり特殊な代しろ物ものでした。なので両腕は、完全には復元できませんでしたけど、右腕のみ類似パーツが入手できましたので、それを取りつけましたよ。けど左腕用のパーツは足りませんでしたから、その代わりに左腕部シールドを付けたのです。せめてものサービスだと思ってください。あと……」

　クローニは、カプセルの横に付いている制御パネルを操そう作さする。すると棺ひつぎのようなカプセル内に、無数のロボットハンドが現れた。ロボットハンドはＰＡメサイアの外装甲アウター上に、布をビス締じめして取り付けていく。見る見る間に、ＰＡメサイアはフードマントに身を包んだ格好に変へん貌ぼうした。

　フードマント姿のＰＡメサイアを見て、名薙はクローニへ尋たずねた。

「……この、機体を覆おおってるフードマントは？」

「ご注文いただいていた、〝この機体がメサイアであることがわからないようにしろ〟という件に対応したものです。防火仕様になってます」

　クローニは爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「この機体は基礎骨格ベーシツク・フレームが特殊な構造をしています。ですから通常の量産型のＰＡなどのように、フレームの骨格ごと代だい替がえ部品に取り替えという作業は無理です。ようするに形は変えられないので、外がい観かんが見えないようにする程度のことしか、ここではできません」

　クローニは顎あご鬚ひげを擦さすりながら、得意気に続けた。

「だからと言って、フードマントで姿を隠しただけで終わらせたわけじゃありません。ＰＡは皆、自分の所属を明らかにするために、機体識しき別べつコードや、機体名称の情報を発しています。この機体は識別コードを発しないように改造しました。周囲からは所属不明機扱いされますから、あんまり無む茶ちやしたら攻撃されちゃいますからね？」

　クローニの説明を一通り聞いた後、名な薙なぎはカプセル内に保管されたＰＡメサイアと向き合う。

　その面持ちは、ＰＡメサイアが直ったことを喜んでいるわけではない、薄うす暗ぐらい表情だった。

　そんな名薙から少し離はなれた場所で、アニカはクローニへ語りかけた。

「……完全に元通りというわけじゃないみたいだけど、よくここまで直せたわね。こんな特殊仕様のＰＡ、使えるパーツを集めるだけでも大変だったでしょうに。それが２週間くらいで出来上がってくるとは、さすがの私も感心するしかないわ」

「確たしかになかなかの労力が必要でしたよ。でも幸い、私が称号持ちエリスネーターの機き体たいを扱うのは、今回が初めてじゃありません。その経けい験けんが活いきたといったところでしょうか。しかしそれにしても……この機体は今まで見てきた中でも、飛び抜けて〝異常〟でしたよ」

　クローニの言葉を少しだけ怪け訝げんに思い、アニカは尋たずねてしまう。

「称号持ちエリスネーターの機体って、確か称号を与えてくれた城じよう塞さい都市が、特別に製造してくれるものなんでしょう？　メサイアが特別に面めん倒どうってことはないものだと思ってたけど」

「まあ、どの称号持ちエリスネーターの機き体たいも面倒なことに変わりないのは間違いないですが……」

　クローニは言いい淀よどむと、少し考えてから、言葉を続けた。

「あのメサイアという機体の異常性を一言で言うなら、〝原理不明〟という点でしょうか」

「原理不明……？」

「大きく分けて２つあります」

　クローニはピースサインをアニカに向けながら言った。

「１つ目。例えば各関節に用いられているサーボモータは、大概のＰＡで使用される一般的な強きよう磁じ性せい窒化鉄を材料にしています。外装甲アウターに使用されている合金も特別なものではなく、実はこの辺の素材を集めることに苦労はありませんでした。使用している素材は、ごく一般的なものが多いのですが……それなのに発揮される運動性能が、量産機の２倍以上になっています」

「量産機と同じような部品を使用してるのに、性能がその倍以上ってこと？」

「不ふ思し議ぎなことです」

　使用される部品と、発揮される性能が不ふ整せい合ごう。つまりパーツの性能を向上させる、得え体たいの知れない仕掛けがあるということになるのか。

　クローニの話を聞いて、アニカは怪け訝げんな表情になってしまう。

「２つ目。搭載されているコンピュータが、正体不明です」

　不可解そうな顔をしているアニカへ、クローニは微笑ほほえみかける。

「通常の量産機と同じように、メサイアの喉のど元もとにも軍用量子コンピュータ、ＨｉＰＱＣハイピクシーが搭載されています。ＯＳも一般的な軍用ＡアＬーＣク。ただ機体内のケーブルを追いかけていくと、喉元のコンピュータから、背面部に搭載されたブラックボックスに繫つながっていました」

「ブラックボックス？」

　アニカの言葉に、クローニは腕を組んで大きく頷うなずいてみせた。

「Ｘ線せんスキャンをしても中身の構造は不明。ただシステム構成を見ると、メサイアの制御を行っているのは喉のど元もとのコンピュータの方ではなく、ブラックボックスの方です。喉元のコンピュータは、搭乗者とのインタフェース用ですね。各種アプリ演算に使用されるだけのようです」

　ますます困惑した表情で、アニカは確たしかめるように尋たずねた。

「……ようするに、メサイアは量子コンピュータと、もう１つ正体不明のコンピュータの、２つを搭載しているってこと？　デュアル・コンピュータの機体ってわけ？」

「意味不明さで言えば、さすがは〝剣けん聖せい〟の機体といったところでしょうかね。偶然にも前の搭乗者が、メサイアに生体認証ロックをかけていなくて助かりました。そうでなければ、あのブラックボックスをこじ開けて、ロックを解除しなければならないところでした」

　ヘラヘラしているクローニを横目に、アニカは腕を組んで考え込んでしまう。

「気になるわね、そのブラックボックスっていうの。メサイアを製造した城じよう塞さい都市が、自分達の最新技術を、私達みたいな部外者に解析されないようにするための措置なのかしら」

「その可能性は高いですけど……機き体たいを製造した城じよう塞さい都市は〝関係ない〟可能性もあります」

「……どういうこと？」

　クローニは、ガラにもなく真ま面じ目めな表情で呟つぶやいた。

「……あのブラックボックスの構成……〝天使機関セラフイツク・システム〟に似ています」

「なっ！」

「あはは。言ってみただけですよ。少し、似ているなと思っただけです。確かく証しようはありません」

「……有う象ぞう無む象ぞうの技術者ならともかく。アンタが言うと、色んな意味で洒落しやれにならないわよ」

　すぐに否定するクローニだったが、アニカは疑いの眼まな差ざしを向けてしまう。

　アニカが黙だまり込んでしまうと、今度はクローニがアニカへ尋ねた。

「それにしても……メサイアを修理できたところでどうするつもりですか？」

「どういう意味？」

「────乗りこなせる唯一の男は死んだ。そういうことです」

　クローニは苦笑した。

「極めて困こん難なんな操そう作さを要求する機体です。その原因は、各部に装備されている小型急加速器シヨツト・バーニアのせいですね。搭乗者の素す早ばやい動作に反応して、その動きを加速して増幅する追従加速運動スレイブ・アクセラレータシステムが搭載されています。その加速量は尋常ではありませんから、機体の動きに翻ほん弄ろうされて、全身複雑骨折しかねませんよ。どれだけ訓練された有能な騎き士しが乗っても同じです」

　クローニに指摘されたアニカだったが、しかしそれを微笑ほほえみで返した。

「そうでもないみたいだけど」

「……そうでもないとは？」

「新しい搭乗者は、あそこにいるナナギなの。２週間前の東とう京きよう侵攻の時に、メサイアに乗って終焉の騎士ナイツオブエンドを倒したのは、アイツよ」

「……なんですって！」

　アニカの話を聞いたクローニは目を見開き、露ろ骨こつに驚おどろいた顔をする。

　信じがたいと言わんばかりの眼差しでアニカを見つめ、恐る恐る確認した。

「事前に事情は聞いてましたが……剣けん聖せいは戦いの果てに死亡し、その事実は公おおやけにはされていないのですよね。先日の終焉の騎士ナイツオブエンドを倒したのは、生前の剣聖ではなかったのですか……？」

「正確には、剣聖は戦いの〝途中〟でやられたの。最後にやっつけたのはナナギよ」

　クローニは名な薙なぎの姿を凝ぎよう視しし、青ざめた。

　名薙は未いまだに、棺ひつぎのカプセルの前でＰＡメサイアと見つめ合っている。

「……冗じよう談だんでしょう。あの少年が、称号持ちエリスネーターでさえ乗りこなせるかわからないメサイアを、乗りこなせたというのですか。しかもそのうえ、終焉の騎士ナイツオブエンドを倒してみせたと……？」

　アニカの話は、あまりにもクローニの想像を超えていたのだ。

「第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん後。これまで人類は、１度たりとも終焉の騎士ナイツオブエンドに勝利したことはありません。かつてローマで、終焉の騎士ナイツオブエンドが率いる軍勢と対決した剣聖でさえ、持ち込めたのは引き分け。人類最強と目もくされた剣聖ですら成なし得なかった勝利を、あの少年が……」

　クローニは、しばらく愕がく然ぜんと立ち尽くしてしまう。

　完全に絶句してしまったクローニを横目で見ながら、アニカは咳せき払ばらいをしてみせる。

「まあ、驚おどろいていたところで仕方ないでしょ。話を戻しましょうよ。それで、支払いの方だけど、いくらになるのかしら」

　アニカに言われ、気を取り直したクローニは苦笑して答えた。

「扱った機き体たいが機体ですし、結構な額がくを請せい求きゆうしますよ。払えるんですか？」

　クローニに尋たずねられたアニカは、小さな胸を張って得意気に答える。

「それなら大丈夫よ。あの機体を直すために、ある有力者から修理用の資金を貰もらってきてるしね。まあ諸事情で、アンタには資金源を説明してあげられないんだけど」

「まさかそれは、汚い手段で手に入れたお金じゃないでしょうね！　たとえばアニカちゃんにお小こ遣づかいをくれる、エッチなお父とうさんとか！　ああ、考えただけでもけしからん！」

「どうしてあらゆる可能性をエロに結びつけるのよ、アンタは！」

　羞しゆう恥ち心しんで赤面するアニカの表情に心こころ癒いやされ、クローニはニヤニヤと微笑ほほえんで言う。

「聖書によれば神は仰おつしやった。支払いは現金一括のみ。分割払いの不信心者は身体からだで払えと」

「創作聖書からいつも適当に神の言葉を引用してんじゃないわよ！」

「では私の言葉で言うと、ぶっちゃけ身体で払って欲しうわあっ！」

　クローニは、頰ほおを膨ふくらませたアニカに突き飛ばされる。よろめき、工具箱が詰まれた一角に倒れた。幸せな悲鳴を上げて工具箱の下に埋もれるクローニを確認して、アニカは嘆息した。

　アニカはもう一度だけ、ＰＡメサイアと見つめ合ったままでいる名薙の姿へ目を向けた。

　名な薙なぎの眼まな差ざしは……悲しそうだった。

　名薙が何を考え、ＰＡメサイアと向かい合っているのか。アニカには察しが付いている。

　英雄は死んだ……ＰＡメサイアは、その死んだ英雄から名薙へ譲ゆずられた機体である。

　だからこそ、その機体に名薙が搭乗するということには、ある意味がつきまとうのだ。

　────英雄を継ぐ覚悟はあるのか、と。

　名薙はＰＡメサイアをどう扱うべきなのか、迷っているのだろう。

　だからこそ、ＰＡメサイアの姿をフードマントで覆おおって、正体を隠そうとしているのだ。

　アニカは、そんな名薙のことが心配だった。
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　クローニからＰＡメサイアを引き取った後、名薙とアニカは急いで装甲車に乗り込んだ。思いの外、クローニの教会に長居してしまったため、真ま無なとの会合の時間が迫ってきていたのである。

　急ぎ車を飛ばして首しゆ都と高こうを走った後、名な薙なぎ達が辿たどり着いたのは、高級住宅街だった。真ま無なの住んでいる家は、その高級住宅街の中にある大きな屋や敷しきである。

「なんとか間に合ったみたいね」

「釘くぎを刺されてたわけだし、遅刻したらやばかったよな」

　名薙とアニカは、乗って来た装甲車を、真無の家にある空車の車庫へ駐ちゆう車しやした。

　そうして急ぎ足気味に、家屋の方へと歩き出す。

　真無の家は、広い庭の付いた白い洋よう館かんだった。入り口の門から緑のアーチをくぐり、玄関先へ立つと、名薙は扉の横に付いた呼び鈴を鳴らした。

《────開いてるわよ。入ってきてちょうだい》

　真無は姿を見せず、ＰＱＣピクシーの【チャット】アプリを使って、それだけを告げた。

　名薙とアニカは顔を見合わせてから、施せ錠じようされていない扉を開けて上がり込むことにした。

　家の間取りを知っている名薙は、迷わず真無がいるであろうリビングルームへと向かった。

　廊下を進み、小こ洒落じやれた装飾の扉を開けると、目的の場所にはすぐに辿り着く。

　入ってすぐに目につくのは、１枚の大きなガラス壁へき。長方形をしており、吹き抜けになっている２階にまで伸びていた。その大きなガラス壁から取り込まれた陽光は、リビングの純白の壁面と、フローリングの床を照らし出している。

　部へ屋やの中央のソファに、名薙は、面と向かって腰掛ける男女を発見した。

　男女はガラステーブルを挟み、その上に置かれたチェス盤ばんで遊んでいるようだった。

　少女は真無。そして向かい合っている男は────。

「どええええええ！」

　名薙とアニカは、思わず悲鳴のような声を上げてしまう。

　名薙達の来訪に気づいた男は、仏ぶつ頂ちよう面づらを向けて軽い挨あい拶さつをしてくる。

「久しぶりだな、ナナギリョウガ。それにアニカ。君達が暗い顔をしていないところを見るに、どうやらメサイアの修理は無事に終わったようだな」

　黒い長髪を、背後で束ねていた。力強い目をした、白いスーツ姿の男である。

　真無とチェスを楽しんでいた男は────城じよう塞さい都市「東とう京きよう」の政情を担う内閣総理大臣、ベイゼル＝ブルックナーその人だった。

「ちょっとしたお客さんってベイゼル総理のことだったのかよ！」

「そうよ？　なにか問題があった？」

「総理大臣のことは、ちょっとしたお客さんとは呼ばないだろ！」

「あら、そうなの？」

　大物の登場に驚おどろいている名薙へ、真無はいつもの飄ひよう々ひようとした態度で返してくる。

　困惑している名薙とアニカの様よう子すを見ても、ベイゼルはいつもの仏頂面だった。

「気き遣づかう必要はない。今日きようは私人として〝友人〟の家を訪れているだけにすぎない。総理大臣と言えど、肩書きがなければただの人だ」

「友人って、もしかして私のことかしら、総理？」

　真ま無なはクスリと微笑ほほえむ。

　真無は細い指先で、盤ばん上じようの駒こまを摘つまんだ。

「友人を名乗るならせめて、チェスで私を楽しませることくらいできないと、遊んでいても楽しくないですよね？　……チェックメイト」

　真無の鋭するどい１手に、ベイゼルは思わず盤上を凝ぎよう視しして黙だまり込んでしまう。

　総理相手にもふてぶてしい態度の真無に、名な薙なぎはただただ呆あきれるしかなかった。

　名薙とアニカが呆ぼう然ぜんとしていると、おもむろにベイゼルが尋たずねてきた。

「私が用意したメサイアの修理費用は足りたかね？」

　唐突に問いかけられた名薙には、ベイゼルの発言の意味がわかりかねた。

　怪け訝げんな顔をしている名薙を見たアニカが、咳せき払ばらいと共に説明した。

「……言ってなかったわね。今回のメサイアの修理費はかなり高こう額がくだったから、私としては元々修理に出すつもりはなかったんだけど……費用を工面するから、是非に修理して欲しいって総理から頼まれたのよ。つまり今回の修理、総理のポケットマネーでメサイアを直したの」

「ええっ！　そうだったのか！」

　アニカから打ち明けられた事実に驚きつつ……同時に、名薙は少し複雑な気分になってしまう。抱いた胸中のモヤモヤを払ふつ拭しよくできず、名薙はベイゼルに尋ねてみることにした。

「……どうしてポケットマネーで払ってまで、メサイアを修理させようとしたんですか？」

「また君が乗れるようにするためさ。ただのジャンクにしておいても価値はないだろう」

　ベイゼルの返答は名薙がおおよそ予想した通りだった。

　だからこそ、名薙は表情を苦々しくするしかない。

　黙だまり込んだ名薙に構わず、ベイゼルはチェス盤ばんを片づけながら話を始めた。

「終焉の騎士ナイツオブエンド────人類にもたらされる悲ひ劇げきの名前を称号とした、天使の軍団セラフイツク・アルマで最強の７天使。天使アイオーンで屈指の騎き士し達だ。戦争、支配、飢き饉きん、疫えき病びよう、災さい禍か、孤独、死。それぞれに冠せられた名に相応ふさわしい力を持っており、どれ１つに対しても、人類には立ち向かえるだけの力がなかった。しかしそんな戦況に変化が訪れている」

　チェス盤を片付け終え、ベイゼルは改めて名薙に向き直った。

　そうして、鋭するどく細めた眼まな差ざしで名薙を見つめて告げる。

「変革は始まったのだ、ナナギリョウガ。君が過去から現れたことによってな」

「……」

「これまで数多くの騎士達が、終焉の騎士ナイツオブエンドに戦いを挑んだよ。まともに戦えたのは、戦死した剣けん聖せい殿を始めとした、数える程の称号持ちエリスネーターしかいない。屍しかばねで山が築ける程の死者を出したというのに、我々はこれまで、終焉の騎士ナイツオブエンドにただの一度も勝利できたことなどなかったのだよ。だからこそ、２週間前の東とう京きよう侵攻において、君が手にした１つの勝利には大きな意味がある。アレこそは、人類が手にした〝歴史上初の勝利〟なのだ」

　ベイゼルの言葉を黙だまって聞いていた名な薙なぎだったが……それ以上は黙っていられずに言った。

「……多くの幸運に恵まれて得た、偶然の勝利みたいなものですよ」

　自分の気持ちを誤ご魔ま化かしておけないと思い、名薙は思っていることを口にする。

「困るんです。オレにそんな期待をされても」

　名薙は引ひき攣つった表情のまま、笑いもしない真ま面じ目めな顔のベイゼルへ続けた。

「オレは２０１５年から来た、ただの高校生で。この時代で英雄になるつもりも、覚悟もない」

「というと？」

「オレみたいな未み熟じゆくなガキに、過剰な期待なんてしないで欲しいんですよ。きっと期待には応こたえられません。だから、期待してくれた人達を裏切ってしまうことになる。あなたを含めて」

　勢いで本音を口にしてしまった名薙は、見つめてくるベイゼルから目を逸そらしてしまう。

　ベイゼルは……名薙を英雄かなにかだと思いたがっている。

　その期待を否定した名薙の発言に、どんな反応が返ってくるのか。名薙は怖かった。

　ベイゼルは名薙の言い分を聞き終えると、少し困った顔で、小さく嘆息した。

「ならば君は、もうメサイアに乗ることも、戦うこともないというのか」

「……わかりません。でも」

　堪たまらず、名薙は険しい顔で拳こぶしを固めて吐き出した。

「元の時代に帰りたい。そのために、この時代でやむなく戦う必要だってある。それくらいには思っています。情けないですけど、オレは……オレ自身のためにしか戦えそうにないんです」

「ならば、それで構わないじゃないか」

　予期せぬベイゼルの言葉に、名薙は伏せていた顔を持ち上げた。

　次句を欠いた名薙に構わず、ベイゼルは持じ論ろんを展開していく。

「戦う理由など人それぞれだ。戦死したゼイン殿とて、人類を救いたいなどという崇すう高こうな目的のために戦ってはいたとは限らない。今となっては知り得ないことではあるが……私は、君がどんな理由であれ、天使アイオーン達と戦う気構えでいることが幸いであると考えている」

　ベイゼルは腰掛けていたソファへ深く背を預け、腕を組んで続けた。

「長い間、天使アイオーンと人類の戦いは、人類が劣勢であり続けた。しかし君は現れた。ソフィア文書が示す通り、君はこの長い戦いの戦況を打ち破る〝剣〟となり得るかもしれない。君が元の時代に帰るためなら戦えるというのであれば、私はそれに協力するまでだ」

「……なんだか、すいません」

「謝あやまる必要などない。いずれにせよ、君の目的を果たすためには天使アイオーンとの戦いを避けては通れないだろう。今後、君やキサラギマナは、おそらく天使アイオーンに狙ねらわれることになる」

　怪け訝げんな顔をする名薙に、ベイゼルは険しい顔で続けた。

「キサラギマナから聞いている。先日の東とう京きよう侵攻の際、天使アイオーンは〝ソフィア文書の実現を阻止する〟ために動いているのだという情報を口にしていたそうだな。どういうわけか我々だけでなく、天使アイオーンもまたソフィア文書の預言について知っていたのだ。彼等らが預言の内容を知っていたのなら、〝過去から来る救世主〟の預言がある以上、自分達の体制の維持を危ぶんでの行動に出ているのかもしれない。つまり君達は天使アイオーンにとっての危険因子。敵なのだ」

　名な薙なぎは、２週間前に戦った天使アイオーン。イグニス＝ヴィッカースの言葉を思い出す。

　────ソフィア文書の預言を阻止するためだ、決まってんだろうが。

　確たしかにハッキリとそう言っていた。だからイグニスは、過去から現れた名薙と真ま無なを殺害する目的で、東京の街に侵攻してきた。名薙を守るために……剣けん聖せいゼインは戦死したのである。

「彼等がなぜ、ソフィア文書の内容を知っているのか。あの文書は容易にコピーされないよう、全文の電子データ化は禁止している。我々が所持する以前には、彼等が所有していたのか。１番の謎なぞは……彼等が何故、この時代に来訪した君達をいち早く察知できたのかだ。解げせんな」

　それまで名薙とベイゼルの話を聞いていた真無が、唐突に口を開いた。

「────とにかく、面おも白しろいじゃない」

　真無はクスリと優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「天使アイオーン、それに私達の行動の根底にはソフィア文書が存在していると。つまりそういうわけね。天使アイオーン側にどんな思惑があるのかはわからないけれど、そういう入り組んだ目的のぶつかり合いって、考えただけで楽しそう。この時代に来て良かったわ」
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　真ま無なは上じよう機き嫌げんだった。

　深刻な話題を楽しんでいる真無の様よう子すを見て、アニカも名な薙なぎも、やはり呆あきれてしまった。

　ともかく、名薙とアニカはソファへ腰掛けることにした。




　　　　▼▼▼




「禁断の聖典、ソフィア文書」

　ベイゼルは厳おごそかに語り始めた。

「ソフィアと自称する正体不明の人物によって著された、未来に起こる出来事を書かき綴つづった預言書だ。この文書の内容は、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんが起きた２０３９年までを詳細に預言している。だが、それ以降の時代に関する預言は、断片的な言葉であったり、なにを意味するのかわからない単語や数値しか書き記されていない」

　深々とソファの背もたれに重心を預けながら、ベイゼルは続ける。

「２０１５年に姿を目もく撃げきされたという少女……ソフィア。彼女は、君達が元の時代へ帰るためには、ソフィア文書が役立つようなことを言っていたのだったな。もしもそうだとすれば、文書に記載されている断片的な情報こそが、君達が元の時代へ戻るヒントになっている可能性があるだろう。つまり当面は、記載されている内容について調ちよう査さすれば良い」

　ソフィア……２０１５年の東とう京きようビッグサイトで、名薙が出会った謎なぞの少女である。

　彼女が名薙へ手渡そうとしていた手帳こそが、この時代では預言書扱いされているのだから、名薙にとっては不ふ思し議ぎな心境であった。

「文書の内容の解析は、もちろん東京政府としても秘密裏に行ってきたことだ。その大半は未いまだに意味不明で謎に包まれてはいるが、部分的に解析できている内容もある。今日きようこうして君達に紹介するのは、比較的すぐにでも調査が可能な、この数値に関してだ」

　そう言うと、ベイゼルは自分の喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、名薙達の視界へＣＧ映像を表示させる。名薙達はリビング中央の上に現れた、ウインドウ画面を見る。そこに表示されていたのはソフィア文書の１ページ数字だった。名薙は怪け訝げんな顔で、中央の数字を読み上げた。

「３４４１３６２……？」

「北ほく緯い34度４分。東とう経けい１３６度２分。座標だと思われる。東京からそう遠くない位置だ」

　もう一度、ベイゼルは喉元のタッチパネルを操作する。

　するとウインドウ画面が消え、代わりに遥はるか上空から衛えい星せいで撮さつ影えいされた、日に本ほん列れつ島とうの写真が現れる。その写真表示は、日本列島の中心辺りに向かってクローズアップされていく。

　そして拡大表示された場所は、見る見る間に立体化し、まるでジオラマ表示のようになった。

「ここって……三み重え県けん？」

「それは２０１５年の世界での地名か、ナナギリョウガ？」

「え、ああ。そうです。それにしても……この黒い部分はなんですか？」

　表示されている映像は、三み重え県けんの山林部だった。

　山林の大半は、謎なぞの黒い塊に覆おおわれており、ほとんど木々の姿は見えなかった。

「ここって────〝黒の森シユバルツバルト〟じゃないのよ！」

　名な薙なぎの隣となりで、愕がく然ぜんとした様よう子すのアニカが、その名を口にした。

　アニカが驚おどろいているということは、有名な場所なのだろうか。

「この黒い部分は〝霧きり〟だ。直径20キロメートル程に亘わたって、黒い霧が円状に広がっている。その霧に覆おおわれ、１年中、昼夜を問わず暗黒に包まれている森。それがこの黒の森シユバルツバルトだ」

　ベイゼルは悠然と続けた。

「この森が戦前に存在した記き録ろくは残されておらず、しかし城じよう塞さい都市が建造される頃ころには存在していた。つまり誕たん生じようしたのは、戦後の〝暗黒年代ブラツクベール〟の頃であると推察されている」

「……暗黒年代ブラツクベールって？」

「第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんで、人類が天使アイオーンに負けた後の50年くらいの期間のことよ」

　名薙の質問には、ベイゼルではなくアニカが答えた。

「戦後間もなくの頃、生き延びた数少ない人類は世界中に散り散りになって、洞どう窟くつで穴暮らしをする程にまで追い詰められたの。マモノや天使アイオーンの人間狩りに怯おびえながら、息を潜ひそめて生きていた時代のことね。その空白の50年間は、ほとんど歴史的資料が残されていなくて、どこで誰だれが何をしていたのか、謎ばかり。暗黒年代ブラツクベールを研究する歴史学者がいるくらいよ」

「なるほどなあ……戦争から暗黒年代ブラツクベールを経て、今の２１４０年の世界が形作られてるのか」

　アニカの説明が終わったところで、ベイゼルは再び語り出した。

「この森は、東とう京きよう騎き士し団だんが、これまでに何度となく調ちよう査さ活動を行っている……だがその調査隊の大半が謎の失しつ踪そうを遂げ、行方ゆくえ不明となってしまった。原因は不明だ」

「行方不明……？」

「失踪するのは騎士団に限った話ではない。近きん隣りんに住む住人達も頻ひん繁ぱんに失踪する森であるらしい。地元では〝帰らずの森〟、あるいは〝異界の森〟などと呼ばれて恐れられている危険地帯だよ。あの森には、人を引き寄せて離はなさない、得え体たいの知れない魔ま力りよくが存在しているようだ」

「帰らずの森……」

「失踪者が多いとは言え、かろうじて生せい還かんした騎士もいる。その騎士が持ち帰ってきたデータを確かく認にんするに、森の中には光合成を行っていない不ふ可か思し議ぎな植物や、マモノが存在しているそうだ。データが少ないこともあって、まだほとんど未開の土地であると言えるだろう」

「ソフィア文書に、どうしてそんな未開の森の座標が記載されているんですか」

「不明だ。それをこれから調しらべるのが、君の〝初の任務〟となる」

「…………はい？　任務？」

　名な薙なぎは、ベイゼルの口から出た奇妙な言葉に引っかかった。

　ベイゼルはおもむろに喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さした。すると名薙のＰＱＣピクシーへ、即座に１通のメールが飛び込んでくる。そのメールは、騎き士し候補生試し験けんの事務局からの着信になっていた。

「おめでとう。今日きようから君は騎士候補生だ、ナナギリョウガ」

「でえええええええええええ！」

　驚おどろいた名薙は、素すっ頓とん狂きような声を上げ、その場で後あと退ずさってしまう。

　名薙が事務局から受け取ったメールの内容は────試し験けんの〝合格〟通知だった。

「インチキ合格ですか！　職しよつ権けん乱用合格ですか！　良いんですか、オレなんか合格させても！」

「インチキ？　職権乱用？　なにを言ってるのかわからんな。試験に合格したのは君の実力が認められたからだ。私は何ら不正なことはしていない」

「実力が認められたって……試験結果は最悪だったと思うんですけど！」

　脂汗を浮かべて青ざめる名薙へ、真ま無なが涼しい顔で微笑ほほえみかける。

「良いじゃない、名薙君。総理がそう言ってるんだから、そういうことにしておきましょうよ」

　真無にそう言われても釈然としない名薙の心境など気にせず、ベイゼルは話を続けた。

「とにかくだ。君には騎士候補生のライセンスが付与される。それがあれば今後、城じよう塞さい都市外での活動や、友好国間の往来に困ることはないだろう。黒の森シユバルツバルトまでの道のりも然しかりだ」

「ライセンスが貰もらえるって……つまりオレ、ようやく無む職しよくじゃなくなるってこと!?」

　ベイゼルは苦笑して頷うなずいてみせた。そして続ける。

「君とソフィア文書は無関係ではなさそうだ。直接、君が森に行けば何かがわかるかもしれないと、私は期待している。……ただ君だけで森を調ちよう査さするのは、容易なことではないだろう。だからこそ、騎士団の任務として行くのが好ましいと判断した。東とう京きよう政せい府ふは再度、正式な任務として黒の森シユバルツバルトの調査活動を騎士団へ依頼したよ」

　ベイゼルは名薙達を見渡して言った。

「まだ入団式前だが、ナナギリョウガの配属はすでに決まっている。その部隊に騎士候補生として参加してくれ。キサラギマナとアニカの２人にも、特別顧こ問もんとして同伴してもらいたい」

「私とマナも人数に入ってるわけなの！」

「未開の森の中だ。もしかすれば未知の遺い跡せきが存在する可能性もある。ならばそうした遺跡調査の専門家として、有能な情報発掘屋データハンターが同行していた方が有利だろう。問題があるかね？」

「未知の遺跡ですって……！　行く！　行きたい！　私も未開の森を調査したい！」

　目を輝かがやかせるアニカの様よう子すを見て、ベイゼルは頰ほおに慣なれない笑えみを浮かべた。

　そんなベイゼルの傍かたわらで、真無が小声で尋たずねた。

「たしか名薙君に騎士候補生試験のことを教えたのは、貴方あなただったわね、総理。親切にメサイアまで直してあげちゃって……全すべては目もく論ろ見み通りかしら」

　ベイゼルはなにも答えず、ただ微笑み続けるだけだった。
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　薄うす暗ぐらくて、湿し気けった部へ屋やだった。

　壁かべも天てん井じようも金属製で、表面の塗装はところどころ剝はげて錆さびついている。円形のガラスがはめ込まれた窓がいくつか並び、そこから射さし込む外の陽光が床を照らしていた。

　家財などはなく、ただなにもない空っぽの空間である。

　昨日きのう支給されたばかりの東とう京きよう騎き士し団だんの軍服を着せられ、名な薙なぎはそこに立たされていた。

　名薙の隣となりには、見知らぬオレンジ髪の少女が立っていた。

　そして２人の向かい側には、ニコニコと微笑ほほえむ長身の男が立っている。オールバックの金髪に、海賊のような眼がん帯たい。男は名薙達と同じ、東京騎士団の軍服を着ていた。

「……騎士候補生の訓練は、部隊単位で行われるものなんですよ」

　名薙と少女を順番に見つめ、長身の男は口を開いた。

「基本訓練以外の内容は、所属した部隊の隊長の采さい配はいによって決められています。つまりお２人をこれからどう育てるのかは、全すべて私に委ゆだねられているわけなんですね」

　そう言って長身の男は、名薙達の前をゆっくりと歩き回り始めた。

　それまで黙だまっていた名薙だったが……思わず長身の男に尋たずねてしまう。

「ええっと……どうしてここにいるんですか、クローニ神父」

「ハハ。今は神父ではありません。クローニ隊長とお呼びなさい」

　隊長を名乗るその長身の男は、どう見ても神聖なロリコン神父のクローニだった。

　置かれている状況についていけない名薙は、ただただ頰ほおを引ひき攣つらせて硬直するだけである。

　名薙達の頭からつま先に至るまで、クローニはじっくりと視し線せんを這はわせる。

「新人の部隊配属は、騎士候補生試し験けん時点の成せい績せきを加味して編へん成せい先さきが決められます。お偉方が勝手に適性を判断した結果、それぞれの長所が生かせると判断された部隊へ、それぞれが割り当てられるわけです。結果、あなた達お２人が、この特務部隊へ編成されることとなりました」

　クローニは、自分の喉のど元もとのタッチパネルに触れた。

　すると名薙達の目の前に、ＣＧで作られた履り歴れき書しよが現れる。

　名薙がその履歴書に目を落とすと、そこには名薙の隣に立っている少女の顔が映し出されていた。その履歴書は、どうやら名薙の隣の、軍服姿の少女のものらしかった。

　クローニは、その少女の顔を見ながら言った。

「ミレイア＝バークフィールドさん」

「は、はいぃ！」

　名薙の隣に立っていた少女が、クローニの言葉に返事をする。

　カチューシャをしたオレンジ色の髪。純じゆん朴ぼくな面立ちをした、気弱そうな雰囲気の少女である。ガチガチに緊きん張ちようしているらしく、クローニに答える口く調ちようは震ふるえ気味だった。

「試し験けん結果を見るに、個人の戦せん闘とう技術に関しては良い腕前をしているようですね。しかしチーム戦の試験で大きくこけたようです。センスはあるけれど、チーム戦が苦手なタイプと言ったところでしょうか。筆記の成せい績せきは良かったようですから、言うなれば典型的な本番に弱い優ゆう等とう生せいタイプってところですかね。まあ、可愛かわいいからなんでもありです！」

「え？　お、おおきにであります！」

　ミレイアは上うわ擦ずった声で返事をする。クローニの最後の一言が気にかかっている様よう子すだったが、ミレイアは伸ばした背筋を、よりいっそう反そらすように伸ばした。

　次にクローニは、名な薙なぎの方を横目で見た。

「ええっと……それで、ナナギリョウガさん」

　クローニは変わらぬ涼しい笑え顔がおのままで語りかけてきた。

「あははは。冗じよう談だんみたいに酷ひどい成績ですねえ。数字だけ見れば、まるで赤ん坊のように無力です。アニカちゃんから聞いた話が全すべてウソのように思えてきますよ」

　クローニは愛想良く微笑ほほえんだまま、辛しん辣らつな感想を口にした。

　名薙の目の前に、名薙の履り歴れき書しよが表示された。

　その内容に目を通しながら、クローニは名薙の痛いところを、涼しい顔で抉えぐっていく。

「筆記の結果はボロボロ。実技試験ではチームの足を引っ張って全滅させたそうですね。おやおや、よく見れば実技試験ではミレイアさんと同じチームだったのですか。まさかミレイアさんの実技の成績が悪かったのは、ナナギさんが足を引っ張ったせいだったりしますかね」

「ええっと……はははは……」

　名薙は引ひき攣つった微笑みを浮かべ、青ざめるしかない。

　クローニは、すぐに名薙が合格したのはインチキであることに気がついた様よう子すで、惚とぼけた口振りでわざと名薙をなじっていた。クローニの話を聞きながら、名薙の履歴書を見ていたミレイアも、怪け訝げんそうな眼まな差ざしを名薙に向け始めていた。

　もはや笑って誤ご魔ま化かす以外に、名薙にできることなどない。

「本当、どうやったらこの成績で合格できるものなんですかね。紙面上では、コネによる合格だったのだとしか思えないのですが」

　……試験結果にコネが働いた可能性は否定できなかった。

　名薙は思わず頭を抱えたい気持ちに駆られてしまう。クローニとミレイアの視し線せんから懸けん命めいに逃れようと、名薙は天てん井じように視線を泳がせて脂汗を浮かべることしかできなかった。

「────新人をいじめるのは、その辺にしておいたらどうですか、クローニ隊長」

　どこかで聞いた覚えのある声が聞こえた。

　部へ屋やの扉を開け、やはり見覚えのある少女が入室してくる。

　美しいプラチナブロンドの長髪。凜り々りしい青い瞳ひとみに、褐かつ色しよくの肌。優等生然とした、美び麗れいな面立ちの少女である。その格好は、名な薙なぎ達と同じ東とう京きよう騎き士し団だんの軍服であった。

　その少女の登場に、名薙は歓喜してしまった。

「リーゼさんじゃないですか！」

「お久しぶりですね、ナナギさん。騎士候補生試し験けん合格、おめでとうございます」

　以前、ビッグサイト遺い跡せきで出会った東とう京きよう騎き士し団だんの少女。リーゼ＝ベレッタその人である。

「おや、リーゼさんはナナギさんと知り合いでしたか」

「ええ。ナナギさんとは以前、ちょっとしたご縁えんがあって」

　リーゼは名薙とミレイアに微笑ほほえみかけ、敬礼と共に名乗った。

「私の名前はリーゼ＝ベレッタ。この第３特務小隊フエザーグレイブの副隊長をやっている三等騎士です」

「三等騎士って、騎士候補生から出世したんですか、リーゼさん！」

　名薙の言葉に、リーゼはただ照れ笑いをして見せる。

　リーゼの隣となりにいたクローニも、咳せき払ばらいをしてから名乗った。

「そして私が、この第３特務小隊フエザーグレイブの隊長を務めてます。クローニ＝ハルナートです。ナナギさんとはプライベートでうっかり顔合わせしてしまいましたが、秋あき葉は原ばらで、ＰＡパーツショップを道楽で経営していたりします。本業はこちら、東京騎士団の二等騎士ですので誤解なきように。ミレイアさんも、お休みの日にお店に来ていただいて良いですよ。歓迎します」

　そこまで話すと、クローニは急に微笑むのを止やめて名薙とミレイアを見つめた。

「さて。まずはですが……〝30時間〟だと言われています」

　眼まな差ざしに不吉な陰を落としながら、クローニは続けていく。

「新人の騎士候補生が、最初の調ちよう査さ活動に参加した時の平均生存時間です。これは訓練の有無にかかわらず、死ぬ確かく率りつが最も高いとされる〝死の30時間〟とされています。……ようするにこれからの30時間は、お２人の人生の内で最も死ぬ確率が高い時間帯なわけですよ。生き延びるセンスがあるのか、ないのか、否応なくそれを試されるってわけですね」

　死の30時間。

　クローニの警けい告こくで、名薙の背筋に僅わずかな寒気が走る。

　人当たりの良い態度ではあるが、その実、笑え顔がおの裏に冷酷な何かが見え隠れしているようで、名薙はクローニという人物に不気味さを感じてしまう。

「……まずはこの30時間を生き延びてください。生き延びて初めて、お２人を部隊の新人であるのだと認めましょう。それまではこの部隊の詳細説明も、訓練も歓迎もなしです」

　言いたいことを言い終えたのか、クローニは名薙達の横をすり抜けていく。

　クローニが金属扉を開けると、扉の錆さび付いた蝶ちよう番つがいが軋きしみ、耳障りな音が響ひびいた。その後に続いて、リーゼも部へ屋やを退室していった。




　　　　▼▼▼




　かつて沼ぬま津づ港こうがあった近辺に、東とう京きようの港は存在している。

　名な薙なぎ達の小隊を乗せた物資輸ゆ送そう船せんは、そこから出港していた。

　甲かん板ぱんの手すりに寄りかかり、名薙はそこから海面を見下ろしていた。

　夏の日ひ射ざしで煌きらめく太たい平へい洋ようの上を、船は水みず飛沫しぶきを上げ、ゆったりと搔かき進んでいく。

　周囲は見渡す限りの青い海。突き抜けるように晴れた青空。

　爽さわやかな波音と潮しお風さいに包まれているというのに……それでも名薙の胸中は暗あん鬱うつとしていた。

「あら、名薙君。またずいぶんと壮絶に落ち込んでいるのね」

　潮風に当たっていた名薙の横に、いつの間にか真ま無なが立っていた。

　麦わら帽子にワンピース姿で、胸元にはいつもの十字架のペンダントが下げられている。

　どこで手に入れてきたのか、真無は紙カップに入ったかき氷を持っていた。

　たっぷりとメロンシロップがかけられた、涼しそうな見た目である。ストローを加工して作られたスプーンで、真無はそれを突いていた。名薙は海面を見下ろしながら言った。

「……そりゃ落ち込みもしますって」

　大きな溜ため息いきを吐つき出してから、名薙は鬱うつ々うつとした気分で続けた。

「やっぱりオレの試し験けん結果は最悪だったらしい。これからずっと、コネで入隊できたヤツだって後ろ指さされる生活が始まるのかと思うと、いきなりお先真っ暗な気分だよ」

「フーン。まあ、総理は不正なんてしてないって言ってたけど、たぶんコネで合格できたのは事実だし。開き直れば？」

　真無はかき氷を幸せそうに頰ほお張ばっていた。……これから未開の危険地帯へ行くのだというのに、どうやら真無は、すっかり観かん光こう気分のようだった。

　名薙が気楽な真無の態度に呆あきれて肩を落としていると、真無は品良く微笑ほほえみかけてきた。

「それにしても名薙君ったら、２０１５年にいた頃ころよりも着実に男を上げたわよね」

「ど、どういうことだよ、それ」

「住所不定、フリーターでヒモ、おまけにコネで国家資格に合格だなんて。社会の面つら汚よごしっぷりが板に付いてきたじゃない。悪い男の人って、ちょっと素す敵てきよ」

「少なくとも今はフリーターじゃないだろ！　騎き士し候補生だ！」

　褒ほめてるのか貶けなしているのかわからない真無の言葉に、とりあえず名薙は反はん論ろんした。

　反論を口にした名薙は、意図せずその言葉を嚙かみ締しめてしまう。

「……そっか。オレって今、本当に騎士候補生ってのになってるんだな……」

　改めて実感し、しみじみ呟つぶやいてしまう。

　少し前まで────名薙はただの高校生だった。

　それが１２５年後の未来に飛ばされて、騎き士し団だんという名の軍隊に所属してしまっている。

　これから始まるのは、パーソナル・アーマと呼ばれる機き械かいの鎧よろいに身を包み、人類の敵である天使アイオーンやマモノと戦う日々なのだ。数奇な境遇であるとしか言いようがない。

「今いま頃ごろ、他ほかのクラスのみんなは……どうしてるのかな」

　ふと考えてしまう。名な薙なぎの同級生は、こうして隣となりにいる真ま無なだけではなかったのだ。

　東とう京きようビッグサイトで、みんな一いつ緒しよに、謎なぞの皆既日食に巻き込まれたのである。ならばおそらく他の同級生達も、名薙や真無と同じように、この時代に飛ばされてきている可能性が高い。

「……２０１５年から、オレ達をこの時代へ送り込んだ謎の女の子、ソフィア。そのソフィアが書き記した預言書の示す場所、黒の森シユバルツバルト。……いったい何があると思う？」

「さあね。予想もつかないわ。楽しみよね」

　かき氷を突きながら、真無は優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

　どんな危険が待ち受けているのかもわからないというのに……それを「楽しみ」の一言で済ます真無の言動は、死の30時間の話をされたばかりの名薙にとっては不ふ謹きん慎しんだった。

　しかし最近の名薙は、そんな真無の態度にも慣なれてきていた。

　名薙は構わずに、話を続けることにする。

「ソフィアは言っていたんだ。……あの預言書を手放さなければ、オレ達は元の時代に戻れるんだって。それはつまり、あの預言書の内容こそが、オレ達が帰る手かがりになってる。そういうことなんじゃないかと思うんだよ」

「そうかもしれないわね。でも別に私は、元の時代に帰れなくても良いし、預言書の示す座業に何があろうと構わないけれどね。面おも白しろければなんでも有りってところかしら」

　完全に状況を楽しんでいる真無の逞たくましさに、時折、名薙は感心してしまう。クヨクヨと思い悩まない態度には、学ぶべきものがある。……とは言え、悩まなさすぎる気もしていたが。

「────タイムマシンの設計図が見つかるかもよ！」

　そうして名薙と真無が話をしていると、金髪ブロンドの少女が姿を見せた。

　真っ白いフードパーカーにスカート。可愛かわいらしい顔立ちの少女である。

　その少女、アニカは、無邪気な微笑みを浮かべ、得意気に腕を組んで立っていた。

　名薙達の話を聞いていたのだろう、アニカは話題に割り込んでくる。

「黒の森シユバルツバルト────暗黒年代ブラツクベール以降は、ほとんど人の手が付いていない森なのよ。戦前には国営の研究施設とかも存在していたっていう噂うわさがあるみたいだし、森の中に未知の遺い跡せきとかがあって、とんでもなく貴重な喪失情報ロストデータが眠っていても不ふ思し議ぎじゃないと思うけど」

「タイムマシンの設計図か。……そんなわかりやすいものが見つかれば良いんだけどな」

「最近のナナギって、考えが後ろ向きよね。何でも悪い方にばっかり考えてない？」

「君等ら、女子２人が楽らつ観かん的てきすぎるというか、適当なだけだと思うぜ」

　アニカも名薙と並んで、甲かん板ぱんの手すりに寄りかかった。

　そうしてアニカは、眼がん下かに広がる海を見下ろし、機き嫌げんが良さそうに鼻歌を歌い始めた。

　幸せそうにかき氷を頰ほお張ばる真ま無な。気分上々で鼻歌を歌うアニカ。

　名な薙なぎは、そんな陽気な２人に挟まれてしまった。

　……これから遠足にでも出かけるような雰囲気である。あまりにも穏おだやかすぎて、名薙からは、これから30時間以内に自分が死ぬかもしれないという危き機き感かんなど消きえ失うせてしまっている。緊きん張ちよう張が解けて良かったと言えば良かったのだが、なんだか力抜けするような緩ゆるい空気だ。

「なあ、アニカ」

　名薙は、気になっていたことをアニカに尋たずねることにした。

「……いくら未開の遺い跡せきがあるかもしれないからってさ。良かったのか？　帰らずの森なんて呼ばれる場所についてきて。普通の神経なら同行を遠えん慮りよするところだと思うんだけど」

　尋ねられたアニカは、「そんなことか」と言わんばかりに、皮肉っぽく肩を竦すくめて見せた。

「未開の場所に、そういうおどろおどろしい曰いわくとかがついてるのなんて珍しくないわよ。情報発掘屋データハンターとしては、逆にそうやって人々が恐れて、誰だれも近づかない場所は、手つかずのお宝がたくさん眠ってる可能性があって美お味いしい話なのよね」

　アニカはキラキラと目を輝かがやかせていた。

　そんなアニカの物言いが気になって、名薙は尋ねてしまう。

「……黒の森シユバルツバルトみたいな曰くつきの場所って、他ほかにもたくさんあるってことなの？」

「あるわよ。有名なところで言えば死者が蠢うごめく〝悪霊塔アンダーバベル〟とか、あらゆるセンサーが狂う〝魔の三角海域アビス・トライアングル〟とかね。空を漂う〝大空の孤島スカイ・エデン〟なんてのもあるわ。衛えい星せいで存在を確かく認にんされてはいても、世の中にはまだまだ、危険すぎて人が立ち入れていない未開の地があるの。いつか乗り込んで調ちよう査さしてみたい場所ばっかりよね」

　アニカは胸元で両手を合わせ、楽しそうにくねくねと身体からだを左右に動かしている。

「確たしかにそういう場所を私１人で調査しなきゃいけないって話だったら危険すぎるし、遠慮してたと思う。けど今回は、騎き士し団だんの正式な調査活動に同行できるのよ。強力な護ご衛えいつきで、情報発掘屋データハンターが未開の地へ行くチャンスなんて滅めつ多たにないわ」

「そういうもんなのか」

　アニカの話を聞いて、名薙は乗船の時から楽しそうにしていたアニカの態度に納得する。

　すると最後にアニカは、少し俯うつむき加減でモゴモゴと呟つぶやいた。

「それにさ……」

　名薙に聞こえない小声で、アニカは頰ほおを染めながら照れくさそうに言った。

「……こ、今回は名薙とかさ……友達もいるから、そんなに怖くないって言うか……」

「え？　今なんて言ったの？」

「な、なんでもないわよ！」

　アニカは慌てて名薙から目を逸そらし、熱あつくなった頰を潮しお風かぜで冷やした。

　そんなアニカの態度を不ふ思し議ぎそうに見てから、名な薙なぎは今さらな疑問を口にしてみた。

「それにしても……どうして騎き士し団だんは、こういう調ちよう査さ活動を頻ひん繁ぱんにしてるんだろうな。危ないのがわかってるのにさ」

「────おや、ナナギさんは騎士候補生になったのに知らなかったのですか」

　背後から、人当たりの良い男の声が話しかけてくる。

　その声を聞いた途と端たん、アニカは両腕に鳥肌を立てて青ざめた。

　名薙達が振り返ると、そこには軍服姿のクローニが微笑ほほえんで立っていた。

　アニカは言葉にならない悲鳴を上げながら、たどたどしくクローニを指差して言った。

「あ、アンタ、どうしてクローニがここにいるのよ！」

「そういえばアニカちゃんには、私がこの仕事も兼業でやってることを話してませんでしたね。今は特務隊の隊長。どうです、カッコイイでしょう。惚ほれ直しましたか？」

「……アニカも知らなかったのか。クローニ神父が、オレの配属された部隊の隊長なんだ」

「はあああああ!?　この猥わい褻せつロリコン神父が隊長ですって!?」

　アニカは軽く頭を抱えながら、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「アンタ、神父だったり秋あき葉は原ばらのパーツショップ運営してたり、いったいどんだけ職しよく業ぎようかけもってんのよ！　私の行く先々に毎度毎度、懲こりずに現れてるんじゃないわよ！」

「我々は常に赤い糸によって引き寄せられているのですよ！　どこへ行っても、様々な形でアニカちゃんに出会ってしまう運命なのです！」

　愕がく然ぜんとしているアニカへピースサインを見せながら、クローニは名薙へ言った。

「どこの城じよう塞さい都市も、天使アイオーンやマモノを倒すのに役立つ情報が、遺い跡せきに眠る喪失情報ロスト・データに隠されてることを期待しているのですよ。科学技術の水準は、戦前の２０３０年代頃ごろの方が、今の２１４０年よりも高いですからね。過去に存在していた戦略兵器の設計図とか、そういう希少価値の高い情報を、各都市は発見したがっているのです」

「なるほど、そういうことですか。失われたスーパー技術を探すのが目的なわけですね」

「遺跡の調ちよう査さは、各都市で競きよう争そうしているようなものです。どこの都市が１番早く、そういう科学技術を見つけられるかのね」

　クローニの言う、競争という言葉には違和感を覚えた。

　この時代では、人類の敵は天使アイオーンやマモノであるはずなのだ。

　ならば競争などせず、人類同士で協力し合えば良いのに……名薙は、そう思った。
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　水すい平へい線せんの向こうに、陸地が見えてくる。

　緑豊かな山々が連なる、その麓ふもと。海辺には人工の建物が並び立っている。

　────海際の街「鳥とり坂さか」。

　城塞都市のように、街の周囲が城じよう壁へきによって守られていない街である。人口は都市の規模には遠く及ばず、せいぜい10万人程度が暮らす田舎いなかの港町だった。

　名な薙なぎ達の乗船していた物資輸ゆ送そう船せんは、その港に碇てい泊はくする。

　船荷の格納庫のハッチが開くと、手際良く乗組員達が船荷の積つみ卸おろし作業を始めた。

　名薙達は格納庫に積み込んでいた装甲車へ乗り込み、こっそりと船を下りることにする。

　名薙達は東とう京きようと鳥坂間を航行する定期輸ゆ送そう船せんに────〝潜ひそんで〟やって来たのだ。

　事前に船内で行った作戦説明ブリーフイング通り、部隊は２手に分かれることになる。

　先頭車両にリーゼを含めた４人。後続車両に、情報発掘屋データハンターのアニカと、その助手ということになっている真ま無なの２人を含めた５人が乗り込み、鳥坂の街の中では別行動を取ることになっていた。２手に分かれた部隊は、市街地を抜けた先、黒の森シユバルツバルトの直前の決められた場所で合流する手て筈はずになっているのだ。

　港の倉庫地帯を抜け、市街地に出て行く２両編へん成せいの装甲車。交差点で別々の方向へ進み、窓の向こうで遠ざかっていく別働隊の車両を、名薙は見送った。

　リーゼ達の別働隊と分かれてしばらく経たった頃ころ。

　名薙は車窓の向こうに流れる街の風景を観かん察さつし、改めて感想を口にした。

「へえ。すごく人で賑にぎわってる街なんですね」

　車道の両端には露ろ天てん商しようを開いている人々が溢あふれ、車道には車が溢れていた。名薙達は、さっそく交差点付近の車の渋じゆう滞たいに巻き込まれてしまった。

　通りを歩く人々も多く、田舎いなか町まちにしては活気づいている雰囲気だった。

　運転席で車を運転していたクローニが、懐なつかしむように口を開いた。

「一昔前は寂れた田舎町だったんです。今と違って、通りには人の姿なんて見えなかったし、人が生活するエリアにさえ、時々マモノがうろつくような危険な場所だったそうです」

「この活気を見てると、そんなふうには思えないけど」

「────それはな、剣けん聖せいさんのおかげやねんて！」

　名薙の疑問に答えたのは、すぐ向かいの席に座っているオレンジ髪の少女だった。

　確たしか名前はミレイア。

　名薙と同じチームで、騎き士し候補生試し験けんを受けたという少女である。

「剣聖。つい２週間前にも、東とう京きよう侵攻で天使アイオーンの終焉の騎士ナイツオブエンドを倒した、人類最強の騎士さんやな。世界中を旅して回っては人々を救っている、さすらいの英雄やねんて。剣聖さんがこの街を訪れた時、彼は街の周辺にいたマモノをあらかた駆除してくれたそうや。この街の人々は安心して外を出歩けるようになって、そこからの発展がめざましかったらしいんよ」

「……」

　ミレイアの説明を聞き、名薙は思わず表情を陰らせてしまった。

　意気消沈してしまう名な薙なぎの反応を見て、ミレイアは心配そうな顔をする。

「あ、あれ。うち、なんか気に障ること言った？」

「え、いや。その」

　どう取とり繕つくろったものかと、名薙は困惑してしまう。だがすぐに別のことを思い出し、ハッとしてしまう。名薙は試し験けんでの失態を思い出したのである。

　名薙は慌てて、ミレイアに頭を下げて謝あやまった。

「って……その節は、誠に申し訳ございませんでした！」

「あははは。良い良い、そんなに気にしなくても」

　頭を下げる名薙に、ミレイアは優やさしく微笑ほほえみかけた。

「結果的にうち等らは、２人共こうして騎き士し候補生試験に合格できたわけやし。隊長に紹介されるまでは、ナナギくんがあの時、試験で一いつ緒しよだった人なんて気づかんかったわ。うちはミレイア。改めてよろしくな。今度は刃物１本で突とつ撃げきなんてせんといてよ」

「えーっと……気をつけます」

　ミレイアが差し出してきた握手に応じ、名薙は頭を搔かいて苦笑する。

　名薙と握手ができたところで、ミレイアは先の話を続けた。

「とりあえず。こういった城じよう塞さい都市外の街は、道路に装甲車の姿が多いんよ。これだけ車が多いわけやから、うち等の車両も紛れて、目立たずに済みそうやね」

　上陸する前の作戦説明ブリーフイングでも、しきりに「目立つな」という注意を受けていたが……未いまだに名薙には、腑ふに落ちていないことがあった。

「……どうしてここまでコソコソしなきゃいけないんだろう」

　とにかく名薙達の振ふる舞まいは、物資輸ゆ送そう船せんに乗ってからずっと、堂々としていないのだ。

　コッソリ上陸し、目立たないように車で黒の森シユバルツバルトを目指す。

　しかし、そうして隠おん密みつ行動を取らなければならない理由が明めい確かくではないのだ。

　答えたのはミレイアではなく、クローニだった。

「良いですか、ナナギさん。基本的に城塞都市の外は、遺い跡せきであっても人里であっても危険地帯であることに変わりないんですよ。どこにいようがマモノに襲おそわれる可能性があって、盗賊や反東とう京きよう勢力といった、不心得な人間達に襲しゆう撃げきされることだってありえるのです」

「に、人間に襲われるんですか!?」

「都市外を調ちよう査さする私達にとっての脅威は、なにも天使アイオーンやマモノだけじゃありません。そこかしこに潜せん伏ぷくし、略奪の機き会かいを窺うかがってるハイエナ野郎達だっているのですよ。城塞都市でヌクヌクと暮らしてる私達を逆さか恨うらみしてる方も大勢います。そういう人達となるべく事を構えないようにするためには、やはり目立たないことが１番なんですよ」

　名薙は、以前にクローニの言っていた言葉を思い出していた。

　────人類の敵は、なにも天使アイオーンやマモノだけではないのですよ。

　ならば、人間を相手に戦わなければならない場合もあるのだろうか。

　名な薙なぎは、危険なのは黒の森シユバルツバルトそのものだけだと思っていた。

　だがどうやら、そこへ辿たどり着く前の、街と森の間にも危険が待ち受けているらしい。

　しばらくすると、名薙達を乗せた車は、見渡す限りの田園地帯へ至った。

「……本当に、城じよう壁へきがない街なんだな」

　緑豊かな田舎いなかの風景を見て、名薙が最初に口にしたのはそれだった。

　市街地の周りには、外敵の侵入を防ぐ巨大な城壁がない。田畑のすぐ傍かたわらは森になっており、その近くに農家の人々が住んでいるようだ。名薙の時代の感覚で言えば、それはごくごく普通の農村の風景である。しかしこの時代、森の中に人を捕食するマモノのような危険生物が存在していることを考えれば……ずいぶん無防備な住居である。

「ここにも城壁を作れば良いのに。住んでて怖くないのかな」

　名薙の意見に、ミレイアが賛さん同どうして言った。

「本当、ナナギくんが言うように、どこにでも城壁を建造できたら良いんやけどね。でも現実には、建造できる場所は限られてるわけで。土地の性質とか、資源の問題とかでな」

「ならここの人達も、安全な城じよう塞さい都市に住めば良いのに。そうしないのはどうしてなんだ」

「城塞都市の敷しき地ちじゃ、農業とか酪農をやるには足りないんよ。農林水産業は、マモノに襲おそわれるリスクはあっても、こうして城壁外で暮らしてやるしかないんや。騎き士しと同じで、危険はあっても高給な仕事やから。やりたい人は多いんよ？」

「へえ。ミレイアさんは何でも知ってるんだな」

「あ。うちのことはミレイアって呼び捨てで良いで。同期入隊なんやから」

「あ、うん。わかった」

　ミレイアとの会話が途と切ぎれると、車中はロードノイズの音だけに満たされる。クローニは運転に集中しており、同乗しているアニカと真ま無なは、退屈そうに欠伸あくびを漏らしていた。

「いやあ。美少女に囲まれて遠出だなんて、良い旅ですねえ」

　ふと、クローニが呟つぶやくのが聞こえた。

　車はやがて、田園地帯を抜けた先にある、細い林道へ差しかかる。

　黒の森シユバルツバルトはこの林道を進み、山を３つ越えた先に広がっているはずである。
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　舗ほ装そうされた道路が途切れたところで、名薙達は装甲車を道脇の茂みの中に隠した。

　そして車内に積つみ込んであった、人の背丈よりも大きい、金属の棺ひつぎのハッチを開放する。

　棺の中に収められていたのは────ＰＡミリガス。

　東とう京きよう騎き士し団だん所有の、量産型ＰＡである。名薙達が騎士候補生試し験けんの際にも使った機き体たいであり、動かすだけなら、特に訓練がなくても、誰だれにでも動かすことができるものだ。クローニに言われ、アニカと真ま無な以外、ここから先はＰＡミリガスに搭乗して移動することになった。

　名な薙なぎとミレイアは、軍服からパイロットスーツに着替えるように指示された。パイロットスーツは、身体からだにフィットするラバースーツのようなもので、体表を流れる生体電流を増幅する機き能のうがあるらしい。着ているとＰＡミリガスの反応速度を上げる効果があるらしいのだ。

　かくして名薙達はＰＡミリガスに乗り込み、鬱うつ蒼そうと草木が生おい茂る森の中を、別働隊との待ち合わせ場所を目指して進んでいるところだった。

　名薙の背後をついてきていたアニカが、ふと話しかけてくる。

「……ねえ、ナナギ」

　アニカは少し言いい淀よどんでから、名薙に尋たずねてみた。

「良かったの？　メサイアを東とう京きように置いてきちゃって」

　名薙は黙だまり込んでしまう。

　アニカの言う通り、名薙は今回の調ちよう査さ活動に、修理したばかりのＰＡメサイアを持ち出さなかった。

　騎き士し団だんに入隊したため、１人に１機のＰＡミリガスがあてがわれたためということもあったが……なんとなく、乗る気になれなかったというのが本音だった。

　黙り込んだ名薙へ、アニカが言った。

「私は天使アイオーンじゃなくて、ただのアニカだよ？」

《……？》

「ナナギが私にそう言ってくれたんじゃない。ならナナギだって、剣けん聖せいじゃなくて、ただのナナギなんだよ。……無理して剣聖の代わりになろうとしなくて良いから」

《……アニカ》

　気き遣づかってくれているアニカの気持ちが嬉うれしかった。その優やさしさに甘えたい思いもあった。

　だが名薙が剣聖ゼインから託されたものは、甘えて誤ご魔ま化かせるものではない。

　託されたのだ────救世主メサイアを。

　剣聖の代わり、あるいはそれ以上の存在となることを、名薙は総理からも望まれている。しかし騎士候補生試し験けんの成せい績せきは最悪だったではないか。やはり本来の名薙は、平凡な高校生に過ぎないのである。英雄の代わりなど到底、務まるはずがないと思えた。

《……あの機体に乗るのは、なんか気乗りしなかったんだよ》

　苦々しくそう呟つぶやく名薙へ、ふと先頭を歩いていたクローニが警けい告こくしてきた。

《さてさて、かつて神は仰おつしやいました。クソ共、無む駄だなお喋しやべりをしてんじゃねえと》

「また適当な創作聖書の一説を引用してんじゃないわよ……」

《とにかくです。この辺には、近きん隣りんの農家が放った無人多脚戦車マシン・タンクがうろついてるかもしれません。彼等らのセンサーに感知されたら攻こう撃げきされますから、皆さんお静かに》

　言いながらクローニは、目の前を遮さえぎる草を、振動ナイフで切り開いていく。

　その後ろについて歩きながら、名な薙なぎとミレイアはＸＭー９ライフルを構えて周囲を警けい戒かいした。

　吞のん気きなアニカや真ま無なに気を取られて、少し危き機き感かんが薄うすれていたが……。

　名薙は改めて、自分が危険地帯に来ていることを自覚する。

　ほのかに緊きん張ちようの混じった口く調ちようで、ミレイアが名薙に話しかけてきた。

《えっと。ＧＰＳによると、別働隊との合流地点までは、あと１キロくらいやで》

　名薙達は【ナビ】アプリを起動させているため、視界にＣＧ表示で、目的地までの道のりが表示されている。ルート案内の矢印アイコンには、確たしかに「残り１キロ」の表示が出ていた。

　頭上の木こ洩もれ日びを見上げて、名薙は目を細めた。

　知らない鳥や、セミの鳴き声が聞こえる。

　鬱うつ蒼そうと茂る草木の陰のどこかに、マモノが潜ひそんでいてもおかしくないだろう。以前、名薙が襲おそわれたことのある鋼こう鉄てつのオオカミなど、体長が２メートル程もある巨体だった。いくら名薙達が鋼鉄の装甲に身を包んでいるからといって、あの巨体に嚙かみ付かれでもしたら死ぬことはないにせよ、無事では済まないはずだ。

　山を上っていく方角へ森の中を進み、しばらくした頃ころだった。

　生い茂る草木が開け、目の前に、山頂からの爽そう快かいな展望が広がった。

　名薙達は足を止め、その雄大な景色けしきに見入ってしまう。

　快晴の下、隣りん接せつする山々の山肌を一望できる場所だった。遠くまで木々の緑みどり色いろと、土の茶ちや色いろの景色が続いているのが見えた。ＰＡミリガスに乗っていなければ、その場で深呼吸して、新しん鮮せんな空気を心ゆくまで吸い込みたいところだ。

《あれが……黒の森シユバルツバルトです》

　クローニの指差す先。連なる山の向こうに、奇妙なものが見えていた。

　────黒い霧きりだった。

　黒い巨大な霧が、山の向こう側にある広大な森林地帯の上に覆おおい被かぶさっているのだ。

　霧は塊となって地上に渦巻いており、禍まが々まがしい程に黒い、巨大なドーム状になっている。

　辺り一面が緑のパノラマの中に、その黒いドームが忽こつ然ぜんと存在している。眩まばゆい陽光さえ届かない霧の中にはなにがあるのか、外からは視認できなかった。

　……しかし遠目でも、得え体たいの知れない不気味な雰囲気だけは感じ取れた。

《ここ何十年もの間、ずっとああして黒い霧に覆われている森です。内部は昼夜を問わず、深い暗くら闇やみに包まれているそうです。なぜ、霧の色が黒いのか。何故、霧が晴れることがないのか。まともな調ちよう査さもできていません。なにが起きても不ふ思し議ぎじゃない場所です、気をつけましょう》

　それだけ言うと、クローニは再び歩き始めた。

　やがて名薙達が辿たどり着いたのは平野地帯である。

　その中央を横切ろうとした名薙達だったが……ふと先頭を歩いていたクローニが立ち止まる。その唐突な歩みの停止に、後続の名薙達も足を止めてしまった。

《……あ、あの。どうかしたんですか、隊長？》

《あははは。いきなりやっちゃったなー。いやいや、すいません。ドジを踏んだようです》

　クローニは名な薙なぎ達を振り向かず、気楽な口く調ちようで謝しや罪ざいしてきた。

　なんのことかわからない名薙達だったが、やがて理解した。

　名薙達の前方────茂みの向こうに、複数の人ひと影かげが現れたのである。

　木陰に潜せん伏ぷくしていた謎なぞの武装集団。

　名薙達の視界に、ＣＧでマーキングされたその数は10人。いずれも銃器の照準を名薙達に向けていた。全員がＰＡに身を包んでいるが、その機き体たいはＰＡミリガスではない。

　森林迷彩を施されたボディペイント。司祭が着るローブのような形状の装甲を纏まとっているため、まるで武装した聖せい職しよく者しやのような出いで立たちに見える。

《目的地は目の前なんですが。遮しや蔽へい物ぶつのない場所で、思いっきり待ち伏せされちゃってました》

「あら。なにかしら、この血気盛んな感じの人達は」

《な、なんだなんだ、攻こう撃げきしてくるつもりなのか！》

　冷ややかに周囲を見渡す真ま無なの声と同時に、名薙は咄とつ嗟さに銃口を上げようとする。

　しかしクローニは、名薙が武装集団に向けようとした銃口を摑つかんで下げさせる。

《……やめておきましょう。パーソナル・アーマは対マモノ、対天使アイオーン用として設計されている兵装でしかない。元々、人間同士の争い用ではありません。対衝しよう撃げき、耐爆ばく発はつに優すぐれていても、徹てつ甲こう弾だんには貫かれ易やすい構造ですから。対人装備でない今は、撃うち合あいになれば不利です》

　クローニは、冷静に敵の身なりを観かん察さつし始めた。

《環わの中に囚とらわれた十字架。太陽十字の紋章ですか。うーん。どうやらマモノや盗賊なんかよりも、よっぽど厄やつ介かいな連中に遭遇したみたいですよ》

　名薙達に銃口を向けている武装集団の肩には、確たしかにクローニの言う太陽十字の描かれた腕章が取り付けられている。その紋章を見たミレイアが、愕がく然ぜんとした声で呟つぶやく。

《なんてことや……〝エクレシア教会〟の聖せい堂どう騎き士し団だんかいな！　やばば、やばすぎや！》

　ミレイアの口にした名前にピンとこない名薙は、それがなにかを問おうとする。

　だが────そうする暇などなかった。

　森の奥。木々の向こうから、断続的な地じ響ひびきが聞こえてくる。

　いや、地響きかと思われたその音は、足音であった。

《……なんだよ、アイツは！》

　森の奥から、巨体が木々を搔かき分けて姿を現した。

　見上げるような大きさである。逆関節の２脚。全身を幾重にも、分厚くて大きい盾のような装甲が覆おおっていた。異様に長い両腕は、無数の刃やいばを連ねた〝刃の鞭むち〟のようになっている。その両腕を地面の上で引ひき摺ずりながら、巨体はゆっくりと、重々しい身体からだで大地を踏みしめて歩いてくる。

　まるで歩く鋼こう鉄てつの要よう塞さいだった。

　名な薙なぎの喉のど元もとに搭載されたＰＱＣピクシーは、すでにその機き体たいの形状を自動的に解析していた。

　データベースから一致する形状のデータを探し出し、それを名薙の視界に、ステータス表示として描画した。その機体のステータス画面には、機体の名称データもあった。

　名薙は固い唾つばを飲み込んでから、畏い怖ふと共にその名を口にする。

《死し教きよう機き……〝エレミタ〟……！》

　データベースの情報では、名薙達の目の前の巨体は、無人機ではなく、パーソナル・アーマであるということになっている。名薙がこのような巨大な機体に遭遇したのは初めてであった。

　対たい峙じすると、その異様な威圧感に居い竦すくまりそうになってしまう。

　巨体と対峙している名薙の横で、ミレイアが声を震ふるわせて呟つぶやいていた。

《冗じよう談だんやない、あれはエクレシア教会の〝死教〟に与えられた機体やないんか！》

　状況についていけていない自分をもどかしく思い、名薙は堪たまらず口く調ちようを荒げて尋たずねる。

《エクレシア教会とか死教とか！　いったいそれはなんだって言うんだよ！》

《────神の名の下に人を殺していやがる方達ですよ》

　名薙に答えたのは、ニコニコと微笑ほほえむクローニだった。

《私もエクレシア教の教会で神父をやってますが、この方達は、宗派が違う方達ですよ。いわゆる殺人聖せい職しよく者しやですね。死教は殺人聖職者の中でもリーダー的存在。称号持ちエリスネーターに匹敵する戦せん闘とう能力を有した騎き士しだと言われています。ようするに、かなりの強敵ですよ》

　名薙は思い出す。称号持ちエリスネーターとは、５つ以上の城じよう塞さい都市から承認され、特別な称号と特権、そして異常性能イレギユラー・スペツクのパーソナル・アーマを与えられた一騎当千の騎士を指す言葉である。

　名薙にＰＡメサイアを託した英雄、ゼインは〝剣けん聖せい〟という称号を持っていた。

《……〝単騎要塞フオートレス〟のエレミタ。こんなところで、こんな大物に出くわすとは驚おどろきです。やれやれ。いったいどうして、私達がここを通過するという情報が漏れたんですかね》

　身動きの取れない名薙達の前に立たち塞ふさがる、殺人聖職者達。

　目的地を目の前にして、名薙達は不ふ穏おんな一団に取り囲まれてしまった。
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　ＰＡを奪われた。着ていたパイロットスーツから軍服へ着替えさせられると、背後に回された両腕には、手て錠じようがかけられる。

　名薙達は捕らえられ、そのままエクレシア教会のＰＡ小隊に連行された。

　歩いた先に辿たどり着いたのは、前ぜん哨しよう基地のような場所である。金かな網あみに囲まれた砂地だった。

　敷しき地ち内ないには無数の小屋やテントが並び、見張り塔まで建っている。その基地内では、ローブ姿の聖職者達が行き来しており、アサルトライフルで武装した無数の守しゆ衛えいＰＡが立っている。

　前ぜん哨しよう基地の中央を横切る大通りがあった。

　その通りを抜けた先、有ゆう刺し鉄てつ線せんの門の向こうには、巨大な黒い壁かべが見えている。

　森の中に忽こつ然ぜんと聳そびえ立つ巨壁。それは実際には壁ではなく、黒い霧きりの塊である。

　名な薙なぎ達が連行された前哨基地は、黒の森シユバルツバルトの目前に存在していた。

「偵察衛星での事前調ちよう査さでは、こんな基地は見つからなかったのですけど、データが改かい竄ざんされていたのでしょうか。……待ち伏せの件といい、まるで情報がどこかから漏れていたようです」

　逮捕された犯罪者のように歩かされながら、クローニは首を傾かしげて呟つぶやいていた。

　銃身で小突かれながら、ミレイアも周囲を見渡して青ざめている。

「こんな場所に、エクレシア教会の野営地キヤンプがあるなんて……！」

　ミレイアの呟きを耳にしながら、名薙は周囲の様よう子すを観かん察さつしていた。

　武装集団の野営地キヤンプに連れて来られたというのに、周囲には軍人ではなく、修道服やローブを羽は織おった聖せい職しよく者しや然ぜんとした姿の人々しか見受けられない。敷しき地ち内ないには、簡かん易い的てきに作られた教会のような施設まで存在していた。単純な軍事施設とは言いにくい雰囲気である。

　違和感を拭ぬぐいきれず、名薙は小声で、隣となりを歩いていたアニカに尋たずねてみた。

「なあ、アニカ。このエクレシア教会って奴やつ等らはなんなんだ？」

「……そろそろ訊きかれるんじゃないかと思ってたわよ」

　アニカは溜ため息いき混じりに、名薙を見ずに答えた。

「エクレシア教会は、この時代に存在する大宗教の１つ。プロアテルという神を信仰してる、武装宗教団体よ」

「武装宗教団体……？」

　背後から銃口を向けているＰＡの一団を一いち瞥べつしてから、アニカは続けた。

「見ての通りの連中よ。コイツ等は宗教家でありながら、ＰＡや銃火器を持って武装してる。聖都エクレシアっていう城じよう塞さい都市が本拠点で、そこの〝聖せい堂どう騎き士し団だん〟ってのが、こうして私達を捕まえてる連中の正体よ。〝教会〟の通称で呼ばれてるわ。ちなみに世界各地の城塞都市にいる信者達も、聖堂騎士団の潜せん在ざい的てきな勢力だとされてるの。その総戦力は、城塞都市の１つや２つじゃ太た刀ち打うちできない規模じゃないかって言われてるくらいよ」

「どうして教会は、こうしてオレ達に銃を向けてるんだよ。どこの城塞都市の騎士団も、相手にしてるのは天使アイオーンやマモノじゃないのか。人間相手に銃を向けるなんて……」

「教会の教義が────〝天使アイオーン崇すう拝はい〟であるせいよ」

「……！」

「宇宙空間に存在する天使アイオーン達の都、静浄の楽園プレロマ。その都を統治しているのが、プロアテルと呼ばれる王だと言われてるわ。つまり彼等が崇拝している神は……〝実在している〟のよ」

　名薙が絶句しようとも、アニカの話は続いた。

「天使アイオーンという存在が公おおやけに現れた当初、人々は様々なことを考えたわ。天使アイオーンを人類の天敵だと考える人々。それとは反対に、天使アイオーンこそが人類を導みちびく〝神の化身〟なのだと考える人々。この教会は後者の人々によって成り立っているの」

「天使アイオーンが神様だって!?」

　アニカを補足するように、クローニが会話に割って入った。

「エクレシア教会内には抵抗派と隷れい属ぞく派はの２つの宗派が存在しています。抵抗派は、天使アイオーンの存在を神が与えた試練だと考え、天使アイオーンと戦うことを選びました。崇あがめている神も別です。逆に隷れい属ぞく派はは、天使アイオーンの行いを神の意志だと考え、天使アイオーンに従うことを選んだのです。私は前者。こうして銃を向けてる彼等らは後者ですよ。自らの意思で天使アイオーンに利用されてる人々です。神の使いだと信じている天使アイオーンに命令されれば、人間相手でも平気で戦うでしょうね。聖戦として」

「じゃあコイツ等、人間なのに天使アイオーンの仲間だっていうのかよ……！」

　名な薙なぎの表情から、徐々に血の気が失うせていく。

　天使アイオーンを神だと信じ、その言うことに従う人間。

　名薙からすれば、まるでそれは狂信だ。果たして話が通じる相手なのだろうか。言葉１つ発せずに銃口を向けてくるＰＡを見やりながら、名薙は背筋が寒くなる。

「アレはなにかしら」

　ふと真ま無なが呟つぶやいた。真無の見つめる先に名薙が目を向けると、奇妙な光景があった。

　名薙達と同じように、腕に手て錠じようを掛けられた一般人らしき人々がいたのである。

　いずれも街を出歩いていたところで、着の身着のまま連れていかれたような服装をしていた。

「オレ達の他ほかにも、教会に捕まえられた人達がいるのか」

　名薙が呟くと────黒の森シユバルツバルト側に面した基地の大門が開いた。

　その扉が開き始めたところで、人々は背後から銃を突きつけられ、無む理り矢や理りに黒の森シユバルツバルトへ向かって歩かされていく。銃を持った教会の騎き士し達に脅されている様よう子すだった。

　クローニは腑ふに落ちない面持ちで呟いた。

「捕まってるのは近くの農村の人々でしょうか。教会はここで何をしてるのですかね」

　やがて名薙達は、前ぜん哨しよう基地内の中央付近に存在する建物へ連れていかれた。

　１階建ての、白塗りの建物である。それ程大きくはなく、民家と呼べる佇たたずまいだった。

　後ろから背中を突き飛ばされ、名薙達はその建物の中へ足を踏み込まざるをえなかった。
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　電球によって照らし出された薄うす暗ぐらい地下室には、鉄格子の付いた牢ろう屋やが無数にあった。

「……なんかおかしいわ」

　アニカが呟いたのは、名薙達が地下の牢屋に投獄されてすぐのことだった。

　アニカは自分の首筋を指差しながら、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて言う。

「私達が取り上げられたのはＰＡだけ。ＰＱＣピクシーやＡアＥイはこうして持ったままよ。これじゃあ外部の仲間に連絡を取ってくださいって言ってるようなもんじゃない」

　アニカが言う通り、名な薙なぎ達は外部との通信手段を奪われていないのである。これでは別働隊のリーゼ達や、東とう京きようの騎き士し団だん本部とも簡かん単たんに連絡が取れてしまう。

「その理由なら、わかる気もするで」

　そう発言するミレイアに、否応なく一同の注目が集まった。

「……たぶんな、うち等が応援を呼ぶことを気にしてないんやないかと思うんよ」

　首を傾かしげる名薙達。ミレイアは険しい表情で話し始めた。

「有名な噂うわさなんよ。聖せい堂どう騎き士し団だんの〝死し教きよう〟と言えば、人々に死の安あん寧ねいを教え広める、冥めい府ふへの導き手。教会の将校の１人で、称号持ちエリスネーターに匹敵すると言われる戦略級戦闘能力ストラテジー・アームズ。単独で戦局を左右しかねない圧倒的な存在で、しかも彼等らが搭乗している機き体たいは、天使アイオーンによって造られたとされる〝天使装甲機ゾデイアツク〟らしいねん」

「天使装甲機ゾデイアツク？」

「天使アイオーンが搭乗するＰＡの呼称や。徹てつ甲こう弾だんでも貫通できない装甲に、人間の造ったＰＡを遥はるかに凌しのぐ運動性能。うち等らの使うＰＡと違って、最初から対人間用に設計された殺人兵器や」

「……オレ達の使ってるＰＡよりも、ずっと強力なＰＡってことか」

「機体の性能だけで言えば、人類が造ったどんな機体よりも強力や。人類側には、剣けん聖せいを始め、機体の性能差を技量で補える称号持ちエリスネーターの騎士達しか、対抗できる戦力がいないのが実状やねん。天使アイオーンのイデア能力を強化する天使機関セラフイツク・システムというものまで搭載しているらしいんやけど、イデア能力の使えない人間が乗る天使装甲機ゾデイアツクは、特別な改造が施されてるとか」

「……」

　ミレイアの言葉を聞いていたアニカの表情が、暗くなってしまう。

　名薙はそれを見て、アニカの胸中を悟った。

　────天使機関セラフイツク・システムはアニカの一族が造ったものだ。

　その罪悪感は、今もアニカの胸の中に刺さったまま、消えていないのである。

　何も知らないミレイアには、このまま話さない方が良いだろう。

　話しながら、ミレイアの表情からは次第に血の気が引いていった。

「えっと……この野営地キヤンプにいる死教、エレミタの通り名は〝単騎要塞フオートレス〟。１年前に忽こつ然ぜんと姿を現した正体不明の騎士や。教会と城じよう塞さい都市デリの間で、大規模な遺い跡せきの争奪戦があった時のこと。エレミタは単騎で、１００機の重武装ＰＡを、血肉混じりのクズ鉄に変えたと言われてる。戦うエレミタの巨体はまるで……敵陣で暴あばれ狂う巨大要塞に見えたそうや」

　ミレイアは膝ひざを抱え、押し寄せる悪お寒かんに身み震ぶるいをする。

「援軍が駆けつけたとしても、並大抵の戦力じゃ敵かなわんやろな。……リーゼ副隊長達だって、単騎要塞フオートレスと事を構えるのは避けようとするやろ。つまり、ここの人達は、うちらが応援を呼んだとしても気にする必要がない。誰だれに攻め入られても負けない自信があるに違いないんや」

　もはやミレイアは、すっかり死教の存在に怯おびえきっている様よう子すだった。

　ミレイアから話を聞き終えると、牢ろう内ないの誰もが、重々しく口を閉ざしてしまう。

「……戦場で暴れ狂う、巨大要塞か」

　ミレイアが言う通り、確たしかにそんな男と事を構えるのは、名な薙なぎだって気が引ける。別行動中のリーゼ達とて、そんな相手が待ち構えているのなら、簡かん単たんには名薙達を救出できないはずだ。

「なかなか的てき確かくな状況把握ですねえ、ミレイアさん」

　ミレイアの洞察を、クローニは変わらぬ涼しい顔で肯定した。

「敵が我々から通信手段を奪わない理由としては、おそらくミレイアさんが言うこともあるでしょう。それに私達はまだ、教会の方達が〝漏らされて困る情報〟なんてなに１つ持っていないということもあるのではないかと思います。我々が好き勝手しても、彼等らは困らんということですね」

「連絡するなら、ご自由にってことかしら。ずいぶんと舐なめられたものじゃない」

「実際問題、舐められまくってますねえ。私達の戦力で死し教きようを相手にするのが無理なのは自明。まともにやり合うなら、東とう京きよう騎き士し団だんの中隊レベルの戦力は必要でしょうとも」

　言ってのけるクローニに、ミレイアが尋たずねた。

「じゃ、じゃあリーゼ副隊長や東京に連絡は取らないんですか？」
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「すでに取りました。しかし助けが来るとしても時間はかかるでしょう」

「つまりうち等ら、しばらくは囚とらわれの身ってことなんか……ふみゅん」

「フフ、ご安心なさい。かつて神は仰おつしやいました。困った時こそワンチャン狙ねらいだとね！」

　クローニはニコニコと微笑ほほえみながら、アニカを見やった。

「アニカちゃん。ちょっとご相そう談だん良いですか？」

「な、なによ。イヤらしい相談だったら聞く耳ないわよ」

「その相談もかねがねお願ねがいしたいと思っているのですが、それとは別件です。ちょっとアニカちゃんの腕を見込んで、お願いしたいことがあるのですよ」

　なにやらコソコソと密談を始めるアニカとクローニ。

　２人が相談を始める様よう子すを見ながら、名な薙なぎはなんとなく鉄格子の向こうへ目を向けた。

　……地ち下か牢ろうへ連れて来られてから、ずっと気になっていたことがあった。

　名薙達が閉じ込められている牢ろうの他ほかにも、地下室には複数の牢が存在している。その牢の中には、名薙達同様に、教会によって捕らえられた人々の姿が見受けられていたのだ。

「……誰だれなんだ、この人達は」

　ここへ来る途中で見かけた、黒の森シユバルツバルトへ連行されていった一般市民達と同じような服装だった。

　気になるのは、彼等が捕らえられている、それぞれの牢に付いたプレートの内容である。

　────「サンプルＡ」、あるいは「サンプルＢ」と記載されている。

　Ｂと書かれた牢にいる人々は、目が虚うつろで、壁かべにもたれかかりながら四肢を伸ばしきってだらけている。意い識しきが朦もう朧ろうとしているのだろうか。窶やつれて衰弱しているようにも見えた。

　一方、Ａと書かれた牢の人々は比較的健康そうで、啜すすり泣いたり、苛いら立だったりしているのが見て取れた。よく見れば名薙達の閉じ込められた牢にも、プレートがかかっている。

　名薙はハッとした。

　Ｂと書かれた牢屋に、見覚えのある少女の姿を見つけたのだ。

「藤ふじ埜の…………藤埜じゃないか！」

　ショートカットの黒髪。大人おとなしそうな顔立ち。いつもかけている眼鏡めがねは、レンズの端が痛々しくひび割れていた。２０１５年で名薙が通っていた高校の制服を着ていることからも、人違いではない。瞼まぶたを閉ざして横たわっており、意識はない様子だった。

　真ま無なも藤埜の存在に気がつき、横たわっている少女の姿を観かん察さつする。

「藤埜祈いの里りさんだったかしら。確たしか学級委員長だったわね」

　少し自信はなさそうだったが、真無は名薙同様、少女を藤埜だと断定した。

　……元の時代では、真無は名薙達の高校へ転校してきたばかりの生徒だった。名薙と違って、クラスメイトの顔と名前がはっきりと一致してはいないのだろう。それでもさすがに社会科見学で同じ班だった藤埜のことは、覚えていたようだった。

　驚おどろいている名な薙なぎと真ま無なの様よう子すに気づき、密みつ談だんが終わったらしいアニカが尋たずねてきた。

「あそこで倒れているフジノって子は、ナナギやマナと同じで過去から来た人なの？」

「ああ。同じ学校に通ってた友達だよ。こんなところで再会なんて……」

　名薙は鉄格子に貼はりつき、倒れている藤ふじ埜のへ声をかけた。

「おい、どうしたんだよ！　なにかされたのか！　藤埜！」

「……」

「藤埜……生きてるのか……？」

　懸けん命めいに呼びかけるが、藤埜は返事をするどころか、死んでいるように身動きすらしない。

　眠っているだけだと信じたかったが、鉄格子に行く手を遮さえぎられている以上、名薙にはそれを確かめることはできなかった。歯は痒がゆい思いで藤埜に声をかけ続けていると、Ａと書かれた牢ろうにいる男が話しかけてきた。

「……無む駄だだよ、兄にいちゃん。そっちの牢にいる奴やつ等らは、なにを言っても返事なんかしねえ」

　周辺住人と思おぼしきその男は、名薙に向かって話し始めた。

「俺おれ達みたいなＡの牢屋に入れられてる連中は、この辺の農村や、どこか遠くの国から身売りされてきた貧乏人達だ。そのうち他ほかの奴等同様に、黒の森シユバルツバルトへ連れていかれる運命だよ」

　男の奇妙な話を聞いて、眉まゆをひそめた真無が尋ねた。

「黒の森シユバルツバルトへ連れていかれるって……どういうことかしら？」

「教会の連中は、定期的に人間を黒の森シユバルツバルトへ連れ込んでるのさ。そんで、そっちのＢの牢屋に入れられてるのは、みんな黒の森シユバルツバルトから〝帰ってきた連中〟なんだよ」

「……じゃ、じゃあ藤埜も、黒の森シユバルツバルトへ連れていかれて、それから帰ってきたってことか？」

「たぶんな。アンタ達の知り合いらしいそこの嬢じようちゃんが、いつ連れて行かれたのか俺おれは知らないけど。でも嬢ちゃんと一いつ緒しよの牢に入ってる、他ほかの抜け殻野郎達には見覚えがあるんだよ。どいつもこいつも、３日くらい前とは別人みたいさ……まるで魂を抜かれたみたいだ」

　隣となりの牢屋の藤埜達を見ながら、男は苦々しい顔をする。

　男の言う通り、藤埜達はまるで抜け殻のようだった。精気が感じられず、誰だれもが青白い顔をしていた。そして瞳ひとみは虚うつろである。藤埜を心配に思いながら、名薙は男に尋たずねた。

「教会は、藤埜達になにをしたんだよ……！」

「おいおい。アンタ達同様に、俺だって最近連れてこられたばかりなんだぜ。俺に教会の連中の企たくらみなんてわかるわけないだろ。それよりアンタ達のその軍服、東とう京きよう騎き士し団だんなんだろ？　だったら俺達をこの牢から出してくれよ。あんな風に抜け殻にされるのは御免だ！」

　男以外にも、Ａの牢屋に入れられた人々は、皆が期待の眼まな差ざしで名薙達を見ていた。

　だが捕らえられた名薙達には、その期待に応こたえる術すべはない。

　注目されることに耐えかねた名薙は、申し訳なさそうに押おし黙だまるしかなかった。

「ねえ、名薙君。さっきから思ってたんだけど、貴方あなたの〝イデア能力〟を使えば、この檻おりをなんとかできるんじゃないかしら」

「おおっ、言われてみれば！」

「呆あきれるわね……まさか、少しもそういう発想をしていなかったの」

　────イデア能力。

　イデアとは、人が眼めにできる物質的な外見とは異なる真理の姿。眼には見えない領域に在る人の本性。心の奥に封ぜられた、人の心を武器としたもの。ようするに異能の力である。

　その異能の力は、２１４０年の科学ですら未いまだに解明ができていない未知のものだった。

　本来であれば天使アイオーンにしか行使できない力なのだが……過去からやってきた名な薙なぎや真ま無なは、なぜかその力を人の身でありながら使えるのである。

　とは言え、名薙のイデア能力は、名薙自身にもまだよくわかっていない代しろ物ものだ。……ひとまず切れ味の良い剣を、無から取り出すことができることはわかっている。天使アイオーン達の超硬質なＰＡの装甲すら切り裂く刃やいばなのだから、牢屋の鉄格子を両断するくらい、きっと簡かん単たんだろう。

「よーっし……！」

　名薙は中腰になると、右腕を突き出して力み始めた。歯を食いしばり、指先に集中した。

「ぐぬぬぬ……！」

　アニカと真無が、力む名薙を期待の眼差しで見やる。

　クローニとミレイアは、名薙がなにをしようとしているのかわからず、啞あ然ぜんとしていた。

「おやおや。どうしました、ナナギさん。うんこですか？」

「あわわ、ナナギくん、トイレ行きたくなったんか！」

　２人に構わず、名薙は額ひたいに青筋を浮かべた。血が上った顔は、徐々に赤みを増していく。

「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ………………駄だ目めだー、出ない！」

　名薙が一気に脱力して肩を落とすと、アニカと真無も同時に肩を落とす。

「……ナナギ。もしかして自分のイデア能力の使い方がわからないとか言い出すわけ？」

「うーん。実はそうなんだよね」

「出せないなら出せないって始めに言いなさいよ！　すっごく期待しちゃったでしょ！」

「も、もしかしたら出せるかもしれないと思ったんだよ！」

　アニカに言われ、名薙は少し萎しおれた態度で呟つぶやいた。

「……はあ。どうしてオレは、真無みたいに自在に能力を発動できないんだろう」

「おかしいわね。私は別に労せずとも能力を発動できるのに、名薙君はそうじゃないなんて。単純に、名薙君が不器用ってだけの話かしら」

「あのなあ」

「────心理撃鉄ハート・トリガーのせいさ。そんなことも知らないのか、君達は」

「……！」

　名薙達の会話に割り込んできたのは、聞き覚えのある少年の声だった。

「イデア能力の発動には、ある特定の感情の高まりが必要なんだよ。どんな感情が引き金になっているのかは人それぞれだが、能力の発動には心理撃鉄ハート・トリガーが必要になる」

　地下フロアの通路を颯さつ爽そうと闊かつ歩ぽしてくるその少年は、背後に修道服姿の護ご衛えいを引き連れている。

　薄うす暗くらがりから近づいてくるその姿に、名な薙なぎは驚きよう愕がくしてしまう。

　鉄格子を隔て、少年は名薙の前で立ち止まった。

　ウェーブがかった黒の短髪。身体からだにフィットする細身のシャツとパンツを穿はいた少年である。細ほそ面おもてで、瘦そう軀くだった。だが瘦軀とは言っても、その肉体は鍛きたえ抜かれており、しなやかな筋肉を纏まとった屈強な体格である。その胸元には、太陽十字のネックレスが下げられていた。

「１年ぶりだな、名薙。もっとも、君がこの時代に来てどれだけ経たってるのか知らないけど」

「……お前……まさか荻おぎ谷やなのか！」

　荻谷清せい次じ。

　真無や藤ふじ埜のと同じく、２０１５年で名薙と同じ高校に通っていた同級生である。

　サッカー部に所属している色男で、女子生徒からモテてていたこともあり、なにかと軽けい薄はくな噂うわさの絶えない男だった。しかし……今こうして名薙の前に立つ荻谷からは、そんな軽薄な雰囲気など感じられない。鋭するどい眼まな差ざしは殺さつ伐ばつとしており、なにより、鍛えられた肉体は威圧的だった。

　話しかけられた荻谷は不快そうに、名薙に一言だけ忠告する。

「気安く呼ぶなよ、名薙。今の僕は────聖せい堂どう騎き士し団だんの〝死し教きよう〟なんだぜ」




　　　　▼▼▼




　牢ろう屋やから出され、荻おぎ谷やに連行された先は、建物の１階にある作戦会かい議ぎ室しつのような部へ屋やだった。

　室内の中央には長机が置かれており、その周囲にパイプ椅い子すが並んでいる。天てん井じようには棒状の蛍光灯が配置されており、室内をくまなく照らし出していた。部屋の四隅には、ベルトで肩からアサルトライフルを下げた、修道服姿の兵隊が、直立不動で佇たたずんでいる。

　名薙達は背後から銃口を突き付けられたまま、長机の前で横一列に立たされた。

「────やあやあ。よく来たね」

　名薙達にそう声をかけたのは、机を挟んで対面側に佇む少女である。

　薄うす桃もも色いろの長い髪だった。それを１本のテールに束ね、右肩に垂らしている。微睡まどろんでいるような半はん眼がんの眼差しは、名薙達を小こ馬ば鹿かにしているようにすら見えた。少女はサイズが大きい白衣を羽は織おっており、少しだらしない雰囲気を漂わせている。

　荻谷は一礼をし、少女の背後に下がって立った。

　荻谷を背後に控えさえながら、少女は名薙達を見渡して告げた。

「あはは。初めましてだねえ。あたしがこの前ぜん哨しよう基地の代表だよ」

「アナタのような愛らしい美少女が、この野営地キヤンプの代表だなんて……素す晴ばらしい基地ですね！」

　妙に嬉うれしそうな声で、クローニが言う。

　少女はどう見ても、名な薙なぎ達と同どう年ねん齢れいくらいであるというのに……自らがこの前ぜん哨しよう基地の代表であるのだと告げている。思わず耳を疑ってしまう発言である。

　少女は子供っぽく唇を尖とがらせて言った。

「少女か。こう見えても一応、あたしは長いこと生きてる〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟の１人なんだよ？」

　あまりにも突発的な内容に、名薙達の誰だれもが言葉を失ってしまう。

　今────少女はなんと口にした。

　この少女が、終焉の騎士ナイツオブエンド？　軽い態度での発言だったため、なにかの冗じよう談だんであるかのようにさえ感じた。だが少女と目が合った瞬しゆん間かん、名薙は吐き気に似た恐怖を覚えた。

「待てよ……その赤い瞳ひとみの色って！」

「そうだよ。見ての通り、あたしは〝天使アイオーン〟さ」

　躊ちゆう躇ちよの欠片かけらもなく、少女はあっけらかんと告白した。

「まあ、あたしは表に出ないタイプだから、人間達にあまり顔は割れてないんだろうね。名前はクリステア＝コルト。────〝飢き饉きん〟の名を冠する終焉の騎士ナイツオブエンドさ。クリスで良いよ」

　即座に背筋が寒くなった。

　目前の少女は、ただの人間のようにしか見えない。

　だがその正体は天使アイオーンであり、あの終焉の騎士ナイツオブエンドなのだ。

　名薙はつい先日の東とう京きよう侵攻によって、天使アイオーンの恐ろしさを体感したばかりなのだ。

　────天使アイオーン。

　体内に注入された分子機き械かいの突然変異により、血液がＤＮＡコンピュータと化した人類だ。

　脳に直結されたＤＮＡコンピュータは、人間の記き憶おく能力や演算能力をスーパーコンピュータに匹敵するレベルにまで高めた。そしてついには、脳の未使用領域全すべてを覚かく醒せいさせることに成功する。結果として得られた異能の力は〝イデア能力〟と呼ばれ、その魔ま法ほうのような驚きよう異い的てきな力によって、この時代の人類は窮きゆう地ちに立たされているのである。

　７人の終焉の騎士ナイツオブエンドは、天使アイオーンの中でも最凶のイデア使い達として恐れられている。

　少女がどれだけ強力な力を持っているのか不明だが、おそらく想像を絶した戦せん闘とう能力を有する怪物に違いない。名薙は頰ほおを引ひき攣つらせ、思わず毒突いてしまう。

「この野営地キヤンプにいる教会の連中は、本当に天使アイオーンに従ってるってことか……！」

「言ったでしょ。それがエクレシア教会よ。コイツ等らは人間に敵対することを選んだ人間なの」

「やれやれ……この野営地キヤンプの戦力だけで、我々の城じよう塞さい都市が陥落しかねない手勢ですねえ」

　険しくなる名薙達の眼まな差ざしを、クリスは涼しい顔で受け流す。

　クリスはアニカを指差して、興きよう味み深ぶかそうに言った。

「おや。そこの金髪の子も、あたしと同族かな。でも第１階かい梯ていのようだね」

「……第１階かい梯てい？」

　クリスが口にした聞きき慣なれない言葉を、名な薙なぎはオウム返しにしてしまう。

「ああ。人間にはピンとこない表現だったかな。天使アイオーン社会の階級のことさ。どれだけ深い階梯からイデアを引き出せるかによって、第１階梯から第７階梯が決まるんだ」

「階梯からイデアを引き出す？」

「やれやれ、人間はそんなことも知らないのか。────〝先在の闇やみ〟だよ」

　怪け訝げんな顔をしている名薙達に、クリスは苦笑して言った。

「創造主が世界に光をもたらす前、宇宙が始まる前から存在している旧ふるくて深い闇さ。我々はその広大な闇を漂う矮わい小しような存在だよ。人間はこの底知れない闇のことを〝心〟と呼んでいるんだったかな。私達の真理イデアはね、先在の闇の中から引き出される力なんだ」

　クリスの一言一句を、名薙達は興きよう味み深ぶかく聞く。

「先在の闇の中は、その暗闇の深さによっていくつかの階層に分かれていてね。光溢あふれるこの物質世界が第１階梯。そして今確かく認にんされている、最も深い混こん沌とんの闇が第７階梯と呼ばれているのさ。先在の闇は、人を創つくり出した創造主よりも遥はるかに旧くから世界に存在していた。創造主すらをも生み出した父なる最古の混沌、〝真なる理の神プロアテル〟こそが、我等が王の名さ」

　クリスは話を続けた。

「イデア能力は真なる神の力。その強大さとは、すなわちどれだけ神に近しい力を引き出せるかということでもある。より深い階梯からイデアを引き出せる程に強力だ。創造主に匹敵する力が第７階梯。ちなみにあたしは第６階梯だ。人間や、そこの金髪の子みたいなのは第１階梯。イデアの力が一切使えない。つまり物理層と呼ばれる、この世界に縛しばられた出来損ないなのさ」

「ムカツク言い方ね……！」

　クリスに指差されたアニカは、表情をしかめた。

　アニカも……天使アイオーンの血統であり、元々は天使アイオーンの社会に存在していた、貴族の家に生まれついた令れい嬢じようだったのだ。しかし天使アイオーンとしての素養を持たない一族であったアニカ達は、天使アイオーン達の社会から追放されてしまったのである。

　クリスはアニカの顔を覗のぞき込みながら、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「それにしても君の顔、どっかで見たことある気がするんだよなあ。あたしって興きよう味みのない情報はすぐ別ドライブに保存しといて忘れちゃうから、外バ部ツ記ク憶ア血ツ液プを検索しないと、すぐにはわかんないなあ。もしかしてどこかで会ったことあるのかもだけど……気のせい？」

　しばらくアニカの顔を観かん察さつし、クリスは「まあ良いや」と呟つぶやく。

　クリスは咳せき払ばらいをしてから、改めて話し始めた。

「あーっと、そうだったそうだった。話が脱だつ線せんしちゃったね。質問に答えるのが好きな性分でさ。さてさて。君達は奇くしくも、あたし達の野営地キヤンプの周辺をうろついて捕まったわけだ」

　クリスはニヤリと微笑ほほえみ、改めて名な薙なぎ達を見渡した。

「君達が来るっていう情報は、事前に摑つかんでいたよ。黒の森シユバルツバルトの調ちよう査さ活動に来たんだろ？」

　名薙は黙だまり込んだ。正直に答えても良いことにはならないと思ったからである。

　誰だれ１人として質問に答えようとしないのを見て、クリスは面おも白しろくなさそうに言った。

「ふーん。やっぱりダンマリ決めこむわけか。でもこっちは気になるんだ。人間が未踏地の調査活動をするのなんて珍しくないけど、どうして〝このタイミングで〟〝この場所なのか〟ってところはさ。君達さあ……黒の森シユバルツバルトについてどこまで知ってるのかな？」

　クリスの言っていることは奇妙だった。

　黒の森シユバルツバルトについて、名薙達がどこまで知っているのか。その質問は、逆を返せばクリス達が、黒の森シユバルツバルトについてなにかを知っているということではないだろうか。

　名薙がそれを問いかけようとするより早く、クローニがクリスへ尋たずねた。

「こちらも質問良いですか？　教会はここで、黒の森シユバルツバルトを調査しているのですか？」

「ピンポーン。正解。そしてここは教会の、調査活動の前ぜん哨しよう基地だ」

「なぜ、教会が黒の森シユバルツバルトで調査活動なんかやってるんでしょう。人さらいみたいなことまでしちゃってますが、森でなにかやってるとお見受けしますねえ。……いったいなにが目的でしょう。口振りからしても、ここに教会が興味を示すようななにかがあるわけですよね」

「そうだなあ。教会のみんなの言い方をすれば────〝人類救済の可能性〟ってとこかな」

　クローニは首を傾かしげ、小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

　これまでの、涼しい表情で受け答えをしていたクローニとは少し違う。

　どこか苛いら立だったようにも見える表情だった。

「普ふ段だんから人類をムシケラみたいに殺しまくってる天使アイオーンが、人類の救済とは、なかなかのユーモアです。いまさら慈善事業でも始めようというわけですかね」

「別にあたし個人は、人類を救済したいわけじゃないよ。そんなのどうでも良いし。ただ結果として、この森に眠っている喪失情報ロスト・データは、人類を救済することになるかもねって話だよ。人間のサンプルを使用しての〝実じつ験けん〟も、だいぶ良好な結果が得られるようになってきたし」

「…………人類を死すべき存在だと考えるエクレシア教会の隷れい属ぞく派はが、黒の森シユバルツバルトに眠るものを〝人類救済の可能性〟と呼ぶわけですか。聞くからにして、ロクなものじゃなさそうです。その上、喪失情報ロスト・データや実験なんて単語が出てくるとは……森に危険な遺い跡せきがあるわけですね」

「────それ以上はお止やめくださいますか、クリステア様」

　今にも皆まで話そうとするクリスの話を、荻おぎ谷やの声が遮さえぎった。

　荻谷は嘆息混じりに言った。

「まったく。学者の性分なのか、クリステア様の説明好きには困ったものだ。研究以外のこうした駆け引きに興きよう味みはないのでしょうが、敵に情報を与えすぎないで欲しいものです」

「ちぇー。つまんないなあ。じゃあ、後はオギヤに任せるよーだ」

　荻おぎ谷やに窘たしなめられたクリスは、頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

　そうして荻谷は、クリスの代わりに名な薙なぎ達の前に立つ。

「聖せい堂どう騎き士し団だん、聖せい教きよう母ぼ親しん衛えい隊たい所属。第３死し教きよう────荻谷清せい次じだ」

「……荻谷」

　改めて名乗りを上げる荻谷に、名薙は表情を険しくしてしまう。荻谷は、クラスメイトであった名薙や真ま無なのことなど素知らぬ顔で、ただ冷たい口く調ちようのままに続けた。

「クリステア様が仰おつしやっていた通り、この黒の森シユバルツバルトの調査は現在、我々エクレシア教会が独占して行っている。他ほかの城じよう塞さい都市の騎士団は立入禁止だ」

　荻谷の発言に、クローニが嚙かみついた。

「立入禁止？　いったいなんの権限があって、教会がそんなことを主張するのでしょう。黒の森シユバルツバルトは教会の私有地じゃありません。まだ未開の土地です。遺跡の発見登とう録ろくをしたわけでもないのですから、我々が調査するのは合法です。この拘こう束そくは不当逮捕ですよ？」

「人の世の法など知るか。クリステア様の前で頭ずが高いぞ、下郎」

　荻谷はクローニを冷ややかに睨にらみ、言った。

「不信心なる君達にはわかるまい。天使アイオーンは、我々人類の導みちびき手として神が使わした使徒だ。天使アイオーンの意思とは、すなわち神の御み心こころ。神を前にして、人の制定した小こ賢ざかしい法など意味を成さない。君達は神の意に反してこの土地を侵犯しているのだ。その罪、万死に値する」

「……相変わらず、隷属派の言い分はイカれていてよくわかりません。天使アイオーンの手下のあなた方にすれば、敵である人間の国際法なんて知ったことじゃないと、そういうわけですか」

　クローニは皮肉っぽく肩を竦すくめ、これまでに見せたことのないような怒りの眼まな差ざしを荻谷へ向ける。

「あなたが付き従ってる神は、人類を殺して回る化け物ですよ。用済みになればみんな殺される。それとも……神に死ねと言われれば素直に死ぬつもりですか」

　荻谷は無言だった。

　しかしやがて、クツクツと肩を震ふるわせるクリスが、懐ふところから回リ転ボ式ル拳バ銃ーを取り出して見せた。

　撃うたれるのではないかと、名薙達は咄とつ嗟さに身構える。

　だがクリスは名薙達には目もくれず、弾倉から弾を抜き始める。

　６発入りの弾倉から、抜かれた弾は５発。弾倉には１発だけが残された。

「３回だ────見せてあげなよ、荻谷」

　クリスは銃を、傍かたわらの荻谷へ手渡した。

　受け取った荻谷は表情１つ変えず────その銃口を自分のこめかみへ押し当てる。

「なっ、荻谷！」

　手際良く片手で撃げき鉄てつを上げ、引き金を引いた。

　……弾は出ない。

「や、やめろ、荻おぎ谷や！」

　再び撃げき鉄てつを上げ、引き金を引いた。また弾は出ない。

　常軌を逸しているとしか思えない荻谷の愚行に、誰だれもが青ざめて固かた唾ずを吞のむ。見ていられず、アニカやミレイアは、荻谷から視し線せんを外した。

　荻谷の行いには、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよの様よう子すもない。弾倉に１発残った銃弾が、いつ発射されるのかわからない。いつ死ぬかわからないのだ。それなのに荻谷の手は止まることがない。

「もうやめて！」

　青ざめたミレイアが、涙を目に浮かべて訴えた。血の気を失い、言葉を失って立ち尽くす名薙達。再び撃鉄を上げ、荻谷は狂ったような笑えみを向ける。

「死が苦しいのは一いつ瞬しゆんだけ。その一瞬さえ耐えられない臆おく病びよう者ものなど、僕達の中にはいない」

　引き金を引く。弾は────出ない。

　あまりにも異様な同級生へ、名薙は畏い怖ふの眼まな差ざしを向ける。

　クリスに言われた３回の引き金を引いた後、荻谷はただただ冷ややかに、名薙へ告げた。

「……君達は何もわかっていないよ。神々は穢けがれてしまった人類を根絶し、世界を浄化しようとしておられるんだ。なら我々はその意思に従い、それを実現させなければならない。人類は天使アイオーンによって救済されない限り、誰もが死ぬ運命なんだ」

「荻谷……お前、いったいどうしたっていうんだよ……！」

　もはや完全な狂信者だ。

　荻谷は天使アイオーンの言いなりになって、自らの命さえ惜しまない狂戦士と化しているではないか。

「君達にはここで死んでもらうつもりだ。クリステア様にとって障害となるものは全すべて、クリステア様の剣である僕が斬きり捨てる。たとえそれが、元の時代友だった者だとしてもだ」

　荻谷は名薙に向かって銃口を構えた。

　問答無用だ。今この場で荻谷は、名薙達を処刑するつもりなのである。

　銃口を向けられた名薙は歯は嚙がみし、懸けん命めいに荻谷へ語りかけた。

「どうしたって言うんだ、荻谷……！　本気でオレや真ま無なを殺すつもりなのかよ！　人間を無む理り矢や理りにさらったりして、おまけに友達の藤ふじ埜のまで牢ろう屋やに閉じ込めてるんだぞ！　自分がやっていることが間違ってるって、そんなことはお前だってわかるだろ！」

「わかっていないのは君の方だ、名薙。僕達の世界は滅びたんだ。１００年以上も前にね」

　荻谷は苦笑する。

「この時代に来て、もう１年だ」

「１年って……お前はそんなに前からこの時代に来ていたのか！」

「そう言う名薙は、まだ来て間もないみたいだな。なら教えてやるよ。この時代では人が死ぬんだ。簡かん単たんに。理不尽に。それが真理だ。信じる力も、戦う力も持たない者が生きるには過酷な時代なんだよ。たった１人で生き延びたこの１年……僕は想像を超えた地獄を見てきたよ」

「荻おぎ谷や……！」

　荻谷はクリスから受け取った回リ転ボ式ル拳バ銃ーを机の上に置く。

　そして懐ふところから自分の銃を取り出すと、その銃口を名な薙なぎへ向け、引き金に指をかけた。

「かつての仲間のよしみだ。せめて楽に逝いかせてやる」

　万事休す。荻谷の指が引き金をしぼろうとする。

　カチャリと微かすかに漏れ聞こえた金属音が、名薙に圧倒的な死を予感させた。

　銃口を見つめていられず、名薙が固く瞼まぶたを閉ざそうとした瞬しゆん間かんだった。

「……かつて神は仰おつしやった。他力本願でも勝ちは勝ちだと」

　ニコニコと場違いに微笑ほほえんでいるクローニが語り出した。

　態度とは違い、眼まな差ざしだけは刃物のように鋭するどい。

「私は第３特務小隊〝翼の殺し屋フエザーグレイブ〟の隊長────簡単に殺やれると思ったら大間違いだ」

　言いながらクローニは、自分の喉のど元もとのタッチパネルにワンタッチする。

　なにかをしでかそうとするクローニの行動にいち早く反応し、荻谷は咄とつ嗟さに、銃口の狙ねらいをクローニへ変更する。即座に発砲するがしかし、放たれた銃弾はクローニの頰ほおを掠かすっただけで外れた。銃弾はクローニの背後の壁かべを穿うがっただけである。

　名薙達は気がついた。

　荻谷やクリス。それだけではない。室内にいる教会の人間全員の頭部が、ＣＧの酷ひどいモザイク表示に覆おおわれて歪ゆがんで見えている。グチャグチャのＣＧ表示に頭部を覆われた荻谷達は、目の前が見えなくなってしまっているようで、その場で困惑して立ち尽くしていた。

　その様よう子すに啞あ然ぜんとする名薙とは異なり、アニカとクローニは中指を立てて盛り上がっていた。

「やった！　決まったわね！　ざまあ！」

「さすがはアニカちゃん手製の【視ブ界ラ攪ク乱ラ】アプリです！　手て筈はず通り、周囲数メートル以内の教会の皆さんのＰＱＣピクシーを狂わせ、ＡアＥイの視界映像を目め潰つぶしできたようですね！」

「って、アニカとクローニ神父の密みつ談だんは、これだったのか！」

　感心する名薙の向かい側で、視界にモザイクをかけられた荻谷達がフラフラと歩き出す。

「クソっ！　なにも見えない！」

　言いながら荻谷は、手にしていた銃を乱射した。数を撃うてば当たると考えたのか、その何発かは名薙達のすぐ傍そばに着弾するが、命中はしない。

　代わりに荻谷の放った銃弾は、数人の聖せい堂どう騎き士し団だんの騎士を射殺してしまう。

　銃を乱射する荻谷を警けい戒かいしながら、クローニとミレイアは、荻谷によって撃ち殺された騎士の死体から手際良くアサルトライフルを奪った。サブウエポンとして騎士達が携帯していたハンドガンも奪い、それを名薙やアニカ、真ま無なにも手渡す。

「神様が、我々のケツに奇跡を突っ込んでくれました！　さあ、ずらかりますよ、皆さん！」

　言いながら部へ屋やの扉を蹴けり開けると、クローニは楽しそうに廊下へ飛び出していった。
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　廊下に出ると、視界にモザイクをかけられて困惑している聖せい堂どう騎き士し団だんの騎士達がいた。

　クローニは躊ちゆう躇ちよなく、その騎士達にアサルトライフルの弾を浴びせて絶命させる。

　倒れ伏し、床に血ち溜だまりを広げていく死体に名な薙なぎが怯ひるんでいると、クローニが声をかけた。

「ボーっとしていてはいけません、ナナギさん！　やらなきゃやられますからね！」

　窘たしなめられた名薙は、手にしたハンドガンを固く握にぎり締しめる。

　そうして死体を跨またぎ、先行するクローニ達の後に続くことにした。

　廊下を駆け、玄関扉が見えてきたところで、クローニはふと立ち止まる。

　クローニは地下へ続く階段の前で少し考え……すぐに振り向いて、ミレイアへ告げた。

「ミレイアさん、この廊下を見張っていてください。私は寄り道することにしました」

「ええっ！　寄り道!?　こ、こんな時にどこへ寄るっていうん、隊長！」

「地ち下か牢ろうの市民の皆さんを解放します。このまま閉じ込められていても、彼等らはどうせ殺されるだけでしょうし。それに、私達だけじゃ、基地の守りを突破する火力として不十分です」

「ええっとええっと、仲間にするってことなん!?　りょ、了解！」

「ナナギさん、アニカちゃんとマナさん。皆さんは私と一いつ緒しよに来て手て伝つだってください」

　言われた名薙達は、ミレイアを残してクローニの後についていく。下りた先の地下室では、救出を今かと待ちわびていた人々が、鉄格子から腕を突き出して歓声を上げ始めた。

　クローニの指示で、名薙達は次々と牢屋の扉を閉ざしている金具を、銃弾で破は壊かいする。

　開いた扉から飛び出ていく男達は、地下室の階段を上がり、１階のミレイアに合流したようだった。子供や女性は、男達に周囲を護ご衛えいされるようにして出て行く。

　名薙はＢと書かれた牢ろう屋やの金具を破は壊かいした。

　そこに倒れていた藤ふじ埜のに駆け寄り、抱き起こした。

「藤埜！　おい無事か！　しっかりしろ！」

　名薙は藤埜の唇に耳を近づけ、その呼吸音を確かく認にんした。

「…………よ、良かった、息はしてるみたいだ。生きてたんだな……！」

　安心する名薙の背後から、クローニのかけ声が聞こえてきた。

「なにしてるんですか、ナナギさん！　外では戦せん闘とう開始の銃声が聞こえてきています！　ここはすぐに危険地帯になりますよ！　グズグズしてないで、急いで出ましょう！」

　藤埜の安否を確たしかめている名薙に向かって、牢屋の外からクローニは捲まくし立てる。

「Ｂの牢屋の方達は諦あきらめましょう！　教会に森でなにをされたのか知りませんが、扉を開けても逃げようともしてくれません！　そのお嬢じようさんも、動けないなら置いていくべきです！」

　クローニの発言にカチンときて、名薙は反発した。

「そんな！　置き去りなんてできませんよ！　友達なんです！」

「言うだけならタダです。なら担いで、銃弾の雨の中を逃げきれますか、ナナギさん？」

　冷ややかに言い捨てると、クローニはそれ以上はなにも言わずにその場を去っていった。

　クローニが言っていた通り、建物の外では激はげしい交戦が始まったのだろう。爆ばく音おんや銃声が聞こえている。震ふるえる天てん井じようからは、パラパラと粉末状のコンクリートが降り注いでいた。

　名な薙なぎは、自分の腕の中で安らかに眠りこけている藤ふじ埜のを見下ろしていた。

　そして────迷った。

「オレはここで……藤埜を見捨てるのか……！」

　ここに藤埜を残したら、藤埜にとって良いことなど、なにもないことは明白だった。

　しかし敢あえて藤埜を助けようとすれば、クローニの言う通り、名薙は死ぬかもしれない。

　……藤埜を見捨てなければ、自分が生きられないのだ。

　選びたくもない選択肢を選ぼうとする自分が許せなかった。

　決断できず、迷い続けている時だった。一際大きな震しん動どうで、激しく建物全体が揺れる。

　なにかが名薙達の頭上階で爆発したのだろう。名薙と藤埜がいた牢屋の天井は崩ほう壊かいし、周囲一帯に瓦が礫れきと土砂が降り注いだ。それは名薙を生き埋めにできる程の量である。

「うああああああああっ！」

　どす黒い自らの迷いと共に土で埋もれ、暗くなっていく視界。

　名薙と藤埜は、頭上から押し寄せる土に押おし潰つぶされ、動けなくなってしまった。
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　放ほう課か後ごの中学校校舎。教室の窓から、眩まばゆい夕ゆう陽ひが射さし込んでいた。

　生徒達が誰だれもいない教室には、まだ少女が残っていた。

　少女は１人で、教室の片隅に寄せてある机を運んでいる。

　机を元々置いてあった場所へ戻しては、載せてあった椅い子すを下ろしていた。

　額ひたいには汗を浮かべ、教室内で忙しく、机を運ぶ作業に明け暮れているところだった。

「……１人で掃除やってるの、藤ふじ埜の？」

「あ……」

　少女１人きりだった教室。その入り口に、いつしか少年が現れていた。

　赤い日射しに照らし出されたその少年は、優やさしく少女へ微笑ほほえみかけている。

　それは少女と同じクラスの男子生徒である。

　男子と話すことが苦手だったこともあり、少女は頰ほおを赤らめてしまった。

　呂ろ律れつの回らない舌を懸けん命めいに動かし、一生懸命に返事をした。

「そ、そうだよ。今日きようの掃除当番だった子達が、みんな放課後に用事できちゃったみたいでね……私１人が暇だったから。私がやっておくって言ったの」

「へえ」

　少年は感心して頷うなずいて見せた。

　しばらくの沈ちん黙もくの後に、少年は制服のシャツの袖そでを捲まくると、ズカズカと教室内へ歩み入って来る。そうして藤埜の横に並ぶと、机の１つに手をかけた。

「よっと」

「あ……」

　少年は机を持ち上げ、黙々と運び始めた。

　なにも言わず、藤埜の机運びを手て伝つだい始めたのである。

　それを申し訳なく思った藤埜は、慌てて少年へ言った。

「い、良いよ！　私１人でできるから、大丈夫だよ！」

　藤埜の言葉を耳にしても、少年は手伝うことをやめない。

　苦笑しながら、少年は藤埜へ言った。

「今日の昼休みさ。藤埜が他ほかの女子達から遊びに誘われてるの聞こえてたんだ」

「……え」

　少年は運んだ机から椅子を下ろし、続けた。

「弟達の夕飯の準備があるからって、お前断ってただろ。なら２人で、早いところ掃除を終わらせようぜ。早く帰ってやらないと、弟達が腹ペこなんだろ？」

　少年の言う通りだった。

　なにも否定することはできなかった。

　本当は少女にも、放ほう課か後ごの予定があったのだ。けれど他ほかの掃除当番のクラスメイト達が、全員「用事がある」と言い出したのだ。理由はバイトや、遊ぶ約束。重要でない用件もあったが……少女までいなくなってしまっては、掃除をする人がいなくなってしまう。

　学級委員長であった少女は、自分の役やく職しよくの責任を感じ、だから１人で残っていたのだ。

「……」

　男子に優やさしくされることには慣なれていなくて。心しん臓ぞうの鼓動は否応なく高まっていく。

　少女は照れ笑い、少年へ感かん謝しやの気持ちを伝えた。

「ありがとう、名な薙なぎ君」

　そうして少年と少女は、黙もく々もくと机を元の位置に戻し始めた。

　手て伝つだってくれているのが男子であったおかげかもしれないが、少女１人だった時よりも、作業はずっと早く終わってしまった。大半は少年がやってくれたため、少女はほとんど苦労することもなかった。

　全すべての机が元通りになったところで、少年は手近な机に腰掛けて言った。

「学級委員長って、こういう貧乏くじみたいな仕事を毎回やらなきゃいけないの？」

「貧乏くじだとは思ってないけど……まあ、時々もどかしい用事とか頼まれることはあるよ」

「そっか。やっぱり大変な仕事なんだなあ。こうしてみんなから甘えられて、頼られちゃうわけだし。その期待を無視できないんだろうし」

　汗を浮かべた額ひたいをシャツの袖そでで拭ぬぐい、少年は言った。

「藤ふじ埜のが優しい、良い奴やつだっていうのはよくわかってるけどさ」

　少年は、少女へ微笑ほほえみかける。

「他人の都合にばっかり振り回されてないで。もっと藤埜の気持ちを優ゆう先せんさせたって良いんじゃないのかな。藤埜くらい頑張ってる奴は、もっとワガママ言っても良いと思うんだ」

　そう言われ、少女は少し呆あつ気けに取られてしまう。

　もっとワガママを言った方が良い。

　不ふ思し議ぎなアドバイスを貰もらい、少女はなんと答えたら良いのかわからなかった。

　だが────とても嬉うれしかったのだ。

「うん」

　眩まばゆい夕ゆう陽ひに照らされた少年の横顔に、少女は心から微笑んで頷うなずいた。

　頰ほおには熱ねつを帯び、鼓動は少し速くて、息苦しい。

　けれど少女は、少年の言葉を胸中で嚙かみ締しめ続けた。

　思えばその時からずっと、少女は少年を見ていた。
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　瞼まぶたを開けると、薄うす暗ぐらい視界の中に少女の顔が見つかった。

「……藤ふじ埜の？」

　ショートカットの黒髪。眼鏡めがねをかけた、大人おとなしそうな顔立ちの少女である。

　少女は眠っているように瞼まぶたを深く閉ざしており、名な薙なぎはそれを抱き起こしていた。ぼやけた目を凝こらし、どうやらその格好のままで、自分がしばらく気絶していたことを理解した。

「……！」

　途と端たん。目覚めた名薙は、自らの身に起きた出来事を思い出して焦った。

　藤埜が閉じ込められていた牢ろう屋やの中にいたのだ。

　そしてその牢屋の天てん井じようが崩ほう壊かいし、瓦が礫れきと土砂によって生き埋めになったはずなのである。

　辺りを見渡して見ると、確たしかに瓦礫と土砂が一面を埋め立ててしまっている。しかし不ふ思し議ぎなことに土砂は、名薙と藤埜のいる場所だけを綺き麗れいに避けて降り注いだらしい。名薙達がいた牢屋の内部は無事で、牢屋の入り口だけが土に埋もれてしまっていた。直接生き埋めになったはずだったが……。

「……オレ……生きてる……のか？」

　名薙は藤埜の身体からだをゆっくりと床の上に下ろす。

　そして立ち上がり、自らの身体を見下ろしてみた。

　名薙の身体は全くの無傷だった。眠っている藤埜にも、見た限りでは外傷は見つからない。

　……名薙のすぐ頭上の天井が崩れたはずなのに、なぜ、名薙は無傷なのか。

　そしてなぜ、土に埋もれているのは牢屋の外だけなのか。

　おまけに、このＢの牢屋には藤埜の他ほかにも人々の姿があったはずなのだ。それが１人残らず消えてしまっている。いったいどこに行ってしまったというのだろう。

　疑問はそれだけに尽きない。よくよく考えてみれば、電灯などの光源さえないこの部へ屋やで、なぜ、名薙は視界が確かく保ほできているのだろう。周囲は完全な闇やみに閉ざされてはおらず、薄うす暗ぐらい程度なのである。

「……赤い光？」

　次第に意い識しきがハッキリしてくると、名薙は土に閉ざされたこの牢屋を照らす光源があることに気がついた。それは名薙の背後に存在しているらしく、名薙の影かげは目の前の壁かべへ伸びている。

　恐る恐る、名薙は自らの背後を振り返った。

　そこに存在する光の正体に気がつき、名薙は驚きよう愕がくした。

「………………アニカ……？」

　肩まで伸ばした金髪。憂うれいを秘めた赤い色の瞳ひとみは、炎のように輝かがやきを放っている。

　明らかに普ふ段だんとは雰囲気が違っていた。

　半はん袖そでの白フードパーカーにスカート。

　そしてその腰の裏からは────６枚の翼つばさが生はえていた。

　赤い光の線によって虚こ空くうに描かれた、菱ひし形がたの翼だった。翼を生やしたアニカは、音もなく虚空に浮き上がっている。まるでその姿は、神話に登場する天使のように神こう々ごうしく、美しかった。

　……アニカではない。そんな気がした。

　勝ち気なアニカの雰囲気は感じられなかった。普ふ段だんのアニカよりも、ずっと大人おとなびているような印象だった。まるでアニカの中に眠っていた、別人格が目覚めているかのようである。

　以前にもアニカが、こうして別人のようになってしまったことがあった。

「……アニカじゃないな。叡智の花嫁ソフイアなのか」

　名な薙なぎは思い切って、アニカの姿をした少女に尋たずねた。

　ソフィア。

　２０１５年の東とう京きようビッグサイトで名薙が出会った少女の名だ。そして名薙や真ま無なを、この２１４０年の世界へ転移させた正体不明の少女の名である。確たしかにアニカは、ソフィアの双子なのではないかと見紛う程に似ていた。……しかし、両者は別人のはずなのだ。

「もしかして君が、オレと藤ふじ埜のを生き埋めから助けてくれたのか」

『……』

　アニカの姿をした少女は、名薙の問いに答えようとはしなかった。

　ただ寂しそうに微笑ほほえみ、告げた。

『────恐れているのですね』

「……」

『人々から期待されてしまうこと。努力しても駄だ目めだった時のこと。自分が価値ある人間であるなどという自信はなく。この世界に背を向け、安住できる場所へ帰属することで、戦いから逃げだそうとしている。……それが、常にアナタの抱えている〝罪悪感〟の正体なのですね』

　少女はアニカの声で、名薙の胸中を見透かしているように言った。

　遠えん慮りよのない言葉の銃弾に打ちのめされ、名薙は苦々しい表情で黙だまり込んでしまう。

　少女は名薙の背後を指差した。

　怪け訝げんに思い、名薙はその指先を追って背後を振り返った。

　するとそこには、ついさっきまではなかった、金属製の棺ひつぎが現われていた。分厚く重厚なその棺は、大地に突き立っているかのようで、名薙の目前に堂々と立ちはだかっていた。

「……ウソ……だろ！　東京に置いてきたはずだ！」

　棺を模した金属製のカプセルの中には、１機きの白色のＰＡの姿があった。

　西せい洋よう甲かつ冑ちゆうのような金属装甲の手脚。胸元に分厚いブレストプレートを装備し、襟えりを立てたトレンチコート形状をした装甲を羽は織おっている。

　そのトレンチコート状の装甲の腰部には、１本の騎士剣ナイツソードを帯刀していた。

『────救世主メサイア。アナタの機体です』

　いつの間にか、少女は棺のすぐ隣となりに回り込んで立っていた。

　まるで振り向いた名薙の視し線せんの先に、瞬しゆん間かん移動して先回りしていたかのような速さだった。

　少女は告げる。

『迷いなさい。悩みなさい。全すべてを抱えながら、今はただ戦いなさい。アナタが求めるものも、アナタに求められているものも。全ては戦いの道標の先に輝かがやいている。アナタの未来は……戦うことでしか、切きり拓ひらかれることはありません』

　それだけを告げると、少女はフッと意い識しきを失い、その場で仰あお向むけに横たわってしまった。

　少女の翼つばさの輝きが消え、瓦が礫れきと土砂に埋もれた地ち下か牢ろうには暗黒が訪れる。光源となるのは、名な薙なぎの目の前に置かれた、ＰＡメサイアの棺ひつぎからこぼれ出る僅わずかな光だけだった。

　しばらく無言で、名薙はＰＡメサイアを見つめた。

　まるで棺の中から、無言で名薙を見つめ返しているような装甲の機き械かい。

　名薙は拳こぶしを握り、歯は嚙がみした。

「……お前からは……逃げられないのか……！」

　棺の横に付いた制御装置に手を伸ばし、名薙は憎々しく呟つぶやいた。

　宿命なのか。名薙の行き先には、今もまた戦場が広がっている。
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　けたたましい銃声の連続。銃の火か線せんが交わり、前ぜん哨しよう基地内は酷ひどい混乱状態に陥っていた。

　眩まばゆい西日の中で、鳴なり響ひびく非サ常イ警レ報ン。塹ざん壕ごうや土ど囊のうに隠れた人々と、建物の陰に隠れた修道服の人々が、銃撃の応酬を繰くり返しているところだった。

　混乱の最中、クローニとミレイアは武器保管庫に辿たどり着いた。

　そこで没収された自分達のＰＡミリガスを発見し、急ぎ搭乗した。

　保管された銃火器を適当に見み繕つくろって装備したところで、ミレイアはクローニに尋たずねた。

《隊長！　ナナギくんと、アニカさんとマナさんはどうなったんです！》

《……わかりません。地下牢ではぐれてから連絡がつきません。やられた可能性もあります》

《そんな！》

　ミレイアは、手にしたＸＭー９ライフルの安全装置セーフテイーを外しながら青ざめた。

　それに対してクローニの口く調ちようは落ち着き払っていた。冷酷なまでの冷静さで告げる。

《皆さんの安否はわかりませんが、少なくともアニカちゃんは、簡かん単たんに死ぬような子ではありません。たぶん大丈夫だと思いますよ。今はただ呼びかけ続けるしかないでしょうねえ。とりあえず、我々も市民の皆さん同様に、派は手でに暴あばれましょうか。そうしているうちに、ナナギさん達が脱出するチャンスも生まれるはずですよ。……生きていればね》

　クローニは首筋のタッチパネルを操そう作さすると、ミレイアの視界に、基地周辺を俯ふ瞰かんした立体地図を表示させた。

《先程、飛ばした偵察カメラで取得した地形情報です。無む線せん通信の回線速度でデータをダウンロードしてるので、全域情報はまだ取得できてませんが……見る限りどうやら、四方に教会の騎き士しさん達が展開しているようで、包ほう囲い網もうを突破して市街地へ戻ることは無理そうです》

《じゃ、じゃあどうするんです！》

《戻れない以上、進むしかありませんね。我々が現状の戦力で身を隠せる場所は１つですよ、ミレイアさん。決まっているでしょう？》

　クローニは微笑ほほえみ、地図の隅に立ち込める黒い霧きりをマーキングした。

《ここって……黒の森シユバルツバルト！》

《ルート案内を設定しました。さあ、行きましょうか。しっかりついてきてくださいね》

　まだ絶句しているミレイアに構わず、言うだけ言ったクローニは、視界に１つのウインドウ画面を表示させる。それは偵察カメラの映像である。クローニは自分達が今いる武器保管庫の周りを見て、そこに目立った敵てき影えいがないことを確認する。

　武器保管庫の扉の向こうは、前ぜん哨しよう基地内を横切る大通りである。

　そこをまっすぐ突き進めば、黒の森シユバルツバルトへ続く大門が聳そびえている。

　通りを挟んだ両端に土ど囊のうが積つまれた場所があり、それぞれに牢ろう屋やから解放された人々と、修道服姿の教会の騎士達が潜ひそんでいるのが見えた。お互いに銃火器で武装しており、隠れては発砲し、また隠れては発砲しを繰くり返している。

　全員が生身であり、クローニ達の他ほかにＰＡに搭乗している者の姿は、周囲に見られなかった。

　ＰＡミリガスのコンピュータは、偵察カメラの映像で周辺手勢の武器を画像解析する。

《誰だれも徹てつ甲こう弾だんは使ってないようです。なら、恐れることはありません。我々の独どく壇だん場じようです！》

　そう言うとクローニは、扉を蹴けり開けて大通りへと飛び出した。

　２機きのＰＡミリガスが大通りに現れたことに驚おどろき、教会の騎士達は市民達との交戦を中段し、一斉にクローニとミレイアに向かって発砲を開始する。

　しかし放たれた銃弾はＰＡミリガスの装甲を撃うち貫くことができない。

　突とつ撃げきする２機の装甲に弾はじかれた銃弾は、無数の火花を散らすだけで地面を転がった。

　教会の騎士達が潜んでいる土囊の向こうへ飛び込み、クローニは手にしたＸＭー９ライフルで掃そう討とう射撃を行う。大型の銃口から吐き出されるフレシェット弾は、易やす々やすと人体を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばして全滅させた。

　返り血と肉片を浴びながら、クローニはミレイアを振り向く。

《後ろです！》

　クローニの動きに見とれていたミレイアの背後。

　建物の陰から、教会のＰＡが姿を現していた。

　ＴＲ12Ｇ────ラカッド。

　教会の聖せい堂どう騎き士し団だんが採用している量産型のＰＡである。司祭が着るローブのような形状の装甲を纏まとっているため、まるで武装した聖せい職しよく者しやのような出いで立たちに見える機き体たいだ。

　ＰＡラカツドはすでに、手にした大型の銃器の照準を、ミレイア機に向け終えていた。

　やられる！

　そう思った時、遠くから発砲音が聞こえ、次の瞬しゆん間かんにはＰＡラカツドの胸部に風穴が開いた。

　青白い電気の火花と血肉を撒まき散らし、ミレイアを狙ねらっていたＰＡラカツドは沈ちん黙もくする。

　援えん護ご射しや撃げきが飛来してきた方角。クローニは近くの山肌を見上げて微笑ほほえんだ。

《別働隊の皆さんですか。リーゼさんは狙そ撃げきの腕を上げたようですねえ、助かります》

《ふ、ふぇえ！　助かったぁ、副隊長おおきにです！》

《────どういたしまして》

　姿は見えないが、無む線せん通信越しにリーゼの声が返ってきた。

　クローニも無線越しのリーゼへ話しかけた。

《どうも、リーゼさん。そちらも取り囲まれる前に、撤てつ退たいした方が良いですよ。我々はこのまま、黒の森シユバルツバルトへ入ります。そちらは東とう京きようへ戻ってくださいね》

《了解。こちらでも可能な限り援護してから撤退します。クローニ隊長、ご武運を》

　リーゼ達の狙撃に助けられ、クローニとミレイアは一気に大通りを駆け抜ける。

　銃弾の飛び交う前ぜん哨しよう基地内を、クローニとミレイアは黒の森シユバルツバルトを目指した。

　ようやく大門前の装甲車の駐ちゆう車しやエリアに辿たどり着いたところで……クローニの歩みが止まる。

　前に出ようとするミレイアを片腕で静止しながら、クローニは冷や汗混じりに毒突いた。

《あちゃー……やっぱりタダじゃ通してくれませんか。死し教きよう様のお出ましです》

　装甲車が並ぶその先に、夕ゆう陽ひを背にした異様な巨体が見えていた。

　逆関節になった２脚。全身を幾重にも、分厚くて大きい盾のような装甲が覆おおっている。異様に長い両腕は、無数の刃やいばを連ねた〝刃の鞭むち〟のようになっていた。陰った頭部装甲ヘツドユニツトに搭載されたカメラアイは、薄うす闇やみの中で不気味な紅ぐ蓮れんの光を灯ともしている。

《……ずいぶん、好き勝手に暴あばれてくれたじゃないか、東とう京きよう騎き士し団だん》

　軍用のオープンチャンネルで語りかけてくる荻おぎ谷やに、クローニは答えた。

《失礼な。暴れたのは我々だけじゃありません。牢ろう屋やに閉じ込められてた方達もです。ずいぶんと色んな人達から恨うらみを買ってた、あなた方の自業自得なんじゃありませんかね》

《意味のない問答だったな。クリステア様の御ご前ぜんで搔かかされた恥は、今ここで雪そそがせてもらう》

　荻谷の言葉と共に、ＰＡエレミタは前のめりになりながら、クローニ達を目がけて真正面から駆けてくる。目の前の装甲車を弾はじき飛ばし、アスファルトの地面にヒビを入れながら、腹底を震ふるわせる震しん動どうと共に、ＰＡエレミタは突撃してきた。

　クローニとミレイアは、正面からＰＡエレミタを迎撃する。

　マモノの鋼こう鉄てつの皮ひ膚ふや、ＰＡの装甲を撃うち貫くことのできるフレシェット弾。

　その連射を叩たたき込むが────ＰＡエレミタは止められない。

　まるで徹てつ甲こう弾だんが豆鉄砲であるかのように、ＰＡエレミタの装甲には傷１つつけられない。クローニ達の放った銃弾は火花を散らすだけである。

《まずい、避けて！》

　間近まで迫ってきたＰＡエレミタの巨体は圧巻で、眼前に立ちはだかる巨きよ壁へきのようだった。

　クローニとミレイアは左右に跳ちよう躍やくし、その巨体の突撃を避ける。ＰＡエレミタは、クローニ達の背後にあった建物へ勢いよく衝しよう突とつする。ＰＡエレミタの巨体はコンクリートの壁面を容易たやすく粉砕し、一いつ瞬しゆんのうちに建物を瓦が礫れきの山に変えてしまう。

《なんて体当たりですか！　あんなもの喰くらったらひとたまりもない！》

　言いながらクローニは、ミレイアと共に、建物に突き刺さったままのＰＡエレミタの背中に向けて銃火を浴びせた。しかしＰＡエレミタの背中の装甲も尋常ではない厚さであるらしく、相変わらず銃弾は火花を散らして弾はじかれるだけであった。

《装甲が硬すぎる！　天使アイオーン製のＰＡだという噂うわさは本当みたいですね！》

「────退どいてろや、東とう京きよう騎き士し団だん！」

　突如として割り込んできた声に、クローニとミレイアは驚おどろいた。

　見ればクローニ達が牢ろう屋やから解放した人々が、ロケット弾を担いでＰＡエレミタを狙ねらっている。

「コイツでそのデカ物ぶつを吹き飛ばしてやる！　助けてもらった礼だ！」

《わわっ！　皆さん、ご助力おおきにです！　恩にきるで！》

「お互い様だ！」

　そう言って人々は、ＰＡエレミタを目がけて次々とロケット弾を発射した。

　ＰＡエレミタに直撃した弾頭は、無数の爆ばく炎えんを噴ふき上げて炸さく裂れつする。轟ごう音おんと衝撃、そして黒い煙幕を発生させながら、ＰＡエレミタは炎の海に搔かき消えていった。

《やっつけたんか……！》

「ざまあみろ！　これだけやりゃあ、いくら死し教きよう機きと言えども無事じゃ────」

　男が皆まで言い終える前に、その胴体が真っ二つに千切れ飛んでいた。

　黒い煙幕の塊の中から────長い腕が飛び出してきたのである。

　その腕は、長剣の刀身を輪わ切ぎりにして、無数のパーツに分けたような形状をしていた。腕であるというのに、無数の関節部によって繫つなぎ合わされた〝刃やいば〟でもある。

　鞭むちのように自在に湾わん曲きよくする刃の腕は、ロケット弾を構えていた人々を横一文字に薙なぎ払う。生身だった人々は為なす術すべもなく両断され、切断面から鮮せん血けつを撒まき散らして即死してしまう。

　煙幕の中に、ＰＡエレミタのカメラアイの光が不気味に灯ともっていた。

　やがて姿を現したＰＡエレミタは、ほぼ無傷の状態だった。多少、装甲が歪ゆがんで煤すすけている場所もある様よう子すだったが、ダメージを受けたとは言えない程度である。

《冗じよう談だんでしょう。あれだけのロケット弾なら、重装甲の無人多脚戦車マシン・タンクだってイチコロのはずですよ！》

　愕がく然ぜんとするクローニとミレイアに、ＰＡエレミタはゆっくりと歩み寄ってくる。

　ＰＡエレミタの両腕は伸しん縮しゆく自由のようで、伸ばしていた腕を再び元の長さにまで縮ちぢめた。再び両腕を垂らしながら、ＰＡエレミタは夕ゆう陽ひと炎を背にして佇たたずむ。

《……単騎要塞フオートレスでしたか。確たしかに的を射た通り名かもしれません》

　クローニが苦々しそうに呟つぶやいた。

　ふと気がつくと、周囲から聞こえてきていた銃声が聞こえなくなっている。解放された人々は全員逃げ出せたのか、あるいは……死に絶えたのか。

　周辺の建物の陰から、銃器を手にした無数のＰＡラカツド達が姿を見せた。その数は優ゆうに10機きはおり、あちこちからクローニ達を狙ねらって銃口を構える。

《取り囲まれましたか。こりゃあ……かなりまずいですね、ハハハ》

《笑ってる場合じゃないで！　た、隊長ぉ！》

　すると再び、オープンチャンネルで荻おぎ谷やが語りかけてくる。

《我は死の安あん寧ねいを教え広める者。さあ、神の名の下に死ね。君達にも救いを与えよう！》

　クローニ達の力では、おそらくＰＡエレミタから逃げきることは叶かなわないだろう。
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　ましてやＰＡエレミタに勝つことなどとてもできないのだから、策は尽きた状態である。

　ＰＡエレミタは無慈悲にも、今度こそクローニとミレイアの息の根を止めるべく、刃やいばの腕を背後に伸ばして身構える。それを横よこ薙なぎに振り払い、クローニ達を、先程の人々同様に上下に両断するつもりに違いない。

　生存を諦あきらめ、覚悟を決めようとした２人の視界に────異変は起きた。

　クローニとミレイアの視界に飛び出す警けい告こく表示。視界の隅に表示されていたレーダーには、高速で近付いて来る１機の機体反応が捉とらえられていた。その所属は────。

《────不明機の接近!?》

　クローニの驚おどろきの言葉と同時に、物陰から勢い良く飛び出してくる機き影えいがあった。

　茶ちや色いろいフードマントを目ま深ぶかに被かぶったＰＡだ。

　高速振動している１本の騎士剣ナイツソードとセラミックシールドだけで武装しており、他ほかには銃火器などの標準的な装備を持たない機体だった。

　フードマントの機体はクローニ達の前方へ駆け付けると、手にした騎士剣ナイツソードを即座にアスファルトへ突き立てる。そして、その刃でＰＡエレミタの重たい横薙ぎの一いち撃げきを受け止める。

　ＰＡエレミタの巨腕が繰くり出す横薙ぎの威力は凄すさまじく、フードマントの機体が地面に突き立てた騎士剣ナイツソードは、激はげしい火花を散らしながら地面を抉えぐる。刀身ごと僅わずかな距きよ離りを引き摺られながらも、しかしフードマントの機体は、なんとかその重たい横薙ぎを受け止めきった。

　駆け付けた機体の背中を啞あ然ぜんと見守り、ミレイアがぼやいた。

《……ウソ……剣だけで武装したＰＡって……〝剣けん聖せい〟……？》

　だがフードマントを身につけたその姿は、剣聖の機体とは別物のようにも見えた。

　フードマントの機体は、ゆっくりと地面から騎士剣ナイツソードを引き抜いた。

　その刀身は、ＰＡエレミタの重たい一撃を受け止めたというのに変形や破損はない。

　超硬質な剣を片手に提げ、ただフードマントの裾すそが夕焼けの風になびいている。

　いきなり現れてＰＡエレミタの一撃を凌しのいだ謎なぞの機体。

　ＰＡラカツド達はすぐさま警けい戒かいを色いろ濃こくし、銃口を新たに現れた機体へ集中する。

　────大量の徹てつ甲こう弾だんが、謎の機体めがけて放たれる。

　謎の機体は飛来する銃弾をセラミックシールドで防ぎながら、銃弾の雨の中を疾しつ駆くした。背中と両脚裏に設置された小型急加速器シヨツト・バーニアが、圧あつ縮しゆく空気を銃弾のように撃うち出し、謎の機体の動きは猛烈に加速される。騎士剣ナイツソードを構えた謎の機体は、まるで短たん距きよ離りの瞬しゆん間かん移動を何度も繰くり返しているように、非ひ常じよう識しきな高速軌道で銃火を華か麗れいに避けた。そしてＰＡラカツド達へ接近する。

　刀身が放つ斬ざん光こうを、無数に虚こ空くうへ刻み、接近と同時に、謎の機体はＰＡラカツド達の銃器の銃口を斬きり落としていく。敵を殺さず、武器だけを破は壊かいして無力化する。そういう戦いぶりである。

《……凄すさまじい機動力です。使いこなせているというのは本当だったのですね》

《たった１機であの数の敵を……すごい！》

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすクローニとミレイアの前で、謎なぞの機き体たいは次々とＰＡラカツド達を無力化していく。

《……量産機には見えんし。あ、あれって、どこの称号持ちエリスネーターさんの機体なんです!?》

　その正体をよく知るクローニは、ミレイアの言葉に答えようとする。

　だがクローニが言葉を発する前に、無む線せん通信に割り込んできた別の声が断定した。

《────名な薙なぎ君よ》

　軍用のオープンチャンネルで答えてきたのは、真ま無なの声だった。

　駐ちゆう車しや場じようの隅から、１台の装甲車が近づいてきていた。その装甲車を見たクローニは、すぐにその運転席にいるのが真無であることを察した。

《生きていましたか、マナさん。教会の装甲車までいただいてくるとは、あなたもアニカちゃんに劣らず、なかなかやりますねえ》

《あら。生きてるのは私だけじゃないわよ。その話題のアニカや、それにクラスメイトの女の子まで一いつ緒しよにいるわ。どっちもこの修しゆ羅ら場ばの中で気楽に寝てるんだもの。羨うらやましい神経よ》

　真無が運転する装甲車は、クローニとミレイアの背後で止まると、後部ハッチを開けた。

　そして真無は、クローニとミレイアに言う。

《さあ、早く乗って。どうせこの方角に逃げてきたということは、貴方あなた達も黒の森シユバルツバルトへ逃げ込むつもりだったんでしょう？　急いだ方が良いわ》

　基地を取り囲む鉄てつ柵さくのすぐ向こうには、巨大な黒い壁かべのように聳そびえる黒の森シユバルツバルトの姿がみえていた。そこに飛び込めば、教会の追っ手から姿を隠すことはできそうである。

　告げる真無に、ミレイアが慌てて言った。

《ちょ、ちょっと待ってぇな！　そう簡かん単たんに、死し教きようがうち等らを逃がしてくれるはずがない！　大門も閉まったままやし、どうするん！》

《門は開かないでしょうから、基地を囲んでいる鉄柵を、この車で突き破って出ていくしかないわね。それに死教は、私達を逃がしてくれると思うわよ。〝囮おとりがいる〟んだもの》

《……？》

　再びＰＡエレミタに目を向けたミレイアは、真無の言わんとすることを理解する。

　ＰＡエレミタはすでに、クローニやミレイア達の方角を見ていない。

　凝ぎよう視ししているのは、現れたフードマントの謎の機体だけである。

《……ふむ。なるほど。どうやら我々のことはもう、死教の眼がん中ちゆうにないようですね》

《でしょ？　ここは名薙君に任せて、私達は先に行きましょうよ》

《な、ナナギくん１人に死教の相手を任せて逃げるんか！　無む茶ちや苦く茶ちやや！　ナナギくんは今日きよう配属されたばかりの、うちと同じ新人やねんで！　それがたった１人でだなんて！》

《────ありがとう。でもオレはこの機体でなら、戦えるみたいなんだ》

　ミレイアの声に応こたえたのは、名薙自身の言葉だった。

《オレが時間を稼かせぐ。だからその間に、隊長やみんなは黒の森シユバルツバルトへ行ってくれ》

《ナナギくん……！》

　名な薙なぎの発言を聞いたミレイアは、しばらく沈ちん黙もくしてしまう。だがミレイアも覚悟を決め、クローニと共に装甲車へ乗り込んだ。そして、黒の森シユバルツバルトの方角へ向かって走り出す。

　鉄てつ柵さくを破って基地を去る装甲車の背を横目にしながら、名薙はＰＡエレミタを睨にらみつけた。

　軍用のオープンチャンネルで、荻おぎ谷やが語りかけてきた。

《……聞いていなかったぞ、名薙。その機き体たい、どう見ても称号持ちエリスネーターの機体にしか思えない。どうしてこの時代へ来たばかりの君が、そんな強力な機体に乗っている》

《色々あったんだよ。お前と同じさ、荻谷》

　フードマントの機体────救世主メサイアは、片手に提げた騎士剣ナイツソードの刃やいばを翻ひるがえす。

　それを見た荻谷は、せせら笑った。

《騎士剣ナイツソードだけで武装したＰＡか。まるで名高いあの〝剣けん聖せい〟のようじゃないか》

　ＰＡエレミタからは焼けつくような殺気が放たれた。




　　　　▼▼▼




　ＰＡエレミタの両腕の手の甲から、無色透明の液体が流れ出し始める。

　液漏れのようにも見えるそれは、ＰＡエレミタの拳こぶしを濡ぬらし、地面に水滴を垂らしていた。

《いくぞ！》

　荻谷の宣告と共に、ＰＡエレミタの巨体はＰＡメサイアを目がけて駆け出す。

　ＰＡエレミタは両腕を左右に広げ、それをデタラメに振り回し始めた。周囲の建物や走行車両をなます斬ぎりにしながら、まるで刃の嵐あらしと化してＰＡメサイアへ襲おそいかかってくる。

《くっ……！》

　名薙は咄とつ嗟さに、近くの走行車両の陰かげに身を隠しながら、突とつ撃げきしてくるＰＡエレミタの正面から身を退ひいた。名薙の素す早ばやい挙動に反応し、ＰＡメサイアの各関節に設置された小型急加速器シヨツト・バーニアが、圧あつ縮しゆく空気を虚こ空くうへ叩たたき出す。吐き出された圧縮空気の反動で加速されたＰＡメサイアの動きは、量りよう産さん機きとは比べものにならない急加速で、名薙の身体からだを移動先へ押しやった。

　目にもとまらぬ速度で目の前から消失したＰＡメサイアに構わず、ＰＡエレミタは目前に立っていた見張り塔へ正面から衝しよう突とつした。

　ＰＡエレミタの巨体を受け止めきれず、塔は根元からへし折れる。

　木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕された柱の木材を撒まき散らしながら、崩れた残ざん骸がいはＰＡエレミタの頭上に降り注いだ。しかし塔に衝突した程度では、ＰＡエレミタの攻撃は止まらない。

　降り注ぐ瓦が礫れきを浴びながら、ＰＡエレミタはカメラアイに不気味な光を灯ともす。ＰＡエレミタが両腕を振り回すと、ＰＡエレミタの手の甲から流れて出ている液体が、周囲一面に撒き散らされた。

　幾千の水滴が、まるで押し寄せる津波のように、周囲の建物や、ＰＡメサイアのすぐ傍そばに駐とめられていた装甲車の側面へ降りかかる。その謎なぞの液体は、ＰＡエレミタから距きよ離りを置いていたＰＡメサイアのフードマントにも、僅わずかに降りかかって付着した。

《────〝液体爆薬リキツド・クレイモア〟！》

　荻おぎ谷やが言葉を発したのと同時である。

　周囲に撒き散らされた液体は、突如として眩まばゆい輝かがやきを放った。

　水滴の１つ１つが、小さな光の十字架であるかのようだ。

　それらはまるで────辺り一帯に乱立する、数え切れない光の墓標。

　直後、その光の十字架の数々が激はげしく燃ねん焼しようし、爆ばく裂れつして炎を噴ふき出す。

　あちこちに付着した液体自体が、爆弾であったかのようだ。爆裂する液体は、建物を紅ぐ蓮れんの業ごう火かに包んで吹き飛ばす。液体が付着した装甲車の装甲は、風穴を開けられて大破した。ＰＡメサイアのフードマントに付着した僅かな液も例外なく爆発し、搭乗している名薙に衝しよう撃げきを与える。

《うああああああ！》

　黒煙を吹き出しながら、フードマントの液の付着部分が燃もえる。衝撃で吹き飛ばされたＰＡメサイアが地面を転がると、装甲内のエアバッグが収縮して衝撃を柔らげる。ひとしきり火花を散らして地面を転がった後、ＰＡメサイアはよろめく足取りでその場に立ち上がった。

　エアバッグで多少の衝撃は吸収されたものの、それでも搭乗者の名薙の脳は揺らされていた。

　目め眩まいを感じながら、名薙は視界内に表示されたＣＧ映像で、機体のダメージを確かく認にんする。

　付着した液の量が少なかったおかげか、今の爆発によって機体自体はそれ程のダメージは受けていなかった。しかし中に乗っている名薙へのダメージは無視できなかった。

　何度も喰くらって平気なものではない。

　ＰＡメサイアは騎士剣ナイツソードを構え直す。

《今の爆発は……！》

《これが僕の〝イデア能力〟だ》

　黒煙を噴き上げ、炎の海と化した景色けしきを背負いながら、荻谷は告げた。

《触れた水を爆ばく薬やくのように、任意のタイミングで起爆させる能力。威力は見ての通りだ。僕はこの力で、今の地位へ上り詰めたんだよ。残念ながら、エレミタに近づくものは容赦なく叩たたき潰つぶされ、両断され、砕け散る運命だ。僕の破は壊かいの間合いで生き延びることは不可能さ》

　言いながら、ＰＡエレミタは両腕を左右に広げて身構える。

《君だって僕と同じなら持っているんだろう、イデア能力を。出し惜しみしているなら死んでしまうぞ。さっさと本気でかかって来いよ》

　荻谷は不敵な笑えみを浮かべ、ＰＡメサイアを嘲あざ笑わらいながら高らかに宣言した。

《でもどうせ、この爆薬の雨からは逃れられない！　砕け散って死ねよ！》

　距きよ離りを取れば爆殺され、距離を詰めれば叩き潰される。動きの鈍にぶい巨体ではありながらも、頑強な装甲によって守備を固めており、おまけに必殺の間合いは広いときている。

　１機きでありながら、まさに要よう塞さいのような難なん敵てきである。

　それでも────名な薙なぎには迷う必要がなかった。

《オレにはこれしかないんだよ！》

　唯一の武器は騎士剣ナイツソード。

　それを使って勝つためには、接近戦以外にあり得ない。

　刀身を下段に構え、ＰＡメサイアはフードマントをはためかせて飛び出した。

　背中の小型急加速器シヨツト・バーニアが、背後へ圧あつ縮しゆく空気を叩き出す。すると名薙は背を押されたような勢いを受け、息もつかせぬ猛烈な速度でＰＡエレミタへ迫る。それに対抗するかのように、ＰＡエレミタも正面から駆け出した。接近してくるＰＡメサイアを、真正面から撥はね殺すために。

《剣１本で要塞に立ち向かうとは笑わせる！》

　夕ゆう陽ひを背負ったＰＡエレミタの巨体が、ＰＡメサイアの機体に長い影かげを落とす。

　ＰＡエレミタが今にもＰＡメサイアを踏み殺すかという位置にまで肉迫すると、ＰＡメサイアの肩の小型急加速器シヨツト・バーニアが圧縮空気を吐き出した。

　────名薙はＰＡメサイアを乗りこなせていた。

　騎き士し候補生試し験けんで搭乗したＰＡミリガスの挙動よりも遥はるかにわかりやすく、そしてＰＡメサイアは、名薙が思った通りの動きについてきてくれている。それがなぜなのかはわからない。

　小型急加速器シヨツト・バーニアの衝しよう撃げきによって投げ出され、ＰＡメサイアの機き影えいは、異常な軌道で90度横方向へ曲がる。猛烈な速度でＰＡエレミタへ接近していたＰＡメサイアは、ＰＡエレミタの眼がん下かで瞬しゆん時じに姿を消失させた。

《消えただと！》

　実際に消えたわけではなく、ＰＡメサイアはまるで、短距離を瞬間移動したかのような速度でＰＡエレミタの側面に回り込んでいたのである。

　ＰＡメサイアは下段に構えていた騎士剣ナイツソードで斬きり上げる。

　両腕と背中の小型急加速器シヨツト・バーニアが、翼つばさのような衝しよう撃げき波はを噴ふき出し、ＰＡメサイアの動きを加速させた。

　ＰＡメサイアの機き体たいは跳ちよう躍やくし、見上げる位置に存在する、ＰＡエレミタの胴部装甲へ刃やいばを立てた。

　騎士剣ナイツソードは、徹てつ甲こう弾だんさえ通さなかったＰＡエレミタの装甲を切り裂いた。

　しかし────その傷は浅い！

《硬い……！》

　分厚いＰＡエレミタの装甲は、ＰＡメサイアの騎士剣ナイツソードであっても一刀で両断できるものではなかった。火花を散らし、刃で装甲に浅い傷をつけただけで、ＰＡメサイアの攻撃は致命傷にはならない。

《ははっ！　思ったよりも良い切れ味の剣じゃないか、名薙！　だがな────》

　滞空中のＰＡメサイアは、ＰＡエレミタの胴部を蹴けり、ＰＡエレミタから距きよ離りを取ろうとする。

　その場から離はなれようとしたＰＡメサイアの頭上から────すでに振り上げられていたＰＡエレミタの巨腕が降ってくる。ＰＡメサイアはその巨腕の振り下ろしを、手にしていたセラミックシールドで受け止めた。シールドを掲げながら、ＰＡメサイアはその場で、釘くぎのようにアスファルトの上へ打ち付けられてしまう。

　地面に両脚を埋めながらも、ＰＡメサイアはなんとかＰＡエレミタの振り下ろしを受け止めきる。

《へえ、これで潰つぶれないとはな！》

《やられるかよ！》

　受け止めて安心している暇はない。ＰＡエレミタの振り下ろしによって、すでに大気には大量の液体が撒まき散らされていた。これから爆ばく薬やくに変わる水が、遅れて雨のように降り注ぎ始める。

　頭上から降り注ぐ水滴は、すぐさま幾万の光の十字架と化して輝かがやく。

　隙すき間まなく展開されたその光の数々は、篠しの突つく雨のように、ＰＡメサイアの上から飛来して迫る。

《まずい！》

　名な薙なぎはその場を離れながら、喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さした。

　すると名薙の視界の隅に【予測演算】の文字表示が現れる。

　画面上には透明な文字で、数多あまたの複雑な数式が現れては解かれて消えていく。計算式が１つ解かれるのと共に、名薙の周囲のあちこちが、赤い色のマーカーによって塗り分けられて表示されていった。それは〝危険地帯になるであろう場所〟を警けい告こくする表示だった。

　液体爆薬リキツド・クレイモアの雨滴の軌道と、着地する予想地点が、名薙の視界に赤いＣＧ表示で描画されていく。その赤いマーキングエリアを避けながら、名薙はＰＡエレミタから離れていった。

　直後、起爆した液体爆薬リキツド・クレイモアが、あちこちで爆炎を伴って炸さく裂れつした。

　液体爆薬リキツド・クレイモアを一滴も浴びなかったＰＡメサイアの回かい避ひ行動を見て、荻おぎ谷やは素直に感心した。

《……信じられないな。今の液体爆薬リキツド・クレイモアを全すべて避けきったというのか。目が良いというだけで避けきれるものじゃないぞ。その剣の異様な切れ味といい、噂うわさに聞く剣けん聖せい機メサイアのようじゃないか。フードマントで隠したその機体の正体はなんだ……？》

　黒煙の中で対たい峙じするＰＡメサイアとＰＡエレミタ。

　しばらく無言の睨にらみ合あいが続いてから、荻谷は名薙に言った。

《────君、まだ〝人を殺したこと〟がないだろう》

　なぜか名薙は、確かく信しんを突かれた気がして焦りを感じた。

　なにも答えない名薙の態度を肯定と見た荻谷は、皮肉っぽく笑えんで言った。

《図星か。君はさっき、聖せい堂どう騎き士し師し団だんの騎士を１人も殺害しなかったよな。一いち撃げきを受けた時にも変だと思ったんだよ。君からは殺気のような鋭するどい圧迫感を感じないんだ。もっと腰を入れて斬きりかかれば、エレミタの装甲を抜いて、僕に多少のダメージくらいは与えられたかもしれないのにさ。踏み込みもずいぶんと甘かったな》

《……同じクラスの友人なんだぞ！　オレにお前を殺せるわけがないだろ！》

　名薙の発言に、荻谷は心底落胆する。

《冗じよう談だん。この期に及んで、まだ僕を殺さなくて済むと考えてるのか》

　荻谷は黙だまって、ＰＡエレミタの手の平をＰＡメサイアに向けて掲げた。

　次の瞬しゆん間かん、ＰＡエレミタの手の甲に付いた射出口から、勢い良く水が放水され始める。

　水滴を飛ばすのみかと思われていたＰＡエレミタの腕は、まるで消防車のホースのように水を放水した。咄とつ嗟さのことではあったが、ＰＡメサイアの【予測演算】はその放水の軌道を名な薙なぎの視界に描画し終えていた。間一髪で、名薙は放水の直ちよく撃げきを避けることができた。だが────

《死ね》

　荻おぎ谷やは吐き捨てるように言い放つ。

　その言葉が引き金であったかのように、【予測演算】のアプリが、名薙の視界に「背後警けい告こく」の文字を表示する。振り返ったＰＡメサイアの背後には、基地内を巡る用水路があったのだ。

　そこには────〝水〟が流れているではないか！

　ＰＡエレミタが放水した水が、用水路の水と混じる。すると即座に、用水路の水が眩まばゆく輝かがやき、次の瞬間、強烈な爆ばく発はつを引き起こす。アプリの警告表示に気がついたのが遅れたせいで、ＰＡメサイアはその爆発から逃れられず、盾を身構えて防御するしかない。

《があああああっ！》

　名薙が手にしていた盾は、間近で起きた大爆発によって、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　爆発の衝しよう撃げきを受け、名薙は背後へ勢い良く吹き飛ばされる。

　ＰＡメサイアの機き体たいは、前ぜん哨しよう基地の周囲を囲っていた鉄てつ柵さくに衝しよう突とつした。

　その勢いでひしゃげ曲がった金かな網あみに受け止められる。

　ＰＡメサイアのフードマントはあちこちが煤すすけ、もはやボロボロに破れてしまった。

　ひしゃげた金網にもたれかかったままのＰＡメサイアを、冷ややかに見つめて荻谷は言う。

《１つ教訓を教えてやるよ。〝殺さなければ誰だれにも勝てない〟んだ。戦場での勝敗は相手の死によって決まる。君と違って、僕には覚悟があるのさ》

《覚悟だと……！》

《そう、覚悟さ。戦う覚悟。生きる覚悟。相手を殺す覚悟。なんの覚悟もなく僕の前に立とうとしている君と僕とでは、あまりにも背負っている思いが違い過ぎる。つまり格が違うんだよ》

　あまりにも変わってしまったクラスメイトの言動に、名薙は困惑せざるを得なかった。

　……名薙の言葉など、もはや荻谷には届いていないのだ。

　同じクラスで授業を受け、話したこともあれば、遊んだこともある友人だ。誰だれにでも親切だった荻谷と、今こうして名薙の前に立つ荻谷とは、別人のようですらある。いったいこの時代で荻谷が過ごした１年とは、どれだけ過酷なものだったのか。名薙には想像さえつかない。

　荻谷と名薙が対たい峙じしていると、その中間地点に１人の少女が現れていた。

　沈み行く夕ゆう陽ひの中、白衣の裾すそを風にはためかせるその少女は────終焉の騎士ナイツオブエンド。

《クリステア＝コルト！》

　名薙と荻谷の攻防により、黒煙燻くすぶる廃はい墟きよと化した駐ちゆう車しや場じようの中心で、クリスは立ち止まる。

　そしてＰＡメサイアへ向き直り、細い右腕を掲げた。紅ぐ蓮れんの瞳ひとみは、禍まが々まがしい赤で輝かがやき始める。

「────〝乱れる根源バースト・オリジン〟」

　駄だ目め押おしのように、少女は唱えた。

　すると少女を中心として、一いつ瞬しゆんだけ空間が波打つ波紋のように揺らいで見えた。その波紋は半径50メートルくらいにまで広がり、その後、半球形の透明なドームを周囲へ構築する。出現した半球形のドームの周囲を取り囲むように、「CAUTION」と書かれた黄き色いろのテープが虚こ空くうから現れ、ＰＡメサイアやＰＡエレミタを包囲してしまった。

　まるで黄色いテープに囲まれた結界である。

　名薙は気がついた。金かな網あみに触れていたＰＡメサイアの手脚が高こう熱ねつを発し、赤く焼けただれている。搭乗している名薙に熱は伝わってこないものの、あっという間にＰＡメサイアの手脚は、金網に溶接されてしまっていた。ＰＡメサイアは磔はりつけにされたかのように、その場で動けなくなってしまう。

　クリスは白衣のポケットに両手を突っ込むと、煌こう々こうと赤く輝く眼まな差ざしのまま歩み寄ってきた。

「この物質世界では、大抵のものが原子の寄り集まりで構成されている。この原子というものは不ふ思し議ぎで、激はげしく動き回れば熱あつくなるし、逆に静止すれば冷たくなっていく。あたしのイデア能力は、この結界内の〝原子の動きを制御〟できる。君のＰＡの手脚を溶接してやったよ」

　とんでもない能力である。

　金網に手脚を溶接されて動けないＰＡメサイアは、その場で暴あばれて、溶着部を無む理り矢や理りにでも引ひき剝はがそうとする。だがそれを、クリスが制止した。

「おっと。無む駄だな抵抗はやめた方が良い。この結界内にいる間なら、あたしは君を原子レベルでバラバラに分解してあげることもできるんだよ。いい加減、身の程を知りなよ、人間？」

《クッ！》

　クリスは呆あきれたような横目で、ＰＡエレミタを見やった。

「やれやれ、死し教きようともあろうオギヤが、こうにも手こずっているとはね。おまけに実じつ験けんサンプル達は、ほとんど死んじゃったし。やられたい放題じゃないか」

　ＰＡメサイアの間近にまで近づくと、クリスは興きよう味み深ぶかそうにＰＡメサイアを観かん察さつし始めた。

「まあ、敵もなかなか強いみたいじゃない。高位戦術級である第４階かい梯ていのオギヤが、イデア能力を使っても始末できないとはね。並みの人間なら、すでに20回以上は殺されてるのに」

　楽しんでいる様よう子すのクリスを睨にらみつけ、名な薙なぎは問とい糾ただした。

《……どういうつもりなんだ。お前達の仲間のイグニスは、オレや荻おぎ谷やのような、過去から来た人間を抹まつ殺さつしていた。それなのにどうしてお前は、荻谷を殺していない……？》

　名薙と真ま無なは、２週間前の東とう京きよう侵攻で〝戦争〟の終焉の騎士ナイツオブエンドに命を狙ねらわれた。

　理由は、名薙達のように過去から来た人間達が、天使アイオーンと同じイデア能力を使える存在であるからだ。天使アイオーンの脅威になり得る名薙達を、天使アイオーンは殺害したがっていた。ならばなぜ、荻谷は殺されていないのか。

「おや。君もオギヤと同じ境遇の人間だったのか。ということは、もしかして君もイデア使いなの？　しかもイグニス卿きようの知り合いとは、人間にしては顔が広いねえ」

　クリスは感心したように頷うなずくと、胸元で腕を組んだ。

「君達を殺すように指示を出してるのは〝元老院〟。彼等らの指示とか、あたしは興きよう味みないから無視してるんだ。それにイデア能力を使える人間なんて面おも白しろい研究対象を、根絶やしにしちゃったらつまらないじゃない？　だからあたしは、個人的な興味でオギヤを拾ってみたの」

《拾ってみただと……》

「あたしの仕事は戦いじゃなくて研究だよ。一応、天使アイオーンの社会じゃ高名な学者なんだからね？　あたしは〝ある目的〟を持って行動していてね。面めん倒どうくさい過去からの来訪者ヴイジター狩りは部下に任せて、こうしてやりたいことをやってるわけ」

　それだけ言うと、クリスはパチンと指を鳴らした。

　それが合図だったかのように、溶接されていたＰＡメサイアの手脚が金かな網あみから剝はがれる。

　自由になった手脚を見下ろしながら、ＰＡメサイアは慌てて立ち上がった。

《どういうつもりだ》

「鈍にぶいな。逃がしてあげるんだよ」

　驚おどろいたのは名な薙なぎだけではなく、荻おぎ谷やも同じだった。

　クリスは小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮かべ、名薙へ言った。

「知りたかったんだよね？　黒の森シユバルツバルトに何があるのか。あたし達がなにをしているのか。なら行って確たしかめてくれば良いじゃないか。遠えん慮りよすることないって」

《良いのか……！》

「良いの良いの。あたしにとって君は、大した脅威じゃないし。そして君達人間は取るに足らない塵ちりのような存在だ。目の前を塵が漂っていたって、誰だれも気になんかしないだろ？」

　完全に名薙を見下しているクリス。

　その態度が癪しやくに障さわりはするものの、名薙は生き残るために、苛いら立だつ気持ちを抑えた。

　ＰＡメサイアは倒れた金かな網あみの上を跨またぎ、その向こうに広がっている黒い霧きりの中へと駆け出していった。宣言通り、クリス達はＰＡメサイアを追ってこようとはしなかった。

　黒い霧の中へ消えていったＰＡメサイアの背中が見えなくなると、荻谷はクリスへ尋たずねた。

《……良かったのですか、クリステア様》

「あたしには別に、彼等を止める理由なんて最初からなかったんだ。オギヤ達は不満かもしれないけどさ。いずれにせよ、森に入ったら、彼等はどうせ生きて出てこれないよ」

　クリスはその場で背筋を伸ばすと、眠そうに欠伸あくびをして告げた。

「そろそろ、森の実じつ験けんも完成間近だ。どうせもう、これ以上のサンプルはいらなかった。あとは実験結果を確かく認にんして、その情報を静浄の楽園プレロマへ持ち帰るまでだよ」

《おお……ついに人類の救済が始まるのですね！》

　感嘆の声を漏らす荻谷へ、クリスは怪しく微笑ほほえみかけた。

「時が満ちる。あたし達も行こうか、黒の森シユバルツバルトの最奥へ」

　夕ゆう闇やみが迫る中、黒煙を上げる前ぜん哨しよう基地を見渡し、クリスは肩を竦すくめた。




　　　　▼▼▼




　────黒の森シユバルツバルト。

　直径20キロメートルに及ぶ黒い霧に常に閉ざされた、広大な森林地帯である。

　第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん後、いつしかそこに存在しており、監かん視し衛えい星せいからの偵察も、騎き士し団だんによる調ちよう査さ活動も満足に行われていない。

　暗黒年代ブラツクベール以降、その森の正体は不明とされており、周辺住民達でさえ恐れて近づかない、未開の地となっていた。

　クリス達から逃れ、黒い霧きりの渦中へ飛び込んでいったＰＡメサイア。

　その目の前に立ち込める黒い霧は、徐々に深くなっていくばかりである。１００メートルも奥へ進まない内に、目前の視界は完全に霧に覆おおわれ、埋め尽くされてしまう。まだ完全に陽ひが落ちてしまったわけではないというのに、周囲の様相はすっかり深夜の暗黒である。森の中には外部の陽光さえ届かないという話を聞いてはいたが、事実のようだ。

《……噂うわさ通どおりの、真っ暗な森だな》

　頭部装甲ヘツドユニツトのカメラが捉とらえている映像をＰＡ内部のモニターで確認しながら、名な薙なぎは森の中へ先に来ているはずのクローニや真ま無な達の姿を捜した。

《……おかしいな。センサー系統が誤作動してるのかな》

　ＰＡメサイアのセンサー表示を確認するが、周囲に味方の反応はなかった。

　それどころかインターネットもオフラインになっており、【チャット】アプリでの通信もままならない状態である。無む線せんでの交信を試みても、誰だれ１人応答が返ってこない。

　まるで黒い霧が、名な薙なぎの交信を遮しや断だんしているかのようである。

《まだそんなに離はなれてないと思ってたけど、甘かったのかな。参ったな……》

　名薙はやむを得ず、１人で森の奥へ進むことにした。

　先行しているクローニ達に近づけば、いずれ通信が繫つながって合流できるかもしれない。淡い期待に縋すがるように、名薙は黒い霧の中を急ぎ足で歩く。

　頭部装甲ヘツドユニツトに搭載されていた前照灯を点灯させ、黒い霧の闇やみを、光で照らす。強力な懐かい中ちゆう電灯程度の白光であり、黒い霧に光が遮さえぎられていることもあり、付近の僅わずかな領域しか照らし出すことはできなかった。それでも暗い森の中を歩くには支障はない。

《……このクリスマスツリーみたいな木々って、針しん葉よう樹じゆってやつか？　どうなってるんだよ、この森。どうしてこんな暗い場所で、木が生息できるっていうんだ》

　名薙は光の中に照らし出される木々を見上げては、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　植物の生態について詳しいわけではなかったが、それでも太陽光さえ届かない暗い空間で植物が苦もなく育っている様を見るのには違和感がある。光合成さえできない環かん境きようであるのに、なぜ周囲の木々は、大地に深々と根を張って健全に育っているのか。

　腑ふに落ちないまま、名な薙なぎは構わずに森の中へと分け入っていく。

　辺りは……異様に静まり帰っていた。

　風は吹いていない。木々の葉は擦ずれの音もしない。鳥の鳴き声も、虫の囀さえずる音も。なにもかもが聞こえない無音の世界である。唯一聞こえるのは、ＰＡメサイアが足下の枯れ枝を踏み折る音だけ。周囲はまるで月の海のような、不気味な静けさに包まれていた。

《うわっ！》

　光に照らされた先に、予期せぬモノが現れた。

《……これって、自動車か？》

　木々の茂る森の中に、忽こつ然ぜんと放置された自動車が現れた。

　４輪りんの、名薙が知らない型のコンパクトカーである。タイヤは全すべてパンクしており、ホイールは、色白い得え体たいの知れない草に絡みつかれている。すっかり錆さびついて古びたその姿を見るに、長い年月をこの場で放置されていたようである。

　その車の周囲に視し線せんを配れば、他ほかにもいくつかの自動車が放置されて朽くち果てていた。

《ここって、道路だったのか？》

　よく見れば、足下に積つもった土の下には、アスファルトらしきものが見えている。そのアスファルトの上に数台の放置車が置かれており、遠く森の向こうまで道路が続いているようだ。

　少し離はなれた頭上には、ボロボロになった道路標識と思わしき金属柱が立っていた。

《土や草に埋もれた、大昔の道路ってところかね。……って、ん？》

　すぐ傍そばの土の上に、真新しいタイヤ痕こんが残されていた。

　この大昔の道路を、最近になって車が通ったようだった。

《もしかして、真ま無な達か！》

　名薙の胸中に期待が湧わき立ってくる。

　このタイヤ痕を辿たどれば、真無達に合流できるのではないか。そう考えるが早いか、名薙は勇み足で道路の上を歩き始めた。

　……風が吹いた気がした。

《……？》

　森に入ってからというもの、ずっと無風だった。

　それなのに、唐突に名薙の腕に吹き付けてきた風を感じ、思わずその場で立ち止まる。

　いつしか周囲の木々は葉は擦ずれの音を漏らしており、名薙の周囲に風が巻き起こっている、イヤな予感ならすでにしていた。名薙は恐る恐る、風に揺れる頭上の木の葉を見上げる。

《……なんだ、コイツ等らは！》

　名な薙なぎが立っている道路の頭上は、木々の葉に覆おおわれておらずに開かれた空間になっていた。

　星一つ見えない暗黒の空。そこを頭部装甲ヘツドユニツトの前照灯で照らし上げると、名薙の上空をグルグルと旋回して、飛び回っている無数の影かげを見つけた。

　────魚？

　旋回している無数の影は、虚こ空くうを泳ぐ魚ぎよ影えいに見えた。まるで鮫さめと見紛うような大きさである。

　ここは海ではなく、地上である。

　それなのに、名薙の上空を魚が泳ぎ回っているというのか。あり得るはずがない。

　空中を泳いでいる魚達は、徐々に名薙との距きよ離りを詰めてきていた。その姿が光に照らし出されると、あまりの不気味さに背筋が凍った。全身を金属製の硬い鱗うろこに覆われたシルエット。鋸のこぎりのような鋭するどい牙きばが生はえ揃そろう口は、人間など丸まる吞のみにできる大口である。目玉は巨大で、白目を剝むいているかのように瞳どう孔こうが見受けられない。

《────明かりを消してください、ナナギさん！》

　いきなり木陰から飛び出して来たＰＡミリガスが、ＰＡメサイアの前照灯から発せられる光を両手で遮さえぎった。その声に聞き覚えがあり、名薙は歓喜した。

《クローニ神父！》

《……今は隊長ですって。良いから早く明かりを消して、連中に襲おそわれますよ！》

　クローニに言われ、名薙は慌ててＰＡメサイアの前照灯をＯＦＦにした。

　明かりが消えると、クローニは名薙へ【赤外線暗視装置サーマルビジヨン】アプリを起動するように指示する。

　すると名薙の視界が白黒表示となり、周囲の景色けしきが鮮せん明めいに見えるようになる。

　頭上を旋回していた魚影が、静かに去っていくのを確かく認にんしてから、クローニが言った。

《奴やつ等は〝深海魚デイプシー・フイツシユ〟と呼ばれるマモノです。黒い霧きりの中を泳ぎ、光に群がってくる習性を持っています。音もなく上空から忍び寄り、でかい牙で、獲え物ものに頭からかぶりつく。この森の中で光なんて発していたら、そりゃあ喰くってくださいと言ってるようなもんです》

　クローニはそう言うと、いきなりＰＡメサイアの背中を叩たたいた。

《やりますね！　死し教きよう機きとタイマン張って生き残る新人とは、聞いたこともありません！》

《生き残ったって言っても……逃げてきただけですけど》

《それでも御おんの字じです。まずは生き延びたってことに意義がありますから》

　予期せずクローニに褒ほめられ、名薙は少し照れくさい気持ちになってしまう。

《よく聞いてください。この森に立ち込める霧は、ＢＥＣガスのような性質を持っていて、インターネットへの量子接続エンタングルを妨害しています。ここじゃあ、ネットワークを使ったアプリケーション類は使えませんから、無む線せん通信でのやり取りしかできません。その辺に気をつけて》

　クローニは肩を竦すくめ、皮肉っぽく名薙へ言った。

《フフ。ともあれ注意事項はそんなところです。ようこそ、この黒の森シユバルツバルトへ》




　　　　▼▼▼




　真ま無なが教会から奪った装甲車は、道路脇わきの木陰の中、少し進んだところに隠されていた。

　教会の追つい撃げきを懸け念ねんして、なるべく目立ちにくい場所で息を潜ひそめていたらしい。

　今のところ幸いにも教会の追撃はなかったが、決して安心できる状況ではない。名な薙なぎが合流したらすぐに、装甲車で進めるところまで進んでしまう段取りになっていた。

　装甲車の両脇に付いていたＰＡ格納スペースへ乗り込むと、名薙はＰＡメサイアから降りた。

　そのまま車両内へ繫つながっている格納スペース内の扉を押し開ける。

　車両内は、対面席の電車のような間取りになっていた。

　内部は薄うす暗ぐらかったが、小さな電灯があちこちに灯ともっており、なにも見えない闇やみのわけではなかった。光が外に漏れないよう、窓にはバッチリ遮しや光こう用ようのシャッターが降りている。

　車内に顔を見せるなり、名薙は車内の隅で横たわっている藤ふじ埜のの姿を見つけた。

「……藤埜。まだ意い識しきが戻らないのか」

　浅く呼吸をし、未いまだに瞼まぶたを閉ざしている同級生。

　その痛ましい姿を見ていると、名薙は悲しくなってしまう。

　名薙が肩を寂しく落としていると────正面に飛び込んできた少女が抱きついてきた。

「アニカ……！」

「バカ！　なんて無む茶ちやしてんのよ！」

　意識を取り戻していたアニカに、いきなり名薙は叱しかられてしまう。

　予期せずアニカに抱きつかれ、名薙はその場で頰ほおを熱あつくしてしまった。

　アニカは顔を見せず、名薙の胸元に顔を押しつけている。腰に細い腕を回され、名薙は固く抱だき締しめられていた。否応なく、アニカの温ぬくもりが間近に伝わってくる。そしてアニカの胸の小さな双そう丘きゆうは、潰つぶれる程に、名薙へ強く押し当てられていた。

　その凶悪な柔らかい感触にドギマギしながらも、名薙はアニカの様よう子すに気がついた。

　……泣いていたらしい。アニカは鼻を啜すすりながら名薙へ向かって喚わめく。

「地下室の天てん井じようが崩落して、土砂に埋もれて死んだかと思ったわ！　でも生きてて、目が覚めたらこの装甲車で……ナナギだけいないんだもん……！　私達を逃がすために１人で囮おとりになってるって聞いて、ホントのホントに心配したんだから！」

　どうやらアニカは、またもや記き憶おくが一部抜け落ちてしまっているらしい。名薙と藤ふじ埜のの窮きゆう地ちを救い、そしてＰＡメサイアを瞬しゆん間かん移動させてきたというのに、それを覚えていない様子だった。

　アニカにそのことを問とい糾ただしたい気持ちはあったが……肩を震ふるわせているアニカを見ていると、今はそんな気分になれなかった。アニカの頭を、名薙はなんとなく撫なでてしまう。

「アニカ……ごめんな」

　恥ずかしかったのか、アニカは顔を見せず、ただ頰ほおを熱あつくしていた。抱だき締しめていた名な薙なぎの身体からだを突き飛ばすと、そっぽを向いて涙を拭ぬぐっている様よう子すだった。

「もうこんな無む茶ちやしないでよ。ナナギは絶対、死んじゃヤダ……！」

　アニカは唇を尖とがらせて、まだ照れくさそうにふて腐れている。そんなアニカを微笑ほほえましく見守っていると、今度は運転席から、背後を振り返っている真ま無なが話しかけてきた。

「戻ってきて早々に暑苦しいわね、貴方あなた達。やっぱり真ま面じ目めにヒモ関係なの？」

「ヒモじゃないわよ！」

「そんなんじゃないって！」

　同時に否定する息が合った２人に呆あきれ、真無は嘆息を漏らして言った。

「まあなんでも良いけど、戻るのが遅すぎよ、名薙君は。危うく置いていくところだったわ」

「置いてくつもりだったのかよ！　そりゃひどいだろ！」

　名薙の反応を見て、真無は愛想のない無表情に、小さな笑えみを作って見せる。

「フフ。クラスメイトと戦ってきたわけだけど、思ったより元気そうで安心したわ。とにかく無事に生せい還かんおめでとう」

「お、おう」

　冷めたような態度ではあっても……一応、名薙のことを心配してくれていたのだろうか。

　冷たいのか、そうでないのかわからない真無の言動には、名薙はいつも翻弄されてしまう。

「すごかった！　いやもうホントすごかったよ、ナナギくん！」

　名薙達のやり取りを片隅で見つめていたミレイアが、満を持して話に加わってきた。

　座席に腰掛けていたミレイアは立ち上がり、周りに花でも咲いたような明るい笑え顔がおで歓喜していた。ミレイアは頰を紅こう潮ちようさせ、興こう奮ふんして名薙へ詰め寄ってくる。

「聖せい堂どう騎き士し団だんのＰＡをバッサバッサと剣だけで無力化して、おまけにあの単騎要塞フオートレスと戦って生せい還かんするなんて！　うちと隊長じゃ手も足も出なかった相手やったのに！　それを新人の騎士候補生のナナギくんが１人で！　もうどうなっちゃってるねん、アナタは！」

　ミレイアはキラキラと目を輝かがやかせ、アホの子のように息巻いている。

「騎士候補生試し験けんの時は手を抜いてたん!?　あの時もナイフで戦おうとしてたけど、銃よりも接近戦の方が得意とか、そういう理由からなんか！　なあなあ！」

「いや、手は抜いてないけど。なんかＰＡミリガスじゃあ思うように動けなかったというか……」

「銃も使わず、剣だけしか武装がないなんて！　あんな戦い方ができるんは世の中に剣けん聖せいさんだけかと思ってたわ！　まるでナナギくん、称号持ちエリスネーターの騎士みたいやないか！」

「……貴方あなた。名な薙なぎ君に顔が近すぎじゃないかしら」

「ひゃんっ！」

　なぜか妙に冷ややかな口く調ちようの真無に指摘されて、ミレイアは慌てて顔をすっこめる。

　ミレイアは照れて、申し訳なさそうに上うわ目め遣づかいで名薙に謝あやまる。

「ご、ごめんな。うち、つい興こう奮ふんしちゃってその……！」

「許しませんよ、ナナギさん！　隊長の私を差し置いて美少女達の歓迎を受けるなんて！」

　名な薙なぎに遅れて、ＰＡから降りたクローニが車内へ現れる。先程までは名薙の生還を喜んでいたクローニだったが、今は妙に苛いら立だっている。

　しかしそれも束つかの間ま。クローニの思考はすぐに、現状打開に向けて切り替えられた。

「さて。そろそろ今後どうするかについて打ち合わせをしましょうか」

「それで、この後、私達はどこへ逃げたら良いのかしら」

　クローニが切り出した途と端たん、運転席の真ま無なが冷ややかな意見を投げかけてくる。

　ニコニコといつも通りに微笑ほほえみ、クローニは言った。

「ナナギさんの話では、どうやら教会は私達を追跡していないようです。なんでも、我々に興きよう味みがないとかで、見逃していただけるのだそうで。そうは言っても教会の聖せい堂どう騎き士し団だんがいる基地方面へ戻るのは危険だと思われます」

　クローニの話を聞き、真無も同意する。

「東とう京きようへ引き返すルートは使わない方が良いわね。追ってこないと言っても、見つけられたらなにをされるかわからないわ。強引に教会の陣営を突破するのは無理でしょうし。たとえ名薙君の力で死し教きようと渡り合えても……終焉の騎士ナイツオブエンドまで同時に出てきたら、勝ち目なんかないわ」

　真無の意見には、名薙も同意だった。

　クリステア＝コルト。

　可愛かわいらしい顔をしていて、原子の動きを操あやつるという凶悪な力を持ったイデア使いだ。

　触れもせずにＰＡメサイアの手脚を金かな網あみに溶接してしまった。その気になればＰＡメサイアごと名薙の身体からだをバラバラに分解して、消滅させることもできたのだと思うと……背筋が凍るような心境である。

　真無の言葉の後に、クローニの話は続いた。

「教会とかち合うよりは、このまま森を突っ切って反対側に出た方が、まだ生存の確かく率りつが高いように思います。東京に直接戻ることはできない以上、森を抜けた先にある城じよう塞さい都市〝京きよう都と〟を目指す。それが今考えられる最善の策だろう」

「城塞都市、京都？」

「東京の隣りん国ごくに当たる城塞都市よ」

　名薙の疑問に、泣き止やんだアニカが答えた。

　京都という言葉を耳にした途端、ミレイアが表情を輝かがやかせて言った。

「ええやん、京都！　すごく景けい観かんが綺き麗れいな都市だって、観光ガイドで見たことあるで！　それにあの都市のお姫さんなら、うち等らの力になってくれるかもしれんしな！」

「お、お姫様だって！」

　聞きき慣なれない単語を聞いて、名薙は二の句を失う。そんな名薙へ、アニカが言った。

「議ぎ会かい制せいの東京と違って、京都は王政の都市なのよ。そこのお姫様はちょっと風変わりな人らしいの。……でもそうね。噂うわさ通どおりの人なら、確たしかに私達を教会から守ってくれるかもしれない。東とう京きようと京きよう都とは、国連の協定を締てい結けつしている都市同士でもあるし」

　話が盛り上がりつつあるミレイアとアニカに、クローニは嬉うれしそうに同意する。

「良いですね良いですね、お姫様！　さぞかし萌もえ萌もえでロリロリな、私好みの美少女に違いありません！　ぜひにもこのまま、我々は京都へ向かうことを提案しますよ！」

「でもまずは、この〝帰らずの森〟を抜けることができなきゃ話にならないわよね」

　話を聞いていた真ま無なは、運転席から立ち上がり、名な薙なぎ達のいる後部座席へ歩み出た。

「そこで提案よ」

　真無は喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、全員の視界に立体地図表示を映し出した。

　それは黒の森シユバルツバルトを上空から俯ふ瞰かんしたＣＧモデルになっている。

　だが黒い霧きりに覆おおわれた内部の地形は全くわからず、地図としては役立たずである。

「京都へ向かう途中で〝本来の目的地だった座標〟を目指しましょう」

　真無は地図映像にマーキングした。

　赤い画が鋲びようのようなアイコンが現れ、それが黒の森シユバルツバルトの立体地図表示の１点に突き刺さった。その座標が示す場所は────北ほく緯い34度４分。東とう経けい１３６度２分。

「現在地点から森を直ちよく線せん的てきに突っ切る最短コースを選ぶなら、どの道この座標近くを通らなければならないわ。この森に来た本来の目的は、この座標になにがあるのかを調しらべること。ここになにか価値あるものが存在しているのかさえ不明だけど、寄るだけ寄ってみるのは良いんじゃないかしら。危険があれば即時退却すれば良いわけよね」

「……マナさんに同意です。元より私も、そう進言するつもりでした」

　クローニは涼やかに微笑ほほえみ、続けた。

「教会に因いん縁ねんつけられたのは想定外でしたが、どっちにしろ黒の森シユバルツバルト内を調ちよう査さする危険は、最初から想定内です。別隊と別れてしまいましたが、こうなった以上は任務続行です」

　クローニと真無の意見に、他ほかの一同も賛さん同どうする。

　名薙達は京都を目指しながら、本来の目的の場所の調査を行う方針に決めた。

「────誰だれですか？」

「！」

　車内の片隅から、懐なつかしい声が聞こえた。

　その声を聞かなくなって、まだ１ヶ月も経たっていないはずである。

　だが感覚的には、何年もの間、聞くことが叶かなわなかった声であるようにさえ感じられた。

　名薙は心底嬉うれしくて、声の主を振り向き、その名を呼んだ。

「藤ふじ埜の！」

　目覚めたクラスメイトの少女。

　藤埜祈いの里りは、ひび割れた眼鏡めがねをかけ直し、啞あ然ぜんとした様よう子すで名薙の顔を見やっていた。

　震ふるえる喉のどで言葉を紡ぎ、藤ふじ埜のは恐る恐る、名な薙なぎ達１人１人を見渡して呟つぶやいた。

「アナタ達…………いったい誰だれ……？」

「……なに言ってるんだ、藤埜？」

「ここはどこで……私、どうしてこんなところに……？」

　藤埜は両手で自らの頭を抱えながら、小刻みに身体からだを震ふるわせだす。

　その態度は、どう見ても、名薙達に怯おびえているようだった。

「私……どうしよう…………なにも思い出せないよ……！」

　涼やかに涙を落とし、藤埜祈いの里りはその絶望を口にした。
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　夕飯の支し度たくが終わり、食卓には３人分の食事が用意されていた。

「おねえちゃーん。ご飯一いつ緒しよに食べないのー」

「もうテレビ始まっちゃってるよー」

　茶の間から、弟達の呼ぶ声が聞こえている。

　制服の上にエプロンをかけた格好で、少女は台所に向かっているところだった。

「ごめんね。お姉ねえちゃん、ちょっと今は手が離はなせないの。悪いけど、２人で先に夕飯を食べてて貰もらって良い？」

「えー、今日きようは姉ちゃんとご飯食べられないのー」

「お母かあさん、今日も仕事で帰ってこないし。つまんないよー」

「ごめんね」

　謝あやまる少女に、弟が茶の間から尋たずねてきた。

「いったい何してるの、おねえちゃん」

　尋ねられた少女は、どうにも返事に困ってしまい、頰ほおを赤らめて俯うつむくだけである。

　慣なれない手つきで泡立て器を使い、ボウルの中に溶けたチョコレートを入れて搔かき混ぜていた。流しの脇わきに置いたレシピの本にも、かけていたエプロンにも、飛散したチョコレートの液が付着してしまっていた。

「……お菓子を作ってるんだよ」

「えー、ホント！」

「僕達に作ってくれてるの」

　弟達の声に、少女は照れくさそうに微笑ほほえんで答えた。

「……うん。昌まさ樹きの分と、悠ゆう人との分。あと……クラスの男の子の分だよ」

　言いながら口くち籠ごもってしまう。

　頰どころか耳の先端まで熱あつくなるのを感じ、恥ずかしい気持ちを誤ご魔ま化かそうと、少女は懸けん命めいにボウルのチョコレートをかき混ぜ続けた。

　少しでも甘くなるように。

　少しでも喜んでもらえるように。

　ただ一心に、それを願ねがって。

「お菓子作るのなんて初めてだけど……美お味いしいって言ってくれるかな」

　ふと、ボウルをかき混ぜる手が止まってしまう。

　急に心配になったのだ。

　少女は冷蔵庫の横のカレンダーを眺め、ポツリと呟つぶやいた。

「……今こ年としでもう、中学生も終わりなんだよね」

　来月はもう卒業式で。明日あしたという日は、一生に１度きりしか訪れない。

　卒業したら、クラスのみんなとは離はなればなれになってしまうのだ。

　それぞれの人生が分ぶん岐きして、２度と会うことのない友だっているのかもしれない。

　けれど幸い……少年と少女の進路は同じなのだ。

　これから先も、少年とは同じ学まなび舎やで学び、時間を過ごしていくことになるだろう。

　だからこそ、明日の内に想おもいを告げることを決意したのだ。

　本当の気持ちを伝えぬまま。憧あこがれを押し殺したまま。そんな苦しい願ねがいを抱え続けることはできない。たとえどんな結末になったとしても……答えさえ聞けたのなら、諦あきらめはつく。

「……名な薙なぎ君」

　食べてくれるかもわからない。

　受け取ってもらえるかもわからない。

　けれど────伝えたかった。

　少女が少年を、特別だと想っていることを。

　始まりは些さ細さいなことではあったけれど、少女が少年を大切だと想っていることを。

「…………あはは……怖いな」

　制服の胸元をギュッと摑つかむ。少女の心は苦しかった。

　答えを聞くのが怖かった。伝えたいのに、そうすることがたまらなく恐ろしかった。

　弱い自分の心さえ溶かして消そうと、少女はボウルのチョコレートをかき混ぜ続ける。

　明日は金きん曜よう日び。２０１４年の、２月14日であった。
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　装甲車は明かりを点つけられず、頼りにできるのは車両に搭載された赤外線暗視装置サーマルビジヨンだけ。

　運転席のアニカがハンドルを操そう作さすると、装甲車はゆっくりと古びた道路上を走行していく。

　肉にく眼がんでは何も見えない闇やみの中を、名薙達は各種センサーの反応を見ながら手探りで進んだ。

　地上にいるというのに……まるで深海の底を彷徨さまよっているような陰いん鬱うつな気分である。

　唐突に、装甲車の天てん井じようのハッチが開く。そこからＰＡミリガスの頭部が覗のぞき込んできた。それは車両の銃座に付いて、周囲を警けい戒かいしてくれていたクローニである。

《目標座標まではもうすぐですが……残念ながら、この先で行き止まりのようですよ》

　クローニは、装甲車の行き先の道路が途と切ぎれていることを告げた。

《ひとまず疲れた顔の方も多いですし、今日きようは装甲車の中でキャンプして、明日の朝から徒歩で移動することにしましょうか。一日中暗い場所です……朝も夜も関係ないとは思いますが》

　少しだけ皮肉を言い、クローニは天井のハッチを閉じた。

　クローニから休きゆう憩けいを提案され、名な薙なぎは少しだけ肩の力を抜くことができた。

　運転席から離はなれたアニカが、腕を伸ばしてくつろぎ始めている。

　その姿を横目にしながら、真ま無なが嘆息して言った。

「……教会の地下で偶然、フードマントをかぶった謎なぞの機き体たいを発見して、それに乗り込んだ。機体の性能がすごかったから、名薙君でも死し教きようと渡り合えるだけの力を発揮できた。名薙君がミレイアに説明した要点って、つまりそういうことよね」

　真無は要点を搔かい摘つまんだ確かく認にんをする。

　名薙と真無は、車両の片隅で小声で話をしているところだった。

「……納得してくれたと思うか？」

「どうかしら。説得力に欠けてるわね」

「やっぱりそうだよなあ」

　道中、ミレイアに詰め寄られて色々と事情を尋たずねられた名薙だったが……やはり本当のことは言えず、その場ば凌しのぎの咄とつ嗟さのウソで誤ご魔ま化かしてしまったのである。

　胡散臭い説明ではあったものの、ひとまずミレイアの追及から逃げることには成功する。

　無事に森を出られたら、またミレイアの質問攻めに遭う可能性は高いが……今のこの状況では、これ以上の追及をしようとは思っていない様よう子すだった。

　名薙は気を取り直し、真無に別の話をすることにした。

「それにしても……真無って車の運転ができたんだな。アレか。オレが知らない間に、実は運転のライセンスを取得してたりしたの？」

「そんなもの取ってないわ」

「え」

「車の構造と、動作原理の基本を知ってただけ。触ってみれば動かせるんじゃないかと思って、試しに運転席に座ってみたの。やってみたら以外に簡かん単たんに動かせたから、苦労はなかったわ」

「……知ち識しきがあるだけで動かせたっていうのかよ！」

「まあ、そんなところね。あたしって天才だし」

「相変わらずサラっととんでもないこと言ってるし！」

　真無は名薙から視し線せんを外した。

　そうしてポツリと、奇妙な話を始める。

「……ライセンスと言えば、変なのよね」

「変って、なにが？」

「名薙君は勉強不足でしょうし、この時代のライセンス制度について詳しいわけないわよね」

　真無は名薙のことを、なにも知らないバカのような扱いをしてくる。

　だが事実、真無の言う通りであるため、悔しくても名薙はなにも言い返せなかった。

　恨うらめしそうな半はん眼がんの眼まな差ざしを向ける名薙に構わず、真無は涼しい顔で語り始めた。

「この時代の人達は、誰だれでもライセンスと呼ばれる身分証明書を持ってるの。持ってるとは言っても実体はなくて、月周辺にある情報記憶衛星サテライト・ストレージのデータベースの中に保管されてる個人情報だけどね。個人所有のＰＱＣピクシーから、自分のライセンスの内容が確かく認にんできるシステムなの。名な薙なぎ君にも、今は騎き士し候補生というライセンス情報が付加されてるはずよ」

「そのライセンス情報が、どう変だって言うんだ？」

「話を最後まで聞いて欲しいわね」

　真ま無なは名薙を横目で一いち瞥べつしてから続けた。

「ライセンスは持ち主の身分を証明するもので、そこに書かれた職しよく業ぎようを遂行するために必要な知ち識しきと技術を持っていることを証明するものよ。それだけじゃない。城じよう塞さい都市間での、〝遺い跡せき所有権の有無〟を明めい確かく化かするためのものでもあるわ」

「遺跡所有権？」

「アニカに言われたでしょう？　城塞都市同士で遺跡発見の競きよう争そうしてるんだって」

「そういえば、そんなことも言ってたような……」

「例えば遺跡で喪失情報ロスト・データが発見されると、その所有権がどこの城塞都市にあるのかが重要になってくるわ。それは発見した人物が、どこの城塞都市に属する人間であるのかということが決め手になるの。その時に証明となるのがライセンスの発行元がどこの都市なのかという点。だからどこの城塞都市も、自国のライセンスに色んな特権や特典をつけてまで、優ゆう秀しゆうな騎士や情報発掘屋データハンターに持たせようとするの。少しでも遺跡を所有できる確率を上げるためにね」

　真無の話を聞いた名薙は、感心してしまう。

　ライセンス制度に、そんな都市間の利害関係があることなど知らなかった。

「教会はすでに、黒の森シユバルツバルトでなにかを見つけたような口振りだったわよね。ならその所有権を主張すれば良いだけの話なのよ。そうすれば私達、東とう京きようの人間を含め、誰だれもこの森の調ちよう査さに乗り出そうなんてしない。私達のような邪じや魔ま者ものがやってくる可能性だって排除できたはず」

「たしかに、言われてみればそうだな……じゃあなんで、教会は見つけたなにかの所有権を主張しないんだ？　オレ達みたいな部外者が次々にやってくるかもしれないだろ」

「さあね。教会が森でなにかを見つけたというのも、私達の推すい論ろんだし。……確証がないから、何を言っても予測にしかならないわね」

　そこまで言って、真無は独り言のように呟つぶやいた。

「変なのはそれだけじゃないわ。というか教会のやっていることのなにもかもが変なのよ」

　真無は真顔で名薙に向き直り、それを口にした。

「前ぜん哨しよう基地に一般人を連れてきて、森に連れていっては、連れ戻していた。森から帰ってきた人は無気力な廃人になっていて……藤ふじ埜のさんに関して言えば記き憶おく喪失になっているわ」

「……」

　名薙は、車内の座席に腰掛けている藤埜を横目に見る。

　どういうわけか藤ふじ埜のは、本能的に名な薙なぎを怖がっているようだった。

　そのため話し相手は、人当たりの良いミレイアに任せられたのだ。

　ミレイアは懸けん命めいに藤埜へ話しかけ、怯おびえている藤埜の緊きん張ちようを和やわらげようとしてくれている。ひとまず藤埜に再会できて喜ばしい思いではあったのだが……藤埜の方は、完全に名薙を他人扱いなのである。

　そんな藤埜の様よう子すを見ながら、名薙はもどかしい思いで呟つぶやくしかなかった。

「藤埜の記き憶おくは……戻るのかな」

「一時的な記憶障害だったら良いんだけどね。私は医者じゃないし、確かく実じつなことはなにも言えないわ。しばらくは、様子を見守るしかないわね」

　素っ気ない言葉ではあっても、真ま無なも苦々しい表情だった。

　藤埜の様子を見守ってから、真無は話を続けた。

「教会はこの森で……藤埜さん達に〝なにをしていた〟のかしら」

　それは真無以外にも、誰だれしもが胸中に抱いている疑問であろう。

　クリステアは教会が行っている一連の活動を〝実じつ験けん〟だと言ってた。

　どうせロクなことではないのだろうが、重要なのはどうロクでもないのかということである。

「……誰もが善人じゃないのよ」

　ふいに、真無が呟いた。

　真無は名薙の表情を見ることはせず、淡々と言った。

「私達はこの時代にやってきてから、イデア能力という強力な力を使えるようになったわ。私達以外の人達も同じだとしたら、きっと千差万別のことを考えると思ったの」

　真無の眼まな差ざしが、氷塊のように冷めていく。

「力に溺おぼれる人。力を誇示する人。そして……力によって誰かを傷つけてしまう人」

　その瞳ひとみには静かな怒りを湛たたえているようにも見えた。

「こうなることは予想していた。けれど思っていたよりも早かったわ。この時代で生きている限り、きっと荻おぎ谷や君のような人との戦いは避けて通れないわよ。名薙君は戦える？」

「……」

　────殺さなければ勝てない。

　荻谷に言われたことを思い出した。

　どうしてクラスメイトの友人同士で、殺し合わなければならない状況に陥っているのか。どうして荻谷は、平気で名薙を殺そうとできるのか。荻谷の考えは残酷すぎた。

　もしもまた荻谷と戦うことになれば。

　……今度こそ、友人を殺さなければ生き残れないのかもしれない。

　どうしたら良いのかわからない名薙では、真無の言葉になにも答えることができなかった。
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　装甲車の車内は、決して快適ではなかった。

　アニカの家のように、人が生活できるように改造されているわけではなかったため、当然ベッドやソファといったものも置かれていない。名な薙なぎは固い床の上に毛布を敷しいて、その上で適当に横になるしかなかったのである。

　マモノが宙を泳いでいる外で寝るよりは余程マシな環かん境きようではあるが、寝ね辛づらかった。

「……眠れないなあ」

　仰あお向むけで天てん井じようを見つめながら、名薙は苦々しく呟つぶやいた。

　真ま無なとミレイアは、運転席と助手席を倒して、そこで眠っている。藤ふじ埜のとアニカも、連なっている後部座席をベッド代わりにして眠るスペースを確かく保ほしているのだ。

　床で寝ているのは、男組であるクローニと名薙だけである。

「……今の見張りは、アニカか」

　よく見れば、アニカが陣取った場所に本人の姿が見当たらない。

　名薙達は１時間交替で、装甲車上の銃座に付いて周囲を見張ることにしていた。

　おそらくアニカは装甲車の天井ハッチの向こうにいる。ということは、次に見張りの順番が回ってくるのは名薙である。

「よっと」

　名薙は身を起こし、寝息を立てている仲間達の横を通り過ぎた。

　装甲車の壁かべに備えつけられていたゴーグルタイプの赤外線暗視装置サーマルビジヨンを手に取ると、それを持って装甲車の天井からハシゴを引っ張り出した。大きな音を立てないように慎重にハシゴを下ろしきると、名薙は天井ハッチを開けて、そこから車外へ出る。

「アニカー。いるかー」

「んー」

　天井ハッチを開けたところは、銃座のすぐ真下辺りになっていた。

　銃座には全方位を狙ねらえる可動式の機き銃じゆうが備えつけられていた。

　傍そばからアニカの返事はすれど、黒い霧きりに覆おおわれた森の中では、その姿は見えない。

　名薙は持ってきた暗視ゴーグルをかけて電源を入れる。するとゴーグルは周囲の微量な光を増幅し、白黒の鮮せん明めいな周囲映像を名薙へ見せてくれる。周囲が見えるようになった名薙は、同じようにゴーグルを付けているアニカの姿を見つけた。

　アニカは機銃の前に置いた椅い子すへ腰掛け、退屈そうに空を眺めていたようだった。

　名薙はなんとなくその隣となりに立つと、縁へりになっている場所へ背を預ける。

　アニカは名薙を見向きもせず、ただ真っ暗な空を見上げて言った。

「……あらゆる物体は、それ自身の温度によって遠えん赤せき外がい線せんを出してるわ。黒こく体たい放ほう射しやってやつね。だから星も月も見えない真っ暗な空だけど、赤外線暗視装置サーマルビジヨンを使えば景色けしきが見える。なんだかこれって、不ふ思し議ぎな光景よね」

　アニカは苦笑し、名な薙なぎへ言った。

「まだ交替の時間にしては早いけど？」

「眠れなくてさ。なんとなく冷やかしに来たんだよ」

　名薙も苦笑し、アニカと一いつ緒しよに、なにも見えない真っ黒の空を眺めた。

　白黒カラーの森。その空を時折、並んで泳ぐ魚群のようなものがよぎって見えた。

　その魚ぎよ影えいの正体は、人を食べるマモノだというのだから微笑ほほえましいものなどでは全くない。

　魚群を見上げていると、まるで名薙は、自分達が深い海の底にいるような気がしてくる。

　光も音も存在しない、静かで孤独な深海の森。

　２人はなにも見えない暗くら闇やみの中に光を探すように、空を仰いだ。

「名薙達の時代って、どんな世界だったの？」

　不意にアニカが、名薙へ尋たずねてきた。

　アニカは目を輝かがやかせ、名薙へ向かって続ける。

「今から１２５年も昔の時代って言えば、テレビで毎日アニメが放送されてたし、毎年２回は、コミケだってあった時代よね。漫画や同人誌がいっぱいあって、私からしたらそんなの、羨うらやましくて仕方ないような天国なんだけど」

「それを天国だなんて思うのは、アニカくらいなもんじゃないの？」

　アニカはゴーグルの奥で目を細め、魚群の舞まう空を見上げた。

「世界にはまだ、天使アイオーンもマモノもいなかった。この時代よりもたくさんの人間達が生きていて、大きな戦争だってなかった。この時代の私達から見たら、まるで理想郷のような世界よ。戦前の歴史的資料は、もうほとんど残ってないけど……誰だれだって、かつての世界に憧あこがれてるわ」

「オレ達の時代なんかが理想郷って……」

　考えもしなかった発想である。

　だが確たしかに、この時代と比較すれば、名薙の時代は平和で安全な世の中だった。

「だからかな……。名薙が元の時代へ帰りたいって思う気持ち、わかる気がする」

　アニカは俯うつむき、少し寂しげな口く調ちようで言った。

「……私さ。今までずっと、自分が天使アイオーンの血筋であることを隠して生きてきた」

「……」

「私の瞳ひとみの色は、天使アイオーン特有の赤あか色いろ。自分がこの瞳の色をしているから、名薙に初めて会った時も、酷ひどいことをされるんじゃないかと思って怖かったの。……けど杞き憂ゆうだった」

　そのことが嬉うれしかったのか、アニカは微かすかに微笑ほほえんだ。

「ずっと前にはね……少ないけれど、私にだって友達がいた。けれどある日、私の瞳の色が赤いことを知られたら、それまで仲の良かったみんなが、急に私を避けるようになっていった。今までに何度となく経けい験けんしたわ。私が天使アイオーンなんだって知られたら、大好きな人達はみんな私から離はなれていってしまう。私は、自分の赤い瞳ひとみが嫌いで仕方がないの」

「……」

「初めてだったんだよ。私の瞳の色を気にせず、素性を知った上で仲良くしてくれようとする人間って。名な薙なぎや真ま無なに会えて、私は嬉うれしいの。本当の本当に嬉しい」

　アニカの微笑ほほえみには、照れが混じる。

「だからちょっと寂しいんだ。もしもこの森で、帰る方法が見つかっちゃったら、名薙達は元の時代へ戻っちゃうんでしょう。そうしたらきっと、私はまた……」

　そこまで言って、アニカは唇を引き結ぶ。すぐに言葉を静かに吞のみ込んでしまった。

　これ以上は言ってはいけないと思ったのか、アニカの表情は苦々しげだった。

　名薙や真無が元の時代へ帰ってしまうことを、寂しく思ってくれているアニカ。そんなアニカの話を聞いていた名薙は、胸中にふとした予感を抱いた。

「……もしかして、お前がオレ達についてきた本当の理由って、〝見送るため〟だったのか」

「……」

「……アニカ」

「ごめん！　私ったらなに言ってるんだろ！　なんでもないの、今のは忘れて！」

　誤ご魔ま化かそうとするアニカは、懸けん命めいに愛想笑いしている。

　けれどその表情は、誤魔化しようもなく悲しそうだった。

　名薙もアニカも、お互いに言葉を失ってしまう。お互いに、何を言えば相手の気が安らぐのか、わからなかったからだ。

　突如、アニカが名薙の背後に視し線せんを向けながら喚わめいた。

「わっ！　わっ！　ナナギ、ゴーグル外して後ろ見てみて！」

　言いながらアニカは、自分がかけていたゴーグルを外している。

　赤外線暗視装置サーマルビジヨンを外してしまっては、この黒い霧きりの中ではなにも見えないというのに……。訝いぶかしみながらも名薙はゴーグルを外し、アニカの指差した方角へ顔を向けた。

「……これって！」

　薄青い、微かすかな光が灯ともっていた。

　黒い霧に覆おおわれた常とこ闇やみの針しん葉よう樹じゆ林りん。その根元で微かに輝かがやく、無数の花々が咲き乱れていた。その花々は、よく見れば名薙達の装甲車の周辺一帯に生はえている。１つ、２つと、まるで連れん鎖さ反応のように、花々は光を灯していく。どういった理屈で光っているのかは不明ではあったが、暗闇の中で光を発する性質の植物であるのは間違いないようだった。

「詳しくないけど、ヒカリゴケみたいなもんか？　これってまるで……光の花園じゃないか」

「きれい！」

　微かな薄うす青あおい光に照らし出された、暗黒の森。アニカは幻想的な景色けしきにウットリとしていた。

　アニカは装甲車の銃座から飛び降り、光の花園の中へ飛び込んだ。

「お、おい、アニカ！　無む茶ちやするなよ。この辺のマモノは光に寄ってくる習性があるんだろ。この花に寄ってくるかもしれないのに、危ないだろ」

「大丈夫よ。だって今────私の傍そばには〝人類の英雄〟がいるんだよ？」

「……それってオレのこと言ってるのかよ」

　冗じよう談だんっぽく言って微笑ほほえむアニカは、光の花園の中を歩き回り始めた。

　しゃがみ込み、光る花弁を興きよう味み深ぶかそうに眺める。光の花々に囲まれたアニカの姿は、普ふ段だんよりもずっと大人おとなびているように見えた。優ゆう雅がに細められた眼まな差ざしを見ていると、名な薙なぎは不ふ思し議ぎと落ち着かない気持ちになってしまう。

「……なあ、アニカ」

「なーに？」

　名薙は思い切って尋たずねた。

「…………お前は、本当にアニカなんだよな？」

　ソフィアに瓜うり二ふたつの容姿。しかもアニカは時折、人格が豹ひよう変へんして、常じよう識しきを超えた現象すら引き起こすのだ。今回もそうではないか。どんな魔ま法ほうを使ったのか不明だが、東とう京きように置いてきたはずのＰＡメサイアを、アニカはこの場へワープさせて名薙に与えたのだ。

　────あれがいつものアニカであるはずがない。

　いつも本人は豹変した時のことを覚えていないようだが……。

　アニカは呆あつ気けに取られた顔をした後、名薙へ向かって苦笑した。

「なにをわけのわからないこと言ってるのよ。そうに決まってるでしょ」

「……ソフィアっていう名前に心当たりもないのか」

「またその話？　東京侵攻の時に、イグニスも私のことをそう呼んでたわね。確たしかソフィアって、名薙や真ま無なをこの時代に連れてきた女の子で、私にソックリなんだっけ？　うーん。心当たりないわね。そんなに似てるってことは、もしかして私の〝ご先祖様〟とか？　でも昔、私が住んでた屋や敷しきにあった家系図には、そんな名前の人はいなかったと思うけど」

「……そうか」

　やはりアニカからは大した情報を得られず、名薙は黙だまり込んでしまう。

　アニカとソフィアには、本当に関係があるのか。ないのか。

　釈然としない気持ちを吐き出すように、名薙は嘆息するしかなかった。

　そんな時だった。

　花園の明かりが届かぬ木々の向こうから、葉は擦ずれの音が近づいてきた。

「……っ！」

　風１つ吹いていない森の中に、葉擦れの音が木こ霊だましている。そうなる理由を、名薙は知っていた。────上空からマモノが接近してくる時の音である。

「アニカ！」

　名な薙なぎは装甲車の銃座から飛び降り、花園で立たち呆ほうけているアニカに駈かけ寄った。その腕を乱らん暴ぼうに摑つかんで引っ張ると、名薙はアニカを装甲車へ連れ戻そうとした。

「どうしたの、急に！」

「この音！　近づいてきてるんだよ、マモノが！」

　名薙が警けい告こくした時には遅かった。

　バキバキと音がする。葉は擦ずれの音はいつしか、木々の幹がへし折れる破は壊かい音おんへと変わっていた。森の奥の暗がりから、光の花園の明かりによって浮かび上がる巨体が現れる。

　鯨くじらのように巨大な魚ぎよ影えいだった。

　名薙達の身長に匹敵する大きさの、虚うつろな白目。家でも丸まる吞のみにできるのではないかと思う程に巨大な、鋭するどい牙きばの生はえ揃そろった口こう蓋がい。分厚い鋼こう鉄てつの鱗うろこを幾重にも纏まとった巨体は宙を泳ぎ、木々を薙なぎ倒しながら名薙とアニカへ迫ってくる。

「こんなバカでかい奴やつまで泳いでるのかよ！」

「ふざけんじゃないわよ！　どうなってんの、この森！」

　喚わめくアニカの腕を引きながら、名薙は装甲車へ逃げ込もうとする。しかし考える。装甲車へ逃げ込んだところで、安全が確かく保ほできるわけではない。しかもこのまま名薙達が装甲車の方へ向かって逃げては、最悪の場合、装甲車ごと全員吞み込まれてしまうのではないだろうか。それ程にまで、現れたマモノは常軌を逸した巨体なのである。

「────こっちだよ、名薙君！」

「！」

　予期せぬ声が、装甲車から少し離はなれた暗がりから聞こえる。

　花々の光に照らし出されたその姿は、名薙の通っていた高校の制服を着た女子だ。

「ふ、藤ふじ埜の!?」

　樹じゆ木もくの裏側から覗のぞき込むような格好で、藤埜が名薙の名を呼んでいた。

「急いで、名薙君！　こっちだよ！」

「お前、オレの名前を……思い出したのか！」

「話は後だよ、名薙君！　早くこっちへ！」

　車内で寝ていたはずの藤埜がなぜ、外にいるのか。不ふ思し議ぎに思いながらも、名薙は迷っていられない。藤埜に続いて木々の向こうへ駆けていくと、すぐに小川へ行き当たった。

　その小川は、塹ざん壕ごうのように地面がくぼんだ場所を流れていた。

　名薙達の前を先行して駆けていた藤埜が、その小川の上へ飛び降りる。

　名薙とアニカも迷わず小川へ飛び降りた。足下で、踏みしめた小川の水面が飛沫しぶきを上げる。冷たく濡ぬれる足元の気色悪さを我慢し、名薙達は塹壕状になっている小川に身を潜ひそめた。

　巨大なマモノは、追いかけていた名な薙なぎ達の背中を見失う。

　くぼんだ地面に隠れている名薙達の頭上を、マモノが泳いで通り過ぎていく。

　分厚い鱗うろこの腹が、名薙のすぐ頭上を掠かすめていく。名薙はそれを冷や汗混じりに見上げていた。マモノの巨体が、木々をへし折って泳ぐ音が、次第に遠ざかっていくのを確かく認にんする。

　辺りに静けさが戻り、名薙とアニカは安あん堵どの溜息を漏らす。

「……フー。あっぶねえな、まったく！」

「た……助かったのね。良かった……」

　肩の力が抜けるアニカを横目に、名薙は藤ふじ埜のへ向き直った。

「ありがとう、藤埜。おかげで助かったよ」

「あ、うん……」

　名薙が礼を言うと、藤埜は照れたように微笑ほほえんで見せた。

「それにしても。よくこんなところに、身を隠せる小川があるのがわかったもんだよな。どうやってこんな場所見つけたんだよ」

「……どうしてかな。なんかここに小川があるって、わかったの」

「わかっちゃったって、女の勘ってやつ？」

　冗じよう談だんっぽく名薙が微笑みかけると、藤埜は自分でも少し困惑しているように、表情を曇くもらせてしまう。ともかく名薙は、マトモに話せるようになった藤埜を歓迎した。

「オレのこと思い出してくれたんだな、藤埜！」

　名薙は微笑み、藤埜へ手のひらを差し伸べた。

「クラスメイトに再会できて嬉うれしいよ！」

　名薙の手を恐る恐る握り返すと、藤埜はひび割れた眼鏡めがねの位置を直しながら微笑んだ。

　────ボロボロと大粒の涙が溢あふれた。

「……名薙君。本当に、会えて良かった」

　心底から安堵しているのだろう。

　藤埜は頰ほおを染め、ただ名薙の手を固く握り返した。




　　　　▼▼▼




　装甲車を乗り捨て、名薙達は徒歩で森の中を歩き始めていた。

　２機きのＰＡミリガスを先頭にし、その後を、ゴーグルを付けたアニカと真ま無な、そして藤埜が続いて歩く。ＰＡメサイアに搭乗した名薙は最後尾を歩いており、殿しんがりに位置することとなった。

　ＰＡに乗っている東とう京きよう騎き士し団だんのメンバーはともかくとして、である。

　森の中を生身で歩かなければならないアニカ達には、過酷な状況だった。しかし幸いなことに、黒の森シユバルツバルトは背の高い草花が行く手を塞ふさぐ密林のような場所ではない。針しん葉よう樹じゆが無数に突き出ているだけの歩きやすい森であり、障害物を薙なぎ払って進む労力は必要なかった。

《まるでお魚になって、水中探険でもしてるみたいな気分やなあ……》

　頭上の景色けしきを見上げて、ミレイアが呟つぶやくのが聞こえた。

　海底のように静かな森の中を、名な薙なぎ達は赤外線暗視装置サーマルビジヨンを使って歩く。

　白黒の視界の中で、名薙は藤ふじ埜のと話し続けていた。

《────じゃあ思い出せたのは、元の時代の頃ころの記き憶おくだけってことになるのか》

　機き械かい装甲姿の名薙に話しかけられるのに慣なれていない藤埜は、躊躇ためらいがちに答える。

「う、うん……。ごめんね。私まだ、この時代に来てからのことが思い出せないみたい」

《そっか……。じゃあ、どうして教会に捕まっていたのかとか、この森でなにかされたていたのかとか、そういうのは全然覚えてないってことなんだな》

　悲しそうに俯うつむく藤埜の姿を見て、名薙は語ご調ちようを苦々しくしてしまう。

　藤埜が取り戻した記憶は断片的だった。

　未来へ来る前のことは思い出せても、未来へ来てからのことは、まだあやふやなままのようである。東とう京きようビッグサイトで別れてから、藤埜がどこでなにをしていたのかは不明のままということになる。

　まだ藤埜の格好が高校の制服姿であることからすると、長い時間をこの時代で過ごしていたわけではないようだが……目算では、せいぜい１週間程度だろうか。

《まあ、一時的な記憶喪失みたいだし。少しずつ思い出していけるよ》

「うん……」

　藤埜は落ち着かないのか、しきりに自分の肩を擦さすっていた、

　元気のない藤埜ではあったが、それでも無理に微笑ほほえんで言った。

「それにしても……何度聞いてもすごい話だね」

　藤埜はＰＡメサイアに乗っている名薙を見上げて言った。

「私や名薙君は１２５年後の未来に来ていて……名薙君は東京っていう城じよう塞さい都市の軍隊に入ったんでしょう。それで、そういうロボットみたいなのに乗って戦ってる」

《ハハ。改めて言われてみると、確たしかにすごい話だよな。現実感なんてありゃしない》

「そうだね。まだ思い出せていないから、私はこの変な森の中のことしか知らないけれど……この森の外には、未来の世界が広がってるんだよね。どんな景色が広がってるんだろう。本当は、私はもうそこへ行ったことがあるのかな。見るのが楽しみだよ」

　かつてのように、藤埜はおっとりした微笑みのまま言った。

　しかし僅わずかに表情を曇くもらせ、名薙へ尋たずねた。

「……ねえ、名薙君。他ほかのクラスの子達は、どうなっちゃったんだろう」

《……》

「私達は、ソフィアっていう女の子の不ふ思し議ぎな力で、この時代へ飛ばされてきたんだよね。あの時、ビッグサイトにいた人達がみんな飛ばされたんだとしたら、クラスの他ほかの友達だってこの時代へ来てることになる。他のみんなはこの時代で、怖い思いとかしてないと良いよね」

《……そうだな》

　同意しながら、名な薙なぎは荻おぎ谷やのことを思い出していた。

　……変わってしまったクラスメイトもいるのだ。

　記き憶おくが曖あい昧まいな今の藤ふじ埜のへ伝えるには、酷な現実である。敢あえて名薙は、荻谷のことは藤埜には話さないことにした。

「名薙君……私達、元の時代へ帰れるのかな」

「────そのはずよ」

　藤埜に答えたのは、すぐ傍そばを歩いていた真ま無なだった。

「如月きさらぎさん？」

「この森の中に、私達が元の時代へ戻るための手がかりがあるかもしれないそうよ。まあ、それも禁断の書と呼ばれる、いかがわしい預言書を信じるならって話だけど」

「預言書……」

　真無の素っ気ない説明を聞いて、藤埜は不ふ思し議ぎそうな顔をしてしまう。そして藤埜は、唐突にその場で立ち止まり、頭を抱えてしまった。名薙は慌てて駆け寄った。

《どうしたんだ、藤埜！》

「ううっ……預言書……」

　頭痛のようだった。藤埜はしばらく、苦痛に表情を歪ゆがませた。名薙だけでなく、アニカと真無も立ち止まって、藤埜の様よう子すを心配した。

　藤埜は、名薙に苦し紛れの微笑ほほえみを返して見せる。

「だ……大丈夫。ちょっと目め眩まいがしただけ」

《本当に大丈夫なのか、藤埜！》

《────大丈夫じゃなくても、歩いてもらうしかねえぞ》

　先頭を歩くクローニが立ち止まり、名薙と真無を振り向いて告げた。

《ご友人なんでしたよね。なら連れてきたナナギさんとマナさんでなんとかしてあげてください》

《た、隊長、ナナギくん達にそんな冷たい言い方せんでも……》

《ミレイアさん。この件はハッキリ言っておく必要があります。この調ちよう査さ活動は命いのち懸がけであって遊びではありません。誰だれが誰の命に責任を持つのか、明めい確かくにしておかなければ》

　クローニに返事を求められ、名薙は歯は嚙がみしながら答えた。

《……わかってますよ》

　名薙が肯定すると、満足したのか、クローニは背を向ける。

　そしてクローニはミレイアを引き連れ、再び歩き始めた。

「ごめんね、名薙君。本当に私は大丈夫だから。ただなんか……預言書って言葉に聞き覚えがある気がして」

《……？》

　藤ふじ埜のは「大丈夫だから」と言って、再び１人で歩き始めた。

　少しおぼつかない足取りながらも、藤埜は懸けん命めいに、クローニの背中を追いかけた。その頼りない後ろ姿を見守りながら、名な薙なぎは「一刻も早く森を出なければならない」と考えた。

　森の中を歩いていると、やがて針しん葉よう樹じゆの並ぶ風景が途と絶だえる。

　針葉樹林を越えた先は高台となっており、そこから周辺を見渡すことができた。

　森の中に人工の建物が並び建っていた。いずれも廃はい墟きよと化しており、コンクリート製の白い肌をした建物である。長い年月を放置されて朽くち果ててしまったようだった。そんな廃墟の上空には、人ひと喰くいの魚群が渦を巻くように泳ぎ回っている。

　暗黒に閉ざされた不気味なビル群。それを見下ろし、ミレイアが言った。

《……すごお！　こんなところに、街があったんか！》

　ミレイアが言う通り、黒の森シユバルツバルトの中に街並みが存在しているのだ。ただし、そこで人々が生活を営んでいるはずもなく、無人のゴーストタウンとして静まり返っている街である。かつては人々が暮らしていたが、放棄された街。見た限りではそんな印象だった。

　廃墟の街並みを見つけたアニカが早速、目を輝かがやかせていた。

「本当にすごい発見よ！　黒の森シユバルツバルトの中に、やっぱり遺い跡せきはあったんじゃないのよ！」

　歩くのに疲れた顔をしていたアニカは、急に元気になって身を乗り出す。

　アニカはクローニの横に並び立ち、キャイキャイと歓喜の声を上げた。

「すごいわすごいわ！　まさか街丸ごと１つ分の遺跡が見つかるなんて大発見！　見たところ、２０３０年代の建築物のようね！　これだけの遺跡がまだ手つかずでいるなら、どんな大発見があってもおかしくないわ！　わわ、わっ！　行くの楽しみすぎ！」

　アニカはゴーグルのズーム機き能のうを使って、街の全体像をひとしきり観かん察さつする。

　はしゃいでいるアニカを横目に見ながら、真ま無なが優ゆう雅がに腕を組んで言った。

「これで、教会が森の中に遺跡を発見していたんじゃないかという説が信しん憑ぴよう性せいを増したわね」

《真無は、教会がこの遺跡をすでに発見しているんじゃないかって言ってたな》

《えー。じゃあこの遺跡って、うちらが１番乗りで見つけたわけじゃないってことなん？》

《さあ。いずれにせよ、森の中に遺跡が眠っている可能性は、私達が来る前から予想されていたことです。ここから先はプロの情報発掘屋データハンターであるアニカちゃんにお任せしましょうか！》

「任せなさいよ！　ほらほらアンタ達、さっさと行くわよ！　お宝が眠っているわ！　今ならアニメ最新話や、まだ見ぬ神絵師様のイラストデータとか、たくさんなんでも取り放題なのよ！」

《ああ！　アニカちゃん！　興こう奮ふんしている姿がまたなんと愛らしいのでしょう！》

「きもいこと言ってんじゃないわよ！　とにかく遺跡の調ちよう査さは早い者勝ちでしょ！」

　勇み足で飛び出していったアニカを、幸せそうなクローニが追いかけていった。

　名な薙なぎ達はもう一度だけ、暗くら闇やみの中に放棄されたゴーストタウンを見渡した。

　ふと、ミレイアが呟つぶやくのが聞こえた。

《……でも、なんか変やな》

　その発言が気になった名薙は、ミレイアに尋たずねる。

《変って、どういうこと？》

《うーん。噂うわさと現実が合致していないというか……》

　ミレイアは思っていたことを口にする。

《この森って確たしか、入ったら２度と外へ出て来られないって噂される、帰らずの森やん。以前に森の調ちよう査さに来た騎き士し団だんは、ほぼ壊かい滅めつ。生存者も数少ないって聞いてる。それなのにうちら、まだピンピンしてるやん。普通にこのまま森から出られちゃいそうやし。おまけにこんな簡かん単たんに遺い跡せきまで発見できてるし。思ってたのと話が違うっていうかなんというか……》

《あー。……確かに言われてみるとおかしいかもな》

《あ、いや！　こうしてピンピンできてるのが悪いって言ってるんやないで！》

「……」

　ミレイアと名薙のやり取りを聞いていた真ま無なは、自らの顎あごを指先で軽く摘つまんだ。

　少し考え込んでから、真無は嘆息と共に言った。

「……いずれにせよ。目標のＧＰＳ座業は、このゴーストタウンの中心部を指しているわ。最短ルートで黒の森シユバルツバルトを抜けるためにも、この街を突っ切るしかないわね」

　そう言って真無は、アニカとクローニの去っていった方向へ向かう。

　名薙とミレイア、そして藤ふじ埜のも、今はその背中に続いて歩くしかなかった。
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　赤外線暗視装置サーマルビジヨンの白黒の視界の中に、明かり１つ灯ともらない無人の街並みが映り込んでいた。

　縦じゆう横おう無む尽じんに敷しかれたアスファルトの道路はボロボロにひび割れ、裂け目から草花が伸び放題の状況である。それどころか道路の真ん中や、建物を突き抜けるような格好で生はえている針しん葉よう樹じゆの姿も見受けられた。

「……酷ひどい荒れようね。いったい何年くらい放置されてるのかしら」

　傾いた信しん号ごう機きや道路標ひよう識しきの下を抜け、古びた飲み屋の看板の数々を見上げながら歩き続ける。

　名薙達は徐々に、目標の座標位置へと近づいてきていた。

　あちこち珍しい施設を見つけては「寄り道したいよぉ！」と駄だ々だをこねるアニカを窘たしなめ、名薙達はとにかく最初に、目標座標のポイントになにがあるのかを確かめることにしていた。

　繁はん華か街がいの跡地を抜けた先に、片側３車しや線せんの大通りに辿たどり着いた時だった。

　ミレイアが周囲の様よう子すを確かく認にんしながら言った。

《え～っと。この通りを真まっ直すぐ行ったところにあるみたいやで、目標地点》

《あと３００メートルくらいで、北ほく緯い34度４分。東とう経けい１３６度２分に到着ですね》

　視界隅に表示させていた座標表示を確認しながら、クローニも呟つぶやいた。

　大通りの両りよう端たんには、背の高い廃ビルが建ち並んでいた。元はオフィス街であったのであろう街並みだった。ガラス張りであったはずのシルエットは、もはや鉄骨の骨組みだけでできた墓標のようになっていた。割れて粉末状と化したガラスが地面に散らばっており、名な薙なぎ達が進む大通りは、踏みしめる度たびにジャリジャリと音を鳴らしている。

　全員が無言でガラス片の上を踏みしめていると、ふと先頭を歩いていたクローニが立ち止まる。クローニは右手のひらを見せるジェスチャーで、後続の名薙達の歩みを制止する。

《……待って。なにかいます》

《！》

　そう言うとクローニは、油断なくＸＭー９ライフルの銃口を通りの向こうへ構えた。

　名薙達が歩みを止めると、確たしかに前方から、微かすかな音が聞こえてきていた。

　……クチャクチャ……クチャクチャ……

　ガラス片を踏む音に紛れて気がつかなかったが、それは紛れもなく名薙達の一団とは別の音源から発せられているものである。

　名薙達は足音を殺し、気け配はいを隠す。

　前進する足には自然と力がこもり、音源へ近づく足取りは重々しくなった。

　……いったい音の原因はなんなのか。こんな得え体たいの知れない暗黒の森で発せられている音である。ロクなものではないはずだ。イヤな予感は振り払えない。

　白黒の視界の向こう。暗くら闇やみの中に、２つの人ひと影かげが見えてくる。

　その姿が鮮せん明めいに見えたところで、名薙達は絶句してしまう。

《……なんだコイツは！》

　暗闇の中で────血肉を貪むさぼる〝人〟の姿が見えた。

　何かの間違いであって欲しいと思いはしたものの、目前の光景はそれ以外に解釈しようがない。狂人のように白目を剝むいた、無毛の顔の男である。この闇の中、懸けん命めいになにかの死体に嚙かみ付き、色白い口の回りを血まみれにしている。死肉を喰くらっているのだ。

　藤ふじ埜のがＰＡメサイアの背後に隠れ、フードマントの端を固く握る。

「名薙君、あれって……！」

《コイツが喰ってるのって……！》

　死肉を喰らっている男。その嚙みついている凄せい惨さんな肉塊は、人間であった。

　腹部から下はほとんど嚙み千切られているが、胸部より上はまだ、人の姿を保っている。苦く悶もんの表情で息絶えていることから察するに、生きたまま喰われたのか。

《そんな……あの食べられている人、教会の基地で捕まっていた人ですよ！》

　悲鳴に近いミレイアの言葉で、名な薙なぎも思い出した。死体となって食べられているのは、聖せい堂どう騎き士し団だんに基地へ連行された時、黒の森シユバルツバルトへ連れていかれた人々の中にいた男だ。

《人が人を……〝喰くってる〟のかよ！》

　衝しよう撃げき的てきな光景に出くわした名薙達は、愕がく然ぜんとその場に立ち尽くしてしまう。

　すると死肉を喰らっていた男は、名薙達の存在に気が付いた。

　齧かじりついていた死体を手放すと、その場でゆっくりと立ち上がる。

　立ち上がったその身体からだは、長身だった。体長３メートルはありそうな背丈であり、手脚が異様に長いのである。その身体は────機き械かい仕掛けだ。衣服のように見えた黒いシルエットは、実際には鋼はがねのパーツで形作られた身体だった。長い影かげ法ぼう師しのような身体の頭部に、色白い人間の頭だけが取りつけられていた。

「ウソでしょ！　金属の身体ってことはコイツ、じゃあもしかしてマモノなの!?」

《でも頭は人間だぞ！》

　マモノは、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん中ちゆうに天使アイオーンによって作られた生物兵器バイオ・ウエポンである。脳を持たず、天使アイオーンと同じく、体内中を流れる血液がＤＮＡコンピュータとなっている生物だ。全身を金属の表皮で覆おおわれており、動物を補食することで生存している〝生きたコンピュータ〟である。

　しかし、その身体の一部に人間の頭部が結合されていることなどなかった。

《データベースにもない新種ですか……とりあえず邪魔ですから排除しますよ！》

　クローニは立ちはだかるマモノのような人間に向かって発砲する。

　連続で吐き出された銃弾は、容赦なくマモノ人間の身体を撃うち砕いて破は壊かいした。火花を散らす傷口から血ち飛沫しぶきを上げ、マモノ人間はその場で跪ひざまずいた。

　マモノ人間は甲かん高だかい雄お叫たけびを上げる。

　そのけたたましい叫び声は大気を震ふるわせ、暗黒の廃はい墟きよに響ひびき渡った。

《～っ！　なんてバカでかい声なんや！》

《……なんですか、この動体反応の量は！》

　クローニの発言を聞き逃さず、名薙は【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを立ち上げる。

　周囲の動体を感知して、視界に動体の位置情報を表示するアプリである。

　そのアプリを立ち上げた途と端たん、周囲の建物の中や名薙達の背後に、無数の人ひと影かげの反応が現れ始めていた。反応が〝現れ始めた〟ということはつまり、今まで暗くら闇やみの中で身動きを取らず、ずっと〝潜ひそんでいたなにか〟がいることを意味する。

　名薙達が来た道の方角から、背の高いシルエットが次々と見えてきている。

《た、隊長！　もしかしてこの反応！　全部あのマモノ人間の仲間なんやないの！》

《この街全体がコイツ等らの巣でしたか！　やっばいですねー、逃げますよ！》

　クローニに言われ、一同は駆け出した。

　マモノ人間達は背後から押し寄せてきているため、逃げる方角は目標座標の方角である。

　クローニとミレイアは、後ろ歩きをしながら背後に向かって援えん護ご射しや撃げきを行う。

　そうして生身のアニカ達が逃げ切る時間を稼かせごうというのだ。

《弾薬に限りがあります！　長く保もたないので、どこか隠れる場所を探してください！》

《ひえぇ～！　隊長、敵の数が多すぎやで！》

　マモノ人間達は走ることができるようで、クローニとミレイアの防ぼう衛えいラインまで素す早ばやく駆け寄ってくる。

　ミレイアが撃うち漏らしたマモノ人間を────すかさずＰＡメサイアが斬きり伏せた。

　上下を両断され、火花と共に血ち飛沫しぶきを散らして倒れるマモノ人間。

　返り血を装甲に浴びながら、ミレイアが歓喜の声を上げた。

《ナナギくん！》

《神父とミレイアは後退して援えん護ごしてください！　オレの機き体たいなら弾薬切れの心配はありませんから、オレが前ぜん線せんで戦います！》

《……神父ではなく隊長です！　良いでしょう！》

　名な薙なぎの提案を素直に了承し、クローニとミレイアもアニカ達と一いつ緒しよに通りの向こうへ駆けていった。名薙も後退しながら、近づいてくるマモノ人間を斬り伏せる。フードマントの合間から小型急加速器シヨツト・バーニアが圧あつ縮しゆく空気を吐き出す度たびに、ＰＡメサイアは短たん距きよ離りを瞬しゆん間かん移動しているかのような、異常な高速で動き回る。迫りくるマモノ人間の群れを、次々と血肉混じりの鉄塊に変えながら、名な薙なぎは防衛ラインを維持し続けた。
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　鬼神の如ごとき名薙の活かつ躍やくに、ミレイアが冷や汗混じりに呟つぶやく。

《やっぱりナナギくん、強すぎやで……何者なん、あの人は！》

《……本当、何者なんでしょうねえ。私も教えて欲しいですよ》

　名薙が討うち損じた敵を撃ち殺しながら、クローニはしみじみと呟いた。

《……剣１本で戦局を変えますか。まるで本物の剣けん聖せい……救世主の後継者だ。とりあえず、ナナギさん１人でも、うちの小隊分以上の働きはできちゃいそうですね、ははは》

　自らを皮肉るような発言をするクローニの背後で、アニカの喚わめく声が聞こえた。

「見て！　あの建物！　逃げ込めそうよ！」

　アニカが指差す先には、分厚いコンクリートの防ぼう壁へきに覆おおわれた、一際巨大なビルが建っていた。防壁はマモノ人間達の背丈よりも高く、簡かん単たんには侵入できそうもない大きさだった。

　入り口は鉄格子の扉になっており、人が滑り込めそうな程度に開いている。

《決まりのようですね》

　クローニの言葉を耳にしながら、アニカは息切れしていた藤ふじ埜のの手を引いてやる。そして、その鉄格子扉の向こうへ駆け込んだ。遅れて真ま無なも、建物の敷しき地ち内ないへと入っていく。

　クローニとミレイアも鉄格子の隙すき間まから敷地内へ侵入する。

　そしてすぐに振り向くと、ＰＡメサイアが応戦中のマモノ人間に向かって援護射しや撃げきを行った。クローニ達が放った銃弾は、ＰＡメサイアの応戦相手を横殴りに撃ち抜き、動かぬクズ鉄に変える。

　そのおかげで手て空すきになったＰＡメサイアは、急いで鉄格子扉の隙すき間まから敷しき地ち内ないへ飛び込んだ。

　ＰＡメサイアが逃げ切ったところで、クローニとミレイアは鉄格子の扉を閉ざして錠じよう前まえをかける。

　行く手を阻はばまれたマモノ人間達は、恨うらめしそうな雄お叫たけびを上げながら、鉄格子の扉を揺すって暴あばれていた。

　そのおぞましい光景を尻しり目めに、名薙達は敷地内の奥へと駆け続ける。

《ところで気がついてますか、ナナギさん》

　敷地内に聳そびえる高層ビル。その寂れたエントランスの前に辿たどり着いたところで、クローニは名薙に尋たずねた。

《この建物が建っている座標が、北ほく緯い34度４分。東とう経けい１３６度２分。……偶然なのやら必然なのやら。どうやらこのビルこそが、我々の目的地だったようです》

《ここが……！》

　名薙は立ち止まり、目前に聳えている廃はい墟きよビルを見上げた。

　白黒の視界の中に佇たたずむ巨塔のようなビルは、その場で静かに息づいているような存在感すら感じさせた。遥はるか上空には、マモノの魚群がビルの上空を巡回しているかのように泳いでいる。ただならぬ不吉さを漂わせているビルは、今にも名薙の頭上から倒れかかってきそうな不安感を抱かせた。

　ガラス壁へきが砕けて吹き抜けとなっているエントランスへ、クローニは躊躇ためらいなく歩いていく。

《は、入っちゃうんか、隊長！　この気持ち悪い廃はい墟きよビルに!?》

《はは。どのみち、あのよくわからんマモノ連中に囲まれているわけですから。逃げ道を探すには、このビルを上って、高所から周辺偵察するしかありません。偵察カメラもないですし》

　軽く言いながらクローニは、搭乗しているＰＡミリガスの肩を器用に竦すくめて見せた。

　そのクローニの発言を聞き、アニカも苦笑して後に続いた。

「まったく。大ピンチだっていうのに、吞のん気きに遺い跡せき調ちよう査さすることに変わりはないなんて。変な状況よね。私は全然ＯＫなんだけどね！　まずはこのビルの電源系統を調しらべましょう！」

《ええっと、皆さん元気そうやな。胆きもが据わりすぎなん違う……？》

「あら。ＰＡミリガスに乗っているミレイアが、生身で丸腰の私達より及び腰じゃ困るわね」

《ふみゅう。待ってぇな、マナさん》

　続々とビル内に歩み入っていく一同の背中を見守りながら、名な薙なぎは苦笑してしまう。

　ふと、ＰＡメサイアの背後で不安そうにフードマントを引っ張っている藤ふじ埜のに気づいた。

《……藤埜。大丈夫か》

　藤埜の表情は青ざめていた。

　藤埜は、アニカや真ま無なのような図太い神経をしているわけではないだろう。記き憶おくが曖あい昧まいな状況で、さっきの人ひと喰くい人に遭遇して襲おそわれたのだ。ショックを受けていてもおかしくない。

　藤埜は震ふるえる唇で、たどたどしく名薙へ言った。

「名薙君……私、すごく怖い」

《無理もないさ。あんなグロテスクな連中に襲おそわれたばっかりなんだからさ》

「違うの、そうじゃないの……！」

《？》

　藤埜の否定の言葉に、名薙は怪け訝げんな顔をしてしまう。

　ＰＡメサイアのマントの端を握る藤埜の小さな腕は、恐怖に震ふるえていた。

　血の気のない顔色で、藤埜は名薙に言った。

「私……この場所を知っている気がするの……」
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　無人のエントランスは閑散としていた。

　入ってすぐの場所は２階部分まで吹き抜けになっており、高い天てん井じようが開放的であった。しかし清せい潔けつではない。フローリングのひび割れた隙すき間まからは雑草が生はえ出ており、応接用のソファや灰皿が乱雑に床の上を転がっている。

《相変わらず、こんな暗くら闇やみの中でどうして植物が育つんだろうな》

　足下に生えている草を踏みしめ、名な薙なぎは受付スペースの前に立つ。近くの支柱にはデカデカとポスターが貼はられており、そこにはこのビルの社名らしきものが記載されていた。

《……ここって！》

「ヘレネス製せい薬やくのビルだったみたいね」

　名薙の言葉を補完するように、傍そばにいた真ま無なが呟つぶやいた。

　２人の口にした名前がピンとこないアニカは、不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

「なに、その聞いたこともない製薬会社」

《……オレ達がいた時代に存在してた、大手の製薬会社だよ。テレビでもよく風か邪ぜ薬ぐすりのＣＭをやってたっけ。こんなところで、オレ達の時代の会社名を目にするとは思ってなかった》

「確たしかヘレネス製薬は、科か学がく未み来らい博はくでもブースを出展していたわね」

《え……そうだっけ？》

　覚えがない名薙に呆あきれ、真無は嘆息した。

「全く。社会科見学を人一倍楽しんでいた名薙君のくせに、製薬会社の出展物には興きよう味みなかったみたいね。私は１人で行動していた時に、軽くブースの出展を見てたのよ」

《１人で行動って、お前がオレ達の班から離はなれてアイスクリーム食べてた時のことかよ！》

「マナって、この時代に来る前からそんな感じだったわけなのね……」

「そんな感じって、どういう感じのことかしら」

　ジト目で呆れているアニカを、同じようなジト目で真無は見返す。

　真無は咳せき払ばらいをし、そして神妙な面持ちで続けた。

「ヘレネス製せい薬やくが出展していた出し物は、〝ガンの分子標的治ち療りよう〟に関するものだったわ」

《……おいおい、それって》

「ベイゼル総理の話では、確たしか天使アイオーンが誕たん生じようするキッカケになったとされる研究よね。このヘレネス製薬のビルが、ソフィア文書に書かれた座標の場所であるわけだけど……なにか関係があるのかしら」

　真無の話を聞き終えた時、遠くからクローニが呼びかける声がした。

《こっちです。上の階へ行けそうな階段を発見しましたよ、皆さん》

　クローニは非常口の扉を開け放っており、そこを指差していた。

　上階へ続くエスカレータや階段は崩れ落ちて使えなくなっていたから、上の階へ行く手段は、クローニが見つけた場所以外になさそうだった。

《よろしい。上の階には私とミレイアさんが向かうことにしましょう。建物内に巣くっているマモノに遭遇しないとも限りません。ＰＡミリガスに乗っている私達が行くのがベストです。ついでに逃げ道を探すための偵察もします。ナナギさんはここで、私の美少女達を守るのです》

《わ、私の美少女達って……とりあえずはわかりました》

　名な薙なぎが了承すると、クローニとミレイアが非常階段の方へ向かっていく。

　エントランスに残されたのは、名薙とアニカ。そして真ま無なと藤ふじ埜のの４人となった。

　名薙はエントランスの向こうから、先程のマモノ人間達が現れないかを警けい戒かいした。

　手て空すきになったアニカや真無は、フラフラと周辺を見て回る。真無は興きよう味みの趣おもむくままに。アニカは情報発掘屋データハンターの性さがか、受付に置いてあったＰＣ端末をニヤニヤしながら調しらべ始めていた。

　それぞれの行動を見守りながら、名薙は背筋が冷たくなる。

《……あれ？　藤埜はどこへ行ったんだ？》

　藤埜の姿だけが忽こつ然ぜんと消えていた。

　無む線せん越ごしの名薙の言葉が聞こえたのだろう。アニカと真無も、周囲に藤埜の姿を捜し始めた。

　そしてアニカが、エントランスの１点を指差した。

「ちょっと、アレ！」

　アニカの指差す先は、エレベータホールだった。

　藤埜は虚うつろな眼まな差ざしになっており、ボンヤリとエレベータを待っている様よう子すだった。

　しかし無む論ろんのこと、エレベータは電源が通っていないため動いていない。

《……なにしてるんだ、藤埜？》

　心配になった名薙は、藤埜へ歩み寄った。

　藤埜が佇たたずんでいるのは、扉が開け放たれたまま放置されている、エレベータシャフトへの入り口である。そこにエレベータは止まっておらず、地下階へ続く深い穴が開いているだけだ。

《藤埜、そんなところに立っていたら危な────》

　────飛び降りた。

《おい、藤埜！》

　エレベータシャフトの中へ倒れ込むように、藤埜はその身を、深しん淵えんの底へ投げ込んだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ！」

「藤埜さん！」

　名薙だけではない。

　アニカも真無も、血の気が失うせた蒼そう白はくな顔でエレベータホールへ駆けつけた。

　３人で藤埜が飛び込んだエレベータシャフトを覗のぞき込む。

　眼がん下かは……かなり深い穴になっている。赤外線暗視装置サーマルビジヨンを使用しても最奥部が見えない。

《藤埜！　藤埜おおお！》

　懸けん命めいに呼びかけるが、エレベータシャフト内には名薙達の声が虚むなしく反はん響きようするだけである。

　……飛び降りた藤埜からの返事はなかった。

　名薙の隣となりで、同じようにシャフト内を覗き込んでいたアニカが歯は嚙がみする。

「まずいわ、この高さ！　どれだけ深いのかわからないけど、こんなところに落ちたら、骨折なんてくらいじゃ……！」

「打ち所が悪くなくても、即死の可能性があるわね」

《……サラッと言うなよ！》

「私だってこんなこと言いたくはないけど、状況を考察すれば間違ってないと思うけど」

　冷ややかに言う真ま無なだったが、その表情は緊きん迫ぱくしている様よう子すだった。

　名な薙なぎはいてもたってもいられなくなる。

《オレが降りて見てくるよ！》

　アニカと真無は顔を見合わせてから、そう提案する名薙へ答えた。

「私達も一いつ緒しよに、ナナギに付いてくわ」




　　　　▼▼▼




　エレベータシャフトの壁へき面めんには、メンテナンス員が上り下りするための梯はし子ごが備えつけられていた。作業用ロボットが上り下りするための大型の梯子も存在しており、ＰＡメサイアはそれを使って、下の階層まで降りていくことになった。

　名薙達はシャフト内の下を覗き込みながら、梯子を下って地下へ潜せん行こうしていく。

　天高くまで吹き抜けとなったエレベーターシャフトは、内部の音をよく反響した。

　どこかから吹き込む風の唸うなりが、耳元で不気味な音を奏でて消えていく。エレベータは地下深くまで続いているらしく、梯子を下りてもなかなか最奥部が見えてこなかった。

「……こんなに深い場所へ落ちたんじゃ、藤埜さんはたぶん……」

　言いづらそうに呟つぶやく真無の声が、否応なくシャフト内では反はん響きようして大きく聞こえた。

　真無の予想していることは、名薙にだってとっくに予想できている。しかし胸中では肯定できても、自分の目で確たしかめるまで、諦あきらめたくない気持ちがあった。

　やがて赤外線暗視装置サーマルビジヨンの視界の中に、奈な落らくの底のようなシャフト底部が見えてくる。そこには、どこかから剝はがれ落ちてきたと思われる鉄板や、金属塊が積つみ重なっているだけだった。

　……藤ふじ埜のの姿は見受けられない。

《藤埜、どこだ！》

　名薙が呼びかけてみても、返事はない。

　あるのは物言わぬ瓦が礫れきの骸むくろと鉄塊だけである。

　名薙達はシャフトの底に積もった瓦礫の上に足を下ろした。踏みしめることができる程度には強度があるらしく、足がはまって抜けなくなることはなかった。

《オレ達が乗っても大丈夫ってことは、この瓦礫の隙すき間まに潜もぐり込んでしまってる可能性はなさそうだな……じゃあまさか落ちてきた藤埜が、ここからどこかへ行ったっていうのかよ》

　１階のエントランスから名薙達が降りてきたエレベータシャフトの底部まで、およそ30メートル以上はあったのだ。そこに生身の藤埜が落ちて、この瓦礫の地面に激げき突とつした。

　普通に考えれば助かるはずなどない。

　仮に助かったとしても、真ま無なが言う通り無傷では済まない高さだ。

「周りには血の痕あともないわね。どうなってんの、これ……」

《藤ふじ埜のはどこへ消えたんだ！》

「名な薙なぎ君、アニカ。アレを見て」

　真無がシャフトの隅を指差し、名薙とアニカへ注目するように声をかける。

　見れば、瓦が礫れきと壁かべの合間に人が通れそうな隙すき間まが空いている。その向こうにはエレベータの地下階の扉が見えており、開け放たれている様よう子すだった。つまりこの瓦礫に埋もれている扉を抜ければ、その先にある地下フロアへ出ることができそうである。

　にわかには信じられない思いだったが、名薙は呟つぶやいた。

《……まさかとは思うけど。落ちた藤埜は、ここから地下フロアへ進んでいったのか》

「そんな、ウソでしょ！」

　アニカもその想像はしていたのだろう。だがその想像を自ら否定するように喚わめく。

「だってこの高さから落ちたのよ！　怪け我がして動き回れるはずなんてないわよ！」

「けれど、この場に藤埜さんの姿は見受けられないわね。少なくともこの場にいないのは事実。だとしたら、ここから行き来できるどこかにいる可能性の方が高いと思うけど」

「それはまあ……そうだけど……！」

　言いながら気味が悪いと思っているのだろう、アニカは青ざめていた。

　名薙はＰＡメサイアの腕力を発揮し、瓦礫をどかし始める。そして埋もれていたエレベータ扉を通れる程度に片づけると、そこから地下フロアへ侵入した。

　地下フロアに出た先は、遠くまで続く長い廊下になっている。赤外線暗視装置サーマルビジヨンの視界でも、床がリノリウムになっているのは、見た目の質感からなんとなくわかった。

　名な薙なぎのＰＡメサイアに続いて、アニカと真無も地下フロアへやってくる。

　廊下の遠く向こうへ目を向けてみる。

　廊下はあまりにも長くて、突き当たりは見えないくらい遠くにあるようだった。

《……本当に、藤埜がこんなところに来たと思うか？》

「わからないわね。でも近くに見当たらない以上、捜してみるしかないと思うけど？」

《って、おい！　真無！》

　躊ちゆう躇ちよもせずに闇やみの奥へ向かって歩み出す真無。「どうかした？」と、悠然と名薙を振り返って尋たずねてくる程の余裕である。異様な状況と、不気味な雰囲気の地下フロアに、名薙は萎い縮しゆくしていた。だが真無の逞たくましさを見ていると、名薙は自分が臆おく病びようすぎる気さえしてしまう。

　観かん念ねんして、名薙とアニカも地下フロアへ歩み入ることにした。

　その前に名薙は、喉のど元もとのＰＱＣピクシーをいじってみた。

《……うーん。駄だ目めだ。神父やミレイア達と通信はできないみたいだ。この森の中では、短たん距きよ離り間かんでしか無む線せんは繫つながらないんだって聞いてはいたけど》

「単純に地下の電波状況が悪いとか、そういう事情かもしれないわよ」

　別行動中の隊長達に事情を説明しておきたいのは山々だったが、仕方なく名な薙なぎ達は、先に藤ふじ埜のの行方ゆくえを捜すことにする。

　すぐ近くに見えてきた案内板には、このフロアの名前が記載されていた。

　────統括区。

　なにを統括しているのかは不明だが、そういう場所であるらしい。

　ＰＡメサイアを先頭にし、アニカと真無はその背後から警けい戒かいしつつ廊下を進む。

　廊下は幅広くて、人間が６人程並んでも余裕を持って歩けそうな広さであった。その幅広い廊下のところどころに扉が備えつけられており、無数の小こ部べ屋やが点在しているようだった。

　小部屋のそれぞれには、その部屋の主と思わしき名前の書かれたネームプレートがある。

《ドクター・ヒロサキ＝ジュンタ……ドクター・マイク＝アンダーソン……。なんだこれ、どこの部屋も学者の研究室かなにかか？》

　名薙の言葉に同意したアニカが、喉元のタッチパネルを操そう作さしながら答えた。

「見たところ、学者達が詰めていた区画みたいね。名前をデータベース検索しても出てこないから、それ程には有名じゃない人達だったのかもね」

　アニカは、ふと部屋の１つの前で立ち止まった。

「ちょっと待って。良いもの見つけたわ」

《良いもの？》

　ニヤリと微笑ほほえむと、アニカは目前の部屋の扉を指差した。そこには「制御室」と書いてある。

　アニカは分厚いその扉に歩み寄ると、壁かべから生はえている制御パネルを観かん察さつし始める。

「……20年式の電動式機き械かいロックか。面めん倒どうだけど開けるには電源入れてパスワード解除するしかないわね。ちょっと待ってて、今扉を開けるわ」

　そう言うとアニカは、制御パネルを手際良く分解し、電源スロットルに手持ちの小型燃ねん料りようカードを挿入した。するとパネルに電源が灯ともり、液晶に「LOCK」の文字が表示される。

　首のＰＱＣピクシーから巻まき線せん式のワイヤーコネクタを引っ張り出すと、アニカはそれを制御パネルに接続した。そしてナップザックから折り畳み式のキーボードを取り出し、制御パネルのハッキングを始める。

「……しょぼい氷アイスね。こんなの溶かすのに10秒もかからないわ」

《アイス？》

「インターフェース・セキュリティ。略してＩＳアイス。ようするに侵入防止プログラムのことよ。この制御パネルのセキュリティソフトはＲＳＡ暗号の系統みたいだから、突破は楽勝ね。量子暗号化されてたら厄やつ介かいだったけど、２０２０年はまだ量子暗号技術の明めい瞭りよう期きだしね。このコンピュータは旧型だから、まだ導どう入にゆうされてないみたい。……ほい、ハック完了！」

　ピッという受付音の後に、制御パネルの液晶表示が「OPEN」の文字を表示する。途と端たん、分厚い扉のロックが外れる重々しい音がして、扉は開閉可能な状態になった。

　あっという間にハッキングして扉を解かい錠じようしたアニカは、その扉を開けて言った。

「ＰＡメサイアにぶっ壊こわしてもらっても良かったんだけど、この制御室のコンピュータを立ち上げた時に、セキュリティシステムが扉が破は壊かいされているのを検知しちゃうと厄やつ介かいだったからね。手間だけど正攻法でいかせてもらったわ。さ、入りましょう」

　そう言ってアニカは、扉の奥へ名な薙なぎと真ま無なを誘う。

　名薙と真無は、意外そうな口く調ちようで尋たずねた。

「……もしかしてアニカって、ただの口が悪い生意気な年下ってだけじゃなくて……」

《……すごい技術を持った奴やつだったのか？》

「ちょっとなんなのよ、アンタ達！　いったい今まで私をなんだと思ってたわけ！」

《い、いやいや。情報発掘屋データハンターっていう話は聞いてたんだけどさ》

　名薙は苦笑して誤ご魔ま化かす。

　いつも会う度たびにアニメの話や漫画の話ばかりをしているアニカの印象が強くて、名薙はすっかり忘れてしまっていた。しかしよくよく考えてみれば、アニカは初めて会った時、あの剣けん聖せいゼインに指名までされて雇われていた情報発掘屋データハンターなのだ。今回の黒の森シユバルツバルトの調ちよう査さ活動にも、総理大臣から指名されて同伴しているではないか。

　今さらながら、名薙は色々と見過ごせない事実に気づき始めた。

《……なあ、アニカ。アニカって、実はとんでもなく有名な情報発掘屋データハンターだったりするの？》

「え？　私が？」

　アニカは自分を指差しながら、少し照れたように身をくねらせて答える。

「ゆ、有名な情報発掘屋データハンターってことはないんじゃないかな。……でもネットの世界では、ちょっとした〝あだ名〟くらいはあるけど」

《あだ名？》

「べ、別にそんなの良いでしょ！　とにかく制御室に行くわよ」

　口では誤ご魔ま化かしながらも、アニカは露ろ骨こつに嬉うれしそうな顔をしていた。名薙に褒ほめられたのが嬉しかったのだろう。照れ笑いを隠せぬまま、アニカは制御室の中を物色し始めた。

　アニカは制御室の壁へき面めんに電源スロットルを発見し、ナップザックの中に放り込んでいた辞書サイズの燃ねん料りようカードを挿入した。すると制御室の各コンピュータ端末に電源が灯ともり、次々とＯＳの起動画面がモニターへ表示されていく。

「まだ生きてる端末がいくつかあるみたいね。思惑通り」

「こんなところでコンピュータを見つけて、どうするつもり？」

　真無に尋たずねられたアニカは、得意気に小さな胸を張って答えた。

「こういう遺い跡せきには、当然ながらセキュリティインフラが存在するわ。どこに誰だれがいて、妙なことをしていないか監かん視しするシステムよ。フジノって子がこの区画にいるなら、セキュリティシステムが居場所を感知してくれるはず。わざわざ歩き回って捜すより効率的でしょ」

《そりゃすごいアイディアじゃないか、アニカ！》

「フフン。もっと褒ほめなさいよ」

　アニカは明かりの灯ったモニターの前に陣取り、折り畳み式のキーボードを繫つなげて操そう作さを始める。生きているセキュリティシステムを起動させ、自分達が今いる区画内の様よう子すを探り始めた。埃ほこりを被かぶった監視カメラの映像を確かく認にんしたり、動体反応を調しらべ、アニカは藤ふじ埜のの痕こん跡せきを懸けん命めいに探した。

「……!?」

　アニカの表情が、露骨な驚おどろきによって呆ほうけた。

「ウソでしょ……信じられない！」

《なにか見つけたの？》

　アニカはモニターの汚れを拭ぬぐいながら、そこに区画のフロアマップを表示させた。

　その１点を指差し、頓とん狂きような声色で言う。

「このフロア、部分的に電源系統が生きてるエリアがあるじゃない！」

　名な薙なぎと真ま無なは、アニカの発言に眉まゆをひそめる。

「……ここって、今は人に使われていない廃はい墟きよでしょ。そんなことあり得るの？」

　真無に尋ねられたアニカは、ブンブンと首を左右に振って見せた。

「普通なら考えられないわよ。発電施設が備えられていたとしても、この建物は何十年も前に遺い棄きされているはずだし。そんな長期間に亘わたって稼働する電源なんてないわ」

　アニカの指差すフロアマップには、各部へ屋やのコンピュータとの通信状況が表示されていた。確たしかに、アニカが指差す部屋のコンピュータだけは「ONLINE」の表示になっており、稼働しているようだった。通信ができるということは、電気が通っていて動いているということだ。

　そこは、このフロアでも一際大きな部屋である。

《……植物管理室？》

　怪け訝げんそうな口く調ちようで、名薙はその部屋の名前を読み上げた。

　その名称でなにかに気がついたのか。アニカはハッとした。

「……もしかしてこれって、〝燃ねん料りようプラントシステム〟なわけ！」

《燃料プラントシステム？》

　アニカは腕を組み、モニターを睨にらみながらブツブツと独り言に耽ふけり始める。そうしてしばらく考え込んだ後、名薙と真無に向き直って言った。

「……考えていても仕方ないわね。実際に確かく認にんしに行ってみましょう。他ほかの部屋は全部の扉がロックされていて入れないし、フジノって子が行ける場所があるとすれば、この植物管理室っていうところ以外にないわ」

　アニカはコンピュータ端末から、建物のマップデータなどを手早くダウンロードする。

　その情報を名な薙なぎや真ま無なのＰＱＣピクシーでも共有し、視界の隅に地図を表示させた。
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　暗い廊下を進み続けると、目の前が急に明るくなった。

　行く手には半開きになった隔かく壁へき扉とびらが現れ、その開いた向こうの室内から、眩まばゆい光が漏れ出ていたのである。名薙達は赤外線暗視装置サーマルビジヨンを解除した。

「……光？」

　扉の開いた隙すき間まから室内へ滑り込み、名薙達は目前の眩い景色けしきに目を細めてしまった。

　高い天てん井じようで、無数の人工照明が眩く輝かがやいている。燦さん々さんと光を発するそれは、太陽光のように鮮せん烈れつで、暗くら闇やみに慣なれていた名薙達の眼めを痛くさせた。

　室内の四方には人工の小川が流れており、せせらぎの音が心地ここちよい。その小川に取り囲まれた浮島のようなスペースには、土が盛られている。そこで栽培されている色取り取りの花々は、瑞みず々みずしさを保ったまま放棄されていた。

《……なんだよ、ここ。まるで屋内植物園だ》

「間違いないわ。燃料プラントシステムね」

　アニカは室内に歩み入り、花々の咲き乱れる中心へと足を進めた。

「前に名薙も見たことあるはずよ。東とう京きようの科学技術省の庁舎敷しき地ち内ないに、リラクゼーションエリアっていうのがあったでしょう。あそこでも、こんなふうにたくさんの植物が人工的に育てられていたわよね。名薙が見たアレも、ここと同じなのよ」

　名薙は２週間前のことを思い出す。

　真無の家が天使アイオーンに焼かれて住処すみかがなくなった際、名薙達は一時的に、科学技術省の宿泊施設で寝泊まりしたことがあるのだ。そこには確たしかに、アニカの言うような施設があった。

　アニカは、花々に混じって地面に設置されている、機き械かいを指差して言った。

「燃ねん料りようプラントシステムは文字通り、燃料を精製するシステムのことよ。燃料さえあれば、燃料電池部品を搭載した電子機器は、自ら発電することで駆動し続けることができるわ。電子器機を動かす燃料となる、特殊なバイオエタノールを、この花園に植えられた植物から採取してるんだと思う」

《つまり、どういうこと？》

「ようするにこの部へ屋やでは、機械が自動的に植物を育てて、育てた植物から燃料を取り出し続けているの。育てて。そこから取り出して、出で涸がらしになったらまた育て直し。それを無限に繰くり返してるの。植物発電所って感じ？」

「フーン。エコね。ということは、この部屋で育てられた植物が、今までずっと建物内のシステムを動かし続けていたってことになるのかしら」

「おそらく。そうじゃなきゃ、こうして未いまだに電気が通っている理由が説明できないわ。たまに遺い跡せきにはこういうシステムがあって、防ぼう衛えい装置とかが現役で稼か働どうしてて厄やつ介かいなのよね」

「面おも白しろいじゃない」

　話しているアニカと真ま無なの傍かたわらで、名な薙なぎは別のことが気になっていた。

《なあ、アニカ。あそこに何台か、電源が入ったままのパソコンが置いてあるよ》

　名薙が指し示す一角には、部分的に床がコンクリートで固められているスペースがある。そこには作業デスクと数台のＰＣモニタが設置されており、電源が灯ともっているようだった。

　アニカはそのモニターの前に立つと、デスクに置かれていた古びたキーボードを叩たたき始める。

「メインフレームに繫つながる端末みたいね。映像記録ビデオ・レポートのデータがあるわ。ここの職しよく員いんが作ったものかしら」

「すごいじゃない。２０４５年くらいから、55年くらいにかけての10年分のデータがあるみたいよ。しかも毎日記き録ろくされてる」

《まだ城じよう塞さい都市もない時代じゃないか。……いったい誰だれが、なにを記録してたんだ》

「折せつ角かくだから見てみましょうよ。重要なデータは、ちゃんとマーキングされて管理されてるみたいだし。ここはソフィア文書が示した場所でもあるのよ。なにか情報が得られるかもしれない」

　真無が提案すると、アニカはキーボード操そう作さで映像記録ビデオ・レポートの再生を始める。

　すると突然、室内が暗転してしまった。

　暗くら闇やみに閉ざされた部屋の天てん井じようから、スポットライトのような青白い光が一筋、名薙達の前に落とされた。その光の柱の中に、白衣の人物達の姿が現れる。

《……驚おどろいたな。立体映像ホログラムで再生される映像記録ビデオ・レポートなのか》

　虚こ空くうに現れた映像は初老の女性だった。小じわが目立つ面おも影かげではあったが、黒髪の綺き麗れいな女性である。白衣姿のその女性は車くるま椅い子すに座っており、その周囲には同じ格好をした若い複数の男女が立ち並んでいる。

　中心で車椅子に座した女性は、名薙達に向かって厳おごそかに唇を開いた。

『……２０４５年２月10日。現在時刻は16時32分』

　車椅子の女性は、微笑ほほえみもせずに語る。

『人類は戦争で天使アイオーンに敗退したわ。けれどこうして地下に潜もぐり、抵抗軍レジスタンスとして今もなお各地で戦っている。皆、誰だれしも自分にできることをやっているわ。私は〝最さい果はての科学者〟の１人。天使アイオーンに反はん撃げきすべく、この場に集められた、あり合わせの機材で、彼等らのイデア能力に対抗する糸口を探っている』

　言いながら、車椅子の女性は嘆息する。

『……科学者。今では、そう呼ばれることもなくなって久しいわね』

　自らを憐あわれむようなことを言った後、車椅子の女性は気を取り直して言った。

『私の名前は名な薙なぎ由ゆ那な。今日きようから私達の研究の経過を、この通り撮さつ影えいすることにしたわ。この映像が、後世を生きる人類の子供達に役立てられれば嬉うれしい』

　その名乗りを耳にした途と端たん、名薙は驚きよう愕がくする。

《名薙由那って……！》

　震ふるえる唇で、名薙は車椅子の女性を凝ぎよう視しして呟つぶやいてしまう。

　名薙由那。その名なら、名薙はよく知っていた。

　知らないはずなどない。忘れるはずもないし、忘れたことだってない。

　なぜならその名は同じなのだ。

《本気で冗じよう談だんじゃないぞ、オレの〝妹〟の名前じゃないかよ……！》

　名薙の発言に、傍かたわらで映像を見ていたアニカと真ま無なが絶句する。

　２０１５年で別れてしまった名薙の妹。

　彼女は名薙がいなくなった後の世界を生き続け、年老い、そして……戦争を経けい験けんしたのか。

　過酷な戦後の世界を生きる妹の姿を、兄である名薙は、遥はるかな未来で発見したのである。

　名薙にとって、目前の現実は起きながらにして見る悪夢のようだ。

　３人が見つめる中、車椅子に腰掛けた名薙由那は、ただ憂うれいを秘めた眼まな差ざしをしていた。
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　映像記録ビデオ・レポートは、再生が終わると別の日のデータを自動的に再生するジャンプ機き能のうを持っていた。重要なデータが撮さつ影えいされた日だけを抽出して、それを追いかけるよう、データを管理していた人物に編へん集しゆうされていたようだった。

　車くるま椅い子すの女性が自らを由那であると名乗った映像が終わると、映像記録ビデオ・レポートの撮さつ影えいされた日時表示が、数日間分を跨またいで飛んでいく。

　次に映し出されたのは、電子顕けん微び鏡きようや遠心分ぶん離り器きなどの機材が並ぶテーブルだった。

　それを前にしながら、由那はカメラ目め線せんで名薙達へ語りかけてくる。

『イデア能力』

　由那は１つ嘆息を漏らしてから、緩ゆるやかに語り出した。

『天使アイオーンが、人類に比べて秀でている圧倒的な超常の力。彼等らが使うその力は、人類が今こん日にちまで築き上げてきた科学技術を歯し牙がにもかけず、容赦なく叩たたきのめしてしまった。人類の科学文明は、イデアという得え体たいの知れない力によって駆逐されたのだと言っても過言ではないわ』

　由那は苦笑して続ける。

『彼等は自分達が使う能力の強さに応じてレベル分けを行っている。第１～７の階かい梯ていと呼ばれていて、その階かい梯てい自体が天使アイオーンの社会での身分の高低にもなっているわ。階梯ごとの戦せん闘とう能力をイメージするなら、第２階梯の天使アイオーンと戦うためには、最低でも人間の戦士が２人以上でなければ、まともな戦いにはならない。第３階梯なら４人。第４階梯なら16人と、階梯が上がるのに伴って、人類側の必要戦力も累るい乗じよう的てきに高くなっていくのだと言われているわ。これはイデア能力研究者である、ソコロフ＝パドロスキーのイデア戦せん力りよく論ろんでも語られている』

　説明しながら由ゆ那なは、電子顕けん微び鏡きようを覗のぞき込んで作業を始めた。

『第６階梯の終焉の騎士ナイツオブエンドクラスを相手にしようとすれば、最低でも６万６千人以上の戦士が必要な計算となる。まだ未確認ながら存在すると言われる第７階梯の天使アイオーンが現れたのなら……それこそ43億人。この時代に生き延びている全人類で立ち向かっても、まともに戦うことすら不可能であるという計算になるわ。ここから結論づけられるのは、既存の科学技術、人類の現状戦力で天使アイオーンに立ち向かっても勝算はないということ。戦況を激げき変へんさせるブレイクスルーが、人類側に必要であると考えられる』

　そこまで語り終えると、電子顕微鏡を操そう作さする由那の手が止まった。

『────人類もイデア能力を使用できないのか』

　苦々しい口く調ちようで一言、由那はそう言った。

『天使アイオーンと言えど、元々は私達と同じ、ただの人間だった。それが体内に投与された分子機械の予期せぬ作用で、人間ではなくなってしまった。血液自体が化学反応によって演算を行う超高性能のＤＮＡコンピュータと化し、そのコンピュータに接続された脳は活性化したわ。脳の未使用領域に眠っていた未知の機能を目覚めさせ、結果として得られたのがイデア能力よ』

　由那の眼まな差ざしはもの悲しそうに細められ、虚こ空くうを見下ろしていた。

『……つまり我々も、彼等同様に脳を活性化させることができれば、イデア使いとなることができるのではないか。その仮説に基づき、ここにこうして我々は集まった』

《……由那》

　過去の映像に言葉が届くはずなどない。

　それでも名な薙なぎは、無む意い識しきに痛々しい思いで声をかけてしまう。

　映像に映る妹の姿は瘦やせており、その眼差しは、暗い覚悟を秘めているように見えたのだ。

『どうすれば人類は、天使アイオーンのように脳を活性化できるのか。その答えなら、今までずっと目の前にあるのも同然だった。我々人類も、天使アイオーン同様に血液をコンピュータ化すれば良い。偶然に誕たん生じようした天使アイオーンだけれど、今度は人工的に造り出そうという単純な発想よ』

　由那はそう言うと、電子顕微鏡から顔を離はなした。

　そして再びカメラ目め線せんとなり、苦笑して見せる。

『その試み事態は、天使アイオーンの存在が世間に認知された頃ころから行われ続けている。けれど分子機き械かい群を意図的にコンピュータのように振ふる舞まわせることには、誰だれ１人として成功しなかったわ。その後も人々は天使アイオーンに憧あこがれ、科学の力で同等の存在になろうとしてきた。けれど偶発的に天使アイオーンと化した人々や、あるいは先天的に天使アイオーンであるその子孫以外に、天使アイオーンになれた人間はいなかった。……だからと言って、私達は諦あきらめるわけにはいかない』

　由ゆ那なは机の上にあった、１本の試し験けん官かんを手に取った。

　それをカメラに掲げて見せる。

　試験官の中には、赤々とした血液が入っている。

『……ここに用意したのは、第６階かい梯ていの〝天使アイオーンの血液〟。純血種とも呼ばれる、天使アイオーンとしての特性が高いサンプルよ。この血液を手に入れるために、三み重え地区防ぼう衛えい基地にいた数千人の自衛官達が犠ぎ牲せいになった。亡くなった彼等らの意思を引き継ぐ意味でも、私達はこの血液から、人類がイデア能力を手にするための道筋を探し出さなければならない。この研究が、人類の存亡を左右する可能性を秘めているのだから』

　映像データはそこで一度途と切ぎれる。

　そしてまた別の日の映像に切り替わった。

　日付表示は一気に、２年程の時間を跨またいでいた。

　映し出されたのは、会かい議ぎ室しつのようだった。由那を含め、白衣姿の科学者達がテーブルを囲んで議論している光景だった。しかしその議論は……冷静さが乏しい喧けん嘩か腰ごしのものである。

『もう２年にもなるんだぞ！　それなのに我々はまだ、成果と呼べる程の成果を出せていない！　そろそろ研究方法について方向転換が必要となる時期なんじゃないのか！』

『同意ですよ！』

　２人の男の科学者が、由那に向かって意見していた。声を上げている２人の男以外にも、テーブルを囲む人々は一様に、由那を冷ややかに見ていた。

『ＰＡ部隊が採取してきた天使アイオーンの血や遺い体たいの分析は、これまでに何度となくやってきました。けれどもはや限界ですよ。人体をＤＮＡコンピュータ化させる分子機械の試作は、ことごとく失敗した。彼等の血液や体たい組そ織しきの模造品を作ってみたところで、人体へ移植可能なＤＮＡコンピュータを造り出す方法も成功しなかった。我々が目指している、人工的に天使アイオーンを造り出すという目的達成の目め処どすらも立っていないのが現実だ』

『……〝人体実じつ験けん〟。もはやそれ以外にはない』

　男達の提案に、由那は怒りを秘めた眼まな差ざしを向けた。

『……先日、アナタから提案されていた新しい実験プランの件ですね、ドクター広ひろ崎さき。この会かい議ぎに参加する前、一通り提案書には目を通しておいたわ』

　研究成果の上がらないことに苛いら立だつメンバーを見渡し、由那は続けた。

『戦場で傷つき重体となった兵に、天使アイオーンの血を投与する計画ね。単純に血液を移植しても、人類が天使アイオーン化できないことは周知の事実のはず。ただ被験者を危険に晒さらすだけの実験には賛さん同どうしかねるわ』

『天使アイオーンの血を人体へ投与することなんてしない。僕が提案するのは、もはや天使アイオーンに拘こだわるこれまでのやり方とは全く異なることですよ』

『……？』

　怪け訝げんな顔をする由ゆ那な。

　広ひろ崎さきと呼ばれた男は、青ざめた表情に不敵な笑えみを作った。

『いるじゃないですか。天使アイオーン以外にも、ＤＮＡコンピュータを搭載した生物が』

　自らの発言に冷や汗を浮かべている広崎。

　その意図に気づいた由那は、驚きよう愕がくに目を見開く。

『……まさか！』

『マモノの身体からだを、人体へ移植するんですよ』

　広崎の悪あく魔まのような提案に、会議室内は凍りついた。

　それは映像を見ていた名な薙なぎ達も同様だった。

　アニカは青ざめて言葉を失い。真ま無なは面おも白しろくなさそうに表情を険しくしている。

　言葉を失っている名薙達に構わず、映像記録ビデオ・レポートは続いた。

　そこから先は……悲惨な人体実験の光景が映し出されるばかりだった。

　負傷した下半身を切断され、そこにマモノの身体を移植される兵隊の男。

　頭部を切り取られ、マモノの体内を巡る血管を脳に直接ドレーン接続される男。

　見るに耐えない阿あ鼻び叫きよう喚かんの映像が続き、名薙達は目を覆おおった。悲惨な人体実験の途中で、研究チームを抜けていくメンバーの様よう子すもあった。

『……こんな悪魔の所行。耐えられない』

　去って行く者の中には、そう発言して実験室を後にする由那の姿もあった。

　再び映像が切り替わった時、日付表示は２０５５年を示していた。

　そこはもうすでに……黒い霧きりに覆われた世界と化していた。

　霧に閉ざされた薄うす暗ぐらい部へ屋や。うっすらと灯ともった蛍光灯が、その室内を微かすかに照らしている。

　薄うす闇やみの中で、クチャクチャと音を立て、人間の死体を貪むさぼるマモノの姿があった。

　体長３メートルはありそうであり、異様に長い手脚は機き械かい仕掛けである。黒いシルエットは、実際には鋼はがねのパーツで形作られた身体からだだった。頭部だけ人間の頭となっている異い形ぎようの姿としか言い様がない存在だ。

　アニカが、そのマモノを指差して言う。

「コイツって、外で私達を襲おそってきたマモノ人間じゃないのよ！」

「……映像の彼は、ドクター広崎だったマモノのようね」

　真無の冷ややかな発言で、名薙もアニカも気がついた。

　言われてみれば、映像の中で人の血肉を食っているマモノは、先に現れた広崎という科学者の顔をしていた。血まみれの口でニタニタと微笑ほほえんでいる、白目を剝むいた狂人の顔付きである。

　その薄うす気き味み悪わるい笑えみを睨にらみつけながら、名薙は言った。

《……人にマモノを移植する実じつ験けんの果てに、外のマモノ人間みたいな連中が生まれたのか。この広ひろ崎さきっていう科学者自身も、マモノと化してしまったってところか》

「黒い霧きりが発生した理由はわからないけれど、そういうことみたいね」

　真ま無なは名な薙なぎを肯定しながら、もう一言を添えた。

「良かったじゃない。妹さんが、こんなおぞましい研究から手を引いていて」

《……ああ》

　名薙は心底からそう思っていた。

　戦争で敗れ、地下で息を潜ひそめるように生きていたのであろう妹。生き延びるために、天使アイオーンへの対抗策を懸けん命めいに講こうじなければならなかった事情はわかる。しかし……ここまで人の道を外れてでも、完成させなければならない研究ではないはずだ。

《この研究から外れた後、由ゆ那なは……どうしたんだろう》

　疑問を口にしながらも、その行く末が苦く難なんに満ちたものであったことは容易に想像がついた。

　由那は名薙が消えてしまった世界を生き、敗戦の時代を生きていたのだ。名薙達がいる、この２１４０年代では、妹はすでに死んでいるはずだ。何歳まで生きられたのかわからない妹の苦難を思うと、名薙は胸が痛んだ。

《せめてオレが、一いつ緒しよにいてやれれば良かったのに》

　俯うつむく名薙へ、アニカが言った。

「ナナギとマナは、これから帰るつもりなんでしょう。なら、帰ってから妹さんと一緒にいてあげたら良いじゃない。ここで泣き言を口にしてる暇なんてないでしょ」

《……そうだな》

　肯定しながら、名薙の中にある疑問が生まれた。

　……ただ戻ったところでなにができるのか。

　名薙はこの遥はるかな未来の世界にやってきて、自分達の住んでいた時代の先に、世界大戦が待っていることを知ってしまった。元の時代へ帰るということはつまり────。

《オレは、戦争が始まる時代へ戻ろうとしているんじゃないか……！》

　元の時代へ戻れても、天使アイオーンという脅威からは逃れられない。

　元の時代へ戻れても、敗れることがわかっている戦争から逃れられない。

　家族や友達。大切な人々や日常を守る力など、２０１５年の自分にはない。

「────ようやく気がついたの、名薙君？」

　全すべてを見透かしたように、真ま無なが名薙へ微笑みかけた。

「私達は、私達の時代の未来を知ってしまった。映像にあるような悲惨な世界が待っている世界へ戻りたいと願ねがう貴方あなたの気持ち。私にはよく理解できなかったのよね」

　そう言う真無の言葉に、名薙は言葉を失ってしまう。

　名薙と真無の会話を聞いていたアニカも、名薙の胸中を察して黙だまり込んでしまう。

　その時、広間の奥部から扉が開く音が聞こえた。

　未いまだ室内は、明かりを落とされたままで暗い。映像記録ビデオ・レポートの立体映像ホログラムは続いており、マモノ化した広ひろ崎さきが、死肉を喰くらう凄せい惨さんな光景が流され続けたままだった。

　開いた扉は、その立体映像ホログラムの向こう側に位置していた。

　扉の向こうから、室内を覗のぞき込む１人の少女の姿がある。

《……藤ふじ埜の！》

　ひび割れた眼鏡めがねをかけた少女。

　見紛うことのないその面おも影かげは、名な薙なぎ達が捜していた藤埜祈いの里りのものである。

　名を呼ばれた藤埜は、扉の向こうから半身を覗かせているだけで返事の１つも返さない。ただじっと名薙達を見つめ、様よう子すを窺うかがっているようだった。

　捜していた人物の姿を発見した名薙は、ひとまず頭の中を埋め尽くそうとしていた不安や躊躇ためらいを片隅へと追い払った。そうして藤埜へ近づこうと、１歩を踏み出す。しかしアニカに制止され、名薙は踏み出そうとした足を戻した。

「待って、ナナギ。……様子が変よ」

《……？》

　藤埜はなにも言わず、ただ扉の向こうからジッと名薙達を見つめ続けている。

　眼鏡の奥の眼まな差ざしは見えず、立体映像ホログラムの光をレンズが反射して白く輝かがやくだけだった。

　……不気味だった。

　藤埜は扉の向こうへ身を引っ込めた。

　名薙達へ背を向け、暗がりの奥部へと駆けていってしまう。

《あ、おい！　藤埜！　待ってくれよ！》

「追いかけましょう」

　言うなり、真無とアニカも駆け出す。名薙もそれに続いた。

　藤埜を追いかけた先は薄うす暗ぐらかった。

　しかし室内に点々と灯ともっているネオン管のような光に足下を照らされており、懐かい中ちゆう電灯を点つけなくても、間取りを視認するくらいのことはできた。そこは半球状に開かれた、まるでアリーナのように広大な部へ屋やである。先程までいた植物管理室よりも遥はるかに大きな空間である。

　部屋の中心には、地面から生はえて天てん井じように刺さっている煙突のような巨大な機き械かいがあった。その周りはひな壇だん状になっており、各段には、名薙達の身の丈を越えるサイズの培養槽カプセルが立ち並んでいる。

「なんなのよ、このカプセル……！」

　気味が悪そうに、アニカは部屋に入ってすぐの場所に生えていた培養槽カプセルを見やっていた。

　培養槽カプセルの中は得え体たいの知れない黒い液体に満たされている。

　その黒い液体を観かん察さつし、真ま無なは気がかりそうに眉まゆをひそめた。

「これって……もしかして」

　真ま無ながなにかを言いかけた直後、予期せず部へ屋やに照明が灯ともった。

　天井のドラム照明が燦さん々さんと光を注ぎ、眩まばゆさのあまり名な薙なぎ達は目を細めてしまう。

「────また会ったね、東とう京きよう騎き士し団だん」

《！》

　聞き覚えのある声だった。

　部屋の中央にある機械の前に、白衣の少女が立っていた。

　薄うす桃もも色いろの長い髪。それを１本のテールに束ね、右肩に垂らしている。微睡まどろんでいるような半眼の眼まな差ざしは、悠然と名薙達を見つめていた。

　そのおぞましい名を、名薙は口にした。

《終焉の騎士ナイツオブエンド、クリステア＝コルト……！》

　その隣となりには、クラスメイトの荻おぎ谷やが付き従うように立っている。

　そんな荻谷に羽は交がい締じめにされている、藤埜の姿もあった。

　教会は名薙達よりも先にこの場所に到着していたらしく、こうして待ち構えていたというのか。

《荻谷！　藤埜を放はなせよ！》

「……」

　名薙の訴えかけなど耳に入っていないように、荻谷はなにも答えない。
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　クリスはそんな名な薙なぎを冷ややかに見つめ、嘆息して言った。

「この場所が発見されるなんて、偶然にしては出来すぎてるなあ。もしかして君達も、預言書を知る者なのかな。その得え体たいの知れないフードマントの機き体たいを、もう一度見ることになるとは」

　クリスは名薙の搭乗しているＰＡメサイアを眺めた。

　そんなクリスの言葉が合図であったかのように、周囲のひな壇の最高段から、聖せい堂どう騎き士し団だんのＰＡラカツド達が銃器を構えてゾロゾロと姿を現す。

　名薙達はすっかり取り囲まれ、銃口を向けられて身動きが取れなくなってしまった。




　　　　▼▼▼




「フンフン。なるほどなあ。ここでマモノのＤＮＡを使って、ｉＰＳ細胞で人体移植可能な組そ織しきを培養したのか。なかなか面おも白しろいことを考えるじゃないか」

　ホールドアップしている名薙達に構わず、クリスは部へ屋や中央の巨大機械の制御端末を操そう作さしていた。その巨大なモニターに表示される様々な情報を確かく認にんしては、フンフンと１人で頷うなずく。

　まるっきり名薙達に興きよう味みを示さないクリスに苛いら立だち、名薙は尋たずねた。

《……オレ達をどうするつもりなんだ》

「どうするつもりもないさ。暴あばれるなら殺すけど。放置しておいても邪じや魔まそうだから、そこでじっとしていてもらうよ。あともうちょっとで全部の実じつ験けんデータを確認できそうなんだ。だからそこで待っていてくれないかな」

「データを確認するって、さっきからアンタはなにをやってるのよ」

　アニカの質問を受け、クリスは眠たそうな顔に微笑ほほえみを浮かべた。

「何年も前に撒まいた種。その収しゆう穫かくってところかな」

　クリスは名薙達を見向きもせず、モニターを注視したまま話を続けた。

「この端末には、この遺い跡せきで行われていた過去１００年分に近い実験データが保管されている」

「……１００年？　ここで行われてたのは、10年間くらいの研究でしょ？」

「ははーん。君達、手前の部屋で映像記録ビデオ・レポートでも確認したのかな？　あの映像記録ビデオ・レポートに撮さつ影えいされた内容が、ここで行われてきた全すべてではないんだよ。この遺跡で行われている実験は、２０４５年から始まり、今この時まで１００年近く続けられているんだ。人間の手を離れた後も、この遺跡は単独で機能し続けてきたのさ」

《遺跡が単独で機能し続けてきた……？》

　名薙の質問を面めん倒どうに思ったのか、クリスは鬱うつ陶とうしそうな横目で名薙達を見やる。

「やれやれ。君達人間が生み出したものを、天使アイオーンであるこのあたしに説明させたいのかな？》

　クリスは肩を竦すくめて、モニターから離はなれた。

　そうして名薙達へ向き直り、腕を組んでみせる。

「映像記録ビデオ・レポートを見たのならわかっているだろう。ここで行われてきた実じつ験けんとはすなわち、イデアを使用できる人間、〝人工天使アイオーン〟の製造さ。結果的に、非常に興きよう味み深ぶかいものができ上がったんだ。────この森を満たす〝黒い霧きり〟だよ」

　クリスは白衣の懐ふところから、一丁の回リ転ボ式ル拳バ銃ーを取りだした。

　それを弄もてあそぶようにしながら、愛らしい笑え顔がおで名な薙なぎ達へ問いかける。

「では、ここでクイズです。この遺跡を中心に森を満たしている黒い霧。果たしてその正体は何でしょう？　制限時間は10秒」

　ふざけた口く調ちようでカウントダウンをするクリス。

　その答えがわからぬまま、名薙達は時間切れを迎えてしまう。

「ぶっぶー。残念賞しようとして、君達の友達を１人殺害しまーす」

　言いながらクリスは、手にしていた回リ転ボ式ル拳バ銃ーの撃げき鉄てつを引いた。そしてすぐ傍かたわらにいた藤ふじ埜のの胸部を目がけ、１発を撃うち出す。軽い破裂音と共に、藤埜の胸部が銃弾で穿うがたれる。

「ウソ！」

《そんな！　藤埜！》

　あまりにも呆あつ気けなく、クリスは藤埜を撃ち殺してしまった。

　力なく膝ひざから崩れ落ち、俯うつぶせに倒れ込むクラスメイト。

　その絶望的な光景を目まの当あたりに、名薙の胸中は燃もえ盛るような怒りの叫びに満ちていく。

《クリステアああああっ！》

　血走った眼まな差ざしでクリスを睨にらみつけながら、名薙は今にも斬きりかかりたい衝しよう動どうを懸けん命めいに押さえた。ＰＡメサイアに乗っている名薙だけなら、この手勢の中でも戦えるだろう。だが生身のアニカや真ま無なでは、銃弾の雨の中を生き延びることは不可能に近い。

　その現状分析を行える程度の冷静さは止とどめていた。

　だがその冷静さも、いつまでも保もつ頑強なものではない。

「正解を教えてあげよう」

　怒り狂う名薙の気持ちなど露つゆ知しらずか、クリスは淡々と話を続けた。

「ここで実験を行っていた研究者達は、人体に天使アイオーンの血を移植しても人工天使アイオーンが造れないことを理解した。だから発想を変えたんだよ。機き械かいの身体からだに人間の脳を移植することを思い付いたんだ。ようするに天使アイオーンではなく〝マモノを真ま似ねる〟ことにしたのさ」

　クリスはくびれた自らの腰に手を当て、言った。

「実験当初に造られた試作品が、このビルの外をうろついてるマモノ人間さ。彼等らはいわゆる人間とマモノの〝合キ成メ獣ラ〟だ。ＤＮＡコンピュータの身体を持ちながら、脳を持たない生物であるマモノ。そのマモノに、人間の脳を移植する試みだよ。そうすれば、結果として天使アイオーンが生まれると期待したのさ。結果、この森は黒い霧きりによって覆おおい尽くされた」

　クリスの眼がん光こうが、どす黒く淀よどむ。

　その美しい唇は、恐るべき真実を口にする。

「この黒い霧きりの正体は────大気中に拡散した〝有機ナノマシン〟だ」

　驚おどろいた顔をしている名な薙なぎ達の反応が楽しかったのだろう。

　クリスは少し機き嫌げんが良さそうに、胸元で腕を組んで続けた。

「マモノの身体形状って、化け物同然だろ？　人間に近しい身体からだを造るために考案されたのが有機ナノマシンだ。有機ナノマシンでできたマモノの身体と、人間の脳の接続を試みる実じつ験けんが、この森で何度となく繰くり返されていた。そしてある日、有ゆう機きナノマシンは暴ぼう走そうしたんだよ。この森全体を覆おおい尽くしてしまった。それが黒の森シユバルツバルト、誕たん生じようの秘話だよ」

　クリスは饒じよう舌ぜつに続ける。

「この森全体に黒い霧として拡散しているのは、有機ナノマシン群体さ。特定の固体を持たず、この〝霧全体で１匹のキメラ〟なんだ。そしてこの有機ナノマシンは、神経ネットワークのようにお互いが相互に繫つながっていて、全体でコンピュータのようになっている。言うなれば黒の森シユバルツバルトとは、〝霧の知能ミスト・コンピユータ〟とでも呼べるのかな」

　クリスの話を聞いていたアニカが、声を上うわ擦ずらせて尋たずねる。

「じゃあ森全体を覆っている霧が、１匹のマモノだって言うわけ!?」

「脳を持たない、野生動物同然のマモノと一いつ緒しよにしないで欲しいな。この霧はちゃんと意思を持っているし、おまけに賢かしこいんだ。なぜならこの霧が、人間がいなくなってしまった後も、この遺い跡せきで孤独に人体実験を繰り返していたんだからね」

　人間がいなくなった後に、この霧が、ここで人体実験を続けていた……？

「知っていたかな？　この森の中を徘はい徊かいするキメラ達は、この森の中でしか生きられないんだよ。それがなぜだか、君達にわかるかい？」

「……なるほどね」

　クリスの質問に、苛いら立だっている様よう子すの真無が相づちを打つ。

　真無は冷ややかな眼まな差ざしで、クリスに答えた。

「キメラ達の身体の中は空っぽなのね」

「へえ。人間にしては賢いようだね、君」

《どういうことなんだ、真無》

「キメラの脳も、キメラの血液も。全すべては体内にではなく、体外に存在しているということよ。この霧がキメラ達の本体であってエネルギー源。金属の身体は操あやつり人形でしかないわ。霧が供給されない場所では、糸の切れた操り人形と変わらないのよ」

「ご明察だ」

　クリスはわざとらしく拍手をしておどけた。

「最初からこの森には、たった〝１匹のキメラしか存在していない〟んだよ。このキメラは、霧の中に存在する操り人形達を使って、黒の森シユバルツバルトに入ってきた人間を人体実験の材料にしていた。人を捕まえては殺し、解体し、分解し、解析して取り込み、工夫を凝こらした。自らを生み出した人間達が〝人工天使アイオーンとして完成しろ〟というシンプルな命令を与えたせいでね」

「酷ひどい話ね。じゃあこの地から人がいなくなった後に、この霧きりが１人で、何十年にも亘わたって人体実じつ験けんをやっていたってことかしら。教会が前ぜん哨しよう基地で、一般市民をこの森に送り込んでいたのは、さしずめ霧が実験に使用するための材料供給というところかしら」

「察しが良いね。またまたご明察だ」

　クリスは満足そうに微笑ほほえんだ。

「こうも興きよう味み深ぶかいものができ上がるなんて、この実験に〝協力した〟身としては感無量だよ」

《協力した……？》

　クリスの言動に違和感を覚えた名な薙なぎは、そう口にした。

　言い忘れていたと言わんばかりに、クリスは手を１つ打ってから言った。

「ここで研究を行っていた人間達は、ある第６階かい梯ていの天使アイオーンから採取した血液サンプルを元に、人工天使アイオーンの研究を始めただろ？　その血液提供者は、２０４５年当初のあたしなんだよ」

　平然と告げるクリスに、驚おどろいているアニカが言った。

「１００年くらい前の話でしょ！　アンタ、いったい何歳なのよ！」

「生まれてから何年経たつのかという意味の質問なら、かれこれ１２０年くらいかな。この肉体に〝入ってから〟は４年くらいだよ」

　クリスは肩を竦すくめてみせる。

「あたし達のような第６階梯以上ともなると、純血種と呼ばれる程に血が優ゆう秀しゆうでね。自分の全すべての記き憶おくを血液にコピーして、新しい肉体に移住することができるのさ。第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんから記憶継承によって生存している古株の終焉の騎士ナイツオブエンドは、あたしを含めて４人いるよ。君達の知り合いのイグニス卿きようも、その１人さ」

《肉体を乗り継いで、１００年以上も生きているってことかよ……！》

　もはや人間とは思えない生せい命めい観かんに、名薙達は言葉を失ってしまう。

　クリスは話を続ける。

「戦後当時、人類があたし達のイデア能力に対抗しようという目もく論ろ見みは世界各地で企たくらまれていたよ。それを知っていたあたしは、わざと自分の血液を人類側に与えてやったのさ」

「どうしてかしら」

「どうしてかって？　そんなの〝面おも白しろそうだから〟に決まってるじゃないか」

　クリスの浮かべていた笑えみに、狂気が混じる。

「あたしは研究者なんだ。色々とやってみたい実験プランの着想は持っているけれど、それを全部やるには莫ばく大だいな時間がかかるからね。だから〝人類の科学者共を利用して〟、あたしが考えた実験を代行してもらっているのさ」

《じゃあこの人工天使アイオーンの製造実験も、本当はお前が目論んでいたっていうのかよ！》

「そうさ。全く人間っていう生き物は単純だよねえ。条件さえ揃そろえておけば、勝手に道を踏み外して地獄へ突き進んでいくんだから。ここで憐あわれにも生涯を賭かけて人工天使アイオーンの研究をしていた連中は、自分達も知らぬ間にあたしに利用されていたんだよ。あたしがやりたかった実じつ験けんを、この遺い跡せきは自動的に１００年もかけて遂行してくれたんだ。そうしてこんなにも面おも白しろい、ナノマシン群体でできたキメラなんてものを造ってくれた。傑作だよ、あははははは！」

《なんて奴やつだよ……！》

　面白そうだからという興きよう味み本ほん位いで、人々を惑わした。

　生き延びるために研究に取り組んでいた命いのち懸がけの人々の生涯を、自分の道楽に費やさせた。

　先日出会った終焉の騎士ナイツオブエンドに負けず劣らず、クリスも唾だ棄きすべき悪あく魔まだ。

　高笑うクリスへ、真ま無なが言う。

「……さっきから１つ、わからないことがあるのよね」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするクリスへ、真無は尋たずねた。

「この森で１００年近くに亘わたる長い研究が行われているのはわかったわ。じゃあなぜ、今この時に貴方あなたはこの森にやってきて、研究データの回収なんてことをしているのかしら。今がまだ研究の途中なら、貴方はわざわざ経過情報を確かく認にんに来るような性格じゃなさそうよね。ならそれってつまり────人工天使アイオーン研究が〝完成した〟ということなんじゃなくて？」

「賢かしこいな。その通りだよ」

　クリスは真無の推測を肯定しながら、その指摘に感心する。

「これまでこの黒の森シユバルツバルトの中でしか、キメラ達は活動することができなかった。しかしその不具合を解決したモデルが、最近になって誕たん生じようしたんだよ。だから私はそのサンプルの回収と、実じつ験けんデータの回収に出向いたんだ」

　クリスは、自らの足下に倒れている藤ふじ埜のの死体を見下ろした。

「────彼女達が〝完成体〟だ」

　名な薙なぎ達は、クリスの言わんとすることをすぐには理解できなかった。

　しかし真っ先に気がついた真無が、一気に表情を戦せん慄りつさせる。

「まさか……！」

「有機ナノマシンを体外から取り込むことで活動していた、これまでのキメラとは訳が違う。有ゆう機きナノマシン自体で形成された身体からだを持つ、新たなコンピュータ生物だ。短期間だが、彼女達は森の外でも活動ができるように設計されている。イデア能力は使えないみたいだけど、限りなくあたし達のような天使アイオーンに近い新生命だよ。非常に興味深いね」

　クリスが話し終えると────撃うち殺されたはずの藤埜の身体が動き始めた。

　啞あ然ぜんとする名薙達の目の前で、倒れ伏していた藤埜は、緩ゆるやかに立ち上がった。

　穿うがたれた胸部の傷きず跡あとから出血はなく、黒い霧きりが宙へ流れ出して虚こ空くうを漂っている。

「人工的に造られた模造の天使アイオーン。そうだな────〝下級天使アルコーン〟とでも名づけようか」

　変わり果てたクラスメイトの藤ふじ埜の祈いの里りは、死んではいなかった。

　しかしそれを、正せい確かくに「生きている」と表現して良いものかはわからない。

　ただ確たしかなのは、〝すでに人間ではない〟という残酷な事実だけであった。
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　風花の舞まう、寒い日だった。

　冷え込む放ほう課か後ごの昇降口で、少女は少年を待っていた。

　薄うす暗ぐらくなっていく人ひと気けのない校舎の有様は寂しく、心細かった。そんな景色けしきを見つめながら、少女はただ、寒さの中に震ふるえて立っていた。マフラーへ首を埋め、ミトンの中で悴かじかんでいく指先を何度も開閉する。そんな些さ細さいな行為で、自らの気持ちを奮ふるい立たたせようと懸けん命めいだった。

　寒さよりも緊きん張ちようの方が勝っていたのである。

　肩から提げた通学鞄かばんの中に、今日きようは包装紙でラッピングした小箱を入れてきた。その小箱とは、少年に手渡そうと思っていたプレゼントである。

　２月14日。

　１年に一度だけの、特別な日。

　少女からそのプレゼントを受け取った少年は、果たしてどんな顔をするのだろうか。

　どんな結果になろうとも後悔しない。

　そう決意をして今日という日を迎えたというのに、その時になってみれば、今にも泣き出しそうなくらいに少女の気持ちは怯おびえている。この場から逃げ出したい気持ちを懸命に抑え込み、少女はただずっと、少年が現れるのを待ち焦がれた。

　いつも奥手な少女なりに、精一杯の勇気を振り絞りながら。

　……やがて薄暗い昇降口に、１人の少年が姿を現す。

　今日の少年は日直当番であったのだ。

　職しよく員いん室しつへ日誌を置いて帰るところなのだろう。クラス委員長である少女は、日直の帰りがいつ頃ごろになるのか、人一倍よく理解していた。放課後にこうして少年が１人で現れるであろうタイミングを予測し、この場で待ち続けていたのである。

　ついに現れた少年と目が合い、少女の心しん臓ぞうは一気に昂たかぶる。

　少年は少女の姿を見るなり、微笑ほほえみかけてきた。

「あれ、藤ふじ埜の？　こんなところで、誰だれかと待ち合わせか？」

「～～っ！」

　少年に話しかけられたというのに、少女は緊張の余り、唇を動かすこともままならない。

　震える手脚には力が入らず、その場で立っているだけで精一杯である。

　赤くなる自らの頰ほおの熱ねつさえ恥ずかしくて、少女はただただ俯うつむいてしまうだけだった。

　少女の様よう子すにピンときた少年は、ニヤリと微笑んで言う。

「なるほどねえ。誰かにチョコを渡そうとしてるんだな。今日ってバレンタインデーだし」

「～～！　～っ！」

「じゃあオレは邪じや魔まにならない内に退散するとしようかな」

　そう言いながら少年は、自分の下げ駄た箱ばこの蓋ふたを開ける。

　今にも帰ってしまいそうな少年を引き留めようと、少女の気持ちはドンドン焦ってしまう。

　早く言わなければ。

　早く自分の気持ちを伝えなければ。

「な……名な薙なぎ君！　あのね……私……私ね……！」

　震ふるえる小声で、少女は言葉を紡ごうとする。

　すると上うわ履ばきと靴を履き替えていた少年が、ポツリと少女に言った。

「────藤ふじ埜のに好きになってもらえた奴やつは、きっと幸せだと思うよ」

「……？」

　少年は言いながら、少し照れ笑って見せた。

「お前がいつも、自分の時間を費やしてまで弟達の面めん倒どう見てるの。すごいなって思ってるんだ」

「……」

「大切な人のために、自分の身を挺ていしてまで頑張れる。それって口で言うほど簡かん単たんなことじゃないよな。藤埜と同じでさ。オレにも妹がいるんだ。だから大変さがわかるっていうか。オレの妹は藤埜の弟達と違って、身体的なハンデを抱えてるし。オレも藤埜を見習って、もっと妹のことを大切にしてやらなきゃいけないよなって、いつも考えさせられてるよ」

　靴を履き終えた少年は、藤埜へ向き直った。

「他人を思いやれるお前なんだ。好かれた奴は幸せだと思ったんだ」

「……名薙君」

　少女は────静かに言葉を吞のみ込んだ。

　少年は少女に手を振り、その場を後にする。

「じゃあな、藤埜。頑張れよ」

「……うん。また明日あしたね」

　少女は少年に小さく手を振り、別れた。

　誰だれもいなくなった昇降口に佇たたずみ、少女はしばらくボンヤリとしていた。

　話している内に、なんとなくわかってしまったような気がしたのである。

　少女と同じように、少年が家族を大切にしているということ。

　そして少女と違って少年にはまだ……家族以上に大切な人がいないということ。

　少女はやがて、涙混じりに苦笑して呟つぶやく。

「……バカだな、私。告白もせずに、振られた気持ちでいるんだもん……」

　冷たい群ぐん青じよう色いろに染まっていく空。そこにはすでに、星も見え始めている。

　空に輝かがやく小さな光を見つめ、少女は手にしていた鞄かばんの持ち手を固く握にぎり締しめた。

　その瞳ひとみからは、ただ大粒の涙がこぼれ落ちていた。
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　立ち上がった藤ふじ埜のは、感情の宿らない無の表情をしていた。

　しかしその表情はどことなく苦しげだった。

「ナナギ……クン……コワイヨ…………」

　呻うめくように苦く悶もんの声を漏らす藤埜。

　その視し線せんだけを名薙へ送り、その両目から涙を流し始めた。

《！》

「…………タス……ケテ……」

《藤埜……まだ正気があるのか！》

　藤埜が名薙へ懇こん願がんした直後だった。

　突然、名薙達がいる地下階に、横揺れの衝しよう撃げきが走った。地上階で爆ばく発はつでも起きたのだろうか。頭上からは、パラパラと天てん井じようの欠片かけらが降り注いでくる。

　地響きのような震しん動どうの後も、細かい揺れが断続的に続いた。

「おや。思ったよりも早く始まってしまったみたいだなあ」

　緊きん張ちよう感かんのない口く調ちようで、クリスはパラパラと粉状に崩れてくる天井を見上げて言った。

　クリスは名薙達へ尋ねる。

「もしかして君達、外でキメラを何体か倒してきたんじゃないのかい？」

「……だとしたらなんだというのかしら」

「あたし達は今、黒の森シユバルツバルトに〝敵〟と見なされているということさ」

　クリスは皮肉っぽく微笑ほほえんで言った。

「自己防ぼう衛えい本能ってヤツに火を点つけたんだろうね。キメラを倒しまくった君達に、こうして遺い跡せきのメインフレームから実じつ験けんデータを参照しているあたし。おまけに今、新型の彼女を殺そうとしたばかりだしね。この森にとって、あたし達は有害な外敵と判断されたんだろう。だからおそらくこの後────」

　天井が勢い良く崩ほう落らくする。

　巨大な瓦が礫れきが頭上から降り注ぎ、アリーナにいた名薙達はそれに押おし潰つぶされそうになる。

　名薙は咄とつ嗟さに、ＰＡメサイアでアニカと真ま無なを抱え上げる。

　そうして落下してくる瓦礫を回かい避ひした。

【予測演算】アプリを起動し、瓦礫の落下地点を予測する。瓦礫から瓦礫に飛び移りながら、名薙は降りしきる瓦礫の山の中で何とか生存した。一方、聖せい堂どう騎き士し団だんのＰＡラカツド達も、何機きか押し潰されてしまったようだが、大半はしぶとく生き延びている様よう子すだった。

　名薙が再び見上げた天井は、地上にまで達する巨大な吹き抜けと化していた。

　その吹き抜けとなった遥はるか上空から、黒い霧きりが押し寄せてくる。霧は見る見る間に名な薙なぎ達がいる部へ屋やの中を満たし、名薙達を再び暗黒の渦中へと引ひき摺ずり込んだ。

《クッ……！》

　名薙は赤外線暗視装置サーマルビジヨン機き能のうを立ち上げ、アニカと真ま無なは再びゴーグルをかける。

　緑みどり色いろと化した視界の中、クリスが１人、肩を竦すくめているのが見えた。

「やっぱり。こうして森は、あたし達を排除しようとするだろうねえ」

　クリスが呟つぶやくと、名薙達の周囲に異変が起きた。

　黒い霧の中に、人の形をした物体が無数に形成され始める。

　大気中の有機ナノマシンが集まり、無数のキメラを生み出そうとしているのである。

　黒い霧の中から、見る見る間に複数のキメラ────下級天使アルコーンが現れる。

　人型ではありながら、禍まが々まがしい巨大なかぎ爪づめが生はえた怪物の姿をしていた。

　咆ほう哮こうを上げる下級天使アルコーン達を興きよう味み深ぶかそうに見渡しながら、クリスは荻おぎ谷や達へ指示を下す。

「せっかくだ。コイツ等らの戦闘性能を確かく認にんするとしよう。聖せい堂どう騎き士し団だんの諸君────悪いんだけど、〝死ぬまで戦って〟くれるかな？」

　クリスに言われた聖堂騎士団達のＰＡラカツド達は、その命令に従う。

　それぞれに手にした武器で、襲おそいかかってくる下級天使アルコーン達を迎げい撃げきし始めた。

　周囲に飛び交う銃弾と悲鳴。血ち飛沫しぶきと火花。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の中を、クリスはどこかへ向かって歩き始めた。

　その様よう子すを見ながら、身を伏せていた真無は嘆息を漏らした。

「あらあら。とんだ乱戦になってしまったわね」

「死ねなんて命令を聞くなんて！　コイツ等は相変わらずトチ狂ってるわけね！」

　アニカも、けたたましい銃声の中で喚わめいている。

　銃火からアニカ達を守ろうと、ＰＡメサイアは懸けん命めいに飛び交う銃弾を斬きり払っていた。しかし防戦だけで手一杯なＰＡメサイアにまで、下級天使アルコーンが飛びかかってくる。さすがに手が回らず、直撃を受ける覚悟で、ＰＡメサイアはその場で剣腹を盾代わりにして身構えた。

　その時、頭上から援えん護ご射撃の雨が降り注いだ。

《ナナギさん、無事ですか！》

《！》

　ＰＡメサイアを援護した銃火は、頭上からである。

　吹き抜けになった上階から、ライフルを構えた２機のＰＡミリガスが滑り降りてくるのが見えた。

《神父！　ミレイア！》

《んもう！　いきなりビルの隣となりの地面に大穴が開いたからビックリしたんやで！　いったい何がどうなってるん、これ！》

《今はこの化け物共から逃げるのが先決です！　話は後にしましょう、ミレイアさん！》

　言いながらクローニとミレイアは、アニカと真ま無なの前ぜん衛えいを守るように立ちながら、遅いかかってくる下級天使アルコーン達に銃火を浴びせていく。しかし撃うたれた下級天使アルコーン達は出血することもなく、傷口を霧む化かさせるだけで怯ひるむ気け配はいもない。大量の銃弾を浴びせ、全身を霧散させることでようやく消し去ることができるようだった。

《コイツ等らなんなんホント！　１匹倒すのにも、所要弾が多くてたまらんわ！》

《まるで霧きりの塊でできてるみたいです！　残弾に気をつけましょう！》

　応戦しながら撤てつ退たいを始めようとするクローニ達に、名な薙なぎは言った。

《……先に行っていてください、神父。必ず追いつきますから》

《え！　どこへ行くつもりですか、ナナギさん！》

　アニカ達をクローニとミレイアに任せ、ＰＡメサイアは乱戦の中央部へと駆けだした。

　そこに佇たたずんでいるのは────クラスメイトの少女である。

《藤ふじ埜の！》

「ナナギ……クン……！」

　ＰＡメサイアが伸ばした腕を摑つかみ返そうと、藤埜は腕を伸ばす。

　伸ばした腕が、触れるか触れないかという直前だった。

　名薙の目前で────巨大な剣の腕が、藤埜の身体からだを左右に両断した。

《……ウソだあああああああああああああああ！》

　悲鳴のように、名薙の絶叫が木こ霊だました。

　両断された藤埜の表情は、驚きよう愕がくに見開かれていた。真っ二つにされたその身体からは、一滴の血液も流れ落ちようとしない。その代わりに、体内にわだかまっていた黒い霧が溢あふれ出て、虚こ空くうへ霧む散さんして溶けていくだけである。

《あ……ああ……！》

　周囲を覆おおう霧の一部と化していく藤埜の姿を凝ぎよう視ししながら、名薙の胸中は、それまで押し殺していた激はげしい怒りに燃もえ上がる。

　助けを求めていた藤埜の身体を両断したのは、巨体である。

　その正体など、とっくに想像がついている。

《我はこの不浄の地にて、死の安あん寧ねいを広め与える者────我こそは〝死し教きよう〟なり》

　白黒の視界の中には、すでに死教機きエレミタの姿が鮮明に映し出されていた。

　ＰＡメサイアは怒りに任せ、即座に騎士剣ナイツソードの刃やいばを翻ひるがえす。

《荻おぎ谷やあああああああああああ！》

　酷ひどい乱戦の最中、ＰＡメサイアの背後から、小型急加速器シヨツト・バーニアのジェットが長く棚たな引びく。

　ＰＡエレミタを目がけ、ＰＡメサイアは弾丸のように加速した。
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《はっはははは！　殺されに来たのかい、名な薙なぎ！》

　正面から飛び込んできた無防備なＰＡメサイアを目がけ、ＰＡエレミタは腕の放水口から水砲を放った。

　────液体爆薬リキツド・クレイモア。

　荻おぎ谷やの持つ、第４階かい梯ていのイデア能力は、水を液体爆ばく薬やくに変えて爆発させることができるのである。荻谷の放つその水砲を浴びることになれば、ＰＡメサイアは即座に爆殺されるだろう。ＰＡメサイアの目前から迫る水塊は、斬きり払うこともできない流動体なのだ。

　直ちよく撃げきするしかない軌道。もはや避けようがない。

　しかしＰＡメサイアは駆けながら、地面に落ちていた巨大な岩石を騎士剣ナイツソードで串くし刺ざしにする。それを盾代わりに自分の前へ突き出し、岩石で水塊を受け止めた。

《なんだと！》

　直後、岩石に付着した水塊は煌きらびやかな光を瞬またたかせ、一気に爆発する。

　派は手でな爆炎が虚こ空くうを焼き、周囲に岩石片と粉ふん塵じんを撒まき散らす。

　その粉塵でＰＡエレミタのセンサー系統は、一いつ瞬しゆんだけＰＡメサイアの姿を見失った。再びＰＡエレミタがＰＡメサイアを見つけた時、すでにそのフードマントの機き体たいは、ＰＡエレミタの眼がん前ぜんに到達していた。

《なっ、早すぎる！》

　悲鳴のような荻谷の呻うめき声ごえが漏れる。そう呟つぶやいた時には、ＰＡメサイアの振り下ろした騎士剣ナイツソードが、ＰＡエレミタの頑強な装甲に叩たたき込まれていた。

《ぐおおおおっ！》

　騎士剣ナイツソードに深々と切り込まれたＰＡエレミタの胸部装甲からは、赤黒い火花が飛び散る。だが装甲の厚さに助けられ、搭乗している荻谷にダメージはなかった。

　ＰＡエレミタを斬り付けたＰＡメサイアは、背中の小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かし、ショルダーチャージでＰＡエレミタの巨体へ体当たりを喰くらわせた。その衝しよう撃げきを受けたＰＡエレミタは、自身の巨体で周囲の瓦が礫れきを圧あつ壊かいさせながら背後へ転がり飛んでいく。

　後方へ転がり飛んでいったＰＡエレミタを追撃しようと、ＰＡメサイアがさらに追撃しようとした瞬間であった。────ＰＡメサイアの頭上から、無数の水滴が雨のように降下してきた。それは吹き飛ばされたＰＡエレミタが、転がりながらも頭上へ振りまいた水のシャワーである。

　その水滴の数滴が、ＰＡメサイアのフードマントへ付着する。

《！》

《死ね！》

　呪じゆ詛そのような荻谷の言葉と共に、ＰＡメサイアの羽は織おっていたフードマントの生き地じ上じようで小爆発が起きる。名薙の視界に「警けい告こく」の赤表示が次々と灯ともり、機体が受けたダメージの説明文が目の前を流れ始めた。

　あちこちから黒煙を上げながら、ＰＡメサイアはＰＡエレミタと反対の方向へ吹き飛ばされていく。

《があああ！》

　勢い良く瓦が礫れきの上に叩たたきつけられて転がるＰＡメサイア。

　その機き体たいの中でシェイクされながら、名な薙なぎは全身を殴おう打だされたような衝しよう撃げきを受ける。

　壁かべに叩きつけられてようやく止まり、名薙は全身の痛みに歯を食いしばりながら、その場で立ち上がる。

　ただでさえボロボロだったＰＡメサイアのフードマントは、さらなるボロ切れと化してしまった。

　ダメージで足下がふらついているのはＰＡメサイアだけではなく、ＰＡエレミタも同じだった。

　たった一度の攻防だけで、名薙と荻おぎ谷やは互いの生を脅おびやかし合った。

　紙一重の油断さえ死に直結する死し線せんの中で、名薙は荻谷に向かって叫んだ。

《どうしてなんだよ！　どうしてクラスメイトだった藤ふじ埜のさえ殺してしまったんだ、荻谷！》

　名薙は怒ど鳴なっていた。

　だがその口く調ちようには、どこか悲哀のような感情も交じっていた。

　名薙の言葉を耳にした荻谷は、クツクツと笑って答える。

《……わかっていないな、名薙。僕達のクラスメイトだった藤埜祈いの里りは、１年も前にこの森によって殺されているんだ》

　１年前？

　妙に具体的なことを口にする荻谷に疑問を感じた名薙だったが、そんなことに構わず、荻谷は持じ論ろんを展開する。

《君達と一いつ緒しよに行動していたアレは、藤埜の姿を象かたどった下級天使アルコーンに過ぎないんだ。この森を満たす有ゆう機きナノマシンは、人の脳に自らを接続するために、実じつ験けんによって殺した人間達の脳を解析し、情報を記き憶おくしてきた。霧きりの中には、殺された何千人分もの記憶や人格が保存されてるんだ。その記憶の１つがアレだった。アレを生きているだなんて思う方がどうかしてるんだ！》

　名薙は反論した。

《オレはあの藤埜と一いつ緒しよに、笑ったり、泣いたりもした！　たとえ肉体はなくなっても、有機ナノマシンの塊でしかなくても、偽物の藤埜なんかじゃなかった！　まだ藤埜はこの霧の中で、確たしかに生き続けていたに違いないんだよ！》

　自分の言っていることが正しいのかなんてわからなかった。

　ただ名薙は、自分の正直な気持ちを口にし続ける。

《あんな身体からだだったとしても、クリステアの話通りなら、藤埜は森の外で生きていけるはずだったんだろう！　なら人間じゃなくなっていても、普通に暮らすことだってできたかもしれないじゃないか！　それをお前は……！》

《幻想だよ、名薙。あの藤埜はこの森を満たす有機ナノマシン達によって再現された人格であって、生きているわけではない。この森の中で現れては消える、亡ぼう霊れいと同じ存在でしかない》

　荻おぎ谷やは冷ややかに言い捨てる。名な薙なぎにとって荻谷は、藤ふじ埜のと同じように、数週間前まで一いつ緒しよの教室で過ごすクラスの友人であった。嫌っていたわけではない。いがみ合っていたわけでもない。こうして……憎んでいたことさえない。

　それなのに荻谷は、まるで名薙や藤埜を忌いむべき敵であるかのように扱うではないか。

　名薙はどうしようもなくやるせない思いになって、荻谷へ尋たずねた。

《……どうしてお前は、そうまで歪ゆがんじまったんだよ！》

《……》

　荻谷はなにも答えようとしなかった。

　対たい峙じしたまま、ＰＡメサイアとＰＡエレミタは沈ちん黙もくする。

　言葉を発しない２人の周りでは、下級天使アルコーンと戦う聖せい堂どう騎き士し団だんやクローニ達の銃火が断続的に閃ひらめいていた。木こ霊だまする誰だれかの絶叫。そして死。暗黒に包まれた残酷な廃はい墟きよで、どうして名薙と荻谷は殺し合わなければならないのか。

　やがて荻谷は、ポツリと言った。

《……自分が善人なんかじゃないって気がついたら、君ならどうする》

　荻谷の口く調ちようは、変わらぬ冷淡なままだった。

　だがその言葉の端々から、隠しようのない悲しみが窺うかがえた。

《僕がこの時代へ転移してきたのは、１年前だ。僕はこの森にいた。そこで藤埜と会ったんだ》

　荻谷と藤埜は、１年前にこの黒の森シユバルツバルトで出会っている。

　それは初めて聞かされる話であった。

《僕達は自分達がどこにいるのかもわからず、ただこの暗くら闇やみの中から逃れたくて必死だった。キメラ達が徘はい徊かいし、一緒にいた人達が次々と殺されていく。怖くて堪たまらなかったんだ。だから僕は……藤埜を置き去りにして逃げた》

《……！》

　荻谷はどんな顔をしているのだろうか。

　ＰＡエレミタの傷ついた分厚い装甲の向こうから、ただ荻谷の言葉は無む線せん越ごしに、聞こえてくる。

《わかるかい、名薙。僕は自分が助かるためなら、助けを求めているクラスメイトの女の子さえ、平気で暗い森に置き去りにするような最低男なんだよ。僕はかろうじて森から脱出し、その後、藤埜を助けに戻ることさえ考えなかった。藤埜だけじゃない。森から逃げ延びた僕を助けてくれた街の人達さえ裏切った。天使アイオーンに攻め入られ、街は焼け落ち、僕は命いのち乞ごいをした。生き残るため、言われるままに恩人達さえ撃うち殺してみせた。僕はそうして生き延びた。再びこうして訪れた黒の森シユバルツバルトで出会ったのは……僕が助けなかった女の子の亡ぼう霊れいさ》

《……》

《無ぶ様さまな僕を見て、クリステア様はこう言った。〝君はありふれた死すべき人間の１人だ〟とね。それを聞いて悟ったんだ。今まで気づくことさえなかった、僕という人間の醜みにくい本質に》

　ＰＡエレミタは身を屈かがめ、静かに身構えた。

《名な薙なぎ。僕は────悪人として生まれたんだよ》

《……荻おぎ谷や》

《僕のような人間の本質は悪なんだ。いずれ誰だれかによって罰せられるだろう。なら僕は、このまま僕らしく生きることにした。地獄の底へ身を落とし、人に仇あだ為なす外げ道どうとなることにしたのさ。僕の背中を追いかけ泣いていたあの少女を、見殺しにしたあの時から……僕はその役割を生きることしかできない宿命を背負うことになったんだ》

《お前……！》

《自らが死ぬまで、人を傷つけ続ける。それこそが僕の使命》

　荻谷は不敵に笑えみ、宣言する。

《僕はエクレシア教会の誇る将が１人、第３死し教きよう、荻谷清せい次じ。聖せい堂どう騎き士し団だんにおいて不敗不屈を誇り、人の身に在りながらイデア使いたる騎士だ。僕を死に至らしめる者がいるとすればそれは────〝完かん膚ぷ無なきまでの正義〟以外にあり得ない》

　ＰＡエレミタの巨体は地じ響ひびきと共に地を蹴けり、ＰＡメサイアへ向かって駆け出した。

　それを迎げい撃げきするべく、ＰＡメサイアは騎士剣ナイツソードを構えた。




　　　　▼▼▼




　…………。

　……。

　懐なつかしい声が、聞こえる気がした。

　暗くら闇やみの中で、少女の意い識しきはゆっくりと目覚める。

　目の前は、なにも見えない混こん沌とんのような黒だ。

　なにも聞こえない黒。

　なにも感じない黒。

　そんな黒の中を、自分の意識だけが漂い、自分の感覚が遠くまで広がっている。

　とても奇妙な感じだった。

　周囲はなにも見えない、自分の姿さえ見えない暗闇の中であるというのに、不ふ思し議ぎと孤独は感じなかった。自分の周りに、多くの人々が一いつ緒しよにいる。見えているわけではなくても、そう感じて止やまないのだ。

　安心感とは少し違う。

　ただ孤独ではないという事実を感じているだけ。

　微睡まどろんでいるような漠然とした感情を胸に、少女は思い出した。

　……ずいぶん長い時間が過ぎたのだ。

　この黒の中に閉ざされてから、少女はずっと眠っていたような気がした。

　……時間が過ぎる？

　いったいどれだけの時間が過ぎたのだろうか。

　具体的な数字は思いつかなかったが、ただそうに違いないことだけを理解していた。

　自分がいなかった間、弟達の世話は誰だれがしていたのだろう。

　女手１つで働いてくれた忙しい母を、誰が助けていたのだろう。

　クラス委員長である自分が不在となった学校は、どうだ。

　先生方に迷惑をかけていないか。クラスの友人達はどうなった。

　そうだ……大好きだった少年は……！

　大切だった人々の面おも影かげが、次々と脳裏をよぎっていく。

　けれどなにも見えなくて。なにも聞こえなくて。

　少女は堪たまらなく悲しくなって、気がつけば声を上げていた。

　その声が誰かに届くのかなどわからない。

　この暗くら闇やみの中に、自分の声に耳を傾ける誰かがいるのかなどわからない。

　ただ誰かに聞こえることを願ねがい。一心に声を振り絞った。




　　　　▼▼▼




　乱戦の渦中を抜け、クリスは隣となりの植物管理室へやってきた。

　クリスは鼻歌を歌いながら、小川のせせらぎの聞こえる庭園の中を進む。するとその行き先に、部分的に床がコンクリートで固められているスペースが見えてきた。そこには作業デスクと数台のＰＣモニタが設置されており、電源が灯ともっていた。

「……？」

　行き先に想定外の人物の姿を見つけ、クリスは怪け訝げんそうな顔をしてしまう。

　ＰＣモニタの置かれたデスクと共に放置されていたＯＡチェア。

　そこに、１人の少女が腰掛けていたのである。

　艶つややかな長髪。白シャツにスカートといったシンプルな私服姿の少女だった。スレンダーな細身は、陶器のように白い肌をしており、綺き麗れいな鎖さ骨こつが覗のぞく胸元には、十字架のネックレスを垂らしている。

「ええっと。君は確たしか、オギヤと同じ過去から来たっていう……」

「如月きさらぎ真ま無なよ。そういう貴女あなたは、確か〝飢き饉きん〟の称号を持つ終焉の騎士ナイツオブエンドなんでしたっけ？」

「まあね」

　なぜ、ここに真ま無なが先回りしていたのか。

　それをクリスが質問しようとしたその語頭を挫くじくように、真無が話し始めた。

「名前はクリスで良かったかしら？　貴女を待ってたわよ。きっとここに来るだろうと思ってたんだけど、当てが外れたかと思ったくらいに遅かったわね」

　真無の発言を耳にしたクリスは、興きよう味み深ぶかそうに目を丸くする。

「へえ……。どうしてあたしが、ここへ来るだろうって思ったんだい？」

「簡かん単たんよ。現時点で稼か働どうしていて、メインフレームに接続しているのはこの部へ屋やのＰＣくらいなものよね。貴女あなた、このＰＣ経由でメインフレームから実じつ験けんデータをダウンロードして持ち帰るつもりだったんでしょう？」

「……」

　真無に指摘され、クリスは口を噤つぐんでしまった。

　呆あつ気けに取られているクリスに向かって、真無は語り始めた。

「さっきいたアリーナ状の部屋に、大きな煙突みたいな大型コンピュータ端末があったわよね。あれがメインフレーム本体なんだと思うけど、貴女はあそこで、私達が来る前からずっとデータを参照して読み耽ふけっていたみたいじゃない。すぐに変だと思ったのよ」

　皮肉っぽく真無は肩を竦すくめて見せる。

「貴女はどうしてわざわざ〝あの場所で〟データを確かく認にんしなければならなかったのかしら。外部メディアに入れて持ち出せば、前ぜん哨しよう基地なりどこへなりと戻ってからでもデータの確認はできたはずよね。それなのに貴女はそうしなかった。わざわざあそこでデータを確認していたわ」

　薄うすい胸元で腕を組むと、真無は優ゆう雅がに微笑ほほえんで見せた。

　真無が口にする推すい論ろんは、そうして淡々と続けられていく。

　まるで全すべてが予測できて当然であるかのように、自信に満ちた口振りである。

「隣となりの部屋が霧きりに襲おそわれた理由について、貴女は、私達が黒の森シユバルツバルトから敵であるのだと認にん識しきされたせいだと口にしていたわ。私達が敵だと認識された理由は２つ。１つは私達がキメラを倒しすぎたから。もう１つは〝貴女がメインフレームにちょっかいを出したから〟よね」

「……へえ。とんだ探偵が紛れていたものだなあ」

　クリスは素直に感心していた。

　しかし特に動揺した様よう子すも見せず、やる気のない半はん眼がんの眼まな差ざしのまま真無を肯定する。

「君が推理した通りだよ。メインフレームで研究データを閲えつ覧らんする程度なら問題ない。けれど研究データを持ち出そうとすれば、黒の森シユバルツバルトはソイツを敵だと認識して襲おそいかかってくるからねえ。できれば厄やつ介かいな争いごとには巻き込まれたくなかったのさ。地道にデータを閲覧して、それを自分の記き憶おくにコピーしていたんだよ。面めん倒どうだったなあ」

　クリスの肯定の言葉を聞き、真無は小さく微笑んでからクリスを補足した。

「でしょうね。けれどこうして騒さわぎが始まってしまえば、もう関係ない。まだ全てのデータを閲えつ覧らんできていない貴女あなたは、残りのデータをメディアに入れて持ちだそうと考えている」

「そういうことさ」

「けれど、メインフレームのある部へ屋やは現在銃じゆう撃げき戦せんの真まっ只ただ中なかよね。争いごとや面倒ごとが嫌いそうな貴女だから、きっと戦いには介入しない。データが引き出せる、稼か働どう中ちゆうのＰＣがある別の部屋を探すと思ったの。けれどわざわざ探す必要はないわ。だって貴女は知っていたんですもの、メインフレームに繫つながったＰＣが、この部屋にあることを」

「あー。あたしが映像記録ビデオ・レポートの話をしたせいでバレたのかな？」

「貴方は必ずここへ来ると思っていた。私はただ、貴女を待っていれば良かったの」

「すごいな。あたしの行動は君にバレバレだ」

　言いながら、クリスは苦笑して見せる。

　そうしてひとしきり真ま無なに感心した後、そこで思い至ったように、不ふ思し議ぎな顔をする。

　クリスは真無へ尋たずねた。

「その推理があって、君がこの場にいるのはわかったよ。けどさ、それでいったいどうするつもりなの？　あたしを待っていたその後に、なにがしたいのか見えてこないね」

　そんなこともわからないのかと、真無はクリスを小こ馬ば鹿かにしたような嘲ちよう笑しようを浮かべた。

　軽く肩を竦すくめてさえ見せ、言ってのける。

「ムカツクから〝貴女を殺す〟の。────当たり前でしょう？」

「……は？」

　クリスを殺す。

　突とつ拍ぴよう子しもない攻こう撃げき的てきな言葉を、真無は平然と口にした。

　クリスの予想の遥はるか上空を超えている真無の言葉に、クリスは啞あ然ぜんとしてしまう。

　軽く呆ほうけてしまった後、クリスは込み上げてくる笑いを堪こらえられなくなる。

　堪たまらず噴ふき出し、腹部を抱えながら涙目になってしまう。

「ぷっ。フフ。あはははは！　君、面おも白しろいことを言うよね。今なんて言ったの。人間である君が、終焉の騎士ナイツオブエンドであるこのあたしを殺すだって？　冗じよう談だんがキツイよ」

「あら。冗談に聞こえるくらい面白かったかしら」

「面白すぎるに決まっているだろ。あははははは！　お腹なか痛い！」

　笑い転げるクリスを、真無は余裕たっぷりに見つめ返した。

　苦しそうにしているクリスへ、真無は冷ややかに告げた。

「名な薙なぎ君から聞いてるわ。貴女のイデア能力、乱れる根源バースト・オリジンでしたっけ。原子の動きを制御するなんていう、デタラメも良いところな能力らしいわね」

「あはは。それを知っていてなお、あたしを殺すなんて言える君は大したものさ」

「私は貴方の能力を知っている。けれど逆に〝貴女は私の能力を知らない〟でしょう？」

「……！」

　それまで笑い転げていたクリスだったが、そこで表情を硬くする。

　真ま無なの双そう眸ぼうに────緑光が灯ともっていたからだ。

　胸元で優ゆう雅がに組まれた両腕。真無の眼まな差ざしは、まるでクリスの方が格下であるかのように見下している。不ふ穏おんな空気が真無の周囲を取り囲むと、大気は冷たく、仄ほの暗ぐらくなっていく。

　真無の周囲の虚こ空くうから、有ゆう刺し鉄てつ線せんが生はえ出た。

　地中に植物が根を張るように、その有刺鉄線は空間に張り巡らされていく。

　その有刺鉄線に囲まれた真無は、その場に君くん臨りんする女王のような威光を放っていた。

　────イデア能力。

　先在の闇やみの奥深くに封じられている異能の力。

　その力は容易に現実世界へ引き出されぬよう、普ふ段だんはなにかしらの拘こう束そく具ぐによって、深しん淵えんの中に閉じ込められている。使い手の深層心理によって異なるその拘束具は、クリスの場合で言えば黄き色いろのテープ。真無の場合で言えば、この有刺鉄線となるのだろう。

　クリスは完全に笑えみを消失させ、今度は油断なく真無を見て言った。

「……なるほどね。あのフードマントの機き体たいの彼だけかと思っていたら、君も荻おぎ谷やと同じで過去からの来訪者ヴイジターだったのか。そして当然イデア使い」

「気づくのが遅いわね」

「そりゃ悪かったね。さて、果たして君の階かい梯ていはいくつなのかな」

「自分の階梯なんてどうでも良いわね」

　クリスの質問に価値を感じなかったため、真無は軽くあしらった。

　そして真無は、その質問よりも重要な事実を口にする。

「貴方あなたが知っておくべきことは、そこじゃないわ。肝心なのは、私が〝勝てると思ったから〟ここへ来ているということね。貴女にとって取るに足りない存在である人間の私が、なんの勝算もなく終焉の騎士ナイツオブエンドに勝負を挑む程に愚かだと思う？」

「……言い分はわかったよ」

　それまで真無を笑っていたクリスだったが、一転して面めん倒どうそうに嘆息する。

「君がどんな作戦を考えているのか、見当もつかないな。勝算があるってねえ……万が一にもあたしが敗れることはないと思うんだけど。でもそれをわざわざ確たしかめて、自分の優ゆう位いを誇ることに興きよう味みはないなあ。君との戦いに付き合ってあげる程、あたしも暇じゃないってことだよ」

「まあ、貴女の性格を考えればそう言うと思っていたわ」

「だとしたらどうするんだい」

「貴女が〝私と戦う理由〟を作ってあげるわよ」

「？」

「こういうこと」

　真無はデスクの裏に隠してあった、バケツを取り出した。そのバケツには、なみなみと水が満たされている。周囲の小川から汲くみ上げたものだろう。

　そのバケツに入った水を────真ま無なは傍かたわらのＰＣ本体の筐きよう体たいの上から浴びせた。

「なにを！」

　驚きよう愕がくするクリスの目の前で、筐体は青白い火花と白煙を上げて燃もえ上がる。

　水をかけられ、あちこちが電気的にショートして壊こわれてしまったのである。白煙を上げて沈ちん黙もくするＰＣは完全に再起不能となり、デスク上のＰＣモニターからは映像が消えた。

「あらあら。壊こわれちゃったわね。これじゃあデータを取り出すのなんて不可能そう」

　冷や汗を浮かべながら硬直してしまったクリスを見て、真無は意地悪く微笑ほほえむ。

　クリスの間抜けな姿を楽しんだ後、今度は真無の方が、余裕たっぷりに言ってやった。

「あー面おも白しろい。貴女あなたの驚おどろく顔が楽しめたから、ご褒ほう美びに教えてあげるわ。安心なさいよ。データはちゃんと、私のＰＱＣピクシーのメモリーに移してあるから」

　自らの首に巻かれた携帯量子コンピュータを指差し、真無は肩を竦すくめて見せた。

　いつの間にか、完全に真無のペースに乗せられていることを理解しながらも……クリスは苦々しく真無に言った。

「……読めたよ。データを持ち帰りたいのなら、あたしは君からそのＰＱＣピクシーを奪えって言いたいわけだね。なるほど。確たしかに君に付き合ってあげる理由はできたわけだ」

　クリスは降参と言わんばかりに、両手をブンブン回して言う。

「わかったわかったよ。このお遊びに付き合うよ。どうせ退屈もしてたし」

　白衣の腰に両手を当てると、クリスは面めん倒どうそうに真無に尋たずねた。

「それで？　じゃあ君はどうやってあたしを殺すつもりなの？　正面からお互いのイデア能力をぶつけ合うのかな。それでも良いけど、君がどんな能力を持っているのかわからない分、あたしの方が分ぶが悪い状況なのかな？」

「そうね。このままじゃフェアな勝負にならないかもしれないわね」

　そう言いながら真無は、手近に置かれていたＯＡチェアへ腰掛ける。

　人差し指のジェスチャーで、「こっちへ来い」と、真無はクリスを呼びつけた。

　人間である真無に主しゆ導どう権けんを握られている状況を不快に思いながらも、クリスは真無の指示に従い、その傍そばへ歩み寄っていく。真無はデスクの上を片づけ、場所を空け始めていた。

　クリスも手近なチェアに腰掛けると、２人はデスクを挟んで向かい合う形となる。

　真無はデスクの片隅に置かれていた、古びたチェスボードを取りだした。

　ここで研究をしていたかつての誰だれかが置いていったものだろう。それを指差しながら、真無はクリスに向かって宣言する。

「これで勝負しましょう」

「……それって、チェス？」

　真無はチェスボードを広げると、その盤ばん上じように駒こまを配置していく。

「このチェス勝負で負けた方は、無抵抗で相手に殺される。そんなルールでどうかしら」

「君。もしかしてふざけてるの？」

「ふざけてないわよ。真ま面じ目めに遊技をしましょうと提案しているの」

　隣となりの部へ屋やでは異い形ぎようの怪物達とＰＡ達が殺し合いを繰くり広げており、目の前には人類にとって最悪の天敵である終焉の騎士ナイツオブエンドが座しているのだ。途方もなく危き機き的てきな状況の中、真ま無なはただ優ゆう雅がに微笑ほほえんでいるではないか。

　この場でなにを言うかと思えば、「チェスをしよう」ときた。

　クリスは困惑を隠しきれず、思わず真無に質問を続けてしまう。

「あたしはＤＮＡコンピュータの計算能力を有している天使アイオーンだよ？　スーパーコンピュータレベルの先読みができる相手に対して、人間がチェス勝負をするっていうのかい」

「その通りだけど、なにか問題ある？」

「……本当に面おも白しろい人間だな、君は。良い具合にイカレている」

　クリスは引ひき攣つった笑えみを浮かべ、真無という人物に呆あきれるしかなかった。

「君がもしもチェスで負けた時、本当に殺されてくれる保証はあるのかな？」

「ないわね。でも信用して。私、貴女あなたと違って良い人だから」

「よく言うよ」

　クリスの意見など完全に無視で、真無は最初の一手を繰り出した。
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「ナイトをＦの３へ」

　一方的にゲームを始めてしまった。

　有無を言わせず決断を迫ってくる真ま無なに、クリスは舌を巻き、考え込んでしまう。

　……このまま真無のペースに乗せられ、このゲームを始めてしまっても良いのか。

　自らは終焉の騎士ナイツオブエンド。天使の軍勢セラフイツク・アルマにおける、７人の最強たるイデア使いの１人。

　下等種である人類を駆逐する、選ばれし種。天使アイオーンなのだ。

　自らの強力なイデアの力で、この少女から無む理り矢や理りデータを奪い去ることなど容易たやすいのではないか。自信ならある。だがその自信は……目前の少女もあると言っているのが問題だ。

　この少女は事実、人間でありながらクリスの行動を先読みし、クリスの先手を打ってきている。その聡そう明めいな少女が言うことを、ただのハッタリであると断じるのは危険だろう。事実、少女がイデア使いであることは間違いないのだ。

　その少女が「勝算がある」と言っている以上、自分はリスクを冒すべきなのか。否か。

　クリスは盤ばん上じようの駒こまを手に取り、呟つぶやく。

「…………ポーンをＤの５」

「そうこなくっちゃ」

　決断の決めてが見つからない以上────クリスはこのゲームに乗る以外にない。

「ポーンをＧの３」「ビショップをＧの４」

「ポーンをＢの３」「ナイトをＤの７」

「ビショップをＢの２」「ポーンをＥの６」

　盤上での素す早ばやい両者の攻防を見下ろし、真無は不敵に微笑ほほえむ。

「ずいぶんと早指しするじゃない」

「君もね」

　クリスも不敵に微笑み返し、両者の攻防は続いていく。

「ビショップをＧの２」「ナイトをＦの６」

「キャスリングするわね」

　キングとルークの駒こまを動かす真無。

　その手を見つめるクリスの両りよう眼がんは、煌こう々こうと赤い光を帯びていく。その赤い輝かがやきはクリスの演算負荷量が上昇するにつれて増していくものだ。

　超演算能力を有するＤＮＡコンピュータと、人間である真無。

　２人の未来の読み合いは、無限に壮絶さを増していくばかりだった。




　　　　▼▼▼




　接近してくるＰＡメサイアの頭上へ向けて、ＰＡエレミタは無数の岩石塊を高々と放り投げていく。

　その岩石塊にはすでに水が染み込んでおり、荻おぎ谷やのイデア能力を持ってすれば、強力な爆ばく弾だん同然の物体と化す。

《喰くらえ！》

　荻谷の咆ほう哮こう。

　岩石塊は、ＰＡメサイアの頭上の空間で派は手でに爆裂四散した。

　赤黒い爆炎の雲の中から、砕けた岩石片が銃弾の雨の如ごとく降り注ぐ。

　────【予測演算】。

　名な薙なぎがそのアプリケーションを起動すると、視界一面に透明な数式の羅ら列れつが現れては、次々と消えていく。即座、ＰＡメサイアに搭載された量子コンピュータは、ＰＡメサイアに降りかかろうとする全すべての岩石片の着弾地点を予測する。センサーの反応と計算式から導みちびき出される未来は、名薙の視界に赤い色のマーキングで表示されていった。

　視界にマーキングされた危険地帯を避けながら、ＰＡメサイアは小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かす。

　その姿はまるで、短たん距きよ離り間かんを何度も瞬しゆん間かん移動しているかのようだった。岩石雨の中のＰＡメサイアは、現れては消え、現れてはまた消える。変則的に動き回るＰＡメサイアの姿は、ＰＡエレミタに搭乗している荻谷の肉にく眼がんでは追いかけきれない速度だった。

《クッ……なんて速さだよ、名薙！》

　荻谷は視界中のＰＡメサイアをロックオンし、ＰＡエレミタのコンピュータによって自動追尾することにする。予測不可能な軌道で眼がん前ぜんを動き回るターゲットカーソルを、荻谷は必死に追いかけた。

　岩石雨を避けきったＰＡメサイアは、巻き上がった粉ふん塵じんの中でカメラアイを灯ともらせる。

　ボロボロのフードマントの奥で灯るその輝きは、立ち尽くしていたＰＡエレミタの姿を捉とらえていた。

　その不気味な輝きに凝ぎよう視しされた荻谷は────射い竦すくめられる。

　ジットリと手に汗を搔かいていた。背筋を凍こごえさせている自分に気がつき、荻谷の胸中は、それに歓喜しているように高ぶった。

《良いぞ……！》

　呟つぶやくと、ＰＡエレミタは崩れた天てん井じようの瓦が礫れきの山をよじ登る。ＰＡエレミタは猛スピードで地上まで空いた穴の内ない壁へきを這はい上がり、地上を目指した。ＰＡメサイアもＰＡエレミタを追いかけるべく、跳ちよう躍やくして地上を目指し始める。

　壁をよじ登るＰＡエレミタ。

　壁を蹴けって飛び上がっていくＰＡメサイア。

　両者はやがて、地上へと到達する。

　黒い霧きりの中に立ち並ぶ廃はい墟きよのビル群。それに囲まれた景色けしきの中で対たい峙じする。

　先に動き出したのはＰＡメサイアの方だった。

　再び真正面から斬きりかかってくるＰＡメサイアに向けて、ＰＡエレミタは手近に落ちていた岩石塊を投とう擲てきする。次々とＰＡエレミタが投げつけてくる岩石塊を、ＰＡメサイアは高速振動する騎士剣ナイツソードで斬り伏せた。しかし岩石塊は質量が大きいため、斬きりつける度たびに重たい手て応ごたえと反動がある。立て続けに何度も斬りつければ、反動の蓄ちく積せきによって、ＰＡメサイアの動きは鈍にぶってしまう。

　岩石塊への対処で、動きが遅くなったＰＡメサイアの隙すきをＰＡエレミタは逃さない。

　ＰＡエレミタは再び手近に落ちていた岩石塊を拾い上げ、今度はそれを投げつけない。巨腕で摑つかんだ岩石の塊を、間近に接近してきていたＰＡメサイアの横っ面つら目がけて叩たたきつけた。

《ぐあああっ！》

　砕け散った岩石片と共に、吹き飛ばされるＰＡメサイア。

　ＰＡメサイアの機き体たいは廃ビルに叩きつけられ、クレーター状に壁へき面めんを窪くぼませる。

　壁にめり込んだＰＡメサイアへ追つい撃げきをかけようと、ＰＡエレミタが動き出そうとした時だった。

　────ＰＡエレミタの片腕の先がなくなっていた。

　岩石塊をＰＡメサイアに叩きつけた方の腕である。巨腕は滑らかな切り口で切断されており、内部の電送系が丸見えで、時折火花とオイルを噴ふき出している。

　あの刹せつ那なに、ＰＡエレミタの巨腕はＰＡメサイアに斬り落とされていた。

《フフフ……ははは！》

　荻おぎ谷やはＰＡエレミタの装甲の奥で、歓喜の哄こう笑しようを上げる。

《すごいじゃないか、名な薙なぎ！　全くどうして、凄すさまじい強さだよ！》

　壁にめり込んでいたＰＡメサイアは、ゆっくりとそこから這はい出て地面に降り立った。

　そんなＰＡメサイアの姿を血走った眼まな差ざしで見つめ、荻谷は感情を高ぶらせていた。

《素直に驚おどろいたな。前ぜん哨しよう基地で手合わせした時よりも強くなっているなんて、どんな成長スピードなんだよ。これまでに何度か称号持ちエリスネーターの騎き士しと手合わせしたことがあるが、その僕が保証しよう。君の力は彼等らに匹敵するどころか、凌りよう駕がしているとも！》

《……そんなこと知るかよ。ただオレは許せないだけだ》

　両腕を垂れ、フラリと立ち尽くすＰＡメサイア。

　名薙はＰＡエレミタを睨にらみつけた。

《この森で行われていた研究も、それをけしかけたクリステアも。オレはなに１つ許せそうにない。そのうえ腹が立つのは────目の前にいる〝バカな友人〟だ》

　歯は嚙がみするように、名薙は頰ほおを固めた。

《藤ふじ埜のを見殺しにした。生きるために恩人達をも裏切った。だからお前は、悪である自分を裁ける〝敵〟を求めているんだったな。ならオレが、お前が探し求めていた敵だよ》

《……へえ》

　断言する名薙に、荻谷は興きよう味み深ぶかそうに相あい槌づちを打つ。

《なら君が、この僕を殺すんだっていうのか？》

《殺す？　何度も言わせるな。クラスメイトを殺すわけがないだろう。オレがやりたいことはシンプルだよ。つまりお前を〝ぶちのめす〟んだ》

　名な薙なぎのその言葉を聞いた途と端たん、荻おぎ谷やは落胆してしまった。

《ぶちのめすだって？　君はまだそんな甘いことを言っているのか。言ったはずだろう、名薙。この死し教きようである僕を止める気なら────〝殺す〟しかないんだってな！》

《うるせえ！　お前の言う正せい論ろんなんて知ったことか！》

《……っ！》

　暴ぼう論ろんを声高に叫ぶ名薙に、荻谷は一いつ瞬しゆん絶句する。

　黙だまり込んだ荻谷に向かって、名薙は続けた。

《人を殺すことが正義だとか悪だとか、そんな高説を議ぎ論ろんするつもりなんかないんだよ。ただお前を殺すのはイヤだ！　まだこの霧きりの中に囚とらわれているはずの藤埜も助け出したい！　そうしてみんなと一いつ緒しよに、元の世界へ帰りたいんだ！　オレ達の時代へ！》

　名薙のストレートな感情をぶつけられた荻谷は、苛いら立だつ。

《元の時代に帰るだって？　笑わせるな！　どうすればそんなことができるというんだよ！　ここへ来てしまった以上、僕達はこの時代を生きていくしかないんだ！　そんなこともわからないなんて、つくづく君は死ななきゃわからないバカのようだ！》

《でもお前は死ななきゃわからないバカじゃないだろ、荻谷！》

《！》

　名薙の懸けん命めいな訴えかけは続いた。

　その言葉の１つ１つは、荻谷の心を深く貫いて引き裂こうとする。

《気づけよ。悪人でいたいのは、もう誰だれかに期待されたくないからだろう！　期待に応えられず、誰かを傷つけてしまいそうだからなんだろう！》

　名薙は怒りに任せ、手にした騎士剣ナイツソードで虚こ空くうを薙なぎ払いながら叫ぶ。

《みっともなく生きていることを、誰か〝他人のせい〟にしてんじゃねえ！》

《……》

　ひとしきり名薙が叫び終わると、沈ちん黙もくが訪れる。

　黒い霧の中で、ＰＡメサイアとＰＡエレミタは無言で対たい峙じし続けた。

　ただ立ち尽くすＰＡエレミタの肩は、少しだけ寂しそうにも見えた。

　やがて荻谷は、クツクツと笑い始める。搭乗している荻谷の挙動に合わせ、ＰＡエレミタの巨体も、小さく肩を揺らして笑い出したように見えた。

　荻谷はさらに眼めを血走らせ、怒りに満ちた形ぎよう相そうで名薙を睨にらんだ。

　名薙の言葉を受け止めた荻谷は、それを憎しみに変えたのである。

《死力を尽くさなければならない敵だと、認めるしかなさそうだ。だからこそ遠えん慮りよなく試すことができそうだよ。クリステア様から授かった、この〝トライアル・アプリケーション〟を！》

　ＰＡエレミタの頭部のカメラアイが、煌こう々こうと赤く輝かがやき始めた。

　すると、ＰＡエレミタを中心として、周囲の黒い霧が大きく波打ったように見えた。




《────【下級天使装甲ナノ・アーマメント】！》




　荻おぎ谷やの言葉と共に地じ響ひびきが聞こえ、大気が細かく震しん動どうを始める。

　周囲の廃ビルに残されたガラスが、その微震動によって割れ落ちる。

《なんだ……！》

　ＰＡメサイアの赤外線暗視装置サーマルビジヨンの視界に、変へん調ちようが窺うかがえた。

　白黒の視界の中に捉とらえられていたＰＡエレミタの機き体たいを、周囲の黒い霧きりが覆おおい隠していく。濃こい黒い霧の塊に姿を覆われたＰＡエレミタは、巨大な球体のような姿になってしまった。

　その球体から────いきなり手脚が生はえた。

　愕がく然ぜんとする名薙に構わず、ＰＡエレミタの変化は続く。球体の内部から、無造作に黒くて巨大な手脚が生えたのである。その手脚はガッシリと地面を捉え、本体部の球体ごと、ＰＡエレミタの身体からだを静かに虚空へ持ち上げる。冷や汗を流し、名薙は理解した。

《霧を纏まとって巨大化してるのかよ……！》

　ＰＡエレミタは周囲に漂っている有機ナノマシンを取り込み、それによって自らの手脚を形成しているのだ。黒い霧を纏ったＰＡエレミタは、見る見る間に巨大化していく。

　気がつけばＰＡエレミタは、周囲のビル群をも超える背丈の、黒い人型の巨人となっていた。

《おおおおお素す晴ばらしいぞおおお！》

　黒い巨人の頭部で、取り込まれたＰＡエレミタのカメラアイが、煌こう々こうと不気味な赤い輝きを発する。

《このアプリケーションは、クリステア様が下級天使アルコーンを兵器利用するために開発したものの１つさ。周囲の有機ナノマシンを制御し、集め、物体として形成する。まだ試作段階のこのアプリケーションの使用は、安全を保証できないから使用を禁止されていたが、君を相手にしては、これくらいのリスクは負わなければね》

　黒い巨人と化したＰＡエレミタは、眼がん下かのＰＡメサイアを見下ろした。

《さしずめ今の僕は、〝魔ま人じんエレミタ〟といったところかな！》

　魔人と化したＰＡエレミタは、足下を這はう豆粒のようなＰＡメサイアを踏み潰つぶそうとしてくる。

　その場を離はなれ、踏み潰し攻こう撃げきから逃れたＰＡメサイアは、騎士剣ナイツソードで魔人の足を斬きりつけようとする。しかし────騎士剣ナイツソードに手て応ごたえはない。

　ＰＡメサイアの腕は、霧の塊の中を素振りしただけで、魔人の身体を傷つけることすらできない。

《そんな……実体がないだと！》

《その表現は正せい確かくじゃないな。この身体は有機ナノマシン群体の結合でできている！　部分的に結合を一時解除すれば、元の霧状にバラバラとなる。御ご覧らんの通り君の攻撃なんて、当たらない無意味なものと化すのさ！　僕の攻撃だけが一方的に有効なんだよ、こんなふうにな！》

　魔人は拳こぶしを振り上げると、それを勢い良くＰＡメサイアへ振り下ろす。

　あまりにも巨大なその拳は、魔ま人じんを見上げているＰＡメサイアの視界を埋め尽くす程の大きさである。周囲の大気を震ふるわせながら、強烈な破は壊かい力りよくを秘めたその拳が大地へ叩たたきつけられる。まるで爆ばく風ふうのような衝しよう撃げきを発しながら、拳は地面をクレーター状に陥没させた。その広大な攻撃範はん囲いから間一髪で逃れていたＰＡメサイアだったが、衝撃波によって吹き飛ばされてしまう。

《うああああああああ！》

　吹き飛ばされ、滞空中だったＰＡメサイアの両脚を何者かが摑つかんだ。

《……!?》

　ＰＡメサイアの両脚を摑んだのは────虚こ空くうから生はえ出た黒い腕だった。

　黒い霧きりの渦中から、次々と形成された腕が生え出てくる。

　腕はＰＡメサイアの四肢を捕まえ、放はなそうとしない。気色悪い黒の腕によって、ＰＡメサイアは虚空に絡め取られ、磔はりつけのようにされて身動きを封じられてしまう。

《クッ、これもそのアプリケーションで造り出したのかよ、荻おぎ谷や！》

《その通りだよ、名な薙なぎ。すばしっこい君に動き回られると厄やつ介かいなんでね。その手脚を捕まえさせてもらったよ。これでもう君は────逃げられないよなあ！》

　虚空に磔はりつけにされたままのＰＡメサイアを打ち据えようと、魔人は再び拳を振り上げる。

　今度こそ回かい避ひ不可能なその拳を見上げ、名薙は黒い腕の拘こう束そくから逃れようと身じろいだ。

　しかし、絡みつくようにＰＡメサイアを捕らえて放さないその拘束は、容易には振ふり解ほどけない。

　万事休すかと、目前に聳そびえる魔人の姿を凝ぎよう視ししながら、名薙は表情を険しくしてしまう。

《名薙、聞こえてる？》

　使えないと思われていたインターネット回かい線せん経由で、【チャット】アプリから、少女の声が飛び込んできた。

《この声……アニカか！》

《オッケー！　繫つながったわね！》

　視し線せんを眼がん下かに傾ければ、ＰＡメサイアの下方に２機きのＰＡミリガスの姿と、パーカー姿の少女が見えた。

　少女、アニカはＰＡメサイアを見上げて話しかけてくる。

《あのデカブツが周囲の霧を集めてるおかげで、霧の密度が薄うすくなったみたいなのよね。霧に妨害されて使えなかったインターネット回かい線せんも復活よ！　そんなことはともかく、今からアンタの機体に内蔵してる軍事用のＨｉＰＱＣハイピクシーをリモート制御させてもらうわよ！》

　言いながらアニカは、自分のＰＱＣピクシーから引っ張り出したケーブルを、自前の折り畳み式キーボードに繫げているようだった。懸けん命めいにキーボードを叩たたいている。

《いくわよ！》

　名薙の視界に「Remote Control」の表示が現れた。どうやらアニカが、ＰＡメサイアに搭載されている軍用の量子コンピュータを外部から操作し始めているようだ。しかし問答の間に、巨大な魔人の拳こぶしが振り下ろされる。名薙はアニカに構ってる余裕がなかった。

《やばい！》

《やばくない！》

　言いながらアニカは、威勢良くエンターキーを押す。

　すると突如としてＰＡメサイアを拘こう束そくしていた黒い腕が搔かき消えた。

《なんだと！》

　荻おぎ谷やの驚きよう愕がくする声が聞こえた。その驚愕は名な薙なぎとて同じである。

　いきなり拘束から解放されたＰＡメサイアは、そのまま虚こ空くうから自由落下を始めた。魔人の拳はＰＡメサイアを捉とらえることなく空振りし、ＰＡメサイアの背後にあった廃ビルの上層部を勢い良く吹き飛ばした。

　アニカのすぐ傍そばに落下し、ＰＡメサイアは思わず膝ひざを突く。

《助かったよ、アニカ！　でもなにをどうやったんだよ！》

《あのデカブツの真ま似ね事ごとをしただけよ》

　ゴーグルをかけているアニカは、キーボードの操作を続けたまま微笑ほほえんだ。

《ＰＡメサイアのコンピュータにハッキングして、即席の【通信妨害ジヤミング】アプリを仕込んで起動させたのよ。あの死し教きよう機きは無線信号で霧を操あやつってるみたいだったから、その信号を妨害する周波数を割り出してぶっ放したの。出来は完かん璧ぺきじゃないけど、ＰＡメサイアの周囲１メートルくらいにある霧を拡散させるくらいのことはできたみたいね。言うなれば音波バリアよ！》

　得意気に語るアニカを、ミレイアが囃はやし立てる。

《すごかったんやで、アニカちゃんのこのアプリ！　バリアみたいで、襲おそってくる下級天使アルコーンまでも次々と拡散して消すことができたし！　おかげで助かったわ、うち等ら！》

《さすがアニカちゃん、私の未来の嫁！》

　クローニの様よう子すを見ても、アニカのアプリの効果は絶大だったようである。

《すごいじゃないか、アニカ！　じゃあ、あのパンチも無効化できるのか！》

《さすがにあんだけ図体がデカイと無理ね。バリアが攻こう撃げきを完全に無力化するより、パンチが当たる方が早いもの。それにこのアプリ、さっきも言ったけど即席よ。こうやって環かん境きよう条件の制御はリアルタイムで調ちよう整せいしてあげないといけない。デカブツの攻撃は、喰くらったら死ぬわ》

《……軽く言うよな。でもおかげで、なんとか戦えそうだ》

　キーボードを叩たたき続けるアニカの傍かたわらに立ち、騎士剣ナイツソードを構える。

　魔ま人じんを見上げるＰＡメサイア。それを見つめ返しながら、荻谷は愕がく然ぜんとしていた。

《バカな！　こんな短時間で、クリステア様のアプリに対抗するアプリを作り出しただと！　しかも数秒でＰＡの量子コンピュータをハッキングして、制御を横取りするなんて、各城じよう塞さい都市が有する魔術師ウイザード級のハッカーをかき集めても不可能な芸当だ！　そんなことができる人間なんて、この世に数える程しか────》

　自分で言いながら、荻谷は気がついてしまう。

　その恐るべき予想に戦せん慄りつを隠しきれない。

《まさかお前……〝業火の翼ブリユーナク〟！》

《その呼ばれ方、可愛かわいくないから嫌いなのよ》

　サラリと荻おぎ谷やの推理を肯定するアニカ。

　即座、アニカの足下から無数の黒い腕が生はえ出た。

《んなっ！》

　その状況を予期していなかったアニカは、易やす々やすと黒い腕によって搦からめ捕とられてしまう。黒い腕はアニカの足下から上空へ伸びていく。足下から差し出されたアニカを受け取るかのように、魔ま人じんは巨大な手のひらで、アニカの身体からだを摑つかんだ。

《きゃあああああああああ！》

《アニカ！》

　魔人の巨大な手のひらに包まれたアニカの姿は、すぐに見えなくなってしまう。少しでも手のひらに力を込めれば、アニカの華きや奢しやな身体など簡かん単たんに押おし潰つぶされてしまうだろう。

　無力な名な薙なぎ達を見下ろし、荻谷は哄こう笑しようを上げた。

《あはははははは！　やはりＰＡに搭乗していない彼女からは、妨害電波は発せられていなかったようだね。彼女さえ殺してしまえば、その厄やつ介かいなアプリは使えなくなるだろう！》

《痛い……痛いよぉ！》

　魔人の手のひらに力が込められ始めているのだ。

　名薙の回かい線せんに、泣き声に近いアニカの声が聞こえてきた。

　その声を耳にした名薙の胸中には、猛烈な灼しやく熱ねつの怒りが込み上げてくる。

《助けて……ナナギ！》

　アニカを必ず助け出し、守る。

　強烈な決意が、名薙の思考を支配する。

　名薙の双そう眸ぼうが────緑みどり色いろの輝かがやきを放ち始めた。

《……これは！》

　２週間前の東とう京きよう侵攻。あの時、終焉の騎士ナイツオブエンドと戦った時にも同じ現象が起きた。

　それは名薙の持つイデア能力が発動されたことを意味する輝きである。

　名薙は思い出していた。

　心理撃鉄ハート・トリガー。

　荻谷が言っていた話が事実ならば、イデア能力は、使い手の特定の感情を引き金として発動するものであると言う。ならば名薙のイデアを発動するための心理撃鉄ハート・トリガーとはつまり。

《守りたいという意思か……！》

　名薙は呟つぶやき、悟った。そして手にしていた騎士剣ナイツソードを地面に突き立てて手放すと、代わりに自らの目前へ、静かに両腕を突き出した。

　……今為なすべきことなら、ハッキリと理解している。

　緑みどり色いろに灯ともった名な薙なぎの眼がん光こう。ＰＡメサイアの周囲の空気までもが、緑色に輝き出す。

　左手を開き、右手で拳こぶしを作り。ＰＡメサイアはその両手を目前で付き合わせた。

　するとＰＡメサイアの両手首が、虚こ空くうより出現した無骨な鎖くさりによって雁がん字じ搦がらめにされてしまう。その鎖はＰＡメサイアの四方の空間へと展開され、ＰＡメサイアの両手を虚空で磔はりつけにしてしまった。




《────〝最後の剣アイン・セイバー〟────》




　解かい呪じゆの名を口にし、ＰＡメサイアは両腕を拘こう束そくする鎖を勢い良く引き千切る。

　まるで見えない鞘さやから剣を抜き放つように、付き合わせた両手をゆっくりと左右へ引ひき離はなしていくと、ＰＡメサイアの目前が白い光に包まれていく。ＰＡメサイアの両手の間から、ゆっくりと一振りの剣が姿を現した。そしてＰＡメサイアの両腕を封じていた鎖は跡形もなく消し飛ぶ。

　無から現れたのは、白色の刀身である。

　その剣の刃先は、金属ではなく、青く透明なガラス細工の刃やいばのようになっている。

　そのガラスのような刃先は、底知れない力を秘めて、青黒く光を灯ともしていた。

　闇やみに覆おおわれていた廃はい墟きよの街に灯る、一刀の冷たい光。

　剣を構えたフードマントの機き体たいは、闇の中に浮かび上がった。

《……なんだ、その剣は！　そんな大きさのものを具象化できる強力なイデア能力だと！》

　名薙が虚空から引き抜いた剣を見て、荻谷は驚きよう愕がくする。

《ありえないぞ……青黒い闇のような光……まさかプロアテル様と同じ第７────！》

　ＰＡメサイアは最後の剣アイン・セイバーを構え、近くの廃ビルの壁へき面めん目がけて跳ちよう躍やくする。

《うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　背中の小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かし、ＰＡメサイアは壁面を垂直に駆け上がっていく。そうしてアニカを捕まえている魔ま人じんの手に飛びかかり、その手首へ斬きりかかる。

　刀身の発する青黒い光は、虚こ空くうへ残像を刻みつけ────剣は魔人の手首を〝切断〟した。

　切きり離はなされた手首から先は、元の霧きりと化して霧む散さんしていく。

《バカな！　霧でできたこの身体からだを〝切断〟しただと！》

　霧散する魔人の手のひらの中から、ＰＡメサイアはアニカを救い出した。

　少女の華きや奢しやな身体を抱き留め、ＰＡメサイアは危なげなく地面へと降り立つ。

　救い出されたアニカは、ＰＡメサイアの胸中で頰ほおを染めていた。

《……ナナギ》

《下がっていてくれ。アイツとは、決着をつけなきゃならない》

　ＰＡメサイアはその場でアニカを下ろし、再び魔人を見上げた。

　発光する剣に照らし出され、闇やみの中に佇たたずむＰＡメサイア。その姿に怯おびえるように、魔人は１歩、後あと退ずさってしまう。そんな魔人に向かって、ＰＡメサイアは最後の剣アイン・セイバーを手に身構えた。

《────〝斬きる〟。それがオレのイデア能力だ》

　名な薙なぎの言葉と共に、最後の剣アイン・セイバーの刀身が青黒い光を強めていく。

《もう一度この力を発動できたことで、オレにもようやく理解できた気がする。この剣は、オレが斬るべきだと信じるあらゆる障害を断つことができる。有形、無形にかかわらず。物理法則さえ超越して、倒すべき敵に立ち向かう力を与えてくれているんだ》

《それが君のイデア能力だというのか……！》

　怯ひるむ荻おぎ谷やの言葉に構わず、名薙は宣告した。

《終わらせてやるよ》

　名薙が口にするなり、ＰＡメサイアは小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かす。

　弾はじき出されるようにして、猛スピードで魔ま人じんに向かって飛び出した。

　跳躍し、ＰＡメサイアは最後の剣アイン・セイバーで横よこ薙なぎにする。

　すると大気を叩たたきつけるような衝しよう撃げき音おんと共に、魔人の両足首が一刀両断されてしまう。

《そんな！》

　最後の剣アイン・セイバーは、周囲を漂っていた霧きりの闇やみごと、魔人の身体を両断する。ＰＡメサイアが虚空を一薙ぎしただけで、周囲一面からは、搔かき消えたように霧が消し飛ばされる。両足首を切断された魔人は地面に立っていられず、バランスを崩して、ＰＡメサイアの頭上に倒れかかってくる。

　その倒れかかってきた魔人の身体を、ＰＡメサイアは立て続けに最後の剣アイン・セイバーで乱れ斬りにする。

《バカな！》

　一方的に最後の剣アイン・セイバーで斬り刻まれる魔人の身体は、見る見る間に細こま切ぎれにされていく。膝ひざを斬きり離はなされ、腰を両断され、両肩を斬り落とされてしまう。刀身からこぼれ出る青黒い光の残像を宙に刻みつけ、ＰＡメサイアの斬ざん舞ぶは魔人を細こま切ぎれにしていった。

《人類の絶望から生み出された、この黒い霧も！　１００年にも近い間、この森で繰くり返されてきた悪夢も！　藤ふじ埜ののような犠ぎ牲せいも！　今ここで全すべてを終わらせる！》

　名薙は叫びながら、倒れかかってくる魔人の身体からだを滅めつ多た斬ぎりにする。

　最後の剣アイン・セイバーが魔人の身体を斬りつける度たびに、その魔人の背後に漂っていた霧の塊までもが斬り裂かれていく。斬り裂かれた霧は遥はるか上空まで深々と亀き裂れつを形成し、やがて天高くまで到達した。その深く斬り裂かれた黒の向こう側から────太陽の光が射さし込んだ。

　最後の剣アイン・セイバーによる猛攻を見ていたクローニとミレイアが、愕がく然ぜんと呟つぶやく。

《信じられない速さです……！》

《ナナギくんのあの剣、この森を覆おおってる霧まで斬っちゃってるんか！》

　空にまで到達した無数の斬り傷から、眩まばゆい陽光が降り注いできた。

　何十年という歳月に亘わたって、太陽の光が届かなかった黒の森シユバルツバルトの闇やみに、光が溢あふれ始める。

　闇の廃はい墟きよに射し込む眩い光は、時間帯からして朝あさ陽ひである。

　久しぶりに見る光の下にさらけ出され、クローニ達は目を堪たまらず細めてしまった。

　巨大なスポットライトのように射さし込む朝あさ陽ひの中で、ＰＡエレミタを覆っていた黒い霧きりは完全に晴れた。その後は、丸裸にされたＰＡエレミタの機き体たいが、ＰＡメサイアに向かって落下してくるのみである。

　憎しみに任せた怒りの形ぎよう相そうで、荻おぎ谷やは眼がん下かのＰＡメサイアを睨にらみつけた。

《名な薙なぎいいいいぃぃぃいいいぃいいいいいいいい！》

　荻谷の咆ほう哮こう。

　無防備に落下してくるＰＡエレミタを、朝陽の中で見上げながら。

　ＰＡメサイアは、最後の剣アイン・セイバーを下段に構え終えていた。

《────お前の負けだ、荻谷》

　ＰＡメサイアはＰＡエレミタを目がけ、天高く跳び上がる。

　そして最後の剣アイン・セイバーで斬り上げ、ＰＡエレミタの機体を横一文字に両断した。
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　長考の果て。

　無表情のまま黙だまり込んでいた真ま無なは、盤ばん上じようの駒こまへ手を伸ばしながら宣言する。

「……ルークをＧの５。ナイトを刺すわ」

　自軍のルークの駒を動かし、真無はクリス陣営のナイトの駒を奪い去る。

　そんな真無の一手を余裕の笑えみで見下ろしながら、クリスは宣言し返した。

「こちらもルークをＤの５だ」

　クリスの宣言を聞きながら、真無はさらに黙り込んでしまう。

　ゲームの内容は……真無にとって不利な状況だったのである。

　19手目まではお互いの出方を窺うかがい合う静かなゲーム運びであった。しかし20手目でクリスから攻こう撃げきを仕掛けてみたところ、形勢は簡かん単たんにクリスの有利となったのである。

「……ポーンをＦの６」

　間を置いてから宣言する真無。

　明らかに手の遅くなっている真無は、敗色を濃こくしていくばかりである。

　それが愉快で、クリスは真無を皮肉った。

「やれやれ。ずいぶんと強気に挑発をしてくるから、少しは楽しめると思っていたんだけど。この手て応ごたえのなさにはガッカリだなあ」

　無言のまま盤ばん上じようを凝ぎよう視ししている真無を、クリスはさらに嘲あざける。

「人間のくせに、本気でこの私の演算能力に勝てると思っていたのかい？　あたしの体内を流れる血液は、それそのものがＤＮＡコンピュータ。言うなれば君は、強力なスーパーコンピュータに対して勝負を挑んだも同然なんだよ。最初から勝てるわけなんてないじゃないか」

　小こ馬ば鹿かにされていることをわかっていながら、真無はなにも言い返さなかった。その様よう子すを見るに、真ま無なにはすでに勝算がなくなっているのであろうことを、クリスは予測する。

　ますます愉快な気分になり、クリスは上じよう機き嫌げんで真無へ言った。

「たしか、敗者は無抵抗に殺される。それがこのゲームのルールで良かったかな？」

「……」

「このままでは、君はあたしに殺される以外になさそうだね。今から楽しみだなあ。あたしを殺すとまで言い放った人間を嬲なぶり殺すのは。ゆっくりと手脚を分解した後に、死ぬほど痛い思いを味わわせてから死なせてあげるよ。自業自得だね」

　クツクツと低く微笑ほほえむクリス。

　真無のプライドをへし折ってやった手応えを感じ、クリスは悦に入る。

　すると……それまで無表情で黙だまり込んでいた真無が、静かに唇を開く。

「────数奇なものね」

　勝利を確かく信しんしているクリスへ、真無は冷ややかに告げた。

「ガルリ＝カスパロフを知っているかしら？」

「生あい憎にくと知らないな。誰だれだい、それは。戦前の人物の名前かな」

「でしょうね。このゲーム運びを見れば、貴女あなたが知らないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ」

　意図不明な笑えみを浮かべる真無に、クリスは警けい戒かいの視し線せんを向ける。

　さらなる一手を繰くり出そうと、盤上へ手を伸ばしかけていたクリスへ、真無は続けた。

「戦前のロシアという大国に生まれた人物よ。15年間もの長い間、チェスの世界チャンピオンとしての座を守り続けていた。彼は世界最強のチェスプレイヤーと言われていたわ。だから人類の代表としてチェスの勝負をしたのよ。ディープブルーと呼ばれたスーパーコンピュータと」

「……コンピュータとのチェス勝負？」

「彼等らは何度か勝負をして、お互いに勝ったり負けたりしたわ。私はその勝負の棋譜スコアを見たことがあるの。貴女の打ち筋は、ディープブルーにソックリなのよね。そしてこのゲームの運びまでソックリなのよ。人類がコンピュータを打ち破った局面に」

「……！」

「だから〝数奇だ〟と言っているのよ。とても興きよう味み深ぶかい状況よね」

　真無は優ゆう雅がに頰ほお杖づえを突いて、盤ばん上じようを見下ろした。

「ディープブルーも、その後に進められた最強のチェスコンピュータを作ろうというヒドラ・プロジェクトも同じ。どんなに優すぐれたコンピュータでも、最後は人間に敗れ去る運命だった。貴女はスーパーコンピュータ並みの演算能力で、計算による最適な一手を繰くり出し続けたんでしょうけれど、結局、計算だけでは見えないものもある」

「あたしに見えないものだって？」

「盤上の陣形であったり、人特有の非合理的な行動であったり。この盤上で起こる全すべてを、計算だけで予測することは不可能よ。貴女は今、人類にことごとく敗れていった多くのコンピュータ達と同じ過あやまちを繰り返そうとしている。〝未来は予測可能なものである〟という驕おごりよ」

　真ま無なは不敵に微笑ほほえんで宣告した。

「教えてあげる。あと一手で〝貴女あなたは負ける〟わ」

　真無の口こう撃げきを受け、クリスの胸中は動揺する。

　自らの圧倒的な演算能力を持ってすれば、人間の少女１人など軽く凌りよう駕ができるはずなのだ。

　しかし軽くあしらえるはずの少女が、この局面になって余裕の笑えみを浮かべている。

　クリスは改めて盤上を見下ろした。

　何度見ても、状況はクリスの優ゆう勢せいであるようにしか見えない。

　真無が言っていることは、ハッタリであるとしか思えなかった。

「陣形？　非合理的な行動？　いったいなんだって言うんだ……！」

　苛いら立だったクリスは、ふとあることに気がついた。

　それは致命的な事実である。

「……なんてことだ……！」

　クリスが最初の攻勢を仕掛けた、あの20手目の手である。

　20手目以降、クリスは真無の駒こまを次々と奪い、真無の勢力を弱体化させた。真無の軍に残っている駒は僅わずかで、盤上のあちこちに散り散りになっている状況だった。真無のキングを囲む包ほう囲い網もうが完成し、残りの駒の数でもクリスが勝っているのだ。

　しかし……盤上で散り散りになっているように見えた真無の駒の位置には、意味があった。

　クリスの表情から笑みが消えた。

　その表情の変化を見逃さず、真無は優ゆう雅がに話しかけた。

「ようやく気がついたかしら？　一見したところ貴女のキングは、たくさん残っている自軍の駒こまに囲まれて、固く守られているようではある。けれど陣営を守っている１つ１つの駒には、それぞれできることとできないことがある。完かん璧ぺきではない者達の守備ですもの。やはり完璧たり得ないのが道理よね」

　クリスの鉄てつ壁ぺきの守備の周りに、着実に点在する真無の駒。

　それらは的てき確かくにクリス陣営の守備の穴を突いた場所に配置されており、踏み込まれればクリスのキングの逃げ道がなくなっていく位置取りをされている。

「陣形……このことを言っていたわけか……！」

　かつて人類に敗れ去った数多くのコンピュータ達。

　クリスはそれらと同じ運命を辿たどろうとしているのだと、少女は告げる。そんなバカなことがあって堪たまるだろうか。振り払えぬ疑念と不安を抱えたまま、クリスは盤上へ手を伸ばした。

　自らの計算が最適だと信じる一手。

　それを打つために、クリスは自軍の駒の１つを手に取った。

　だがその手を、真無の手が摑つかんで制止してくる。

「……本当によく考えた決断かしら。言ったわよね。その一手で、貴女あなたは負けるわよ」

　真ま無なの制止する腕を振ふり解ほどき、クリスは言った。

「その手に乗るか！　あたしはルークをＤの１だ！」

　駒を動かし終えたクリス。

　その一手を見下ろし、真無は鼻で笑う。

「ポーンをＧの７」

「！」

「フフ。〝チェックメイト〟まであと数手。それでもこのゲームをまだ続けましょうか？」

「あ……ああ……あ……！」

　真無の言う通りだった。

　これ以上はゲームを続けなくても、クリスの負けであることは予測可能である。

　皮肉にもクリス自らの計算能力によって、その敗北の未来を回かい避ひできないことが、克明に理解できてしまっていた。敗北の結果は間違いない。

　クリスは……真無に負けてしまったのだ。

「だから親切に教えてあげたじゃない。その一手で敗北するんだって」

　盤上に釘くぎ付づけとなったまま動けずにいるクリスを勝ち誇った笑えみで見つめ、真無はクリスが敗北を認めたことを理解した。

「なかなか興きよう味み深ぶかい勝負だったわ」

　そう言って真無は席を立つ。

「私が勝負に勝った以上。貴女は無抵抗で私に殺されなければならないわね。そういうルールで始めたわけだし。覚悟はできてるんでしょうね」

　肩を落として青ざめているクリスを見下ろし、真ま無なは双そう眸ぼうを緑みどり色いろに輝かがやかせる。

　イデア能力を解放した真無の周囲には、再び有ゆう刺し鉄てつ線せんが張り巡らされた。その有刺鉄線に絡みつかれた１本のナイフが、虚こ空くうに現れる。

　そのナイフを有刺鉄線から引ひき剝はがし、真無は刃先をクリスへ向けた。

　すでにクリスは席を立っていた。いつも小こ馬ば鹿かにした態度で人間を見下していたクリスの眼まな差ざしは、感情を剝むき出だしにした憎々しいものに変わっていた。

「このお遊びに負けてしまったのは不快だけど、殺し合いなら人間に負ける気はしないな」

「あら……私と戦う気？　無抵抗で殺されるというルールだったはずだけど？」

「そんな口約束をバカ正直に守って殺されるはずがないだろう！」

　苛いら立だちに任せ、クリスはルールを無視することを宣言する。

　そんなクリスを冷ややかに見つめながら、真無は警けい告こくした。

「戦うにしても、私がどんなイデア能力を持ってるか知らないでしょう？　もしかしたら貴女より強いかもしれないのよ。その私と戦うだなんて、少し短絡的よね」

「その手にはもう乗らないよ。第６階かい梯ていであるあたしの力をねじ伏せる程のイデア能力なんて、そうそう存在するものじゃない。それにあたしを殺すつもりの君があたしより強いんだったら、最初から殺しにかかってくれば良かったんだ。それをしないのは、ハッタリだからだろ？」

「あら。戦うのが面めん倒どうだったとか。怪け我がするのがイヤだったとか。私がそういうふうに考えている可能性は無視するわけ？」

「どのみち、人間に舐なめられたまま君を帰すわけにもいかないよ。こんな意味不明なお遊びで負けたから、はいそうですかとデータの回収を諦あきらめるわけにもいかないのさ」

「……力ずくでデータを奪うってことかしら。結局は野蛮よね、天使アイオーンって」

「お遊びで時間を無む駄だにしたが、目的を果たさせてもらうとしよう」

　そう言って身構えるクリス。

　だが真ま無なは腕を組み────クツクツと低く笑い始めた。

「……なにがおかしいんだい」

「おかしいに決まってるじゃない。力ずくでなら、私からデータを奪い取れるだなんておめでたいことを考えているんですもの。貴女あなた如ごときが私を倒そうなんて、１兆年早いのよ」

「たかが人間のくせに、なにを余裕ぶっているんだ！」

　真無は無言のまま、手にしていたナイフを────自分の手のひらへ突き刺した。

「ぐっ……！」

　苦く悶もんの声を漏らしたのは、なぜかクリスの方だった。

　真無は自らの手のひらからナイフを引き抜く。しかしその手のひらには傷の１つも付いておらず、まるで手品であったかのように、血の一滴も流れ出ていない。

　その代わりに、真無に相あい対たいしていたクリスの手のひらから、突如として血が流れ始めた。

　真無が負うべき怪我を、気がつけばクリスが負っていた。

　その異常な現象を目前に、クリスは自らの手の痛みに歯を食いしばった。

「チェスの勝敗なんて、最初からどうだって良かったのよ。だって私の目的は────貴女あなたの身体からだに〝触れる〟ことだったんですもの」

　手のひらに生じた痛々しい傷きず跡あとを凝ぎよう視ししていたクリスは、悠然と語る真無を見やった。

　立て続けに真無は、自らの手のひらを何度もナイフで突き刺した。

　その度たびにクリスは苦く悶もんの声を漏らし、傷口を痛めつけられていく。

　涙目で真無を見やりながら、クリスは荒い呼吸で問いかける。

「どうして君の負うべき傷があたしに……なにをしているんだ……！」

　クリスの問いを嘲あざ笑わらい、真無は答えてやった。

「私のイデア能力────〝博愛自殺ロザリオ・サイス〟は、触れたものと同どう調ちようすることで、自分の持っているモノならなんでも他人に与えることができる。私の負うべき傷を貴女へ移し替えているの。つまり私が傷つけば、それは貴女の傷になる。私が死ねば、それはすなわち貴女の死になる」

「……！」

「わかったようね。貴女あなたはもう私を傷つけることすらできない。こうして一方的に傷つけられるサンドバックにしかなれないのよ。可哀かわい想そうね」

　蒼そう白はくになっているクリスへ、真ま無なは爽さわやかに微笑ほほえみかけた。

　その細い腕は、力強くナイフの柄を握っていた。

「フフ。だから最初に言ったでしょう、〝殺す〟って……？」

　真無は迷わず、手にしたナイフを自分の眼がん球きゆうに突き込んだ。

　その刃を自分の頭ず蓋がいの中でグチャグチャと搔かき回しながら、真無はただ微笑んでいた。
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　黒い霧きりが裂けた向こうに見える、遠い青空。

　そこには鳥が飛ぶ姿があり、天高くから眩まばゆい光が射さし込んできていた。

　巨大なスポットライトのように、暗黒の森の中を照らし出す陽光。何十年ぶりかに光に照らし出された廃はい墟きよは、その眩さに焼けているように白く輝かがやいて見えた。

　光の中で、ＰＡエレミタは仰あお向むけに横たわっていた。

《…………わざと外したな》

《まあな》

　火花を散らし、下腹部から下と、上半身の２つのパーツに両断されたＰＡエレミタ。

　荻おぎ谷やは、その巨きよ軀くの機き体たいの、斬きり離はなされた上半身側に搭乗していた。そのため両断されたというのに、無傷のまま生存できていたのである。しかし……脚部を失ってしまったこともあり、その場で動けなくなってしまっていた。

　これ以上は、もう戦えない。

　それを悟った荻谷の胸中は、不ふ思し議ぎな程に穏おだやかだった。

　残ざん骸がいと化したＰＡエレミタを見つめながら、フードマントのＰＡメサイアは立ち尽くしている。そのＰＡメサイアに向かって、荻谷は静かに語りかけた。

《……名な薙なぎ》

《……》

《僕達は、どうしてこうなってしまったんだろうな》

　荻谷は言いながら、一いつ瞬しゆんだけ唇を引き結ぶ。そして言った。

《藤ふじ埜のを助けたかった……誰だれも傷つけたくなかった……ビッグサイトへ行ったあの日まで、これからも穏やかな日々が続いていくんだと思ってた。それなのに……僕達はこうして憎み合い、殺し合っている。こうならなければならない運命だったのか。僕にはわからないよ》

《……オレもだよ》

　肯定する名な薙なぎの言葉に、荻おぎ谷やは苦笑した。

　だがすぐに表情を険しくし、名な薙なぎへ宣告した。

《忠告しておくよ。君も誰だれかを傷つけなければならない時が必ず来る。今日きようこうして僕を見逃したことを後悔する日がくるだろう。僕は……次こそ君を殺す》

《……覚悟しとくよ》

　名薙の返事を聞き終えた荻おぎ谷やは、緩ゆるやかに意い識しきを失っていく。

　なにも喋しやべらなくなってしまった荻谷を、名薙は悲しげに見つめ続けていた。

「……ナナギ」

　いつの間にか、すぐ傍そばにアニカが立っていた。

　アニカは自分の胸元を摑つかみながら、心配そうに名薙の様よう子すを窺うかがっていた。

　……友人同士で殺し合わなければならなかった現実が、辛つらくなかったと言えばウソになる。しかし名薙は、そんな重い胸中を隠すように、ただアニカへ微笑ほほえみかけた。

《オレは大丈夫だよ。ありがとうな、アニカ》

「……うん」

　アニカは優やさしく、名薙へ微笑んでみせた。

　遠くから、クローニとミレイアが乗った２機きのＰＡミリガスが駆け寄ってくる姿も見えている。

　それに合流しようと、ＰＡメサイアとアニカは並んで歩き始めた。

　────その時だった。

「ナナギ、あれって！」

　アニカが虚こ空くうの１点を指差し、悲鳴のような声を上げる。

　歩き出そうとしたＰＡメサイアの前に、黒い霧きりの塊が生じたのである。

《なんだ、また下級天使アルコーンが現れるのか！》

　ＰＡメサイアは背後にアニカを押しやり、その盾になろうとする。まだ手にしていた最後の剣アイン・セイバーを構えると、油断なくその黒い霧に視し線せんをやった。

　その霧の塊は次第に１つの人ひと影かげを形成し、そして着色されていく。

　やがて、見覚えのある形を作り出す。

《……！》

　黒い霧から生じた人影は、藤ふじ埜の祈いの里りの姿となっていた。

　眠っているように閉ざされていた藤埜の瞼まぶたが、緩ゆるやかに見開かれる。

　目覚めた藤埜は、ＰＡメサイアと相あい対たいする。

「……全部思い出したよ、名薙君」

　一言だけを告げた。

　そしてひび割れた眼鏡めがねをかけ直し、ただ寂しそうに微笑んでいた。




　　　　▼▼▼




　震ふるえる喉で、名な薙なぎは言葉を振り絞った。

《……藤ふじ埜の……なのか……？》

　問われた藤埜は、困った顔で微笑ほほえんでみせた。

「その質問は、ちょっと答えにくいかな。私は藤埜祈いの里りという人間〝だったモノ〟。今はこの霧の中で再現されている記き憶おくの１つでしかない。人間だった私は、もう１年も前に死んでいるの。こうして名薙君の前にいる私は……有ゆう機きナノマシンで形作られた亡ぼう霊れいだよ」

《……》

　黙だまり込んでしまう名薙に、藤埜は微笑んだ。

「ピンとこないかもしれないね。でも仕方ないよ。私自身でさえそうなんだから」

　藤埜は残酷な現実を口にした。

「自分がすでに死んでいるという実感も、人間ではなくなってしまったんだってことも信じられないでいる。けれど……どうしようもない事実。私はもう、名薙君達とは一いつ緒しよに生きてはいけない存在になってしまった。この霧の中を彷徨さまよう、亡霊でしかないもの」

　藤埜は悲しげに眼まな差ざしを細めた。

　名薙はつい先日まで、２０１５年を生きるただの高校生だった。それは藤埜だって同じだったはずだ。わけもわからずこの遥はるかな未来の世界へ投げ出され、なにもわからぬまま、理不尽に殺されてしまった。挙げ句の果てには、生きているとも死んでいるとも言えない、闇やみの中を彷徨う亡霊のような存在になってしまったのだ。

　その胸中は察して余りある。

　クラスメイトの辛つらそうな表情を見ているだけで、名薙の胸も痛みに疼うずいた。

　藤埜は無理に微笑み、ただ名薙へ懇こん願がんした。

「名薙君……私達を殺して」

《！》

　藤埜の願ねがいを耳にした名薙は、啞あ然ぜんとしてしまう。

　それでも藤埜の言葉が止まることはない。

　藤埜は泣き出しそうな顔をして、それでも強がって続けるのだ。

「私達はこの霧きりの中を彷徨う亡ぼう霊れい。今はこうして人だった頃ころの記き憶おくに縋すがって正気を保っていられるけど、教会に捕まる前は、私も人を襲おそう怪物の１人だった。私を生かしておいてはいけない。私のような存在がいる限り、この森を覆おおう霧は晴れないし、実じつ験けんも続いてしまう」

《そんなこと言うなよ、藤埜……！》

　堪たまらず名薙は、藤埜へ訴えかけた。

《たとえ人間じゃなくなっていても、この霧きりの外でも生きていけるんだろう。そうしたらさ、いつか元の人間の身体からだに戻る方法だって見つかるかもしれないじゃないか……！》

「名な薙なぎ君……」

《正気を失ったなら元に戻してやる！　諦あきらめないでくれ！　オレ達と一いつ緒しよに行こう、藤埜！　そして一緒に……元の時代へ帰るんだよ！　オレ達は、こんなところにいたら駄だ目めなんだ！》

「……」

　名薙の提案に、惹ひかれなかったわけではない。

　その言葉が嬉うれしくて、藤埜は思わず泣き出してしまいそうになる。

　けれど唇を引き結び────静かに首を横へ振ってみせた。

「駄だ目めだよ、名薙君。もう私は人間ではないの。それに、霧の外で長い間は生きられない。名薙君達と一緒に行っても……きっと森の外では１週間程度しか生きられない命なの」

　藤埜は困ったように微笑んでみせる。その頰ほおには、一筋の涙が伝っていた。

　名薙と藤埜が話をしていると、名薙とアニカを取り囲むように、無数の黒い霧の塊が現れ始める。いずれも人の形になり、名薙達の周りには、数え切れない程に多くの人間達が現れた。年老いた老婆や、サラリーマン風のスーツの男。子供の手を引く母親の姿まで、実に多種多様な人々が、その場に音もなく現れて佇たたずんでいる。

　名薙とアニカが周囲に現れた人々を見渡していると、藤埜は言った。

「みんな、私と同じ。この霧の中で殺され、ずっと霧の中に閉ざされてしまった人達。私の呼びかけで目覚め、一時的にこうして正気を取り戻したの」

「こんなにたくさんの人達が……この霧に殺されていたの……！」

　いずれの人々も皆、期待を込めた眼まな差ざしを名薙へ向けているようだった。

　その眼差しは少し寂しげで、だが優やさしいもの。

　彼等らの言葉を代表するように藤埜は告げる。

「名薙君のその剣は、この森の霧さえも消し去ることができる。だからその力を使えば、私達を全員消し去ることができるはずよ」

　藤埜は、ＰＡメサイアが手にしている最後の剣アイン・セイバーを指差していた。

「私達は、この森を覆おおう霧のコアプログラムの一部を担っている。だから私達がみんな消えてしまえば、この森を覆う霧は、実じつ験けんを続けようとする意思を失う。そうすればこの森で、もう２度と実験が行われることはない。……私達のような怪物も、永久に消えてなくなるはず」

《オレに、藤埜や、ここにいる全すべての人を〝殺せ〟って言うのか！》

「違うよ、名薙君。私達はもう死んでいる。ただ……消えていないだけ」

　藤埜の願ねがいを聞き終えた名薙は、俯うつむいて黙だまり込んでしまう。

　そんな名薙を、藤埜も、数え切れない多くの人々も見つめている。

　母親に手を引かれた幼い子供がいるのだ。まだ将来のありそうな若者や、優しそうな微笑みの老婆もいる。この人々を消し去るというのは、人殺しとなにが違うというのか。

　……だがそうしなければ、これからもこの森で悲ひ劇げきが繰くり返されるのだという。

　ここにいる誰だれもが、これ以上それに加担したくなく。消し去られることを望んでいるのだ。

　名な薙なぎは、目の前に立つクラスメイトの少女を見やった。

《……藤ふじ埜の……！》

　中学からの幼おさな馴な染じみで。高校でもクラス委員長で。名薙と同じ班で。一いつ緒しよにビッグサイトの社会科見学を見て回った。家族想おもいで。弟達がいて。いつも自分を犠ぎ牲せいにしながら、誰かのために人知れず頑張っていた健けな気げな少女なのだ。

　目の前の藤埜以外にも、１人１人に人生があったのだ。

　誰か大切な人がいて、誰かに大切だと思われて。

　生きていたのだ。

「名薙君、前に言っていたでしょう。もっと私は、私の気持ちを優ゆう先せんさせたって良いんだって。だからこれは、最初で最後の私のワガママ。それに付き合って欲しいの」

　藤埜は涙しながら、名薙へ言った。

「もしも名薙君の言う通り、名薙君が元の時代に戻れたなら……私の家族に会って欲しい」

《……》

　名薙は静かに、手にしていた最後の剣アイン・セイバーを中段に構えた。

　その姿を見つめながら、ただただ藤埜は痛々しく微笑ほほえんだ。

「弟達に会って、お姉ねえちゃんがごめんねって、言っていたんだって伝えて欲しい」

《……ああ》

「お母かあさんに会って、生んでくれてありがとうって、伝えて欲しい」

《……ああっ……！》

　名薙も、気がつけば涙していた。

　歯を食いしばり、藤埜の願ねがいを聞き続けた。

「人間だった頃ころ。私はとても幸せだったんだよ、名薙君」

　藤埜は、朝あさ陽ひの射さし込む遠い空を眺めて言った。

「家族がいて。大好きなクラスの友達がいて。毎日楽しくて。時々悲しいこともあって。けれどみんな優やさしくて。そして……」

　藤埜は名薙に視し線せんを向けた。

　その頰ほおを僅わずかに赤らめ、気恥ずかしそうに言った。

「名薙君。君がいてくれた」

《……》

　藤埜はひとしきり、語り終える。

　その言葉が途と切ぎれると、藤埜の覚悟が決まったことを、名薙は悟る。

　名な薙なぎは藤ふじ埜のへ向け、なにを告げていいかわからなかった。

　けれど、ハッキリとした口く調ちようで宣誓した。

《必ず伝えるよ》

　剣の刃やいばを翻ひるがえし、名薙は涼やかに涙しながら続けた。

《……１年。来るのが遅かったんだな。助けられなくてごめん》

「名薙君のせいじゃないよ」

　名薙は眼まな差ざしを険しくした。

　最後に藤埜は、もう１つだけ願いを口にした。

「……名薙君は、優しすぎる人。だからきっと、自分のしたことを許せないかもしれない。けれど、だからこそもう１つだけ、私のワガママを聞いて」

　藤埜は、温かく微笑ほほえんで見せた。

「────自分を許してあげて」

《うあああああああああああああああああああああああああああああ！》

　ＰＡメサイアは、構えていた最後の剣アイン・セイバーで虚こ空くうを薙なぎ払う。

　すると、名薙の周囲にいた人々の姿は横一文字に両断され、そして────傷口から霧きりとなって、解ほぐれて消え去っていく。目の前に立っていた藤埜の身体からだも斬きり裂かれ、細かくバラバラになって搔かき消えていく。
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　消えていく藤ふじ埜のの唇が、最期になにかを告げているように見えた。

　その唇の動きを凝ぎよう視ししながら、名な薙なぎは理解した。

《…………殺してすくつてくれて……ありがとう》

　藤埜の残した最期の言葉を口にし、名薙は唇に犬歯を突き立てる。

　滲にじんだ血の味を嚙かみ締しめていると、名薙の手から最後の剣アイン・セイバーは搔かき消えていった。

　霧きりに囚とらわれていた全すべての人々が消し去られたせいか。森を満たしていた霧は、急速にその密度を低下させていく。見る見る間に霧が晴れていき、黒の森シユバルツバルトは光射さす美しい森と化す。

「……ナナギ」

　静かに泣きじゃくる名薙に歩み寄り、アニカはＰＡメサイアの装甲に触れる。

　その冷たい金属の感触は、まるで名薙の悲しみの熱ねつであるかのようだった。

《……アニカ。オレも覚悟したよ》

　眩まばゆい陽光に満たされた森で、名薙は静かに告げる。

《オレは藤埜を殺した。死ぬべきではなかった数え切れない人々も消し去った。仕方なかったなんて言い訳はしない。オレはもう────人殺しなんだ》

　遥はるかな未来に飛ばされてきた、ただの高校生。

　もはやそうではないのだ。

《ソフィアは、オレに言っていた。弱き者の盾となれ。強しいる者達に抗あらがう刃やいばであれ。オレはただの薄うす汚ぎたない人殺しに成り下がった。だからソフィアの言うような、救世主や剣けん聖せいなんて高こう潔けつなものにはなれないだろう。けれどオレは……オレに与えられた、この剣に賭かけて誓うよ》

　かつての穏おだやかだった日常と、少女を喪失した悲しみを吞のみ込み。

　不動の覚悟で、双そう眸ぼうに力を込める。

《死んでいった奴やつ等らの想おもいくらい、背負って生きてやるんだ》

「……ナナギ」

　名薙の心の痛みを思ってか、アニカも悲痛な表情をしていた。

　しかし名薙は、涙することすら許さない。殺した命の重みを背負い、今はただ歩き出すのだ。

　名薙綾りよう月がの最初の殺人は────かけがえのない友人だった。







　　エピローグ







「……うわっ、まっぶしいなあ！」

　植物管理室の扉を押し開け、天てん井じようの崩れたメインフレーム室へ戻ってくると、燦さん々さんと昼の太陽が輝かがやいている。忘れかけていた夏の熱ねつ気きを感じながら、クリステア＝コルトは周囲の惨状に目を配ってみた。

　……あちこちに、聖せい堂どう騎き士し団だんの死体が転がっていた。

　クリスと真ま無ながチェス勝負に耽ふけっていた間に、下級天使アルコーンによって全滅させられたようだ。

　周囲に東とう京きよう騎き士し団だんの死体がないことに気がつくと、クリスは忌いま々いましく思って嘆息した。

「なんだよー。１人もやっつけられなかったのか。メインフレームもしっかり壊こわされてるし。これじゃあ今回は、あたし達の完敗だったと認めるしかないじゃないか」

　真無に抉えぐられた眼がん球きゆうの痛みに朦もう朧ろうとしながら、クリスは呟つぶやいてしまった。

「まったく。あのマナとかいう奴やつはとんでもない人間だったな。脳を抉った程度であたしが死んだと勘違いしてくれて助かったよ。ちょっと傷を修復するのに時間はかかりそうだけど、この程度であたしが死ぬわけないだろうに」

　言いながらクリスは、楽しそうに微笑ほほえんだ。

「データが入手できなかったのは残念だけど、面おも白しろい奴を発見できたと思えばプラスマイナスゼロかな。また一いつ緒しよに遊べると良いんだけど」

　そう言うと、クリスは瓦が礫れきの山を登り始める。

　地上に出て、森の様よう子すを観かん察さつしようと考えたのである。

　そうして実際に地上へ這はい上がってみて、クリスは驚おどろいた。

　周囲の霧きりが晴れ渡り、黒の森シユバルツバルトは快晴の陽光が注ぐ美しい森となっている。

　何十年もの間、陽光の届かない陰湿な森であったのがウソのような穏おだやかさである。廃はい墟きよの天てつ辺ぺんには小鳥達も降りてきており、空を泳いでいた魚型のマモノは、皆地面に打ち上げられた魚のように痙けい攣れんして死に絶えようとしていた。

　霧が晴れたせいで動力源を失ったらしいキメラ達も、その場で停止して息絶えている。

　おまけに……クリスは地面に横たわっているＰＡエレミタの残ざん骸がいも発見する。

　クリスは頰ほおを膨ふくらませて拗すねた。

「なんだよなんだよー、オギヤ！　君までやられちゃってたの！　これじゃあ本当に良いところなしじゃないかよ、どうなってるんだい！」

　クリスはＰＡエレミタの残骸に歩み寄り、搭乗席の辺りを蹴けり飛ばした。

　その蹴りで目覚めたのか、乗っていた荻おぎ谷やが返事をする。

《……申し訳ありません、クリステア様。全力で戦ったのですが、敗れました》

「オギヤが全力でねえ。あのフードマントの機き体たい、そんなに強いのか？」

　クリスは腕を組み、晴れ渡る空を見上げてぼやいた。

「いやいや。面おも白しろい人間は、あの女の子だけじゃなかったか。まさかオギヤをここまでやり込める人間がいるなんて。意外と人間を相手にするのも楽しそうだな。王の命令とはいえ、全滅させずに少し残しておいて良かったなあ。今度からあたしも、元老院の指令を真ま面じ目めに受けてみようか」

　１人でニヤニヤと微笑ほほえみ、クリスは残った片目だけを輝かがやかせる。

　転がっているＰＡエレミタの残ざん骸がいに向き直り、クリスは意気揚々と告げた。

「さて。この森での野や暮ぼ用ようは失敗しちゃったわけだし、そろそろあたし達も本隊の方に合流しようか、オギヤ。さっさとそこから出てきなさい」

《本隊に合流するというと……プロアテル様の〝作戦〟に参加するのですか？》

「そうだよ。きっと東とう京きよう騎き士し団だんの彼等らも、そっちの方へ向かっただろうし。また彼等に会えるかもしれないんだよ。面白そうじゃないか」

《……》

　待ちきれないといった態度で、クリスは浮き足立ちながら空を指差す。

「さあ、行こうか！」




　　　　▼▼▼




　聖せい堂どう騎き士し団だん達が乗ってきた装甲車の１つを拝借した。

　名な薙なぎ達を乗せた装甲車は、木こ洩もれ日びの射さす、旧ふるいハイウェイ跡を通過していく。

　運転するクローニへ、助手席のミレイアが声をかけた。

「……なんか隊長、妙に機き嫌げん良い？」

　ミレイアは先程から、小さく鼻歌を歌っているクローニの横顔を眺めていた。

　クローニの口元は、時折綻ほころんだりしているのだ。

「フフ。そう見えますか」

　クローニはいつも通り、爽さわやかに微笑んでミレイアへ答えた。

「こうして新人の騎士候補生２人が、死の30時間を生き残りました。おまけに黒の森シユバルツバルトの遺い跡せきを発見できた上に、霧きりを晴らして平和まで取り戻した。これだけの大戦果があったのですから、まーたまた出生しちゃうかなーとか思っちゃったりするわけですよ！」

「あ！　確たしかにそうやな！　出生しちゃうかもしれんわな！　しかもうちとナナギくん、死の30時間クリアしたんやね！　良かったわー、死なんくて！」

「これでめでたく、ナナギさんとミレイアさんも我々、第３特務小隊フエザーグレイブの仲間入りですね。きっと部隊の皆さんも認めてくれるでしょう。今のうちに、私からようこそと申し上げておきますよ」

　初めて入隊を歓迎してくれたクローニの言葉に、ミレイアは嬉うれしくなってしまう。

　最初の任務を生き延びたことで、少しだけクローニに認められた気もした。

　そんな手て応ごたえを感じ、ミレイアは胸元で「よし！」と拳こぶしを固める。

　そしてふと、後部座席に腰掛けている名な薙なぎの姿に目をやった。

「……せっかくの大戦果やけど、１番の功労者のナナギくんが元気ないみたいやな」

「……」

　クローニはルームミラーを横目にし、名薙の表情を窺うかがった。

　名薙は笑いもせず、泣いてもいない。

　知り合いだったらしい藤ふじ埜のという少女を手にかけたことを聞いていたため、それで落ち込んでいるものだとばかり思ったが、どうやらそういうことでもないらしい。

　喜びも、怒りも、悲しみすらもない無表情。

　だがその眼まな差ざしには、力強いなにかが誕たん生じようしているようにも見えた。

「……１日やそこらで、ずいぶん一人前の顔つきになってしまうものですね、彼は」

「え？　今、なんか言ったん、隊長？」

　クローニは苦笑して、ミレイアへ言った。

「ナナギさんの成せい績せきは、騎き士し候補生試し験けんの落ちこぼれです。だからこれからしばらく、騎士団の中でも末席の劣等生扱いを受けるかもしれませんね」

「そんな！　ナナギくんのあの強さ、尋常じゃないやん！　それが落ちこぼれ扱いなんて……それこそ、称号持ちエリスネーターに任命しても良いくらいの実力やないんか！」

「ずいぶんとムキになりますねえ。もしかしてミレイアさん……惚ほれちゃったりしましたか？」

「ふみゃ！　そ、そんなんじゃないって！」

　頰を紅こう潮ちようさせて否定するミレイアに、クローニは嘆息混じりに答えた。

「今日きようの戦果は、遠くない将来、多くの人達の耳に入る。心配しなくとも、やがて誰だれもが彼を必要とするでしょう」

　クローニは不敵に笑えむ。

「……賭かけても良い。あの少年は強くなります。それこそ、我々の想像が及びつかない程に。もしかしたら、あの〝剣けん聖せい〟さえも凌しのぐ、最強の騎士になっちゃったりしてですねえ、ハハ」

　過大評価ではなく、それは現場の人間であるクローニの実地評価である。

　その確かく信しんは、一握りの迷いすらない程に鮮せん明めいだった。




　　　　▼▼▼




　うんざりした顔で、アニカが言った。

「全くもう、マナったらどこで油売ってたのよ。あの乱戦の中でいきなり姿を消すんだもの、心配しちゃったわよ」

　後部座席のシートに深々と腰掛けながら、アニカは向かいの席に座る真ま無なを呆あきれ顔がおで見ていた。そんなアニカに、真無は涼しい微笑ほほえみで言って返す。

「フフ。ちょっと気にくわない奴やつを見つけたから、個別に目にモノ見せてやってたのよ」

「……なによそれ。意味がわからないわ」

「気にしないで。私のことはともかく、大だい活かつ躍やくだったそうじゃない、アニカ。なんでも貴女あなたの正体が、名の知れたハッカーだったって聞いてるんだけど」

「ま、まあ。別に自慢するようなことじゃないし」

　口では謙けん遜そんしながらも、真無に褒ほめられたのが嬉うれしかったのか、アニカは小さな胸を張り出して得意気な様よう子すだ。そんなアニカの仕し草ぐさを、真無は可愛かわいらしいと感じた。

　アニカは名な薙なぎの方を見やり、真無の後に続けた。

「活躍と言えば、名薙も大活躍だったんだから！」

「フーン」

「すごかったのよ！　またあのよくわからないトンデモ剣で、霧きりを斬きり裂いちゃってね！　それででっかくなった死し教きよう機きをボコボコにしちゃったんだから！　いやー、ホント見ててスカッとしたわよ！」

「ずいぶんと嬉しそうに話すのね。もしかして惚ほれちゃった？」

「なあっ！　ち、違うわよ！　別にそんなんじゃ！」

　頰を紅こう潮ちようさせて慌てふためくアニカをからかっていた真無だったが、微笑みもしない名薙に気がつく。その表情は固く、装甲車に乗り込んでからというもの、１度たりとも口を開いていない。

「……藤ふじ埜のさんのことは残念だったわね」

「ああ」

　真無の言葉に、名薙は静かに答えた。

　嘆息し、真無は続けて名薙へ問いかけた。

「私は転校してきたばかりで、藤埜さんとはそれ程には親しくなかったけど。本当に残念だとは思っているのよ。名薙君は、私なんかよりずっと辛つらく感じてるんだろうけど」

「仕方ないさ。全部オレが決断したことなんだから」

「……」

「すごく悲しいんだ。でも落ち込んで、立ち止まっていちゃいけない。そう思ってるよ。だからオレは、苦しくてもこの現実を受け止めたいんだ。……けどまだ、少しうまくいかなくてさ。どういう態度でいれば良いのか、わからないでいるんだ」

　名な薙なぎは騎き士し候補生試し験けんの後のように、落ち込んでいじけ続けているものだとばかり思っていた。だから真ま無なは、苦言の１つでも言ってやろうかと考えていたのだが……意外にも前向きに気持ちを整せい理りしようとしている名薙に、素直に驚おどろいてしまう。

　調ちよう子しを崩されたせいか、真無は少し戸惑いながら名薙へ言った。

「……いじけてるだけかと思ったら、名薙君らしくないじゃない」

　意図せず、僅わずかに熱ねつを帯びてしまった自らの頰ほおに、真無は驚いてしまう。

　それを名薙から隠すように、真無はそっぽを向いて誤ご魔ま化かした。

「なあ、真無」

　名薙はポツリと、真無へ尋たずねた。

「もしかしたらソフィアは……オレ達の味方じゃなくて〝敵〟なのかもしれない」

「……今さら、どうしてそう思うのかしら」

　名薙は眼まな差ざしを細め、続けた。

「ソフィアがオレ達をこの時代へ飛ばしたのは間違いないと思ってる。その結果、オレ達は戦いに巻き込まれ、藤ふじ埜のは死に、荻おぎ谷やは狂った。……全すべてソフィアが始めたことじゃないか。良いことなんて、１つもない」

「……」

　真無はなにも言わず、しばらく考え込んでしまう。

　だがやがて、喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さすると、ある動画の再生を始めた。それを名薙とアニカの視界へ共有表示して言った。

「……落ち着いた頃ころに見せようと思っていたけれど、今見せた方が良さそうね。これを見てから、その判断をした方が良いわよ、名薙君」

「……？」

　真無に言われ、名薙とアニカは視界にウインドウで表示された動画に注視する。

　動画の内容は────植物管理室で見た映像記録ビデオ・レポートである。

「これって、ルミナス製せい薬やくの遺い跡せきで見た映像記録ビデオ・レポートじゃないか！」

「マナったらいつの間に！　データを持ち出してきたの！」

　真無が再生しているのは、黒い霧きりの中で、人の死し骸がいを喰くらっているキメラの姿である。その見るに堪たえない映像は、遺跡でも確かく認にんしている。

　だがその映像の続きを見てみると────突如として銃声が鳴なり響ひびく。

「！」

　それは実際の銃声ではなく、映像の中での出来事である。

　映像の中のキメラは、何者かに眉み間けんを撃うち抜かれ、そのまま仰あお向むけに倒れて動かなくなってしまう。そうして息絶えた広ひろ崎さきの死体に、歩み寄ってくる少女の姿があった。

　広崎を撃ち殺した少女は、カンテラを手にしていた。

　そこに灯ともった小さな炎の灯が、少女の姿を暗くら闇やみの中に浮かび上がらせる。

　肩まで伸ばした金髪。赤い色の瞳ひとみ。身体からだの線せんが細い、華きや奢しやな少女だった。青いレインコートを羽は織おったその少女は、憂うれいを湛たたえた眼まな差ざしをカメラに向けていた。

「ウソ、これって私じゃない！」

　映像に映し出された少女は、アニカにそっくりだった。

　その少女は形の良い唇で、涼やかに言葉を紡ぎ始める。

「────久しぶりですね、ナナギリョウガ」

　映像越しに呼びかけられ、名な薙なぎは驚きよう愕がくする。

「アナタに会うのは、ビッグサイトで会って以来でしょうか。この映像をアナタが確かく認にんしているということは、私の書いた未来の預言が役に立ったということでしょう」

「……ソフィアか」

「この子が、ナナギ達の言ってたソフィア……？」

　呟つぶやく名薙に、アニカも青ざめて愕然としてしまう。

　異常だった。

　名薙がソフィアと初めて出会ったのは、２０１５年。

　しかしこの映像は、画面隅の日付表示が間違っていなければ、２０５５年に撮さつ影えいされている。

　40年もの歳月が流れているというのに、ソフィアは年老いた様よう子すもなく、当時のままの美しさを維持しているのだ。なにがどうなっているのか、見当もつかない。

　映像に映し出された少女は告げる。

「あまり時間はありません。未来は限られている。だからこそ、私はアナタに伝えなければならないのです。アナタが為なすべきことを。アナタがその時代に必要である理由を」

　少女は意味深な前置きをした後に、視し線せんを鋭するどくして唇を開く。

「────真なる理の神プロアテルを倒しなさい」

「なんですって……！」

　驚愕の声を上げたのはアニカだった。

　プロアテル。

　その名は確たしか、天使アイオーンの王。宇宙に存在する静浄の楽園プレロマを統すべる者の名である。

　少女の言葉は続いた。

「全すべての鍵かぎは、プロアテルが握っています。アナタが元の時代へ帰る方法も。アナタの未来を救う方法も。そして────〝これから始まる第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん〟を食い止める手段も」

「……なにを言っているんだ。この映像が撮影されたのは、大戦は終わった後だろ？」

　名薙の疑問に答える間もなく、映像はノイズにまみれ始める。

　消えかかり、断続的になる少女の姿。

　少女は映像の最後に、奇妙なことを口にする。

「……アナタ達の未来を……救いなさい……」

　少女の姿が、完全に搔かき消えてしまった。

　映像が終わった後の車内には、沈ちん黙もくだけが取り残されていた。







あとがき







　こんにちは。本作の著者、兎う月づき山や羊ぎです。

　あとがきではいつも、身近な出来事や挨あい拶さつばかりを話題にしてきました。

　それだけでは芸がないので、たまには設定の話でもしてみようかと思います。




　昨今、量子コンピュータという言葉をよく耳にするようになりました。

　次世代の高速コンピュータとして注目される計けい算さん機きなわけですが、それを実現するための具体的な技術というのは、現代ではまだ暗中模索の状態なのです。

　量子コンピュータを実現させる方法には、複数のアイディアが存在します。

　ダイヤモンドチップを使った方法。

　磁力によって電子のスピン方向を制御するスピンエレクトロニクスによる方法。

　他ほかにも無数にアイディアはあるわけですが、本作に登場するＰＱＣという携帯型の量子コンピュータは、数ある内のアイディアの中から２つを選んで組合せたのものです。〝スピンエレクトロニクス半導体〟と、〝ボース・アインシュタイン凝縮〟の利用。後者はとても面おも白しろい性質のものです。

　ボース・アインシュタイン凝ぎよう縮しゆく。

　通称ＢＥＣ。

　皆さんよくご存じのアルベルト＝アインシュタインが、インドの物理学者サティエンドラ＝ボースからの手紙をキッカケに、その存在を予言した凝縮現象のことです。

　物質にはプラズマ、気体、液体、固体といった状態が存在しますが、このボース＝アインシュタイン凝縮というのは、そんな物質の状態の１つであるのだとされています。搔かい摘つまんで言うなら、〝物質は絶対零度近くまで冷やすと量子状態になる〟といったところでしょうか。

　ルビジウム原子をレーザー冷却し、磁気トラップして気体のまま絶対零度付近まで冷却し、さらに蒸発冷却することによって量子化するという実験が行われました。

　すると絶対温度０・０２Ｋ（０Ｋが絶対零度と呼ばれる温度で、マイナス２７３℃のことを指します）まで冷やしたナトリウム系ルビジウムによって、ボース＝アインシュタイン凝縮は初めて観測されたのだそうです。

「物体を絶対零度近くまで冷やすと、個々の原子は波動の性質を高め、見分けがつかなくなる。複数の原子が、まるで１つの巨大な原子であるかのような振る舞いをする」

　アインシュタインのその予言通り、ルビジウム原子群は量子性を持った巨大な原子のような振る舞いをしました。ちなみに超伝導現象やナトリウム４の超流動現象は、このＢＥＣによって理論的説明が可能となったのです。

　量子的な性質を持った、目視でも確かく認にんできる大きさの原子群。

　言わばこれは、「別宇宙に繫つながる窓」とも言うべき存在でしょう。

　現在では極低温でしか実現しないこのボース・アインシュタイン凝ぎよう縮しゆくですが、本作ラストセイバーの世界では、もう少し高い温度環境でも実現する科学技術が確かく立りつされております。スピンエレクトロニクス半導体に封入したＢＥＣによって、別宇宙を使った超並列計算を行うスーパーデバイス。量子コンピュータ実現のロードマップを見ると、２０３０年頃ごろには市販化も可能だということになっているわけですから、未来の世界にはＰＱＣが実在しているかもしれないじゃない！　夢いっぱいじゃない！

　ちなみにスピンエレクトロニクス半導体は、磁力を用いた代物であるため、ＰＱＣは強磁性の環境下ではノイズが起きやすい弱点を持っています。ＰＱＣ筐体内部は強力なシールド処理が施されているわけですが、完かん璧ぺきではありません。電子戦用のＰＡには、そうした弱点を突くジャミング機き能のうを持った機体もいますので、名な薙なぎ達は注意が必要ですね。




　というわけで、誰だれが得するのか、わからない話をしてしまいました。

　でもこういう話を垂れ流すのも、やってみるとなかなか楽しいですね。

　また機会があれば、話したいことは色々ありますため、挑戦してみることにします。




　さて末筆となりますが、いつもの通りに謝しや辞じを述べさせていただきます。

　社会の荒波に揉まれて、いつも荒すさんだ眼まな差ざしをしているボロ雑ぞう巾きんの私目に、「〆切」という発言をなるべく使わないでいてくださる優やさしい担当編へん集しゆう様さま。そして本作のために、またもや「キャワワ！」なイラストを描いてくださった荻ｐｏｔｅさん。さらには本作を刊行するにあたり、お力添えくださった校こう閲えつさんや営業さん、それ以外の多くの方々にも感謝を。

　そしてこの本をとってくださった皆さんに、最大限の感謝です。

　面おも白しろかった、楽しかったという感想をいただくことしばしばですが、本当に毎回ありがいたと感じています。個別になかなかお返事しきれないのですが、皆さんの存在が、私の拠より所どころであり、書き続けられる原動力になっています。

　今後とも、是非にこの著者を愛していただけたなら幸いに思います。








うづき
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。休日は頑として自宅から出ない引き籠もりのセミプロです。会社に入社した頃、先輩方から「歳を取るにつれて、みんな家から出なくなっていくんだよ」と言われ、今まさにその通りな状況の20代後半。
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イラスト／荻おぎｐｏｔｅ

この前ペンタブを無くしてしまったので、慌てて新しいのを買ったら、普段全然使わない運動靴の中から出てくるという不可解な事件がありました。

ペンタブ二刀流、解せぬ。
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